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　平素より、千葉県NIE 推進協議会の活動に対して多くの方々にご協力いただき、ありがとうございます。

2022年度のNIE 実践報告書をこうしてお届けできることとなり、関係の皆様のご尽力に深く感謝してお

ります。

　2022年度は、世界も日本も大きく動いた一年でした。ロシアによるウクライナ侵攻が長期化し多くの

犠牲者が出るとともに、エネルギー価格や食料価格の高騰という問題も生じました。新型コロナウイルス

に関してはオミクロン株による感染者増大等があり、影響が続いています。安倍晋三元首相が暗殺され

た事件は、民主主義を守る必要性とカルトの危険性を印象づけました。ChatGPT 等のAIの利用が急

速に広まり、人間とAIとの関係があらためて問われています。サッカーのワールドカップや野球のワール

ド・ベースボール・クラシックといったスポーツの国際大会に人気が集まり、参加国のスポーツ事情が注

目されることもありました。

　また、日本においては、こども基本法が成立し、こども家庭庁の発足が決まり、さらには政府から「異

次元の少子化対策」が打ち出される等、子どもの権利に関わる話題がこれまで以上に多くなりました。

学校での1人1台端末が定着したこともあり、子どもが意見を表明したり、情報にアクセスしたり、有害

情報から守られたりすること等、情報に関わる子どもの権利は、これまで以上に注目される必要があり

ます。

　さらに、日本では2022年4月からは成人年齢が引き下げられ、高校3年生の学年で多くの人が成人年

齢に達することとなりました。このことは、中等教育が終わることを待たずに、高校生が一人前の判断

能力を身につけなければならなくなったことを意味しています。

　こうした状況において、児童生徒の情報活用能力やデジタル・シティズンシップを高める教育のあり方が、

ますます問われるようになっています。インターネット上で話題になることの多くが新聞を情報源としてい

ることを踏まえれば、どのように児童生徒がこの社会の基幹的な情報インフラである新聞について理解し、

新聞を活用できるようにするかが、ますます重要な課題となっています。

　社会の変化とともに、新聞は少しずつ形を変えてきました。NIEも、少しずつ形を変えながら、社会

の要請に応える形で発展していくことが必要です。NIEに集う教育関係者や新聞関係者が連携協力して

これからの時代に必要な教育をデザインし、多くの児童生徒に豊かな学習を提供していきましょう。

千葉県ＮＩＥ推進協議会会長

藤　川　大 　祐
（千葉大学教育学部長・教授） 

ご 挨 拶
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̍　͸͡Ίʹ

に新聞をڃでは、ຖே̐年生以上の֤学ࢢ઒ࢢ　

届けてもらっている。ಡച新聞とே日新聞が֤学ڃ

に届くため、࠷新のχϡースを஌ることができるし、

ಡΈൺ΂をすることもできる。ͦのܙまれたڥ؀を

生かして、教育活動にあたりたい。本校ではクラス

ごと必要に応じてＮＩＥ活動をߦっている。新聞づ

くりでは、国ޠ、૯߹などの教Պで活動のৼりฦり

やワークシートとしての活用をߦった。新聞活用で

は、౤書をもとにࣗ෼のߟえを書いたり、見出しを

った。ྩ࿨̐年度のＮＩＥのߦえたりする活動をߟ

実践をৼりฦり、ޙࠓの教育活動に生かしたい。

ᶃ新聞づくりの活動

ᶗ、ମ育Պ　ӡ動会新聞　（A4൛）

ӡ動会での学ͼをA4൛の新聞でৼりฦっ

た。छ目ごとにまとめ、ࣗ෼のߟえたことな

どもೖれ、޻෉した࡞඼に࢓上がった。

ᶘ、国ޠ　きつͶの૭

# サ̐イズワークシート新聞　

新聞型のワークシートにし、̍時間に̍ ه

事ずつ࡞成していき、学習が終わると׬

成しているようにした。 学習が一ཡでৼ

りฦることができ、׬成度も高かったの

で、児童もຬ足した様子だった。

ᶙ、૯߹的な学習の時間　

म学ཱྀߦ新聞　（#4൛）

年̍間の学習の集大成として、意ཉ的に

औり૊Μだ。 म学ཱྀߦでの学ͼをまとめ

た࡞඼。

ＮＩＥを通して生きる力をはぐくむ
～社会と自分をつなげる新聞～

市川市立宮久保小学校　　石川　剛士

̎　࣮ફঢ়گ

ᶚ、国ޠ　Ғ人まとめ新聞

国ޠՊ「ҏ能஧ܟ」の学習のまとめとして、

ࣗ෼の޷きなҒ人についてのまとめをA5

で1ຕ、ͦれに対するࣗ෼の学ͼとこれか

ら΁の決意をA5で̍ຕ書き、߹わͤて

A4フΝイル΁とクラスશһ෼をフΝイϦン

άし、Ғ人ࣙయとした。

ᶄ新聞活用の活動

ᶗ、新聞ه事をもとにࣗ෼の意見をアウトプッ

トする活動

教ࢣが気になったه事をスクラップし、

ワークシート化する。 ͦれに対するߟえ

をهड़する活動。 Ϟ̍ジϡール15෼間で

い、できた児童のものから時間಺いっߦ

ͺいまで、書いたจষをಡΈ上げていっ

た。 ༑達の意見をڵ味深ͦうに聞く児童

が印象的だった。

ᶘ、国ޠ　ࣗ෼のߟえを発৴しよう

ே日、ಡചの新聞の౤書をΈΜなで੾り

ൈき、ڵ味のある಺༰のه事を̍つબ

Ϳ。 ͦれに対するࣗ෼のߟえを書く学習

である。 とくに学生の書いた౤書は人気

が高かった。
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̏　੒Ռͱ՝୊

ʓ子どもたちの書く力が޲上した。 จষ力

とߏ成、要໿、Ϩイアウト、デザインな

どをする力も෇き、学習したことをϊート

にまとめるときなどにも、ۤ࿑することな

くできるように成長した。

ʓࢢ಺学校新聞展で、学校新聞の部では

新聞の部では༏ल৆にڃ༏ल৆、学࠷

ًいた。

ʓ౤書に対してԿ度もࣗ෼の意見を書くこと

で、社会の出དྷ事に対して、ࣗ෼の意見

を࣋つことが༰қになった。

˔年間の学習ܭըの中にܭը的に഑ஔし、

΄かの活動にࢧোが出ないようにする必

要がある。

˔学年಺で足ฒΈをͦΖえて、活動をڞ有

していく。

˔学校಺で活用の࢓方や、ࢦಋの࢓方を

。有していくڞ

̐　·ͱΊ

　ྩ࿨̐年度も਺多くのＮＩＥ実践をߦうこと

ができた。 また、新聞づくりにおいては、多く

のクラスが力をつけ、コンクール等でධ価して

もらうことができた。 しかし、まだまだ、届い

た新聞を生かしきれないことも多い。 年間の学

習ܭըの中で、ແ理なく、だれにでもऔり૊Έ

やすい実践をߟҊしていく必要性を感じる。 ͦ

して、子供たちに必要な力、ಘられる力を明֬

にして次の時代を୲う力をཆっていきたい。

−2−
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して、子供たちに必要な力、ಘられる力を明֬

にして次の時代を୲う力をཆっていきたい。

̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̎年度からＮＩＥ推進校のࢦ定を

डけている。 ̏年目となる本年度は、本校の児童

の「書く力」を৳ばすために、新聞ه事の಺༰をऔ

り上げたり、新聞ه事で学習をまとめたりするなど

のऔり૊Έをߦった。 本校では、શ国学力・学習

状況ௐࠪの݁Ռをもとに、児童の書く力を৳ばすこ

とを目ࢦしており、本実践が児童の書く力の޲上に

。えたためであるߟがるだΖうとܨ 本報告では、̑

年生のऔり૊Έを中৺にまとめていく。

̎　࣮ફ಺༰

（１） 新聞記事を読んで自分の考えをまとめる活動

　本校に年間を௨して届くேץ新聞を活用し、ه事

をಡΜでॳめて஌ったことやߟえたことをೋஈམの

จষにまとめる活動をߦった。 さらに、書いたจষ

は学ڃの༑達とಡΈ߹ったޙに教ࢣがճऩし、ೋ

ஈམߏ成で書くことや、ਖ਼しいจষ表ݱを࢖うこと

などについてఴ࡟した。

（２）学習内容を新聞形式にまとめる活動①

　新聞をಡΉだけではなく、学習の੔理をするため

に、学習した಺༰を新聞形ࣜでまとめる活動をߦっ

た。 国ޠの学習では、見出しやϦードจなどの新

聞のߏ成を意ࣝし、多くの人に಺༰がਖ਼֬に఻わる

ようにとࢦಋをした。 また、前期は新聞のׂり෇

けが決まっているプϦントを࢖い、ޙ期はׂり෇け

もࣗ෼でߦうようにした。

　「新聞をಡもう」の学習において、新聞の࢓૊Έ

についてௐ΂る学習にऔり૊Μだ。 ͦの際に、本

校に届いたேץ新聞をࢿ料として࢖用し、新聞ه事

をಡΈൺ΂たり、಺༰や見出し、ࣸਅなどについて

気෇いたことを発表し߹ったりした。

　̎月に国ޠ「まΜがの方法」の学習において、新

聞ه事にࡌهしている̐コϚອը「コボちΌΜ」を活

用して、日本のອըが世界に਌しまれている理༝や

。෉について学習した޻者の࡞ 新聞ه事の一部を

੾りऔり、ポップづくりを௨してઆ明することを学ڃ

でڞ有することができた。

（３）学習内容を新聞形式にまとめる活動②

　社会Պの学習では、日本のۀ࢈について学習し

た಺༰や、校֎学習などでମݧしたことなどを新聞

形ࣜにまとめる活動をߦなった。

　ಡΈखをऒきつけるように見出しを޻෉する児童

が多く、ಡΈखにとって෼かりやすいจষを書こう

と৺がけることができた。 また、学習಺༰を新聞

形ࣜにまとめる活動によって児童のߟࢥも੔理され、

学習のకめくくりとしても活用した。

　授ۀで学習したことを活かし、係活動「新聞係」と

してクラスの出དྷ事やアンέート、クイズなど学ڃの

༑達がָしΜで見てもらえるようなه事をߟえ、ܝ

ࣔする࢟が見られた。

̏　͓ΘΓʹ

　ࣗ෼の気になるχϡースه事をબΜだり、༑達の

書いたจষをಡΜだりすることで、日々のχϡース

に対する関৺を高めることができた。 新聞ه事を

ಡΜでࣗ෼のߟえをまとめる活動では、ڵ味のある

事に৮れるهが見られ、新聞࢟事を೤৺に୳すه

。会が多くなったػ

　新聞ه事には、ه事の಺༰を୹いݴ葉でまとめ

た見出しや、本จの大ମの಺༰を୹いจষでまとめ

たϦードจ、新聞社の見方やߟえ方を主ுした社આ

などがある。 ͦれらをಡΜだ上でه事に対する感

૝を書くことは、児童のޠኮを増やし、ࣗ෼のߟえ

を੔理して書く力を৳ばすことにつながった。 新聞

をࢿ料として提ࣔすることで、トップه事が࠷も大

੾なه事であることや、ࣸਅがه事の಺༰に関係

する事ฑをよりৄしく఻えるためにͤࡌてあることな

どを、児童ࣗ身が気෇くことができた。

新聞に親しみ、伝えたいことが届く
文章を書く力の育成を目指して

習志野市立津田沼小学校　　金井　達也・北本　陸・村松　由季代

新聞を読んで気が付いた
新聞の魅力についてまと
める作文

東日本大震災に関する
記事を読んで自分の考
えをまとめる作文
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　授ۀで学習したことを活かし、係活動「新聞係」と

してクラスの出དྷ事やアンέート、クイズなど学ڃの

༑達がָしΜで見てもらえるようなه事をߟえ、ܝ

ࣔする࢟が見られた。

̏　͓ΘΓʹ

　ࣗ෼の気になるχϡースه事をબΜだり、༑達の

書いたจষをಡΜだりすることで、日々のχϡース

に対する関৺を高めることができた。 新聞ه事を

ಡΜでࣗ෼のߟえをまとめる活動では、ڵ味のある

事に৮れるهが見られ、新聞࢟事を೤৺に୳すه

。会が多くなったػ

　新聞ه事には、ه事の಺༰を୹いݴ葉でまとめ

た見出しや、本จの大ମの಺༰を୹いจষでまとめ

たϦードจ、新聞社の見方やߟえ方を主ுした社આ

などがある。 ͦれらをಡΜだ上でه事に対する感

૝を書くことは、児童のޠኮを増やし、ࣗ෼のߟえ

を੔理して書く力を৳ばすことにつながった。 新聞

をࢿ料として提ࣔすることで、トップه事が࠷も大

੾なه事であることや、ࣸਅがه事の಺༰に関係

する事ฑをよりৄしく఻えるためにͤࡌてあることな

どを、児童ࣗ身が気෇くことができた。

嬬恋村について調べ、自分達でリード文などの構成を
意識して作成した
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　本校では、ྩ࿨̎年度より校಺ڀݚとして国ޠՊ

にয఺を౰て、ڀݚ主題を「ࣗ෼のߟえやࢥいをࣗ

ら表ݱできる児童の育成」とઃ定した。 児童が主ମ

的に表ݱするための授ۀվળや、相ख意ࣝを࣋っ

たޠݴ活動の։発を重఺目ඪにܝげڀݚを進めて

きた。

　またࣗらのߟえやࢥいを主ମ的に表ݱするために

必要な能力の育成を目的とし、ＮＩＥ学習にऔり૊Μ

だ。 શ児童に年間໿̒ճ、新聞をߪೖし児童の発

達ஈ֊に応じて様 な々実践をߦった。

̎　࣮ફঢ়گ

＜低学年の活動＞

　௿学年では、ॳめて新聞をखにする児童が多くい

た。 ಛに̍年生はࣗ෼のإより大きなࢴをめくるこ

とが大変なۀ࡞になるので、めくり方、ಡΈ方、ࢴ

໘のつくりからஸೡにࢦಋした。 新聞のಡΈ方がわ

かってきたら、จࣈやࣸਅをじっくりと見る活動をす

るためカタカナ୳し、ࣸਅ集めをߦった。 ૝૾力を

育Ήため、ࣸਅにਧき出しをつけてどのようなこと

をݴっているのかを書く活動もߦった。 10月以߱に

は、新聞ه事を୲೚がಡΈهさͤ、見出しを੾り

औって、ࣗ෼のߟえを書く活動をߦった。 気になる

จࣈやࣸਅを集めたり、ه事をಡΜで؆୯な感૝

を書いたりした。 これらの実践を௨して、児童が

新聞に਌しΈ、ه事をಡΜだり、఻えたいことはԿ

かを૝૾したりする力がཆわれてきた。

＜中学年の活動＞

　中学年では、ه事のಡΈ方をࡢ年度もߦっている

ので、ࣈ׽集めやख़ޠ集めをߦった。 用࢖事でه

されているख़ޠの意味をௐ΂、実際にͦのख़ޠを

。ったߦって୹จづくりを࢖ 児童はࣗ෼が஌らな

かったख़ޠを஌るよいきっかけとなった。 また、い

ΖいΖな見出しを見つけることで見出しのޮՌにつ

いてߟえた。

＜高学年の活動＞

　高学年では、中学年の಺༰に加え、ࣗ෼のߟえ

をもつこと、さらにٙ問を࣋ったことをௐ΂、まと

める活動をߦった。 事に書かれた事実から関連ه

する事߲をௐ΂ていくことで、さらにࣗ෼のߟえを

深めることができた。 また、ワークシートに書いた

ことをもとに児童ಉ࢜で意見をड़΂߹うことで多様

な意見を஌るとともにࣗ෼のߟえをߏ࠶ஙするػ会

になった。

　またࠓ年度、ୈ̑学年では、国ޠՊと૯߹的な

学習の時間の߹Պをߦった。 4%G͂ の17の目ඪに

ついて学ͼ、実ߦするため、学習の中で新聞を活用

した。

　加えて、ࡢ年に引き続き、日௚がຖ日の新聞から

気になったه事を੾りൈき、見出しを෇けてࣔܝを

したり、ؼりの会で঺հしたりする活動をߦわͤ

た。 औりѻった新聞の中には、一ൠ家庭ではなか

なかߪೖしないࡁܦ新聞やۀ޻新聞などもあり、新

しい஌ࣝを஌り、༑達ಉ࢜広めるよいػ会となっ

た。

̏　੒Ռͱ՝୊　

　年度末に児童に意ࣝௐࠪをߦったとこΖ、新聞が

学校で഑られることで新聞をಡΉػ会が増えたとճ

౴する児童が多い݁Ռとなった。ＮＩＥ学習にશ校

でऔり૊Μだことにより、児童が新聞に׳れ਌しΉ

。えられるߟ会を提供できたとػ またޙࠓもＮＩＥ

学習にऔり૊Έたいという意見を࣋った児童は、̍

ʙ̑年生で75ύーセント以上、̒年生は65ύーセン

ト以上おり、児童がＮＩＥ学習に意ཉ的にऔり૊Μ

でいた。

　また新聞は、ৗに࠷新の情報をಘることができる

のが࠷大のϝϦットだと実感した。日ৗにऔりೖれて

いくことでৗに新聞に৮れるڥ؀がつくれたため、

ॳは೉しく感じていた児童もखにऔるճ਺が増え࠷

た。高学年になるとࣗ ෼のߟえに対するཪ෇けがあ

ることでઆಘ力が増すため、新聞ه事の਺஋やάラ

フがࠜڌとしてඇৗに重要な໾ׂをՌたした。

　課題として、学校以֎で新聞を意ࣝして新聞をಡ

Ή児童がまだ少ないため、ͦのような児童を増やす

ためのऔり૊Έが必要である。

ＮＩＥ学習への取り組みとその成果
野田市立北部小学校　　宇田川　貴大・中村　瞳
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したり、ؼりの会で঺հしたりする活動をߦわͤ

た。 औりѻった新聞の中には、一ൠ家庭ではなか

なかߪೖしないࡁܦ新聞やۀ޻新聞などもあり、新

しい஌ࣝを஌り、༑達ಉ࢜広めるよいػ会となっ

た。

̏　੒Ռͱ՝୊　

　年度末に児童に意ࣝௐࠪをߦったとこΖ、新聞が

学校で഑られることで新聞をಡΉػ会が増えたとճ

౴する児童が多い݁Ռとなった。ＮＩＥ学習にશ校

でऔり૊Μだことにより、児童が新聞に׳れ਌しΉ

。えられるߟ会を提供できたとػ またޙࠓもＮＩＥ

学習にऔり૊Έたいという意見を࣋った児童は、̍

ʙ̑年生で75ύーセント以上、̒年生は65ύーセン

ト以上おり、児童がＮＩＥ学習に意ཉ的にऔり૊Μ

でいた。

　また新聞は、ৗに࠷新の情報をಘることができる

のが࠷大のϝϦットだと実感した。日ৗにऔりೖれて

いくことでৗに新聞に৮れるڥ؀がつくれたため、

ॳは೉しく感じていた児童もखにऔるճ਺が増え࠷

た。高学年になるとࣗ ෼のߟえに対するཪ෇けがあ

ることでઆಘ力が増すため、新聞ه事の਺஋やάラ

フがࠜڌとしてඇৗに重要な໾ׂをՌたした。

　課題として、学校以֎で新聞を意ࣝして新聞をಡ

Ή児童がまだ少ないため、ͦのような児童を増やす

ためのऔり૊Έが必要である。

̍　͸͡Ίʹ

　2016年にվਖ਼ެ৬બڍ法がߦࢪされ、બڍ権年

齢が18ࡀ以上に引き下げられたことをػܖに、主権

者意ࣝをഓうࢹ఺から、多くの࣏ࣗମが、「子ども

議会」をߦうようになった。 ञ々Ҫொでも2016年度

から、;るさと学習（ञ々Ҫ学）の一؀として、খ学

生も参加する「こども໛ٖ議会」を։࠵している。

ͦの中でのまちづくりプランの࡞成に新聞活用をಋ

ೖしている。

̎　;Δ͞ͱֶशʮञʑҪֶʯ

　平成29（2017）年度からொ教育ࢪ策の事ۀで、ொ

の஍Ҭ的なಛ৭としてのྺ࢙・จ化・ࣗવやࣗ෼た

ちの生活ڥ؀等を素ࡐとして、児童生徒が主ମ的

にڷ౔について学習する「;るさと学習」（以下、

ञ々Ҫ学）をಋೖし、ࣗ෼たちが฻らしているڷ౔

をѪする৺のᔻཆをਤっている。

　ञ々Ҫ学とは、ொの஍Ҭ素ࡐを࢖い、教Պ等の

学習಺༰と関連づけて実践する஍Ҭ学習・活動で

ある。 ொのྺ࢙・จ化・ࣗવ等について஌ることで、

ち、ொ民としての;るさ࣋りをތ౔に対してѪ着とڷ

と意ࣝを育ΉことをͶらいとしている。

̏　�ओڭऀݖҭ

　主権者とは、ࣗ෼たちは社会に生かされていると

いう受動的な意識から、ࣗ෼たちが社会をつくって

いるという主体的な意識をもって社会に参画する者

である。 ͦして、主権者教育とは、国や社会の問

題を自分の問題として捉え、自ら考え、自ら判断

し、行動していく主権者を育成していくことである。

　この実践の下஍にあるものが、「ふるさと意識」で

ある。 まずは、ࣗ෼が฻らすொに対して「ࣗ෼の

ொ」であるというॴ有格（.Zまち・0VSまち）の意ࣝ

を育Ήことが基本となる。 この児童の所有格意識

を基本にして学習することで、ொの問題を自分ごと

として捉え、よりよいまちづくりプランについて、自

ら考え、自ら判断し、行動していく主権者を育成す

ることにつながっていく。 ञ々Ҫொでは、このॴ

有格意ࣝを育Ή;るさと学習を௨した実࣭的な主権

者教育を推進している。

̐　࣮ફঢ়گʢখֶ�೥ʮञʑҪͷ·ͪͮ Γ͘ʯʣ

（１） 社会科（政治学習）（7月）

  খ学校学習ࢦಋ要ྖୈ6学年社会Պの಺༰では

「国や஍方ެஂڞମの政࣏は、国民主権のߟえ方の

下、国民生活の安定と޲上をਤる大੾なಇきをして

いることを理解すること」とある。 これを踏まえ、

ञ々Ҫ学プロάラϜ「ञ々Ҫのまちづくり」では、主

権者教育と関連づけて、児童が฻らすொの生活؀

఺とࢹち、ொ民としての࣋状に対して関৺をݱのڥ

参ը意ࣝに基づいた、主ମ的な学習活動を展։で

きるようにした。 学習は、社会Պの୯元「わたした

ちの生活と政࣏」と関連づけて、ಋೖஈ֊におい

て、「町民の願いはどのように実現されるのだろう

か」という学習問題で࢝めた。

（２） 町役場との連携（7月）

ઃ「プࢪڞ政課の৬һが、児童に対してެࡒըا

Ϧミエールञ々Ҫ」（ொ立ਤ書ؗ）のݐઃのܦҢについ

てઆ明し、ொ民のئいを実ݱするためのߦ政の࢓૊

について解આした。 次に、ञ々Ҫொ૯߹ܭըを提ࣔ

して、ߦ政のまちづくりܭըについてもઆ明した。

  児童は、฻らしとߦ政の関わりを஌ることで、ࣗ

෼たちの身ۙな生活ڥ؀をௐ΂ようとする目的意ࣝ

を࣋つことができた。 　 　  　　　　　　

　ͦして、学習問題「酒々井町は、町民にとってくら

しやすい町だろうか」をઃ定した。 児童は、ொの様

子を૝ىして、༧૝「くらしやすい・くらしにくい」

を立て、֤ࣗの༧૝を֬かめるূ（ڌࠜ）ڌとなる

。料をऩ集する問題解決的な学習にऔり૊Μだࢿ

（３） 新聞活用における多面的・多角的な視点

　これまでに児童が࡞成したまちづくりプランは、

౰વのことながらࣗ෼たちの身ۙな生活ݍである学

校、௨学࿏、ެԂといったテーϚが多かった。

　ͦこで、児童のࢹ野を広げるために、新聞記事

の活用やSDGs（持続可能な開発目標）の視点をಋೖ

した（ਤ1・2）。 これは、新聞（県಺൛）の身ۙなଞ

、にしたりߟ事を参هମのまちづくりに関する࣏ࣗ

4%GTのࢹ఺でொのڥ؀を見௚したりするௐࠪ活動

である。 このௐࠪ಺༰を基にொߦ政のऔ૊につい

て、ொの広報ࢴや8E#で֬ೝしたり、໾৔に௚઀

࣭問したりする。 この活動により、児童は多面的・

多角的な視点でまちづくりについてߟえられるように

なった。

  

　新聞ه事は、8社の新聞にࡌܝされた千葉県಺の

、事をهମや民間ஂମ等のまちづくりに関する࣏ࣗ

の6つのテー「ۀ࢈・ޫ؍・教育・生活・ڥ؀・政ߦ」

Ϛに෼ྨして、ࢿࣔܝ料とした。

　ＮＩＥ活用Ϛχϡアル（ਤ3）は、新聞ࢿ料の見方

として活用する。ᶃࣗ෼がڵ味を࣋ったテーϚを見つ

ける。ᶄテーϚにある新聞の見出しをಡΈ、関৺を

૊についてઆ明をडけたޙに、学ڃごとに֤ࣗの

「まちづくりプラン」を発表し߹った（ਤ6）

（６） こども模擬選挙（9月）

　学ڃごとに発表した「まちづくりプラン」を基に、

બ؅ڍ理ҕһ会からआ用したࡌه台と౤ථശと実෺

とಉじ素ࡐの໛ٖ౤ථ用ࢴを࢖用して、໛ٖ議会

の代表者1໊をબ出した（ਤ7）。 本格的なબڍを໛

。事を୳してコϐーをするهった新聞࣋

ᶅ必要な情報をهೖする。ᶆコϐーした新聞ه事に

わからないݴ葉や大੾なݴ葉をϚーカーで৭෼けす

る。ᶇϚーカーを引いたわからないݴ葉はࣙయなど

でௐ΂る。ᶈৄしく஌りたい৔߹は、新聞ه事の情

報からి話やインターネットを࢖ってௐ΂る。ᶉࣗ෼

のொのݱ状について、ொづくりのࢹ఺で࡯؍する。

ᶊࣗ෼が見たொの様子について、໾৔（ߦ政）での

औ૊をொの8E#や広報ࢴ等でௐ΂る。ᶋࣗ෼で見

たொの様子と໾৔のऔ૊からࣗ෼でߟえた「まちづ

くりプラン」を࡞成する。

（４） 町の生活環境調査（夏季休業中の課題）

　児童は日ৗの生活ڥ؀でのよいॴやࠔるॴに気෇

いて、ொの฻らしのվળ఺をߟえた。 次に、ߦ政

サイドで৔ॴの֬ೝができるように、ௐࠪ஍఺が෼

かる஍ਤをඳき、状況が෼かるように、イラストや

ը૾を࢖うなどの表ݱ活動をߦった。

　ͦのޙ、ௐࠪ಺༰を基に、ࣗ෼でௐ΂た（ਤ4）

ொの生活ڥ؀の課題からߟえたプランについて、จ

ষやਤを࢖い෼かりやすく「まちづくりプラン」（ञ々

Ҫொ΁のئい）シートにまとめた（ਤ5）。

（５） 「まちづくりプラン」シートの発表（9月）

　はじめにબ؅ڍ理ҕһ会の৬һから、બڍの࢓

ٖ的にମݧすることで、ۓு感の中にも、政࣏に

主ମ的に関わるொ民としての࣭ࢿでもある主権者意

ࣝを育Ήことができた。

（７） こども模擬議会（10月）

　૯຿課ٴͼ議会事຿ہと連携して、֤খ・中学

校の児童生徒15໊が一ൠ࣭問をߦう໛ٖ議会を։

。している࠵ খ学校からは、໛ٖબڍでબばれた

5໊の児童が、

①町の交流スペースとしてのカフェの設置

②商業施設を誘致する活動

③公共施設利用率向上のためのイベントの周知

④町の横断歩道への音響信号の設置

⑤町のベンチおよびベンチマップの作成

について࣭問と提Ҋをした（ਤ8）。

　ᶃᶄᶅは、ࢪઃを活用したொの活性化について、

ᶆᶇは、h ୈ̒次ञ々Ҫொ૯߹ܭը のɦ中の、「ศ利

でշదなาいて฻らͤるまちづくり」の基本目ඪおよ

ͼ「ॅΈ続けられるまちづくりを」という4%GTのࢹ఺

に基づいた提Ҋとなっていて、多໘的・多֯的なࢹ

఺でまちづくりについてߟえた಺༰であった。

̑　·ͱΊ

　児童は、新聞ه事を௨して、ଞࢢொଜのまちづく

りに関わるߦ政的なऔ૊について஌ることで、ࣗ෼

たちの฻らしの中でのொのよさやվળ఺に気づくよう

になった。ͦして、ொのݱ状を見௚してよりよいொに

するための方策を主ମ的にߟえるようになった。ま

た、ͦれをࣗ෼だけのプランにࢭめずに、ொߦ政に

൓өさͤることのՄ能性を感じऔり、主権者意ࣝを

育Ήことにつながった。以上のことから、この学習

は、主題である「ふるさと学習を通した主権者教

育の推進」に基づいた実践となったとߟえる。

　本実践は、代表児童が提Ҋしたプランに対して、

学年શମで、より۩ମ的なプランに࿅り上げるなど、

の児童たちによるޙ年度の課題であった໛ٖ議会ࡢ

協議の৔をઃ定することができた。ޙࠓは、ଞࢢொ

ଜのまちづくりプランに関する新聞ه事をより深くϦ

サーνして、ࣗ෼のプランのࠜࢿڌ料としたり、ொ

政΁の要๬や提Ҋだけではなく、ࣗ෼のプランにߦ

関する಺༰で、ࣗ෼にできることを主ମ的に実践し

たりすることができるように、推進ମ੍を੔えたい。

ふるさと学習を通した主権者教育の推進
～新聞活用による児童の主権者意識の育成～

酒々井町立酒々井小学校　　藤川　敬介
酒々井町教育委員会　　一場　郁夫
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ある。 まずは、ࣗ෼が฻らすொに対して「ࣗ෼の
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を基本にして学習することで、ொの問題を自分ごと

として捉え、よりよいまちづくりプランについて、自
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いることを理解すること」とある。 これを踏まえ、

ञ々Ҫ学プロάラϜ「ञ々Ҫのまちづくり」では、主
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ちの生活と政࣏」と関連づけて、ಋೖஈ֊におい

て、「町民の願いはどのように実現されるのだろう

か」という学習問題で࢝めた。
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Ϧミエールञ々Ҫ」（ொ立ਤ書ؗ）のݐઃのܦҢについ
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について解આした。 次に、ञ々Ҫொ૯߹ܭըを提ࣔ

して、ߦ政のまちづくりܭըについてもઆ明した。

  児童は、฻らしとߦ政の関わりを஌ることで、ࣗ

෼たちの身ۙな生活ڥ؀をௐ΂ようとする目的意ࣝ

を࣋つことができた。 　 　  　　　　　　

　ͦして、学習問題「酒々井町は、町民にとってくら

しやすい町だろうか」をઃ定した。 児童は、ொの様
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　これまでに児童が࡞成したまちづくりプランは、

౰વのことながらࣗ෼たちの身ۙな生活ݍである学

校、௨学࿏、ެԂといったテーϚが多かった。
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「まちづくりプラン」を発表し߹った（ਤ6）

（６） こども模擬選挙（9月）

　学ڃごとに発表した「まちづくりプラン」を基に、

બ؅ڍ理ҕһ会からआ用したࡌه台と౤ථശと実෺

とಉじ素ࡐの໛ٖ౤ථ用ࢴを࢖用して、໛ٖ議会

の代表者1໊をબ出した（ਤ7）。 本格的なબڍを໛

。事を୳してコϐーをするهった新聞࣋

ᶅ必要な情報をهೖする。ᶆコϐーした新聞ه事に

わからないݴ葉や大੾なݴ葉をϚーカーで৭෼けす

る。ᶇϚーカーを引いたわからないݴ葉はࣙయなど

でௐ΂る。ᶈৄしく஌りたい৔߹は、新聞ه事の情

報からి話やインターネットを࢖ってௐ΂る。ᶉࣗ෼

のொのݱ状について、ொづくりのࢹ఺で࡯؍する。

ᶊࣗ෼が見たொの様子について、໾৔（ߦ政）での

औ૊をொの8E#や広報ࢴ等でௐ΂る。ᶋࣗ෼で見

たொの様子と໾৔のऔ૊からࣗ෼でߟえた「まちづ

くりプラン」を࡞成する。

（４） 町の生活環境調査（夏季休業中の課題）

　児童は日ৗの生活ڥ؀でのよいॴやࠔるॴに気෇

いて、ொの฻らしのվળ఺をߟえた。 次に、ߦ政

サイドで৔ॴの֬ೝができるように、ௐࠪ஍఺が෼

かる஍ਤをඳき、状況が෼かるように、イラストや

ը૾を࢖うなどの表ݱ活動をߦった。

　ͦのޙ、ௐࠪ಺༰を基に、ࣗ෼でௐ΂た（ਤ4）

ொの生活ڥ؀の課題からߟえたプランについて、จ

ষやਤを࢖い෼かりやすく「まちづくりプラン」（ञ々

Ҫொ΁のئい）シートにまとめた（ਤ5）。

（５） 「まちづくりプラン」シートの発表（9月）

　はじめにબ؅ڍ理ҕһ会の৬һから、બڍの࢓

ٖ的にମݧすることで、ۓு感の中にも、政࣏に

主ମ的に関わるொ民としての࣭ࢿでもある主権者意

ࣝを育Ήことができた。

（７） こども模擬議会（10月）

　૯຿課ٴͼ議会事຿ہと連携して、֤খ・中学

校の児童生徒15໊が一ൠ࣭問をߦう໛ٖ議会を։

。している࠵ খ学校からは、໛ٖબڍでબばれた

5໊の児童が、

①町の交流スペースとしてのカフェの設置

②商業施設を誘致する活動

③公共施設利用率向上のためのイベントの周知

④町の横断歩道への音響信号の設置

⑤町のベンチおよびベンチマップの作成

について࣭問と提Ҋをした（ਤ8）。

　ᶃᶄᶅは、ࢪઃを活用したொの活性化について、

ᶆᶇは、h ୈ̒次ञ々Ҫொ૯߹ܭը のɦ中の、「ศ利

でշదなาいて฻らͤるまちづくり」の基本目ඪおよ

ͼ「ॅΈ続けられるまちづくりを」という4%GTのࢹ఺

に基づいた提Ҋとなっていて、多໘的・多֯的なࢹ

఺でまちづくりについてߟえた಺༰であった。

̑　·ͱΊ

　児童は、新聞ه事を௨して、ଞࢢொଜのまちづく

りに関わるߦ政的なऔ૊について஌ることで、ࣗ෼

たちの฻らしの中でのொのよさやվળ఺に気づくよう

になった。ͦして、ொのݱ状を見௚してよりよいொに

するための方策を主ମ的にߟえるようになった。ま

た、ͦれをࣗ෼だけのプランにࢭめずに、ொߦ政に

൓өさͤることのՄ能性を感じऔり、主権者意ࣝを

育Ήことにつながった。以上のことから、この学習

は、主題である「ふるさと学習を通した主権者教

育の推進」に基づいた実践となったとߟえる。

　本実践は、代表児童が提Ҋしたプランに対して、

学年શମで、より۩ମ的なプランに࿅り上げるなど、

の児童たちによるޙ年度の課題であった໛ٖ議会ࡢ

協議の৔をઃ定することができた。ޙࠓは、ଞࢢொ

ଜのまちづくりプランに関する新聞ه事をより深くϦ

サーνして、ࣗ෼のプランのࠜࢿڌ料としたり、ொ

政΁の要๬や提Ҋだけではなく、ࣗ෼のプランにߦ

関する಺༰で、ࣗ෼にできることを主ମ的に実践し

たりすることができるように、推進ମ੍を੔えたい。
図1　教室に掲示した新聞記事

図2　新聞記事を調べる児童（ＮＩＥ活用）

図3　ＮＩＥ活用マニュアル
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̍　͸͡Ίʹ

　2016年にվਖ਼ެ৬બڍ法がߦࢪされ、બڍ権年

齢が18ࡀ以上に引き下げられたことをػܖに、主権

者意ࣝをഓうࢹ఺から、多くの࣏ࣗମが、「子ども

議会」をߦうようになった。 ञ々Ҫொでも2016年度

から、;るさと学習（ञ々Ҫ学）の一؀として、খ学

生も参加する「こども໛ٖ議会」を։࠵している。

ͦの中でのまちづくりプランの࡞成に新聞活用をಋ

ೖしている。

̎　;Δ͞ͱֶशʮञʑҪֶʯ

　平成29（2017）年度からொ教育ࢪ策の事ۀで、ொ

の஍Ҭ的なಛ৭としてのྺ࢙・จ化・ࣗવやࣗ෼た

ちの生活ڥ؀等を素ࡐとして、児童生徒が主ମ的

にڷ౔について学習する「;るさと学習」（以下、

ञ々Ҫ学）をಋೖし、ࣗ෼たちが฻らしているڷ౔

をѪする৺のᔻཆをਤっている。

　ञ々Ҫ学とは、ொの஍Ҭ素ࡐを࢖い、教Պ等の

学習಺༰と関連づけて実践する஍Ҭ学習・活動で

ある。 ொのྺ࢙・จ化・ࣗવ等について஌ることで、

ち、ொ民としての;るさ࣋りをތ౔に対してѪ着とڷ

と意ࣝを育ΉことをͶらいとしている。

̏　�ओڭऀݖҭ

　主権者とは、ࣗ෼たちは社会に生かされていると

いう受動的な意識から、ࣗ෼たちが社会をつくって

いるという主体的な意識をもって社会に参画する者

である。 ͦして、主権者教育とは、国や社会の問

題を自分の問題として捉え、自ら考え、自ら判断

し、行動していく主権者を育成していくことである。

　この実践の下஍にあるものが、「ふるさと意識」で

ある。 まずは、ࣗ෼が฻らすொに対して「ࣗ෼の

ொ」であるというॴ有格（.Zまち・0VSまち）の意ࣝ

を育Ήことが基本となる。 この児童の所有格意識

を基本にして学習することで、ொの問題を自分ごと

として捉え、よりよいまちづくりプランについて、自

ら考え、自ら判断し、行動していく主権者を育成す

ることにつながっていく。 ञ々Ҫொでは、このॴ

有格意ࣝを育Ή;るさと学習を௨した実࣭的な主権

者教育を推進している。

̐　࣮ફঢ়گʢখֶ�೥ʮञʑҪͷ·ͪͮ Γ͘ʯʣ

（１） 社会科（政治学習）（7月）

  খ学校学習ࢦಋ要ྖୈ6学年社会Պの಺༰では

「国や஍方ެஂڞମの政࣏は、国民主権のߟえ方の

下、国民生活の安定と޲上をਤる大੾なಇきをして

いることを理解すること」とある。 これを踏まえ、

ञ々Ҫ学プロάラϜ「ञ々Ҫのまちづくり」では、主

権者教育と関連づけて、児童が฻らすொの生活؀

఺とࢹち、ொ民としての࣋状に対して関৺をݱのڥ
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下、国民生活の安定と޲上をਤる大੾なಇきをして

いることを理解すること」とある。 これを踏まえ、

ञ々Ҫ学プロάラϜ「ञ々Ҫのまちづくり」では、主

権者教育と関連づけて、児童が฻らすொの生活؀

఺とࢹち、ொ民としての࣋状に対して関৺をݱのڥ

参ը意ࣝに基づいた、主ମ的な学習活動を展։で

きるようにした。 学習は、社会Պの୯元「わたした

ちの生活と政࣏」と関連づけて、ಋೖஈ֊におい

て、「町民の願いはどのように実現されるのだろう

か」という学習問題で࢝めた。

（２） 町役場との連携（7月）

ઃ「プࢪڞ政課の৬һが、児童に対してެࡒըا

Ϧミエールञ々Ҫ」（ொ立ਤ書ؗ）のݐઃのܦҢについ

てઆ明し、ொ民のئいを実ݱするためのߦ政の࢓૊

について解આした。 次に、ञ々Ҫொ૯߹ܭըを提ࣔ

して、ߦ政のまちづくりܭըについてもઆ明した。

  児童は、฻らしとߦ政の関わりを஌ることで、ࣗ

෼たちの身ۙな生活ڥ؀をௐ΂ようとする目的意ࣝ

を࣋つことができた。 　 　  　　　　　　

　ͦして、学習問題「酒々井町は、町民にとってくら

しやすい町だろうか」をઃ定した。 児童は、ொの様

子を૝ىして、༧૝「くらしやすい・くらしにくい」

を立て、֤ࣗの༧૝を֬かめるূ（ڌࠜ）ڌとなる

。料をऩ集する問題解決的な学習にऔり૊Μだࢿ

（３） 新聞活用における多面的・多角的な視点

　これまでに児童が࡞成したまちづくりプランは、

౰વのことながらࣗ෼たちの身ۙな生活ݍである学

校、௨学࿏、ެԂといったテーϚが多かった。

　ͦこで、児童のࢹ野を広げるために、新聞記事

の活用やSDGs（持続可能な開発目標）の視点をಋೖ

した（ਤ1・2）。 これは、新聞（県಺൛）の身ۙなଞ

、にしたりߟ事を参هମのまちづくりに関する࣏ࣗ

4%GTのࢹ఺でொのڥ؀を見௚したりするௐࠪ活動

である。 このௐࠪ಺༰を基にொߦ政のऔ૊につい

て、ொの広報ࢴや8E#で֬ೝしたり、໾৔に௚઀

࣭問したりする。 この活動により、児童は多面的・

多角的な視点でまちづくりについてߟえられるように

なった。

  

　新聞ه事は、8社の新聞にࡌܝされた千葉県಺の

、事をهମや民間ஂମ等のまちづくりに関する࣏ࣗ

の6つのテー「ۀ࢈・ޫ؍・教育・生活・ڥ؀・政ߦ」

Ϛに෼ྨして、ࢿࣔܝ料とした。

　ＮＩＥ活用Ϛχϡアル（ਤ3）は、新聞ࢿ料の見方

として活用する。ᶃࣗ෼がڵ味を࣋ったテーϚを見つ

ける。ᶄテーϚにある新聞の見出しをಡΈ、関৺を

૊についてઆ明をडけたޙに、学ڃごとに֤ࣗの

「まちづくりプラン」を発表し߹った（ਤ6）

（６） こども模擬選挙（9月）

　学ڃごとに発表した「まちづくりプラン」を基に、

બ؅ڍ理ҕһ会からआ用したࡌه台と౤ථശと実෺

とಉじ素ࡐの໛ٖ౤ථ用ࢴを࢖用して、໛ٖ議会

の代表者1໊をબ出した（ਤ7）。 本格的なબڍを໛

。事を୳してコϐーをするهった新聞࣋

ᶅ必要な情報をهೖする。ᶆコϐーした新聞ه事に

わからないݴ葉や大੾なݴ葉をϚーカーで৭෼けす

る。ᶇϚーカーを引いたわからないݴ葉はࣙయなど

でௐ΂る。ᶈৄしく஌りたい৔߹は、新聞ه事の情

報からి話やインターネットを࢖ってௐ΂る。ᶉࣗ෼

のொのݱ状について、ொづくりのࢹ఺で࡯؍する。

ᶊࣗ෼が見たொの様子について、໾৔（ߦ政）での

औ૊をொの8E#や広報ࢴ等でௐ΂る。ᶋࣗ෼で見

たொの様子と໾৔のऔ૊からࣗ෼でߟえた「まちづ

くりプラン」を࡞成する。

（４） 町の生活環境調査（夏季休業中の課題）

　児童は日ৗの生活ڥ؀でのよいॴやࠔるॴに気෇

いて、ொの฻らしのվળ఺をߟえた。 次に、ߦ政

サイドで৔ॴの֬ೝができるように、ௐࠪ஍఺が෼

かる஍ਤをඳき、状況が෼かるように、イラストや

ը૾を࢖うなどの表ݱ活動をߦった。

　ͦのޙ、ௐࠪ಺༰を基に、ࣗ෼でௐ΂た（ਤ4）

ொの生活ڥ؀の課題からߟえたプランについて、จ

ষやਤを࢖い෼かりやすく「まちづくりプラン」（ञ々

Ҫொ΁のئい）シートにまとめた（ਤ5）。

（５） 「まちづくりプラン」シートの発表（9月）

　はじめにબ؅ڍ理ҕһ会の৬һから、બڍの࢓

ٖ的にମݧすることで、ۓு感の中にも、政࣏に

主ମ的に関わるொ民としての࣭ࢿでもある主権者意

ࣝを育Ήことができた。

（７） こども模擬議会（10月）

　૯຿課ٴͼ議会事຿ہと連携して、֤খ・中学

校の児童生徒15໊が一ൠ࣭問をߦう໛ٖ議会を։

。している࠵ খ学校からは、໛ٖબڍでબばれた

5໊の児童が、

①町の交流スペースとしてのカフェの設置

②商業施設を誘致する活動

③公共施設利用率向上のためのイベントの周知

④町の横断歩道への音響信号の設置

⑤町のベンチおよびベンチマップの作成

について࣭問と提Ҋをした（ਤ8）。

　ᶃᶄᶅは、ࢪઃを活用したொの活性化について、

ᶆᶇは、h ୈ̒次ञ々Ҫொ૯߹ܭը のɦ中の、「ศ利

でշదなาいて฻らͤるまちづくり」の基本目ඪおよ

ͼ「ॅΈ続けられるまちづくりを」という4%GTのࢹ఺

に基づいた提Ҋとなっていて、多໘的・多֯的なࢹ

఺でまちづくりについてߟえた಺༰であった。

̑　·ͱΊ

　児童は、新聞ه事を௨して、ଞࢢொଜのまちづく

りに関わるߦ政的なऔ૊について஌ることで、ࣗ෼

たちの฻らしの中でのொのよさやվળ఺に気づくよう

になった。ͦして、ொのݱ状を見௚してよりよいொに

するための方策を主ମ的にߟえるようになった。ま

た、ͦれをࣗ෼だけのプランにࢭめずに、ொߦ政に

൓өさͤることのՄ能性を感じऔり、主権者意ࣝを

育Ήことにつながった。以上のことから、この学習

は、主題である「ふるさと学習を通した主権者教

育の推進」に基づいた実践となったとߟえる。

　本実践は、代表児童が提Ҋしたプランに対して、

学年શମで、より۩ମ的なプランに࿅り上げるなど、

の児童たちによるޙ年度の課題であった໛ٖ議会ࡢ

協議の৔をઃ定することができた。ޙࠓは、ଞࢢொ

ଜのまちづくりプランに関する新聞ه事をより深くϦ

サーνして、ࣗ෼のプランのࠜࢿڌ料としたり、ொ

政΁の要๬や提Ҋだけではなく、ࣗ෼のプランにߦ

関する಺༰で、ࣗ෼にできることを主ମ的に実践し

たりすることができるように、推進ମ੍を੔えたい。図4　町役場への調査活動

図5　児童作成「まちづくりプラン」シート

図6　「まちづくりプラン」シートの発表
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̍　͸͡Ίʹ

　2016年にվਖ਼ެ৬બڍ法がߦࢪされ、બڍ権年

齢が18ࡀ以上に引き下げられたことをػܖに、主権

者意ࣝをഓうࢹ఺から、多くの࣏ࣗମが、「子ども

議会」をߦうようになった。 ञ々Ҫொでも2016年度

から、;るさと学習（ञ々Ҫ学）の一؀として、খ学

生も参加する「こども໛ٖ議会」を։࠵している。

ͦの中でのまちづくりプランの࡞成に新聞活用をಋ

ೖしている。

̎　;Δ͞ͱֶशʮञʑҪֶʯ

　平成29（2017）年度からொ教育ࢪ策の事ۀで、ொ

の஍Ҭ的なಛ৭としてのྺ࢙・จ化・ࣗવやࣗ෼た

ちの生活ڥ؀等を素ࡐとして、児童生徒が主ମ的

にڷ౔について学習する「;るさと学習」（以下、

ञ々Ҫ学）をಋೖし、ࣗ෼たちが฻らしているڷ౔

をѪする৺のᔻཆをਤっている。

　ञ々Ҫ学とは、ொの஍Ҭ素ࡐを࢖い、教Պ等の

学習಺༰と関連づけて実践する஍Ҭ学習・活動で

ある。 ொのྺ࢙・จ化・ࣗવ等について஌ることで、

ち、ொ民としての;るさ࣋りをތ౔に対してѪ着とڷ

と意ࣝを育ΉことをͶらいとしている。

̏　�ओڭऀݖҭ

　主権者とは、ࣗ෼たちは社会に生かされていると

いう受動的な意識から、ࣗ෼たちが社会をつくって

いるという主体的な意識をもって社会に参画する者

である。 ͦして、主権者教育とは、国や社会の問

題を自分の問題として捉え、自ら考え、自ら判断

し、行動していく主権者を育成していくことである。

　この実践の下஍にあるものが、「ふるさと意識」で

ある。 まずは、ࣗ෼が฻らすொに対して「ࣗ෼の

ொ」であるというॴ有格（.Zまち・0VSまち）の意ࣝ

を育Ήことが基本となる。 この児童の所有格意識

を基本にして学習することで、ொの問題を自分ごと

として捉え、よりよいまちづくりプランについて、自

ら考え、自ら判断し、行動していく主権者を育成す

ることにつながっていく。 ञ々Ҫொでは、このॴ

有格意ࣝを育Ή;るさと学習を௨した実࣭的な主権

者教育を推進している。
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（１） 社会科（政治学習）（7月）

  খ学校学習ࢦಋ要ྖୈ6学年社会Պの಺༰では

「国や஍方ެஂڞମの政࣏は、国民主権のߟえ方の

下、国民生活の安定と޲上をਤる大੾なಇきをして

いることを理解すること」とある。 これを踏まえ、

ञ々Ҫ学プロάラϜ「ञ々Ҫのまちづくり」では、主

権者教育と関連づけて、児童が฻らすொの生活؀

఺とࢹち、ொ民としての࣋状に対して関৺をݱのڥ

参ը意ࣝに基づいた、主ମ的な学習活動を展։で

きるようにした。 学習は、社会Պの୯元「わたした

ちの生活と政࣏」と関連づけて、ಋೖஈ֊におい

て、「町民の願いはどのように実現されるのだろう

か」という学習問題で࢝めた。

（２） 町役場との連携（7月）

ઃ「プࢪڞ政課の৬һが、児童に対してެࡒըا

Ϧミエールञ々Ҫ」（ொ立ਤ書ؗ）のݐઃのܦҢについ

てઆ明し、ொ民のئいを実ݱするためのߦ政の࢓૊

について解આした。 次に、ञ々Ҫொ૯߹ܭըを提ࣔ

して、ߦ政のまちづくりܭըについてもઆ明した。

  児童は、฻らしとߦ政の関わりを஌ることで、ࣗ

෼たちの身ۙな生活ڥ؀をௐ΂ようとする目的意ࣝ

を࣋つことができた。 　 　  　　　　　　

　ͦして、学習問題「酒々井町は、町民にとってくら

しやすい町だろうか」をઃ定した。 児童は、ொの様

子を૝ىして、༧૝「くらしやすい・くらしにくい」

を立て、֤ࣗの༧૝を֬かめるূ（ڌࠜ）ڌとなる

。料をऩ集する問題解決的な学習にऔり૊Μだࢿ

（３） 新聞活用における多面的・多角的な視点

　これまでに児童が࡞成したまちづくりプランは、

౰વのことながらࣗ෼たちの身ۙな生活ݍである学

校、௨学࿏、ެԂといったテーϚが多かった。

　ͦこで、児童のࢹ野を広げるために、新聞記事

の活用やSDGs（持続可能な開発目標）の視点をಋೖ

した（ਤ1・2）。 これは、新聞（県಺൛）の身ۙなଞ

、にしたりߟ事を参هମのまちづくりに関する࣏ࣗ

4%GTのࢹ఺でொのڥ؀を見௚したりするௐࠪ活動

である。 このௐࠪ಺༰を基にொߦ政のऔ૊につい

て、ொの広報ࢴや8E#で֬ೝしたり、໾৔に௚઀

࣭問したりする。 この活動により、児童は多面的・

多角的な視点でまちづくりについてߟえられるように

なった。

  

　新聞ه事は、8社の新聞にࡌܝされた千葉県಺の

、事をهମや民間ஂମ等のまちづくりに関する࣏ࣗ

の6つのテー「ۀ࢈・ޫ؍・教育・生活・ڥ؀・政ߦ」

Ϛに෼ྨして、ࢿࣔܝ料とした。

　ＮＩＥ活用Ϛχϡアル（ਤ3）は、新聞ࢿ料の見方

として活用する。ᶃࣗ෼がڵ味を࣋ったテーϚを見つ

ける。ᶄテーϚにある新聞の見出しをಡΈ、関৺を

૊についてઆ明をडけたޙに、学ڃごとに֤ࣗの

「まちづくりプラン」を発表し߹った（ਤ6）

（６） こども模擬選挙（9月）

　学ڃごとに発表した「まちづくりプラン」を基に、

બ؅ڍ理ҕһ会からआ用したࡌه台と౤ථശと実෺

とಉじ素ࡐの໛ٖ౤ථ用ࢴを࢖用して、໛ٖ議会

の代表者1໊をબ出した（ਤ7）。 本格的なબڍを໛

。事を୳してコϐーをするهった新聞࣋

ᶅ必要な情報をهೖする。ᶆコϐーした新聞ه事に

わからないݴ葉や大੾なݴ葉をϚーカーで৭෼けす

る。ᶇϚーカーを引いたわからないݴ葉はࣙయなど

でௐ΂る。ᶈৄしく஌りたい৔߹は、新聞ه事の情

報からి話やインターネットを࢖ってௐ΂る。ᶉࣗ෼

のொのݱ状について、ொづくりのࢹ఺で࡯؍する。

ᶊࣗ෼が見たொの様子について、໾৔（ߦ政）での

औ૊をொの8E#や広報ࢴ等でௐ΂る。ᶋࣗ෼で見

たொの様子と໾৔のऔ૊からࣗ෼でߟえた「まちづ

くりプラン」を࡞成する。

（４） 町の生活環境調査（夏季休業中の課題）

　児童は日ৗの生活ڥ؀でのよいॴやࠔるॴに気෇

いて、ொの฻らしのվળ఺をߟえた。 次に、ߦ政

サイドで৔ॴの֬ೝができるように、ௐࠪ஍఺が෼

かる஍ਤをඳき、状況が෼かるように、イラストや

ը૾を࢖うなどの表ݱ活動をߦった。

　ͦのޙ、ௐࠪ಺༰を基に、ࣗ෼でௐ΂た（ਤ4）

ொの生活ڥ؀の課題からߟえたプランについて、จ

ষやਤを࢖い෼かりやすく「まちづくりプラン」（ञ々

Ҫொ΁のئい）シートにまとめた（ਤ5）。

（５） 「まちづくりプラン」シートの発表（9月）

　はじめにબ؅ڍ理ҕһ会の৬һから、બڍの࢓

ٖ的にମݧすることで、ۓு感の中にも、政࣏に

主ମ的に関わるொ民としての࣭ࢿでもある主権者意

ࣝを育Ήことができた。

（７） こども模擬議会（10月）

　૯຿課ٴͼ議会事຿ہと連携して、֤খ・中学

校の児童生徒15໊が一ൠ࣭問をߦう໛ٖ議会を։

。している࠵ খ学校からは、໛ٖબڍでબばれた
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൓өさͤることのՄ能性を感じऔり、主権者意ࣝを

育Ήことにつながった。以上のことから、この学習

は、主題である「ふるさと学習を通した主権者教

育の推進」に基づいた実践となったとߟえる。

　本実践は、代表児童が提Ҋしたプランに対して、

学年શମで、より۩ମ的なプランに࿅り上げるなど、

の児童たちによるޙ年度の課題であった໛ٖ議会ࡢ
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サーνして、ࣗ෼のプランのࠜࢿڌ料としたり、ொ

政΁の要๬や提Ҋだけではなく、ࣗ෼のプランにߦ

関する಺༰で、ࣗ෼にできることを主ମ的に実践し

たりすることができるように、推進ମ੍を੔えたい。

図7　こども模擬選挙

図８　こども模擬議会（コロナ禍前）
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̍　͸͡Ίʹ

　2016年にվਖ਼ެ৬બڍ法がߦࢪされ、બڍ権年

齢が18ࡀ以上に引き下げられたことをػܖに、主権

者意ࣝをഓうࢹ఺から、多くの࣏ࣗମが、「子ども

議会」をߦうようになった。 ञ々Ҫொでも2016年度

から、;るさと学習（ञ々Ҫ学）の一؀として、খ学

生も参加する「こども໛ٖ議会」を։࠵している。

ͦの中でのまちづくりプランの࡞成に新聞活用をಋ

ೖしている。

̎　;Δ͞ͱֶशʮञʑҪֶʯ

　平成29（2017）年度からொ教育ࢪ策の事ۀで、ொ

の஍Ҭ的なಛ৭としてのྺ࢙・จ化・ࣗવやࣗ෼た

ちの生活ڥ؀等を素ࡐとして、児童生徒が主ମ的

にڷ౔について学習する「;るさと学習」（以下、

ञ々Ҫ学）をಋೖし、ࣗ෼たちが฻らしているڷ౔

をѪする৺のᔻཆをਤっている。

　ञ々Ҫ学とは、ொの஍Ҭ素ࡐを࢖い、教Պ等の

学習಺༰と関連づけて実践する஍Ҭ学習・活動で

ある。 ொのྺ࢙・จ化・ࣗવ等について஌ることで、

ち、ொ民としての;るさ࣋りをތ౔に対してѪ着とڷ

と意ࣝを育ΉことをͶらいとしている。

̏　�ओڭऀݖҭ

　主権者とは、ࣗ෼たちは社会に生かされていると

いう受動的な意識から、ࣗ෼たちが社会をつくって

いるという主体的な意識をもって社会に参画する者

である。 ͦして、主権者教育とは、国や社会の問

題を自分の問題として捉え、自ら考え、自ら判断

し、行動していく主権者を育成していくことである。

　この実践の下஍にあるものが、「ふるさと意識」で

ある。 まずは、ࣗ෼が฻らすொに対して「ࣗ෼の

ொ」であるというॴ有格（.Zまち・0VSまち）の意ࣝ

を育Ήことが基本となる。 この児童の所有格意識

を基本にして学習することで、ொの問題を自分ごと

として捉え、よりよいまちづくりプランについて、自

ら考え、自ら判断し、行動していく主権者を育成す

ることにつながっていく。 ञ々Ҫொでは、このॴ

有格意ࣝを育Ή;るさと学習を௨した実࣭的な主権

者教育を推進している。

̐　࣮ફঢ়گʢখֶ�೥ʮञʑҪͷ·ͪͮ Γ͘ʯʣ

（１） 社会科（政治学習）（7月）

  খ学校学習ࢦಋ要ྖୈ6学年社会Պの಺༰では

「国や஍方ެஂڞମの政࣏は、国民主権のߟえ方の

下、国民生活の安定と޲上をਤる大੾なಇきをして

いることを理解すること」とある。 これを踏まえ、

ञ々Ҫ学プロάラϜ「ञ々Ҫのまちづくり」では、主

権者教育と関連づけて、児童が฻らすொの生活؀

఺とࢹち、ொ民としての࣋状に対して関৺をݱのڥ

参ը意ࣝに基づいた、主ମ的な学習活動を展։で

きるようにした。 学習は、社会Պの୯元「わたした

ちの生活と政࣏」と関連づけて、ಋೖஈ֊におい

て、「町民の願いはどのように実現されるのだろう

か」という学習問題で࢝めた。

（２） 町役場との連携（7月）

ઃ「プࢪڞ政課の৬һが、児童に対してެࡒըا

Ϧミエールञ々Ҫ」（ொ立ਤ書ؗ）のݐઃのܦҢについ

てઆ明し、ொ民のئいを実ݱするためのߦ政の࢓૊

について解આした。 次に、ञ々Ҫொ૯߹ܭըを提ࣔ

して、ߦ政のまちづくりܭըについてもઆ明した。

  児童は、฻らしとߦ政の関わりを஌ることで、ࣗ

෼たちの身ۙな生活ڥ؀をௐ΂ようとする目的意ࣝ

を࣋つことができた。 　 　  　　　　　　

　ͦして、学習問題「酒々井町は、町民にとってくら

しやすい町だろうか」をઃ定した。 児童は、ொの様

子を૝ىして、༧૝「くらしやすい・くらしにくい」

を立て、֤ࣗの༧૝を֬かめるূ（ڌࠜ）ڌとなる

。料をऩ集する問題解決的な学習にऔり૊Μだࢿ

（３） 新聞活用における多面的・多角的な視点

　これまでに児童が࡞成したまちづくりプランは、

౰વのことながらࣗ෼たちの身ۙな生活ݍである学

校、௨学࿏、ެԂといったテーϚが多かった。

　ͦこで、児童のࢹ野を広げるために、新聞記事

の活用やSDGs（持続可能な開発目標）の視点をಋೖ

した（ਤ1・2）。 これは、新聞（県಺൛）の身ۙなଞ

、にしたりߟ事を参هମのまちづくりに関する࣏ࣗ

4%GTのࢹ఺でொのڥ؀を見௚したりするௐࠪ活動

である。 このௐࠪ಺༰を基にொߦ政のऔ૊につい

て、ொの広報ࢴや8E#で֬ೝしたり、໾৔に௚઀

࣭問したりする。 この活動により、児童は多面的・

多角的な視点でまちづくりについてߟえられるように

なった。

  

　新聞ه事は、8社の新聞にࡌܝされた千葉県಺の

、事をهମや民間ஂମ等のまちづくりに関する࣏ࣗ

の6つのテー「ۀ࢈・ޫ؍・教育・生活・ڥ؀・政ߦ」

Ϛに෼ྨして、ࢿࣔܝ料とした。

　ＮＩＥ活用Ϛχϡアル（ਤ3）は、新聞ࢿ料の見方

として活用する。ᶃࣗ෼がڵ味を࣋ったテーϚを見つ

ける。ᶄテーϚにある新聞の見出しをಡΈ、関৺を

૊についてઆ明をडけたޙに、学ڃごとに֤ࣗの

「まちづくりプラン」を発表し߹った（ਤ6）

（６） こども模擬選挙（9月）

　学ڃごとに発表した「まちづくりプラン」を基に、

બ؅ڍ理ҕһ会からआ用したࡌه台と౤ථശと実෺

とಉじ素ࡐの໛ٖ౤ථ用ࢴを࢖用して、໛ٖ議会

の代表者1໊をબ出した（ਤ7）。 本格的なબڍを໛

。事を୳してコϐーをするهった新聞࣋

ᶅ必要な情報をهೖする。ᶆコϐーした新聞ه事に

わからないݴ葉や大੾なݴ葉をϚーカーで৭෼けす

る。ᶇϚーカーを引いたわからないݴ葉はࣙయなど

でௐ΂る。ᶈৄしく஌りたい৔߹は、新聞ه事の情

報からి話やインターネットを࢖ってௐ΂る。ᶉࣗ෼

のொのݱ状について、ொづくりのࢹ఺で࡯؍する。

ᶊࣗ෼が見たொの様子について、໾৔（ߦ政）での

औ૊をொの8E#や広報ࢴ等でௐ΂る。ᶋࣗ෼で見

たொの様子と໾৔のऔ૊からࣗ෼でߟえた「まちづ

くりプラン」を࡞成する。

（４） 町の生活環境調査（夏季休業中の課題）

　児童は日ৗの生活ڥ؀でのよいॴやࠔるॴに気෇

いて、ொの฻らしのվળ఺をߟえた。 次に、ߦ政

サイドで৔ॴの֬ೝができるように、ௐࠪ஍఺が෼

かる஍ਤをඳき、状況が෼かるように、イラストや

ը૾を࢖うなどの表ݱ活動をߦった。

　ͦのޙ、ௐࠪ಺༰を基に、ࣗ෼でௐ΂た（ਤ4）

ொの生活ڥ؀の課題からߟえたプランについて、จ

ষやਤを࢖い෼かりやすく「まちづくりプラン」（ञ々

Ҫொ΁のئい）シートにまとめた（ਤ5）。

（５） 「まちづくりプラン」シートの発表（9月）

　はじめにબ؅ڍ理ҕһ会の৬һから、બڍの࢓

ٖ的にମݧすることで、ۓு感の中にも、政࣏に

主ମ的に関わるொ民としての࣭ࢿでもある主権者意

ࣝを育Ήことができた。

（７） こども模擬議会（10月）

　૯຿課ٴͼ議会事຿ہと連携して、֤খ・中学

校の児童生徒15໊が一ൠ࣭問をߦう໛ٖ議会を։

。している࠵ খ学校からは、໛ٖબڍでબばれた

5໊の児童が、

①町の交流スペースとしてのカフェの設置

②商業施設を誘致する活動

③公共施設利用率向上のためのイベントの周知

④町の横断歩道への音響信号の設置

⑤町のベンチおよびベンチマップの作成

について࣭問と提Ҋをした（ਤ8）。

　ᶃᶄᶅは、ࢪઃを活用したொの活性化について、

ᶆᶇは、h ୈ̒次ञ々Ҫொ૯߹ܭը のɦ中の、「ศ利

でշదなาいて฻らͤるまちづくり」の基本目ඪおよ

ͼ「ॅΈ続けられるまちづくりを」という4%GTのࢹ఺

に基づいた提Ҋとなっていて、多໘的・多֯的なࢹ

఺でまちづくりについてߟえた಺༰であった。

̑　·ͱΊ

　児童は、新聞ه事を௨して、ଞࢢொଜのまちづく

りに関わるߦ政的なऔ૊について஌ることで、ࣗ෼

たちの฻らしの中でのொのよさやվળ఺に気づくよう

になった。ͦして、ொのݱ状を見௚してよりよいொに

するための方策を主ମ的にߟえるようになった。ま

た、ͦれをࣗ෼だけのプランにࢭめずに、ொߦ政に

൓өさͤることのՄ能性を感じऔり、主権者意ࣝを

育Ήことにつながった。以上のことから、この学習

は、主題である「ふるさと学習を通した主権者教

育の推進」に基づいた実践となったとߟえる。

　本実践は、代表児童が提Ҋしたプランに対して、

学年શମで、より۩ମ的なプランに࿅り上げるなど、

の児童たちによるޙ年度の課題であった໛ٖ議会ࡢ

協議の৔をઃ定することができた。ޙࠓは、ଞࢢொ

ଜのまちづくりプランに関する新聞ه事をより深くϦ

サーνして、ࣗ෼のプランのࠜࢿڌ料としたり、ொ

政΁の要๬や提Ҋだけではなく、ࣗ෼のプランにߦ

関する಺༰で、ࣗ෼にできることを主ମ的に実践し

たりすることができるように、推進ମ੍を੔えたい。

図7　こども模擬選挙

図８　こども模擬議会（コロナ禍前）

̍　͸͡Ίʹ

　本校はྩ࿨̏年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実践

校のࢦ定をडけ、̎年目のऔり૊Έとなる。

　新聞をීஈあまりಡΜでいない児童が多かったこ

とから、まずは児童がもっと新聞を身ۙな෺として

感じられるような࡞ڥ؀りにऔり૊Μだ。 年̍目は

会が多くなり、新聞を身ػまでにൺ΂新聞をಡΉࠓ

ۙに感じるようになった。 ͦこでࠓ年度は、様 な々

教Պと૊Έ߹わͤて教Պԣ断的な学習の中で、新

聞をޮՌ的に活用できる授ۀ実践を目ࢦした。 新

聞ه事をಡΉだけにとどまらず、ࣗ෼のߟえや意見

を఻えたり発৴したりする力を身に෇けられるように

していきたい。

̎　࣮ફ಺༰

【新聞に親しむための環境づくり】

（̍）新聞コーナーのઃஔ

とਤޱ年度に続き、児童の目につきやすいঢ߱ࡢ　

書ࣨに、新聞コーナーをઃஔし、֤社の新聞をख

にとることができる৔をઃ定した。 また、話題性の

あるχϡースについては、ࣔܝ൘にషり出し、社会

のできごとにڵ味をもてるようにした。

　ਤ書ࣨには新聞のߏ成について෼かりやすくまと

めたࣔܝ෺を用意し、「見出し」や「Ϧードจ」などの

用ޠについても঺հをした。 ௿学年でもน新聞にま

とめる活動ができるよう、学校ਤ書ؗ࢘書のઌ生と

協力して、෼かりやすいࣔܝ෺を࡞成するよう৺が

けた。

（̎）高学年コーナーのઃஔ

　高学年フロアーや教ࣨには、高学年用の新聞

コーナーをઃஔし、਺छྨの新聞をखにとることが

できるようにした。 授ۀ時間の߹間にも新聞をखに

とり、ڵ味をもてるような࡞ڥ؀りに౒めた。

【新聞を活用した授業実践】

ʻ̑ 年生の実践ʼ

「新聞をಡもうʙ新聞で4%G͂ をಡもうʙ」

　国ޠՊ「新聞をಡもう」の学習の発展として、

4%GTに関連したه事をಡΈ、ࣗ෼たちのߟえを

఻え߹う学習をߦった。

　まず10छྨ΄どの4%G͂ に関連したه事をಡΈ、

άループで߲目、気になったه事をબ୒する。 બ

Μだه事をಡΈ、「̑8̍)」に੨ઢ、「ච者の఻えた

いこと」に੺ઢを引いてࣗ෼の感૝を書く。 さらに

ͦのه事が4%G͂ の17のどの目ඪに関するه事なの

かをߟえる。 ただه事をಡΉだけではなく、ޙ࠷に

はͦのه事に関して、ࣗ෼たちにできることはԿかを

話し߹い、ࣗ෼のߟえを఻え߹う学習をߦった。

　この学習を௨して、新聞ه事のࡉかい಺༰にま

で目を޲ける࢟が見られた。 また、ه事から෼

かったことや、ͦれに対するࣗ෼のߟえを఻え߹う

৔໘を意ਤ的にઃ定したので、ޓいのߟえを深め߹

うよいػ会になった。

「ＮＩＥタイϜ」

　̑年生は、定期的に「ＮＩＥタイϜ」をઃ定し、気

になるه事の感૝を書いたり、঺հしたりする活動

をߦった。 事をબͼ、ͦれを੾ه味関৺のあるڵ

りऔり、フΝイルにスクラップしていく。 ただه事

を集めるだけではなく、要໿や感૝・意見などを

書いていく。 ৳続することで、書くྔや಺༰がܧ

ͼるだけではなく、ಡ解力や要໿力、学ͼに޲か

う意ཉも޲上すると感じた。 あまり೉しくߟえずに、

ࣸਅや見出しからお気にೖりのه事を見つけること

からスタートすれば、様々な学年でऔり૊める活動

である。

ʻ̎年生の実践ʼ

「ொたΜけΜにߦこう」

　生活Պの「ொたΜけΜにߦこう」の学習で、ொ୳

き、発見したことや෼かったことなどを̍ߦにݕ 年

生に఻える活動をߦった。「ফ๷ॺ」「ަ൪」「コンϏ

χ」「ࣗ動ं੔උ޻৔」の̐かॴにάループごとに୳

に出ֻけ、ͦれͧれの৔ॴでのインタϏϡー಺༰ݕ

や発見を新聞ه事にしてまとめた。 人を引き෇ける

ような見出しをߟえたり、ࣸਅやイラストをೖれて෼

かりやすくしたりするなど、̎年生らしい޻෉が見ら

れた。 発表の際は、クイズをऔりೖれ、子どもたち

が主ମ的に学ͼ߹える学習になった。 ̎年生なり

に、新聞を身ۙに感じることができた。

ʻ̍ 年生の実践ʼ

「新聞からカタカナを見つけよう」

　これまでに、カタカナのਖ਼しい書き方やࣅている

カタカナに気を෇けて書くなど、基本的な学習は終

え、多くの児童がカタカナが書けるようになってき

た。 ͦこで、カタカナ学習の発展として、新聞の中

からカタカナのݴ葉を見つけて、ワークシートに書

きだすという活動をߦった。

　ීஈ、大人の新聞を目にするػ会は΄とΜどない

̍年生だが、ه事の中からたくさΜのカタカナを見

つけることができ、身ۙな生活の中に多くのカタカ

ナがଘࡏすることに気が෇くことができた。「ウクライ

ナ」などの国໊や、「コロナウィルス」「ワクνン」など

の時事ワード、スポーツબखやνーϜ໊などछྨは

様々で、ࣗ෼のڵ味のあるݴ葉を見つけることに意

ཉ的であった。 ௿学年にとって、新聞の಺༰を理

解するのは೉しいが、新聞を身ۙに感じるよいػ会

になった。

̏　੒Ռͱ՝୊

ʻ成Ռʼ

・  子どもたちが新聞をखにとりやすい৔ॴに「新聞   

　コーナー」をઃஔしたり、新聞を活用した授ۀ実

　践をߦったりすることで、新聞ه事にڵ味をもつ

　児童が増えた。

・ ਺社の新聞をಡΈൺ΂る活動を௨して、఻えた

　い಺༰のҧいやߏ成のҧいなど、情報を発৴す

　るଆを意ࣝしてಡΉ࢟が見られた。

・ ࣗ෼のڵ味をもったه事を঺հする活動を௨し

　て、情報をऔࣺબ୒する力や、ࣗ෼のߟえを఻

　える力を身に෇けることができた。

・ ̨̙ ̜͂ など、世間で注目されている಺༰につい

　て新聞ه事から多くのことを学Ϳことができた。

えをもち、఻え߹う活動もߟ事に対するࣗ෼のه　

　有ޮだった。

ʻ課題ʼ

・ 授ۀの中にどのような方法で新聞をޮՌ的にऔり

ೖれていくか、もっと教ڀݚࡐが必要だと感じ

　た。 ֤教Պの時਺はݶられており、औりೖれて

　いくことに೉しさがある。

・ 新聞にڵ味をもち、身ۙに感じることはできた

　が、やはりࣈ׽やޠኮが೉しく、಺༰を理解す

　るのに時間がかかってしまう。 新聞を೉しいもの

　ととらえずに、たくさΜの情報がつまった໘നい

　情報ऩ集ツールと感じてもらうには、どのような

　ख立てがあるのかߟえていきたい。

̐　·ͱΊ

定をडけたことによࢦճ、ＮＩＥ推進実践校のࠓ　

り、新聞を身ۙに感じる児童が増えたことが一൪の

成Ռだったとࢥう。 いっͦうICTの活用や情報ޙࠓ

化社会が進Ήことが༧૝されるが、活ࣈをಡΉこと

のָしさや素੖らしさも๨れてはならない重要なこ

とだとվめて感じた。

　新聞をスクラップする活動など、ָしめる活動か

らೖり、新聞΁の఍߅感をなくしていきたい。 ͦし

て、新聞からಘられる情報ྔの多さや素੖らしさに

少しでも気෇けるڥ؀をޙࠓも੔えていきたい。

子どもが新聞に親しむための工夫
～環境整備と新聞を活用した授業を通して～

長柄町立長柄小学校　　織田　純子
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̍　͸͡Ίʹ

　本校はྩ࿨̏年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実践

校のࢦ定をडけ、̎年目のऔり૊Έとなる。

　新聞をීஈあまりಡΜでいない児童が多かったこ

とから、まずは児童がもっと新聞を身ۙな෺として

感じられるような࡞ڥ؀りにऔり૊Μだ。 年̍目は

会が多くなり、新聞を身ػまでにൺ΂新聞をಡΉࠓ

ۙに感じるようになった。 ͦこでࠓ年度は、様 な々

教Պと૊Έ߹わͤて教Պԣ断的な学習の中で、新

聞をޮՌ的に活用できる授ۀ実践を目ࢦした。 新

聞ه事をಡΉだけにとどまらず、ࣗ෼のߟえや意見

を఻えたり発৴したりする力を身に෇けられるように

していきたい。

̎　࣮ફ಺༰

【新聞に親しむための環境づくり】

（̍）新聞コーナーのઃஔ

とਤޱ年度に続き、児童の目につきやすいঢ߱ࡢ　

書ࣨに、新聞コーナーをઃஔし、֤社の新聞をख

にとることができる৔をઃ定した。 また、話題性の

あるχϡースについては、ࣔܝ൘にషり出し、社会

のできごとにڵ味をもてるようにした。

　ਤ書ࣨには新聞のߏ成について෼かりやすくまと

めたࣔܝ෺を用意し、「見出し」や「Ϧードจ」などの

用ޠについても঺հをした。 ௿学年でもน新聞にま

とめる活動ができるよう、学校ਤ書ؗ࢘書のઌ生と

協力して、෼かりやすいࣔܝ෺を࡞成するよう৺が

けた。

（̎）高学年コーナーのઃஔ

　高学年フロアーや教ࣨには、高学年用の新聞

コーナーをઃஔし、਺छྨの新聞をखにとることが

できるようにした。 授ۀ時間の߹間にも新聞をखに

とり、ڵ味をもてるような࡞ڥ؀りに౒めた。

【新聞を活用した授業実践】

ʻ̑ 年生の実践ʼ

「新聞をಡもうʙ新聞で4%G͂ をಡもうʙ」

　国ޠՊ「新聞をಡもう」の学習の発展として、

4%GTに関連したه事をಡΈ、ࣗ෼たちのߟえを

఻え߹う学習をߦった。

　まず10छྨ΄どの4%G͂ に関連したه事をಡΈ、

άループで߲目、気になったه事をબ୒する。 બ

Μだه事をಡΈ、「̑8̍)」に੨ઢ、「ච者の఻えた

いこと」に੺ઢを引いてࣗ෼の感૝を書く。 さらに

ͦのه事が4%G͂ の17のどの目ඪに関するه事なの

かをߟえる。 ただه事をಡΉだけではなく、ޙ࠷に

はͦのه事に関して、ࣗ෼たちにできることはԿかを

話し߹い、ࣗ෼のߟえを఻え߹う学習をߦった。

　この学習を௨して、新聞ه事のࡉかい಺༰にま

で目を޲ける࢟が見られた。 また、ه事から෼

かったことや、ͦれに対するࣗ෼のߟえを఻え߹う

৔໘を意ਤ的にઃ定したので、ޓいのߟえを深め߹

うよいػ会になった。

「ＮＩＥタイϜ」

　̑年生は、定期的に「ＮＩＥタイϜ」をઃ定し、気

になるه事の感૝を書いたり、঺հしたりする活動

をߦった。 事をબͼ、ͦれを੾ه味関৺のあるڵ

りऔり、フΝイルにスクラップしていく。 ただه事

を集めるだけではなく、要໿や感૝・意見などを

書いていく。 ৳続することで、書くྔや಺༰がܧ

ͼるだけではなく、ಡ解力や要໿力、学ͼに޲か

う意ཉも޲上すると感じた。 あまり೉しくߟえずに、

ࣸਅや見出しからお気にೖりのه事を見つけること

からスタートすれば、様々な学年でऔり૊める活動

である。

ʻ̎年生の実践ʼ

「ொたΜけΜにߦこう」

　生活Պの「ொたΜけΜにߦこう」の学習で、ொ୳

き、発見したことや෼かったことなどを̍ߦにݕ 年

生に఻える活動をߦった。「ফ๷ॺ」「ަ൪」「コンϏ

χ」「ࣗ動ं੔උ޻৔」の̐かॴにάループごとに୳

に出ֻけ、ͦれͧれの৔ॴでのインタϏϡー಺༰ݕ

や発見を新聞ه事にしてまとめた。 人を引き෇ける

ような見出しをߟえたり、ࣸਅやイラストをೖれて෼

かりやすくしたりするなど、̎年生らしい޻෉が見ら

れた。 発表の際は、クイズをऔりೖれ、子どもたち

が主ମ的に学ͼ߹える学習になった。 ̎年生なり

に、新聞を身ۙに感じることができた。

ʻ̍ 年生の実践ʼ

「新聞からカタカナを見つけよう」

　これまでに、カタカナのਖ਼しい書き方やࣅている

カタカナに気を෇けて書くなど、基本的な学習は終

え、多くの児童がカタカナが書けるようになってき

た。 ͦこで、カタカナ学習の発展として、新聞の中

からカタカナのݴ葉を見つけて、ワークシートに書

きだすという活動をߦった。

　ීஈ、大人の新聞を目にするػ会は΄とΜどない

̍年生だが、ه事の中からたくさΜのカタカナを見

つけることができ、身ۙな生活の中に多くのカタカ

ナがଘࡏすることに気が෇くことができた。「ウクライ

ナ」などの国໊や、「コロナウィルス」「ワクνン」など

の時事ワード、スポーツબखやνーϜ໊などछྨは

様々で、ࣗ෼のڵ味のあるݴ葉を見つけることに意

ཉ的であった。 ௿学年にとって、新聞の಺༰を理

解するのは೉しいが、新聞を身ۙに感じるよいػ会

になった。

̏　੒Ռͱ՝୊

ʻ成Ռʼ

・  子どもたちが新聞をखにとりやすい৔ॴに「新聞   

　コーナー」をઃஔしたり、新聞を活用した授ۀ実

　践をߦったりすることで、新聞ه事にڵ味をもつ

　児童が増えた。

・ ਺社の新聞をಡΈൺ΂る活動を௨して、఻えた

　い಺༰のҧいやߏ成のҧいなど、情報を発৴す

　るଆを意ࣝしてಡΉ࢟が見られた。

・ ࣗ෼のڵ味をもったه事を঺հする活動を௨し

　て、情報をऔࣺબ୒する力や、ࣗ෼のߟえを఻

　える力を身に෇けることができた。

・ ̨̙ ̜͂ など、世間で注目されている಺༰につい

　て新聞ه事から多くのことを学Ϳことができた。

えをもち、఻え߹う活動もߟ事に対するࣗ෼のه　

　有ޮだった。

ʻ課題ʼ

・ 授ۀの中にどのような方法で新聞をޮՌ的にऔり

ೖれていくか、もっと教ڀݚࡐが必要だと感じ

　た。 ֤教Պの時਺はݶられており、औりೖれて

　いくことに೉しさがある。

・ 新聞にڵ味をもち、身ۙに感じることはできた

　が、やはりࣈ׽やޠኮが೉しく、಺༰を理解す

　るのに時間がかかってしまう。 新聞を೉しいもの

　ととらえずに、たくさΜの情報がつまった໘നい

　情報ऩ集ツールと感じてもらうには、どのような

　ख立てがあるのかߟえていきたい。

̐　·ͱΊ

定をडけたことによࢦճ、ＮＩＥ推進実践校のࠓ　

り、新聞を身ۙに感じる児童が増えたことが一൪の

成Ռだったとࢥう。 いっͦうICTの活用や情報ޙࠓ

化社会が進Ήことが༧૝されるが、活ࣈをಡΉこと

のָしさや素੖らしさも๨れてはならない重要なこ

とだとվめて感じた。

　新聞をスクラップする活動など、ָしめる活動か

らೖり、新聞΁の఍߅感をなくしていきたい。 ͦし

て、新聞からಘられる情報ྔの多さや素੖らしさに

少しでも気෇けるڥ؀をޙࠓも੔えていきたい。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校はྩ࿨̏年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実践
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めたࣔܝ෺を用意し、「見出し」や「Ϧードจ」などの

用ޠについても঺հをした。 ௿学年でもน新聞にま

とめる活動ができるよう、学校ਤ書ؗ࢘書のઌ生と

協力して、෼かりやすいࣔܝ෺を࡞成するよう৺が

けた。
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とり、ڵ味をもてるような࡞ڥ؀りに౒めた。

【新聞を活用した授業実践】

ʻ̑ 年生の実践ʼ

「新聞をಡもうʙ新聞で4%G͂ をಡもうʙ」

　国ޠՊ「新聞をಡもう」の学習の発展として、

4%GTに関連したه事をಡΈ、ࣗ෼たちのߟえを

఻え߹う学習をߦった。

　まず10छྨ΄どの4%G͂ に関連したه事をಡΈ、

άループで߲目、気になったه事をબ୒する。 બ

Μだه事をಡΈ、「̑8̍)」に੨ઢ、「ච者の఻えた

いこと」に੺ઢを引いてࣗ෼の感૝を書く。 さらに

ͦのه事が4%G͂ の17のどの目ඪに関するه事なの

かをߟえる。 ただه事をಡΉだけではなく、ޙ࠷に

はͦのه事に関して、ࣗ෼たちにできることはԿかを

話し߹い、ࣗ෼のߟえを఻え߹う学習をߦった。

　この学習を௨して、新聞ه事のࡉかい಺༰にま

で目を޲ける࢟が見られた。 また、ه事から෼

かったことや、ͦれに対するࣗ෼のߟえを఻え߹う

৔໘を意ਤ的にઃ定したので、ޓいのߟえを深め߹

うよいػ会になった。

「ＮＩＥタイϜ」

　̑年生は、定期的に「ＮＩＥタイϜ」をઃ定し、気

になるه事の感૝を書いたり、঺հしたりする活動

をߦった。 事をબͼ、ͦれを੾ه味関৺のあるڵ

りऔり、フΝイルにスクラップしていく。 ただه事

を集めるだけではなく、要໿や感૝・意見などを

書いていく。 ৳続することで、書くྔや಺༰がܧ

ͼるだけではなく、ಡ解力や要໿力、学ͼに޲か

う意ཉも޲上すると感じた。 あまり೉しくߟえずに、

ࣸਅや見出しからお気にೖりのه事を見つけること

からスタートすれば、様々な学年でऔり૊める活動

である。

ʻ̎年生の実践ʼ

「ொたΜけΜにߦこう」

　生活Պの「ொたΜけΜにߦこう」の学習で、ொ୳

き、発見したことや෼かったことなどを̍ߦにݕ 年

生に఻える活動をߦった。「ফ๷ॺ」「ަ൪」「コンϏ

χ」「ࣗ動ं੔උ޻৔」の̐かॴにάループごとに୳

に出ֻけ、ͦれͧれの৔ॴでのインタϏϡー಺༰ݕ

や発見を新聞ه事にしてまとめた。 人を引き෇ける

ような見出しをߟえたり、ࣸਅやイラストをೖれて෼

かりやすくしたりするなど、̎年生らしい޻෉が見ら

れた。 発表の際は、クイズをऔりೖれ、子どもたち

が主ମ的に学ͼ߹える学習になった。 ̎年生なり

に、新聞を身ۙに感じることができた。

ʻ̍ 年生の実践ʼ

「新聞からカタカナを見つけよう」

　これまでに、カタカナのਖ਼しい書き方やࣅている

カタカナに気を෇けて書くなど、基本的な学習は終

え、多くの児童がカタカナが書けるようになってき

た。 ͦこで、カタカナ学習の発展として、新聞の中

からカタカナのݴ葉を見つけて、ワークシートに書

きだすという活動をߦった。

　ීஈ、大人の新聞を目にするػ会は΄とΜどない

̍年生だが、ه事の中からたくさΜのカタカナを見

つけることができ、身ۙな生活の中に多くのカタカ

ナがଘࡏすることに気が෇くことができた。「ウクライ

ナ」などの国໊や、「コロナウィルス」「ワクνン」など

の時事ワード、スポーツબखやνーϜ໊などछྨは

様々で、ࣗ෼のڵ味のあるݴ葉を見つけることに意

ཉ的であった。 ௿学年にとって、新聞の಺༰を理

解するのは೉しいが、新聞を身ۙに感じるよいػ会

になった。

̏　੒Ռͱ՝୊

ʻ成Ռʼ

・  子どもたちが新聞をखにとりやすい৔ॴに「新聞   

　コーナー」をઃஔしたり、新聞を活用した授ۀ実

　践をߦったりすることで、新聞ه事にڵ味をもつ

　児童が増えた。

・ ਺社の新聞をಡΈൺ΂る活動を௨して、఻えた

　い಺༰のҧいやߏ成のҧいなど、情報を発৴す

　るଆを意ࣝしてಡΉ࢟が見られた。

・ ࣗ෼のڵ味をもったه事を঺հする活動を௨し

　て、情報をऔࣺબ୒する力や、ࣗ෼のߟえを఻

　える力を身に෇けることができた。

・ ̨̙ ̜͂ など、世間で注目されている಺༰につい

　て新聞ه事から多くのことを学Ϳことができた。

えをもち、఻え߹う活動もߟ事に対するࣗ෼のه　

　有ޮだった。

ʻ課題ʼ

・ 授ۀの中にどのような方法で新聞をޮՌ的にऔり

ೖれていくか、もっと教ڀݚࡐが必要だと感じ

　た。 ֤教Պの時਺はݶられており、औりೖれて

　いくことに೉しさがある。

・ 新聞にڵ味をもち、身ۙに感じることはできた

　が、やはりࣈ׽やޠኮが೉しく、಺༰を理解す

　るのに時間がかかってしまう。 新聞を೉しいもの

　ととらえずに、たくさΜの情報がつまった໘നい

　情報ऩ集ツールと感じてもらうには、どのような

　ख立てがあるのかߟえていきたい。

̐　·ͱΊ

定をडけたことによࢦճ、ＮＩＥ推進実践校のࠓ　

り、新聞を身ۙに感じる児童が増えたことが一൪の

成Ռだったとࢥう。 いっͦうICTの活用や情報ޙࠓ

化社会が進Ήことが༧૝されるが、活ࣈをಡΉこと

のָしさや素੖らしさも๨れてはならない重要なこ

とだとվめて感じた。

　新聞をスクラップする活動など、ָしめる活動か

らೖり、新聞΁の఍߅感をなくしていきたい。 ͦし

て、新聞からಘられる情報ྔの多さや素੖らしさに

少しでも気෇けるڥ؀をޙࠓも੔えていきたい。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校はྩ࿨̏年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実践

校のࢦ定をडけ、̎年目のऔり૊Έとなる。

　新聞をීஈあまりಡΜでいない児童が多かったこ

とから、まずは児童がもっと新聞を身ۙな෺として

感じられるような࡞ڥ؀りにऔり૊Μだ。 年̍目は

会が多くなり、新聞を身ػまでにൺ΂新聞をಡΉࠓ

ۙに感じるようになった。 ͦこでࠓ年度は、様 な々

教Պと૊Έ߹わͤて教Պԣ断的な学習の中で、新

聞をޮՌ的に活用できる授ۀ実践を目ࢦした。 新

聞ه事をಡΉだけにとどまらず、ࣗ෼のߟえや意見

を఻えたり発৴したりする力を身に෇けられるように

していきたい。

̎　࣮ફ಺༰

【新聞に親しむための環境づくり】

（̍）新聞コーナーのઃஔ

とਤޱ年度に続き、児童の目につきやすいঢ߱ࡢ　

書ࣨに、新聞コーナーをઃஔし、֤社の新聞をख

にとることができる৔をઃ定した。 また、話題性の

あるχϡースについては、ࣔܝ൘にషり出し、社会

のできごとにڵ味をもてるようにした。

　ਤ書ࣨには新聞のߏ成について෼かりやすくまと

めたࣔܝ෺を用意し、「見出し」や「Ϧードจ」などの

用ޠについても঺հをした。 ௿学年でもน新聞にま

とめる活動ができるよう、学校ਤ書ؗ࢘書のઌ生と

協力して、෼かりやすいࣔܝ෺を࡞成するよう৺が

けた。

（̎）高学年コーナーのઃஔ

　高学年フロアーや教ࣨには、高学年用の新聞

コーナーをઃஔし、਺छྨの新聞をखにとることが

できるようにした。 授ۀ時間の߹間にも新聞をखに

とり、ڵ味をもてるような࡞ڥ؀りに౒めた。

【新聞を活用した授業実践】

ʻ̑ 年生の実践ʼ

「新聞をಡもうʙ新聞で4%G͂ をಡもうʙ」

　国ޠՊ「新聞をಡもう」の学習の発展として、

4%GTに関連したه事をಡΈ、ࣗ෼たちのߟえを

఻え߹う学習をߦった。

　まず10छྨ΄どの4%G͂ に関連したه事をಡΈ、

άループで߲目、気になったه事をબ୒する。 બ

Μだه事をಡΈ、「̑8̍)」に੨ઢ、「ච者の఻えた

いこと」に੺ઢを引いてࣗ෼の感૝を書く。 さらに

ͦのه事が4%G͂ の17のどの目ඪに関するه事なの

かをߟえる。 ただه事をಡΉだけではなく、ޙ࠷に

はͦのه事に関して、ࣗ෼たちにできることはԿかを

話し߹い、ࣗ෼のߟえを఻え߹う学習をߦった。

　この学習を௨して、新聞ه事のࡉかい಺༰にま

で目を޲ける࢟が見られた。 また、ه事から෼

かったことや、ͦれに対するࣗ෼のߟえを఻え߹う

৔໘を意ਤ的にઃ定したので、ޓいのߟえを深め߹

うよいػ会になった。

「ＮＩＥタイϜ」

　̑年生は、定期的に「ＮＩＥタイϜ」をઃ定し、気

になるه事の感૝を書いたり、঺հしたりする活動

をߦった。 事をબͼ、ͦれを੾ه味関৺のあるڵ

りऔり、フΝイルにスクラップしていく。 ただه事

を集めるだけではなく、要໿や感૝・意見などを

書いていく。 ৳続することで、書くྔや಺༰がܧ

ͼるだけではなく、ಡ解力や要໿力、学ͼに޲か

う意ཉも޲上すると感じた。 あまり೉しくߟえずに、

ࣸਅや見出しからお気にೖりのه事を見つけること

からスタートすれば、様々な学年でऔり૊める活動

である。

ʻ̎年生の実践ʼ

「ொたΜけΜにߦこう」

　生活Պの「ொたΜけΜにߦこう」の学習で、ொ୳

き、発見したことや෼かったことなどを̍ߦにݕ 年

生に఻える活動をߦった。「ফ๷ॺ」「ަ൪」「コンϏ

χ」「ࣗ動ं੔උ޻৔」の̐かॴにάループごとに୳

に出ֻけ、ͦれͧれの৔ॴでのインタϏϡー಺༰ݕ

や発見を新聞ه事にしてまとめた。 人を引き෇ける

ような見出しをߟえたり、ࣸਅやイラストをೖれて෼

かりやすくしたりするなど、̎年生らしい޻෉が見ら

れた。 発表の際は、クイズをऔりೖれ、子どもたち

が主ମ的に学ͼ߹える学習になった。 ̎年生なり

に、新聞を身ۙに感じることができた。

ʻ̍ 年生の実践ʼ

「新聞からカタカナを見つけよう」

　これまでに、カタカナのਖ਼しい書き方やࣅている

カタカナに気を෇けて書くなど、基本的な学習は終

え、多くの児童がカタカナが書けるようになってき

た。 ͦこで、カタカナ学習の発展として、新聞の中

からカタカナのݴ葉を見つけて、ワークシートに書

きだすという活動をߦった。

　ීஈ、大人の新聞を目にするػ会は΄とΜどない

̍年生だが、ه事の中からたくさΜのカタカナを見

つけることができ、身ۙな生活の中に多くのカタカ

ナがଘࡏすることに気が෇くことができた。「ウクライ

ナ」などの国໊や、「コロナウィルス」「ワクνン」など

の時事ワード、スポーツબखやνーϜ໊などछྨは

様々で、ࣗ෼のڵ味のあるݴ葉を見つけることに意

ཉ的であった。 ௿学年にとって、新聞の಺༰を理

解するのは೉しいが、新聞を身ۙに感じるよいػ会

になった。

̏　੒Ռͱ՝୊

ʻ成Ռʼ

・  子どもたちが新聞をखにとりやすい৔ॴに「新聞   

　コーナー」をઃஔしたり、新聞を活用した授ۀ実

　践をߦったりすることで、新聞ه事にڵ味をもつ

　児童が増えた。

・ ਺社の新聞をಡΈൺ΂る活動を௨して、఻えた

　い಺༰のҧいやߏ成のҧいなど、情報を発৴す

　るଆを意ࣝしてಡΉ࢟が見られた。

・ ࣗ෼のڵ味をもったه事を঺հする活動を௨し

　て、情報をऔࣺબ୒する力や、ࣗ෼のߟえを఻

　える力を身に෇けることができた。

・ ̨̙ ̜͂ など、世間で注目されている಺༰につい

　て新聞ه事から多くのことを学Ϳことができた。

えをもち、఻え߹う活動もߟ事に対するࣗ෼のه　

　有ޮだった。

ʻ課題ʼ

・ 授ۀの中にどのような方法で新聞をޮՌ的にऔり

ೖれていくか、もっと教ڀݚࡐが必要だと感じ

　た。 ֤教Պの時਺はݶられており、औりೖれて

　いくことに೉しさがある。

・ 新聞にڵ味をもち、身ۙに感じることはできた

　が、やはりࣈ׽やޠኮが೉しく、಺༰を理解す

　るのに時間がかかってしまう。 新聞を೉しいもの

　ととらえずに、たくさΜの情報がつまった໘നい

　情報ऩ集ツールと感じてもらうには、どのような

　ख立てがあるのかߟえていきたい。

̐　·ͱΊ

定をडけたことによࢦճ、ＮＩＥ推進実践校のࠓ　

り、新聞を身ۙに感じる児童が増えたことが一൪の

成Ռだったとࢥう。 いっͦうICTの活用や情報ޙࠓ

化社会が進Ήことが༧૝されるが、活ࣈをಡΉこと

のָしさや素੖らしさも๨れてはならない重要なこ

とだとվめて感じた。

　新聞をスクラップする活動など、ָしめる活動か

らೖり、新聞΁の఍߅感をなくしていきたい。 ͦし

て、新聞からಘられる情報ྔの多さや素੖らしさに

少しでも気෇けるڥ؀をޙࠓも੔えていきたい。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校はྩ࿨̏年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実践

校のࢦ定をडけ、̎年目のऔり૊Έとなる。

　新聞をීஈあまりಡΜでいない児童が多かったこ

とから、まずは児童がもっと新聞を身ۙな෺として

感じられるような࡞ڥ؀りにऔり૊Μだ。 年̍目は

会が多くなり、新聞を身ػまでにൺ΂新聞をಡΉࠓ

ۙに感じるようになった。 ͦこでࠓ年度は、様 な々

教Պと૊Έ߹わͤて教Պԣ断的な学習の中で、新

聞をޮՌ的に活用できる授ۀ実践を目ࢦした。 新

聞ه事をಡΉだけにとどまらず、ࣗ෼のߟえや意見

を఻えたり発৴したりする力を身に෇けられるように

していきたい。

̎　࣮ફ಺༰

【新聞に親しむための環境づくり】

（̍）新聞コーナーのઃஔ

とਤޱ年度に続き、児童の目につきやすいঢ߱ࡢ　

書ࣨに、新聞コーナーをઃஔし、֤社の新聞をख

にとることができる৔をઃ定した。 また、話題性の

あるχϡースについては、ࣔܝ൘にషり出し、社会

のできごとにڵ味をもてるようにした。

　ਤ書ࣨには新聞のߏ成について෼かりやすくまと

めたࣔܝ෺を用意し、「見出し」や「Ϧードจ」などの

用ޠについても঺հをした。 ௿学年でもน新聞にま

とめる活動ができるよう、学校ਤ書ؗ࢘書のઌ生と

協力して、෼かりやすいࣔܝ෺を࡞成するよう৺が

けた。

（̎）高学年コーナーのઃஔ

　高学年フロアーや教ࣨには、高学年用の新聞

コーナーをઃஔし、਺छྨの新聞をखにとることが

できるようにした。 授ۀ時間の߹間にも新聞をखに

とり、ڵ味をもてるような࡞ڥ؀りに౒めた。

【新聞を活用した授業実践】

ʻ̑ 年生の実践ʼ

「新聞をಡもうʙ新聞で4%G͂ をಡもうʙ」

　国ޠՊ「新聞をಡもう」の学習の発展として、

4%GTに関連したه事をಡΈ、ࣗ෼たちのߟえを

఻え߹う学習をߦった。

　まず10छྨ΄どの4%G͂ に関連したه事をಡΈ、

άループで߲目、気になったه事をબ୒する。 બ

Μだه事をಡΈ、「̑8̍)」に੨ઢ、「ච者の఻えた

いこと」に੺ઢを引いてࣗ෼の感૝を書く。 さらに

ͦのه事が4%G͂ の17のどの目ඪに関するه事なの

かをߟえる。 ただه事をಡΉだけではなく、ޙ࠷に

はͦのه事に関して、ࣗ෼たちにできることはԿかを

話し߹い、ࣗ෼のߟえを఻え߹う学習をߦった。

　この学習を௨して、新聞ه事のࡉかい಺༰にま

で目を޲ける࢟が見られた。 また、ه事から෼

かったことや、ͦれに対するࣗ෼のߟえを఻え߹う

৔໘を意ਤ的にઃ定したので、ޓいのߟえを深め߹

うよいػ会になった。

「ＮＩＥタイϜ」

　̑年生は、定期的に「ＮＩＥタイϜ」をઃ定し、気

になるه事の感૝を書いたり、঺հしたりする活動

をߦった。 事をબͼ、ͦれを੾ه味関৺のあるڵ

りऔり、フΝイルにスクラップしていく。 ただه事

を集めるだけではなく、要໿や感૝・意見などを

書いていく。 ৳続することで、書くྔや಺༰がܧ

ͼるだけではなく、ಡ解力や要໿力、学ͼに޲か

う意ཉも޲上すると感じた。 あまり೉しくߟえずに、

ࣸਅや見出しからお気にೖりのه事を見つけること

からスタートすれば、様々な学年でऔり૊める活動

である。

ʻ̎年生の実践ʼ

「ொたΜけΜにߦこう」

　生活Պの「ொたΜけΜにߦこう」の学習で、ொ୳

き、発見したことや෼かったことなどを̍ߦにݕ 年

生に఻える活動をߦった。「ফ๷ॺ」「ަ൪」「コンϏ

χ」「ࣗ動ं੔උ޻৔」の̐かॴにάループごとに୳

に出ֻけ、ͦれͧれの৔ॴでのインタϏϡー಺༰ݕ

や発見を新聞ه事にしてまとめた。 人を引き෇ける

ような見出しをߟえたり、ࣸਅやイラストをೖれて෼

かりやすくしたりするなど、̎年生らしい޻෉が見ら

れた。 発表の際は、クイズをऔりೖれ、子どもたち

が主ମ的に学ͼ߹える学習になった。 ̎年生なり

に、新聞を身ۙに感じることができた。

ʻ̍ 年生の実践ʼ

「新聞からカタカナを見つけよう」

　これまでに、カタカナのਖ਼しい書き方やࣅている

カタカナに気を෇けて書くなど、基本的な学習は終

え、多くの児童がカタカナが書けるようになってき

た。 ͦこで、カタカナ学習の発展として、新聞の中

からカタカナのݴ葉を見つけて、ワークシートに書

きだすという活動をߦった。

　ීஈ、大人の新聞を目にするػ会は΄とΜどない

̍年生だが、ه事の中からたくさΜのカタカナを見

つけることができ、身ۙな生活の中に多くのカタカ

ナがଘࡏすることに気が෇くことができた。「ウクライ

ナ」などの国໊や、「コロナウィルス」「ワクνン」など

の時事ワード、スポーツબखやνーϜ໊などछྨは

様々で、ࣗ෼のڵ味のあるݴ葉を見つけることに意

ཉ的であった。 ௿学年にとって、新聞の಺༰を理

解するのは೉しいが、新聞を身ۙに感じるよいػ会

になった。

̏　੒Ռͱ՝୊

ʻ成Ռʼ

・  子どもたちが新聞をखにとりやすい৔ॴに「新聞   

　コーナー」をઃஔしたり、新聞を活用した授ۀ実

　践をߦったりすることで、新聞ه事にڵ味をもつ

　児童が増えた。

・ ਺社の新聞をಡΈൺ΂る活動を௨して、఻えた

　い಺༰のҧいやߏ成のҧいなど、情報を発৴す

　るଆを意ࣝしてಡΉ࢟が見られた。

・ ࣗ෼のڵ味をもったه事を঺հする活動を௨し

　て、情報をऔࣺબ୒する力や、ࣗ෼のߟえを఻

　える力を身に෇けることができた。

・ ̨̙ ̜͂ など、世間で注目されている಺༰につい

　て新聞ه事から多くのことを学Ϳことができた。

えをもち、఻え߹う活動もߟ事に対するࣗ෼のه　

　有ޮだった。

ʻ課題ʼ

・ 授ۀの中にどのような方法で新聞をޮՌ的にऔり

ೖれていくか、もっと教ڀݚࡐが必要だと感じ

　た。 ֤教Պの時਺はݶられており、औりೖれて

　いくことに೉しさがある。

・ 新聞にڵ味をもち、身ۙに感じることはできた

　が、やはりࣈ׽やޠኮが೉しく、಺༰を理解す

　るのに時間がかかってしまう。 新聞を೉しいもの

　ととらえずに、たくさΜの情報がつまった໘നい

　情報ऩ集ツールと感じてもらうには、どのような

　ख立てがあるのかߟえていきたい。

̐　·ͱΊ

定をडけたことによࢦճ、ＮＩＥ推進実践校のࠓ　

り、新聞を身ۙに感じる児童が増えたことが一൪の

成Ռだったとࢥう。 いっͦうICTの活用や情報ޙࠓ

化社会が進Ήことが༧૝されるが、活ࣈをಡΉこと

のָしさや素੖らしさも๨れてはならない重要なこ

とだとվめて感じた。

　新聞をスクラップする活動など、ָしめる活動か

らೖり、新聞΁の఍߅感をなくしていきたい。 ͦし

て、新聞からಘられる情報ྔの多さや素੖らしさに

少しでも気෇けるڥ؀をޙࠓも੔えていきたい。

̍　͸͡Ίʹ

　̎年生がॳめてＮＩＥにऔり૊Μだ。 ແ理のない

ൣғで、新聞に਌しめるように実践してきた。

̎　࣮ફঢ়گ

○新聞作りの活動

　ᶃ国ޠՊ

　　「えいっ」、「すΈれとあり」、「きつͶのおきΌく

　さま」、「わにのおじいさΜのたからもの」、「さけ

が大きくなるまで」、「ないた੺おに」の学習のޙ࠷

　に、まとめとして、Ȃ新聞をかいた。 学習をし

　て෼かったことやͦのお話でいちばΜ印象に࢒っ

　たとこΖなどをֆをೖれてかいた。 ਺が多くなࣈ

　いこと、ֆもೖれられることで、子ども達もָし

　くऔり૊Ήことができた。 また、お家の人に見ͤ

　るという相ख意ࣝをもたͤることで、ஸೡにかこ

　うとする子どもが多かった。

　ᶄ生活Պ

　　ொ୳ݕの学習で、ௐ΂てきたおళやࢪઃのこ

　とをȂ新聞にかいて、༑達に঺հした。 出དྷ

　上がった新聞は஍ਤ上にషり、ࣔܝした。

○新聞活用の活動

　ᶃ新聞を見る

　　教ࣨに、新聞の̍ ໘をࣔܝし、ேの会でトップ

。事を঺հしたه　 まで新聞に৮れてこなかっࠓ

　た子ども達も新聞を見たり、ࣸਅを見たりし࢝め

　た。 ಛに、スポーツがトップه事の時には、ࣸ

　ਅだけでなく、ه事をಡΉ子どももいた。

　ᶄお気にೖりのࣸਅ

　　新聞の中からお気にೖりのࣸਅ̍ຕをબΜで、

　ը用ࢴにషり、બΜだ理༝とࣸਅに題໊をつけ

　て、発表した。 新聞にはいΖいΖなࣸਅがある

　ことに気෇くことができた。 Ȃ新聞で見出しを

　かいてきたこともあり、題໊を޻෉することがで

　きていた。

　ᶅࣈ׽見つけ

　　新聞̍໘の中から、̎年生で習ったࣈ׽を見つ

　けるήーϜをした。 習ったࣈ׽がたくさΜ࢖われ

　ていることに気෇くことができた。

̏　੒Ռͱ՝୊　

˓子ども達が新聞に਌しΉことができた。 国ޠՊ

　では、まとめにかくことが定着し、新聞をかくこ

　とをָしΈにしている子どもが出てきた。

˓จষを書く力がついた。 新聞だけでなく、ϊー

　トでも、ࣗ෼のߟえを書く時に、खがࢭまる子ど

　もがいなくなった。

˓社会でىきている出དྷ事にڵ味をもつことができ

　た。「新聞にࡌっていること、ேテϨϏでやって

　た。」などとݴう子どももいた。

˔年間ܭըの中で、どこで新聞をऔりೖれるかをߟ

　え、ແ理なくऔり૊めるようにする。

˔学年やҕһ会など、ଞのઌ生方とも協力してऔり

　૊Ήことも必要である。

̐　·ͱΊ　

　̎年生がແ理のないൣғでऔり૊めるよう、

ＮＩＥを実践してきた。 新聞に৮れ、新聞とはどの

ようなものかが少し෼かったとࢥう。

えて実践しߟは、新聞活用の໘で、もう少しޙࠓ　

ていきたい。

初めてのＮＩＥ～新聞に親しむ～
市川市立鬼高小学校　　吉田　美紗希
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̍　͸͡Ίʹ

খ学校は、ྩ࿨̐年度からＮＩＥ実践校としݪࠤ　

てのࢦ定をडけ、本年度が 年̍目のऔ૊となる。

　本校̑年生では、「情報を関連෇けてߟࢥを深め

る子どもの育成」を目ࢦし、日々の授ۀにऔり૊Μ

でいる。 本年度は̑年生の「新聞をಡもう」、෺ޠ

「大଄じいさΜとがΜ」「ઇ౉り」、આ明จ「നਆࢁ஍

からの提ݴ」、エッセー「Έすʎさがしのたͼ」を中

৺に実践をした。

̎　࣮ફٴͼ݁Ռ

（１） 朝のチャレンジタイム

　まず、Ր༵日のேのνϟϨンジタイϜのऔ૊であ

る。 ຖே̍̌ ෼の活動は、月༵日と໦༵日はಡ書、

Ր༵日がಡ解力問題、ਫ༵日はࢉܭテスト、༵ۚ

日はࣈ׽テストである。 これを̍ 年から̒年までશ

校でܧ続して進めている。

　Ր༵日のಡ解問題では、中学年以上が「ఱ੠子ど

もޠ」を一ಡし、学年に応じた決められたจࣈ਺

で、「ಡΜでわかったことやෆࢥ議にࢥったこと、新

たなߟえや意見」などを書いている。

　०のコラϜに書かれた情報とط有の஌ࣝやݧܦを

関連෇けてߟえを形成するのである。 これをܧ続し

ていることにより、ॳಡのテΩストをある一定スϐー

ドでಡΈऔる力が෇いている。

　アウトプットをҐஔ෇けたインプットにより、より

֬かなಡ解の力がついている。

（２） 授業での取組

ア　「新聞をಡもう」

　授ۀのಋೖ時に、これまでに新聞をखにしてಡΜ

だことがあるかをௐ΂たとこΖ、「新聞をऔっていな

い」家庭がશମの൒਺ۙくあった。 また、新聞を

ಡしていても、ಡΜだのはອըか൪૊ཝのΈといߪ

う児童が΄とΜどであった。

　ͦこで、一人一ࢴを४උし、どのようなߏ成に

なっているのかをे෼に࡯؍さͤた。 味深ͦうڵ

にಡΜでいたが、次ୈにۙくの༑達とのൺֱが࢝ま

り、大見出しやখ見出し、Ϧードや本จなどの࡞り

が一கしていることに気෇けた。

　また、ಉじ಺༰のه事であっても、ͦの੾りऔり

方やฤ集により、ࢹ఺の౰てられ方にはҧいがある

ことを஌った。

、をಡΈൺ΂ࢴに、見出しをあえてӅしたೋޙ࠷　

άループで大見出しをߟえる活動をߦった。 Ωϟッ

νーな見出しをߟえたάループに「見出し大৆」を༩

えた。 この学習を௨して、新聞をಡΉ「ࢹ఺」をख

にೖれることができた。

イ　「̏つのࢹ఺で日هを書こう」

　　ʙ෺ޠ　「大଄じいさΜとがΜ」ʙ

　෺ޠの୯元であるが、ここで「新聞ه者の目」で、

情ܠをಡΈ解く活動をߦった。

者でهઇᶅ新聞࢒のأ఺は、ᶃ大଄じいさΜᶄࢹ　

ある。 これまでに、児童はμイナミックにࢁ৔をଊ

えて಺༰をつかΉ学習をੵΈ重Ͷてきた。 ここで、

「̏つのࢹ఺」をもたͤることにより、「̏つの࡞ઓ」

をより一૚ಡΈ深めた。

　これまでに、新聞ه者は、事実を؍٬的にऔࡐ

して表ݱしていることをつかΜでいた。 ͦこで、よ

りਖ਼֬にಡΈऔり、؍٬的に表ݱしようとする࢟が

ͦこにあった。

　̏つの࡞ઓは、ᶃうな͗௼り਑࡞ઓᶄたにしばら

まき࡞ઓᶅおとり࡞ઓである。 ໆോेのඳき方は、

ୈ三者のࢹ఺で一؏しているが、ͦこに新たなࢹ఺

が加わることで、より立ମ的に（୹時間で）ಡ解する

事ができた。 目的的にಡΉエネルギーを感じた。

ウ　「意見をこうかΜしよう」

　　ʙઆ明จ「നਆࢁ஍からの提ݴ」ʙ

　本จの中に様々なάラフやࢿ料がࢄりばめられて

おり、ͦれらを関連෇けて、಺༰をつかΈ、ޙ࠷

にࣗ෼なりの提ݴจを書くものである。 ͦこで、さ

らに新聞に書かれた関連ࢿ料をಡΉ時間をઃ定し、

よりઆಘ力のある提ݴจを書けるようにしたのであ

る。

　社会ՊでもேのνϟϨンジタイϜのコラϜでも、関

৺が深まってきた಺༰であり、意ཉ的に学習にऔり

૊めた。

エ　ٶ୔࣏ݡの世界を୳ڀしよう

　　ʙ෺ޠ「ઇ౉り」ʙ

　ࣗら問いを࡞って୳ڀする「問い」ストーϦーを展

։した。

　教Պ書のר末に「ۚ子Έすʎさがしのཱྀ」が഑ஔ

されており、࡞者の人生؍や࡞඼࿦などにもഭれる

ྑい୯元としてѻった。

　ॳಡでは、؆୯な「問い」を一人一人が̏つ࡞っ

た。 ͦの಺༰にはもちΖΜݸ人ࠩが生じた。 　　

　̎時間目には、̏人άループを࡞り、ͦこで̏つ

の問いにߜらͤた。 このάループワークでは、かな

りの੝り上がりを見ͤた。 一ಡで౴えがಋき出ͤる

ような問いは、この時఺で౫ଡされていく。 ͦし

て、ୈ̏時間目には、学ڃで以下の̏ つにߜった。

　ア 「࢛࿠がࠠ三࿠さΜを৴じてஂ子を食΂たのは

　　  なͥだΖう」

　イ 「11ࡀ以下しかݬ౮会にݺばれないのはなͥ

　　  だΖう」

　ウ 「ٶ୔࣏ݡにとって੨とは、Կを意味するのだ

　　  Ζう」

　̏つの問いをຖ時間 人̏άループでಡΈ解き、࠷

。有したڞにશମでޙ

　中൫で、新聞ه事に書かれた࣏ݡに関するه事を

重ͶಡΈしたとこΖ、次のような書ධを終末に書くこ

とができた。（以下は、ͦの中からൈਮしたもの）

・ 話の深さが෼かったり、༑達の意見を聞いて

   「なる΄ど」とࢥったりでָしかった。

・ ̖さΜの「ݬ૝の中にいるときに必ず੨が出てくる」

という意見がϢχークだとࢥった。

にとっての੨い৭は、フΝンタジー΁の༠い࣏ݡ ・

で、ઇがੵもってݻまって、ීஈߦけないとこΖ

΁ߦくのがઇ౉り。 この題໊にも意味があって、

たくさΜಡΜだからこͦ ෼かった。

・ Ωツネは、「うͦつかない。 ͵すまない。 ͦͶま

ない」は、࣏ݡの理૝の世界かもしれない。

・ フΝンタジーのೖりޱと出ޱを「ઇ౉り」が表してい

る。 この世界で࢛࿠とかΜ子は、一つ成長した

のではないか。

　̑年生でありながら、かなり深いಡΈऔりができ

ている。 ̒時間ѻいであったが、新聞や動ըをద

ٓ教Պ書と関連さͤて国ޠՊࢦಋをߦうことで大き

な成Ռが見られた。

オ　Έすʎさがしのたͼを新聞にまとめよう

　　ʙエッセー「ۚ子Έすʎさがしのたͼ」ʙ

　ちょうどಡച新聞で日༵൛に঺հがあり、児童

に঺հすると、「ࣗ学でもௐ΂てきます。」と֤ࣗがイ

ンターネットや書੶でۚ子Έすʎについてௐ΂てき

た。 これまでに本一࡭をテΩストにऔり૊Μできた

Ңもあり、わりあい༰қに教Պ書のテΩストをಡܦ

Μだ。 ߹わͤて、新聞でಘた情報を重ͶಡΉこと

で、より豊かなಡ解ができた。 新聞をಡΜで活用

すること、また、ಡ解でಘた情報を新聞にまとめる

ことで、立ମ的な理解ができた。

̏　੒Ռͱ՝୊

˓०の಺༰をࢄりばめた新聞をखにऔり、ಡΉこと

　で、目的的にಡ解の力を৳ばすことに有用だっ

　た。

˓活ࣈ཭れがڣばれてٱしいが、新聞をຖि目に

　し、コラϜをಡΜで意見を書いたり、授ۀで活用

　したりすることで、長จに対するۤख意ࣝがݮっ

　てきた。

˓新聞には、テΩストだけでなく、ਤやࣸਅ、Ϧー

　ドや見出しなど、多くの情報があり、ͦれをऔࣺ

　બ୒しながら活用する力が৳ͼた。

、新聞をಡΉこととなったがࡁܦ期はޙ、ճࠓ˔

　খ学生にとってࡁܦઐ໳用ޠや೉ಡࣈ׽がฐ害

　となり、ࣈ׽をௐ΂るのにඅやす時間が、かな

　り多く生じた。 次年度は、খ学生新聞を主ମと

　したબ定を進めたい。

̐　͓ΘΓʹ

　実際にຖ日届く新聞をखにすると、ه者やฤ集者

の೤いࢥいに৮れられた。次年度には、もっと多く

のࢹ఺から、さらに多くの学年でのऔ૊を進めたい。

新聞に親しもう
～「新聞を活用した授業づくり入門」をめざして～

香取市立佐原小学校　　石井　英理子
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̍　͸͡Ίʹ

খ学校は、ྩ࿨̐年度からＮＩＥ実践校としݪࠤ　

てのࢦ定をडけ、本年度が 年̍目のऔ૊となる。

　本校̑年生では、「情報を関連෇けてߟࢥを深め

る子どもの育成」を目ࢦし、日々の授ۀにऔり૊Μ

でいる。 本年度は̑年生の「新聞をಡもう」、෺ޠ

「大଄じいさΜとがΜ」「ઇ౉り」、આ明จ「നਆࢁ஍

からの提ݴ」、エッセー「Έすʎさがしのたͼ」を中

৺に実践をした。

̎　࣮ફٴͼ݁Ռ

（１） 朝のチャレンジタイム

　まず、Ր༵日のேのνϟϨンジタイϜのऔ૊であ

る。 ຖே̍̌ ෼の活動は、月༵日と໦༵日はಡ書、

Ր༵日がಡ解力問題、ਫ༵日はࢉܭテスト、༵ۚ

日はࣈ׽テストである。 これを̍ 年から̒年までશ

校でܧ続して進めている。

　Ր༵日のಡ解問題では、中学年以上が「ఱ੠子ど

もޠ」を一ಡし、学年に応じた決められたจࣈ਺

で、「ಡΜでわかったことやෆࢥ議にࢥったこと、新

たなߟえや意見」などを書いている。

　०のコラϜに書かれた情報とط有の஌ࣝやݧܦを

関連෇けてߟえを形成するのである。 これをܧ続し

ていることにより、ॳಡのテΩストをある一定スϐー

ドでಡΈऔる力が෇いている。

　アウトプットをҐஔ෇けたインプットにより、より

֬かなಡ解の力がついている。

（２） 授業での取組

ア　「新聞をಡもう」

　授ۀのಋೖ時に、これまでに新聞をखにしてಡΜ

だことがあるかをௐ΂たとこΖ、「新聞をऔっていな

い」家庭がશମの൒਺ۙくあった。 また、新聞を

ಡしていても、ಡΜだのはອըか൪૊ཝのΈといߪ

う児童が΄とΜどであった。

　ͦこで、一人一ࢴを४උし、どのようなߏ成に

なっているのかをे෼に࡯؍さͤた。 味深ͦうڵ

にಡΜでいたが、次ୈにۙくの༑達とのൺֱが࢝ま

り、大見出しやখ見出し、Ϧードや本จなどの࡞り

が一கしていることに気෇けた。

　また、ಉじ಺༰のه事であっても、ͦの੾りऔり

方やฤ集により、ࢹ఺の౰てられ方にはҧいがある

ことを஌った。

、をಡΈൺ΂ࢴに、見出しをあえてӅしたೋޙ࠷　

άループで大見出しをߟえる活動をߦった。 Ωϟッ

νーな見出しをߟえたάループに「見出し大৆」を༩

えた。 この学習を௨して、新聞をಡΉ「ࢹ఺」をख

にೖれることができた。

イ　「̏つのࢹ఺で日هを書こう」

　　ʙ෺ޠ　「大଄じいさΜとがΜ」ʙ

　෺ޠの୯元であるが、ここで「新聞ه者の目」で、

情ܠをಡΈ解く活動をߦった。

者でهઇᶅ新聞࢒のأ఺は、ᶃ大଄じいさΜᶄࢹ　

ある。 これまでに、児童はμイナミックにࢁ৔をଊ

えて಺༰をつかΉ学習をੵΈ重Ͷてきた。 ここで、

「̏つのࢹ఺」をもたͤることにより、「̏つの࡞ઓ」

をより一૚ಡΈ深めた。

　これまでに、新聞ه者は、事実を؍٬的にऔࡐ

して表ݱしていることをつかΜでいた。 ͦこで、よ

りਖ਼֬にಡΈऔり、؍٬的に表ݱしようとする࢟が

ͦこにあった。

　̏つの࡞ઓは、ᶃうな͗௼り਑࡞ઓᶄたにしばら

まき࡞ઓᶅおとり࡞ઓである。 ໆോेのඳき方は、

ୈ三者のࢹ఺で一؏しているが、ͦこに新たなࢹ఺

が加わることで、より立ମ的に（୹時間で）ಡ解する

事ができた。 目的的にಡΉエネルギーを感じた。

ウ　「意見をこうかΜしよう」

　　ʙઆ明จ「നਆࢁ஍からの提ݴ」ʙ

　本จの中に様々なάラフやࢿ料がࢄりばめられて

おり、ͦれらを関連෇けて、಺༰をつかΈ、ޙ࠷

にࣗ෼なりの提ݴจを書くものである。 ͦこで、さ

らに新聞に書かれた関連ࢿ料をಡΉ時間をઃ定し、

よりઆಘ力のある提ݴจを書けるようにしたのであ

る。

　社会ՊでもேのνϟϨンジタイϜのコラϜでも、関

৺が深まってきた಺༰であり、意ཉ的に学習にऔり

૊めた。

エ　ٶ୔࣏ݡの世界を୳ڀしよう

　　ʙ෺ޠ「ઇ౉り」ʙ

　ࣗら問いを࡞って୳ڀする「問い」ストーϦーを展

։した。

　教Պ書のר末に「ۚ子Έすʎさがしのཱྀ」が഑ஔ

されており、࡞者の人生؍や࡞඼࿦などにもഭれる

ྑい୯元としてѻった。

　ॳಡでは、؆୯な「問い」を一人一人が̏つ࡞っ

た。 ͦの಺༰にはもちΖΜݸ人ࠩが生じた。 　　

　̎時間目には、̏人άループを࡞り、ͦこで̏つ

の問いにߜらͤた。 このάループワークでは、かな

りの੝り上がりを見ͤた。 一ಡで౴えがಋき出ͤる

ような問いは、この時఺で౫ଡされていく。 ͦし

て、ୈ̏時間目には、学ڃで以下の̏ つにߜった。

　ア 「࢛࿠がࠠ三࿠さΜを৴じてஂ子を食΂たのは

　　  なͥだΖう」

　イ 「11ࡀ以下しかݬ౮会にݺばれないのはなͥ

　　  だΖう」

　ウ 「ٶ୔࣏ݡにとって੨とは、Կを意味するのだ

　　  Ζう」

　̏つの問いをຖ時間 人̏άループでಡΈ解き、࠷

。有したڞにશମでޙ

　中൫で、新聞ه事に書かれた࣏ݡに関するه事を

重ͶಡΈしたとこΖ、次のような書ධを終末に書くこ

とができた。（以下は、ͦの中からൈਮしたもの）

・ 話の深さが෼かったり、༑達の意見を聞いて

   「なる΄ど」とࢥったりでָしかった。

・ ̖さΜの「ݬ૝の中にいるときに必ず੨が出てくる」

という意見がϢχークだとࢥった。

にとっての੨い৭は、フΝンタジー΁の༠い࣏ݡ ・

で、ઇがੵもってݻまって、ීஈߦけないとこΖ

΁ߦくのがઇ౉り。 この題໊にも意味があって、

たくさΜಡΜだからこͦ ෼かった。

・ Ωツネは、「うͦつかない。 ͵すまない。 ͦͶま

ない」は、࣏ݡの理૝の世界かもしれない。

・ フΝンタジーのೖりޱと出ޱを「ઇ౉り」が表してい

る。 この世界で࢛࿠とかΜ子は、一つ成長した

のではないか。

　̑年生でありながら、かなり深いಡΈऔりができ

ている。 ̒時間ѻいであったが、新聞や動ըをద

ٓ教Պ書と関連さͤて国ޠՊࢦಋをߦうことで大き

な成Ռが見られた。

オ　Έすʎさがしのたͼを新聞にまとめよう

　　ʙエッセー「ۚ子Έすʎさがしのたͼ」ʙ

　ちょうどಡച新聞で日༵൛に঺հがあり、児童

に঺հすると、「ࣗ学でもௐ΂てきます。」と֤ࣗがイ

ンターネットや書੶でۚ子Έすʎについてௐ΂てき

た。 これまでに本一࡭をテΩストにऔり૊Μできた

Ңもあり、わりあい༰қに教Պ書のテΩストをಡܦ

Μだ。 ߹わͤて、新聞でಘた情報を重ͶಡΉこと

で、より豊かなಡ解ができた。 新聞をಡΜで活用

すること、また、ಡ解でಘた情報を新聞にまとめる

ことで、立ମ的な理解ができた。

̏　੒Ռͱ՝୊

˓०の಺༰をࢄりばめた新聞をखにऔり、ಡΉこと

　で、目的的にಡ解の力を৳ばすことに有用だっ

　た。

˓活ࣈ཭れがڣばれてٱしいが、新聞をຖि目に

　し、コラϜをಡΜで意見を書いたり、授ۀで活用

　したりすることで、長จに対するۤख意ࣝがݮっ

　てきた。

˓新聞には、テΩストだけでなく、ਤやࣸਅ、Ϧー

　ドや見出しなど、多くの情報があり、ͦれをऔࣺ

　બ୒しながら活用する力が৳ͼた。

、新聞をಡΉこととなったがࡁܦ期はޙ、ճࠓ˔

　খ学生にとってࡁܦઐ໳用ޠや೉ಡࣈ׽がฐ害

　となり、ࣈ׽をௐ΂るのにඅやす時間が、かな

　り多く生じた。 次年度は、খ学生新聞を主ମと

　したબ定を進めたい。

̐　͓ΘΓʹ

　実際にຖ日届く新聞をखにすると、ه者やฤ集者

の೤いࢥいに৮れられた。次年度には、もっと多く

のࢹ఺から、さらに多くの学年でのऔ૊を進めたい。

新聞に親しもう
～「新聞を活用した授業づくり入門」をめざして～
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খ学校は、ྩ࿨̐年度からＮＩＥ実践校としݪࠤ　

てのࢦ定をडけ、本年度が 年̍目のऔ૊となる。

　本校̑年生では、「情報を関連෇けてߟࢥを深め

る子どもの育成」を目ࢦし、日々の授ۀにऔり૊Μ

でいる。 本年度は̑年生の「新聞をಡもう」、෺ޠ

「大଄じいさΜとがΜ」「ઇ౉り」、આ明จ「നਆࢁ஍

からの提ݴ」、エッセー「Έすʎさがしのたͼ」を中

৺に実践をした。

̎　࣮ફٴͼ݁Ռ

（１） 朝のチャレンジタイム

　まず、Ր༵日のேのνϟϨンジタイϜのऔ૊であ

る。 ຖே̍̌ ෼の活動は、月༵日と໦༵日はಡ書、

Ր༵日がಡ解力問題、ਫ༵日はࢉܭテスト、༵ۚ

日はࣈ׽テストである。 これを̍ 年から̒年までશ

校でܧ続して進めている。

　Ր༵日のಡ解問題では、中学年以上が「ఱ੠子ど

もޠ」を一ಡし、学年に応じた決められたจࣈ਺

で、「ಡΜでわかったことやෆࢥ議にࢥったこと、新

たなߟえや意見」などを書いている。

　०のコラϜに書かれた情報とط有の஌ࣝやݧܦを

関連෇けてߟえを形成するのである。 これをܧ続し

ていることにより、ॳಡのテΩストをある一定スϐー

ドでಡΈऔる力が෇いている。

　アウトプットをҐஔ෇けたインプットにより、より

֬かなಡ解の力がついている。

（２） 授業での取組
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情ܠをಡΈ解く活動をߦった。

者でهઇᶅ新聞࢒のأ఺は、ᶃ大଄じいさΜᶄࢹ　

ある。 これまでに、児童はμイナミックにࢁ৔をଊ

えて಺༰をつかΉ学習をੵΈ重Ͷてきた。 ここで、

「̏つのࢹ఺」をもたͤることにより、「̏つの࡞ઓ」

をより一૚ಡΈ深めた。

　これまでに、新聞ه者は、事実を؍٬的にऔࡐ

して表ݱしていることをつかΜでいた。 ͦこで、よ

りਖ਼֬にಡΈऔり、؍٬的に表ݱしようとする࢟が

ͦこにあった。

　̏つの࡞ઓは、ᶃうな͗௼り਑࡞ઓᶄたにしばら

まき࡞ઓᶅおとり࡞ઓである。 ໆോेのඳき方は、

ୈ三者のࢹ఺で一؏しているが、ͦこに新たなࢹ఺

が加わることで、より立ମ的に（୹時間で）ಡ解する

事ができた。 目的的にಡΉエネルギーを感じた。

ウ　「意見をこうかΜしよう」

　　ʙઆ明จ「നਆࢁ஍からの提ݴ」ʙ

　本จの中に様々なάラフやࢿ料がࢄりばめられて

おり、ͦれらを関連෇けて、಺༰をつかΈ、ޙ࠷

にࣗ෼なりの提ݴจを書くものである。 ͦこで、さ

らに新聞に書かれた関連ࢿ料をಡΉ時間をઃ定し、

よりઆಘ力のある提ݴจを書けるようにしたのであ

る。

　社会ՊでもேのνϟϨンジタイϜのコラϜでも、関

৺が深まってきた಺༰であり、意ཉ的に学習にऔり

૊めた。

エ　ٶ୔࣏ݡの世界を୳ڀしよう

　　ʙ෺ޠ「ઇ౉り」ʙ

　ࣗら問いを࡞って୳ڀする「問い」ストーϦーを展

։した。

　教Պ書のר末に「ۚ子Έすʎさがしのཱྀ」が഑ஔ

されており、࡞者の人生؍や࡞඼࿦などにもഭれる

ྑい୯元としてѻった。

　ॳಡでは、؆୯な「問い」を一人一人が̏つ࡞っ

た。 ͦの಺༰にはもちΖΜݸ人ࠩが生じた。 　　

　̎時間目には、̏人άループを࡞り、ͦこで̏つ

の問いにߜらͤた。 このάループワークでは、かな

りの੝り上がりを見ͤた。 一ಡで౴えがಋき出ͤる

ような問いは、この時఺で౫ଡされていく。 ͦし

て、ୈ̏時間目には、学ڃで以下の̏ つにߜった。

　ア 「࢛࿠がࠠ三࿠さΜを৴じてஂ子を食΂たのは

　　  なͥだΖう」

　イ 「11ࡀ以下しかݬ౮会にݺばれないのはなͥ

　　  だΖう」

　ウ 「ٶ୔࣏ݡにとって੨とは、Կを意味するのだ

　　  Ζう」

　̏つの問いをຖ時間 人̏άループでಡΈ解き、࠷

。有したڞにશମでޙ

　中൫で、新聞ه事に書かれた࣏ݡに関するه事を

重ͶಡΈしたとこΖ、次のような書ධを終末に書くこ

とができた。（以下は、ͦの中からൈਮしたもの）

・ 話の深さが෼かったり、༑達の意見を聞いて

   「なる΄ど」とࢥったりでָしかった。

・ ̖さΜの「ݬ૝の中にいるときに必ず੨が出てくる」

という意見がϢχークだとࢥった。

にとっての੨い৭は、フΝンタジー΁の༠い࣏ݡ ・

で、ઇがੵもってݻまって、ීஈߦけないとこΖ

΁ߦくのがઇ౉り。 この題໊にも意味があって、

たくさΜಡΜだからこͦ ෼かった。

・ Ωツネは、「うͦつかない。 ͵すまない。 ͦͶま

ない」は、࣏ݡの理૝の世界かもしれない。

・ フΝンタジーのೖりޱと出ޱを「ઇ౉り」が表してい

る。 この世界で࢛࿠とかΜ子は、一つ成長した

のではないか。

　̑年生でありながら、かなり深いಡΈऔりができ

ている。 ̒時間ѻいであったが、新聞や動ըをద

ٓ教Պ書と関連さͤて国ޠՊࢦಋをߦうことで大き

な成Ռが見られた。

オ　Έすʎさがしのたͼを新聞にまとめよう

　　ʙエッセー「ۚ子Έすʎさがしのたͼ」ʙ

　ちょうどಡച新聞で日༵൛に঺հがあり、児童

に঺հすると、「ࣗ学でもௐ΂てきます。」と֤ࣗがイ

ンターネットや書੶でۚ子Έすʎについてௐ΂てき

た。 これまでに本一࡭をテΩストにऔり૊Μできた

Ңもあり、わりあい༰қに教Պ書のテΩストをಡܦ

Μだ。 ߹わͤて、新聞でಘた情報を重ͶಡΉこと

で、より豊かなಡ解ができた。 新聞をಡΜで活用

すること、また、ಡ解でಘた情報を新聞にまとめる

ことで、立ମ的な理解ができた。

̏　੒Ռͱ՝୊

˓०の಺༰をࢄりばめた新聞をखにऔり、ಡΉこと

　で、目的的にಡ解の力を৳ばすことに有用だっ

　た。

˓活ࣈ཭れがڣばれてٱしいが、新聞をຖि目に

　し、コラϜをಡΜで意見を書いたり、授ۀで活用

　したりすることで、長จに対するۤख意ࣝがݮっ

　てきた。

˓新聞には、テΩストだけでなく、ਤやࣸਅ、Ϧー

　ドや見出しなど、多くの情報があり、ͦれをऔࣺ

　બ୒しながら活用する力が৳ͼた。

、新聞をಡΉこととなったがࡁܦ期はޙ、ճࠓ˔

　খ学生にとってࡁܦઐ໳用ޠや೉ಡࣈ׽がฐ害

　となり、ࣈ׽をௐ΂るのにඅやす時間が、かな

　り多く生じた。 次年度は、খ学生新聞を主ମと

　したબ定を進めたい。

̐　͓ΘΓʹ

　実際にຖ日届く新聞をखにすると、ه者やฤ集者

の೤いࢥいに৮れられた。次年度には、もっと多く

のࢹ఺から、さらに多くの学年でのऔ૊を進めたい。
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̍　͸͡Ίʹ

খ学校は、ྩ࿨̐年度からＮＩＥ実践校としݪࠤ　
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̎　࣮ફٴͼ݁Ռ
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　෺ޠの୯元であるが、ここで「新聞ه者の目」で、
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をより一૚ಡΈ深めた。

　これまでに、新聞ه者は、事実を؍٬的にऔࡐ

して表ݱしていることをつかΜでいた。 ͦこで、よ

りਖ਼֬にಡΈऔり、؍٬的に表ݱしようとする࢟が

ͦこにあった。

　̏つの࡞ઓは、ᶃうな͗௼り਑࡞ઓᶄたにしばら

まき࡞ઓᶅおとり࡞ઓである。 ໆോेのඳき方は、

ୈ三者のࢹ఺で一؏しているが、ͦこに新たなࢹ఺

が加わることで、より立ମ的に（୹時間で）ಡ解する

事ができた。 目的的にಡΉエネルギーを感じた。

ウ　「意見をこうかΜしよう」

　　ʙઆ明จ「നਆࢁ஍からの提ݴ」ʙ

　本จの中に様々なάラフやࢿ料がࢄりばめられて

おり、ͦれらを関連෇けて、಺༰をつかΈ、ޙ࠷

にࣗ෼なりの提ݴจを書くものである。 ͦこで、さ

らに新聞に書かれた関連ࢿ料をಡΉ時間をઃ定し、

よりઆಘ力のある提ݴจを書けるようにしたのであ

る。

　社会ՊでもேのνϟϨンジタイϜのコラϜでも、関

৺が深まってきた಺༰であり、意ཉ的に学習にऔり

૊めた。

エ　ٶ୔࣏ݡの世界を୳ڀしよう

　　ʙ෺ޠ「ઇ౉り」ʙ

　ࣗら問いを࡞って୳ڀする「問い」ストーϦーを展

։した。

　教Պ書のר末に「ۚ子Έすʎさがしのཱྀ」が഑ஔ

されており、࡞者の人生؍や࡞඼࿦などにもഭれる

ྑい୯元としてѻった。

　ॳಡでは、؆୯な「問い」を一人一人が̏つ࡞っ

た。 ͦの಺༰にはもちΖΜݸ人ࠩが生じた。 　　

　̎時間目には、̏人άループを࡞り、ͦこで̏つ

の問いにߜらͤた。 このάループワークでは、かな

りの੝り上がりを見ͤた。 一ಡで౴えがಋき出ͤる

ような問いは、この時఺で౫ଡされていく。 ͦし

て、ୈ̏時間目には、学ڃで以下の̏ つにߜった。

　ア 「࢛࿠がࠠ三࿠さΜを৴じてஂ子を食΂たのは

　　  なͥだΖう」

　イ 「11ࡀ以下しかݬ౮会にݺばれないのはなͥ

　　  だΖう」

　ウ 「ٶ୔࣏ݡにとって੨とは、Կを意味するのだ

　　  Ζう」

　̏つの問いをຖ時間 人̏άループでಡΈ解き、࠷

。有したڞにશମでޙ

　中൫で、新聞ه事に書かれた࣏ݡに関するه事を

重ͶಡΈしたとこΖ、次のような書ධを終末に書くこ

とができた。（以下は、ͦの中からൈਮしたもの）

・ 話の深さが෼かったり、༑達の意見を聞いて

   「なる΄ど」とࢥったりでָしかった。

・ ̖さΜの「ݬ૝の中にいるときに必ず੨が出てくる」

という意見がϢχークだとࢥった。

にとっての੨い৭は、フΝンタジー΁の༠い࣏ݡ ・

で、ઇがੵもってݻまって、ීஈߦけないとこΖ

΁ߦくのがઇ౉り。 この題໊にも意味があって、

たくさΜಡΜだからこͦ ෼かった。

・ Ωツネは、「うͦつかない。 ͵すまない。 ͦͶま

ない」は、࣏ݡの理૝の世界かもしれない。

・ フΝンタジーのೖりޱと出ޱを「ઇ౉り」が表してい

る。 この世界で࢛࿠とかΜ子は、一つ成長した

のではないか。

　̑年生でありながら、かなり深いಡΈऔりができ

ている。 ̒時間ѻいであったが、新聞や動ըをద

ٓ教Պ書と関連さͤて国ޠՊࢦಋをߦうことで大き

な成Ռが見られた。

オ　Έすʎさがしのたͼを新聞にまとめよう

　　ʙエッセー「ۚ子Έすʎさがしのたͼ」ʙ

　ちょうどಡച新聞で日༵൛に঺հがあり、児童

に঺հすると、「ࣗ学でもௐ΂てきます。」と֤ࣗがイ

ンターネットや書੶でۚ子Έすʎについてௐ΂てき

た。 これまでに本一࡭をテΩストにऔり૊Μできた

Ңもあり、わりあい༰қに教Պ書のテΩストをಡܦ

Μだ。 ߹わͤて、新聞でಘた情報を重ͶಡΉこと

で、より豊かなಡ解ができた。 新聞をಡΜで活用

すること、また、ಡ解でಘた情報を新聞にまとめる

ことで、立ମ的な理解ができた。

̏　੒Ռͱ՝୊

˓०の಺༰をࢄりばめた新聞をखにऔり、ಡΉこと

　で、目的的にಡ解の力を৳ばすことに有用だっ

　た。

˓活ࣈ཭れがڣばれてٱしいが、新聞をຖि目に

　し、コラϜをಡΜで意見を書いたり、授ۀで活用

　したりすることで、長จに対するۤख意ࣝがݮっ

　てきた。

˓新聞には、テΩストだけでなく、ਤやࣸਅ、Ϧー

　ドや見出しなど、多くの情報があり、ͦれをऔࣺ

　બ୒しながら活用する力が৳ͼた。

、新聞をಡΉこととなったがࡁܦ期はޙ、ճࠓ˔

　খ学生にとってࡁܦઐ໳用ޠや೉ಡࣈ׽がฐ害

　となり、ࣈ׽をௐ΂るのにඅやす時間が、かな

　り多く生じた。 次年度は、খ学生新聞を主ମと

　したબ定を進めたい。

̐　͓ΘΓʹ

　実際にຖ日届く新聞をखにすると、ه者やฤ集者

の೤いࢥいに৮れられた。次年度には、もっと多く

のࢹ఺から、さらに多くの学年でのऔ૊を進めたい。

̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̐年度よりＮＩＥ教育推進のࢦ定校

としてࠓ年度が実践一年目となる。

　本校でも新聞を活用した授ۀ実践については、

教Պや୯元の学習の中でऔりೖれている。 一方で、

え、શ校のߟ続的な活用ྫを増やしていきたいとܧ

児童が日々の学習にऔりೖれたり、目に৮れたりす

るڥ؀づくりをどのようにしたらよいかということに

ついてߟえてΈた。 ͦこで、一年目は、「新聞に৮

れる、਌しΉ」を意ࣝして、ਤ書ؗと新聞をつなげ

て活動したྫを報告する。

̎　࣮ફঢ়گ

　児童が新聞をܧ続的に活用し、日ৗ的に৮れ、

਌しΜでいくにあたって、本校ਤ書ҕһ会の活動の

औ૊では、新聞ه事を঺հする活動をߦっている。

શ校の児童に޲けて新聞をಡΉきっかけづくりや時

事に関৺をもってもらう活動をしていくことを目ඪと

し、「ਤ書ؗから発৴する新聞ه事」をテーϚにه事

とࣗ෼のߟえを঺հする活動を続けている。 これ

は、ࢦ定をडける前に、コロナՒにより本དྷの活動

が少なくなってしまったことで、ຖ日、ਤ書ؗに届

く新聞を利用し、ࣗ෼たちの活動を増やしていこう

というෳ਺のऔ૊のうちの一つとして࢝まった。 活

動の಺༰は、࢘書が児童の関৺を引くようなه事を

੾りൈきためていく。 ͦの中から児童がࣗ主的に

えや感ߟ事の಺༰に対するࣗ෼のه、事をબͼه

૝を書き、ਤ書ؗのି出カウンターの࿬やਤ書ؗ前

࿓下にコーナーをઃけてࣔܝしていくというྲྀれで

ある。 この活動が定着し、ࠓ年度は「新聞をಡもう

コンクール」にҕһ会の児童શһで出඼した。

̏　݁Ռ　

　౰ॳのͶらいの一つである「ܧ続的な活用と児童

が新聞に৮れる、਌しΉ」というڥ؀づくりについ

ては、े෼な活動ྫと実践ޮՌをಘることができ

た。 事の಺༰ه、うことで、児童にはߦ続してܧ

に対する関৺の広がりが見られた。 児童からは、

「ࣗ෼でه事をબͿことによって、いΖいΖなه事

に目を޲けるようになった」との感૝が出された。 ま

た、༑達のߟえを見ると「あ͊、ͦうだな」、「こうい

うߟえ方があるのか」ということも感じるようになっ

たとの੠があった。

　また、新聞ه事の঺հをする度に、ਤ書ؗを利

用する児童が、Կ気なく新聞ه事をಡΜでいく࢟も

多く見られるようになった。 ࣗ෼のߟえを表ݱする

ということについても着実に成Ռが見られた。 見出

しやコϝントには、ճを重Ͷるごとにจষの޻෉が

見られたり、ݴ葉બͼがより意ࣝされるようになっ

たりと、新聞をಡΉことによってચ࿅されつつあるよ

にࢥう。 見出しの෇け方にも、オϦジナϦティあ;

れ、人をͻきつけるようなັ力のあるタイトルが書け

るようになった。 事のコϝントには、日ৗ生活やه

ࣗ෼のݧܦとরらし߹わͤてߟえるようなとこΖも

見डけられ、よりࣗ෼事として出དྷ事΁の関৺を高

めるよいػ会ともなった。 ਤ書ؗとのつながりとし

て、児童が発৴したه事（ྫえば̨̙ ̜͂ 問ڥ؀、

題、新࡞、ץ家のインタϏϡーなど）と関係するਤ書

をआりる児童も増えた。 このように、一つ一つのつ

ながりもできてきたようにࢥわれる。

　ͱ·ͱΊ࡯ߟ　̐

　̐年生以上では、新聞をऔりೖれた授ۀ実践は

औり૊Έやすいが、௿学年では、まだ見い出ͤず

にいる。 どのようにશ学年が活用の෯を広げてऔり

૊Μでいくかを次年度΁の課題としていきたい。 ま

た、ࠓ年度ಉ様に新聞とਤ書ؗとのつながりを意ࣝ

した活動のߋ新や新たな実践もߟえていくこととす

る。 えߟも多くの児童が新聞に৮れ、ಡΈやޙࠓ

を深めたりするػ会が増えるような、発展的な実践

ྫをೋ年目は展։していきたい。

新たな取組～図書館から記事を発信！～
船橋市立芝山東小学校　　髙橋　若奈・岡田　絵理（司書）
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̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̐年度よりＮＩＥ教育推進のࢦ定校

としてࠓ年度が実践一年目となる。

　本校でも新聞を活用した授ۀ実践については、

教Պや୯元の学習の中でऔりೖれている。 一方で、

え、શ校のߟ続的な活用ྫを増やしていきたいとܧ

児童が日々の学習にऔりೖれたり、目に৮れたりす

るڥ؀づくりをどのようにしたらよいかということに

ついてߟえてΈた。 ͦこで、一年目は、「新聞に৮

れる、਌しΉ」を意ࣝして、ਤ書ؗと新聞をつなげ

て活動したྫを報告する。

̎　࣮ફঢ়گ

　児童が新聞をܧ続的に活用し、日ৗ的に৮れ、

਌しΜでいくにあたって、本校ਤ書ҕһ会の活動の

औ૊では、新聞ه事を঺հする活動をߦっている。

શ校の児童に޲けて新聞をಡΉきっかけづくりや時

事に関৺をもってもらう活動をしていくことを目ඪと

し、「ਤ書ؗから発৴する新聞ه事」をテーϚにه事

とࣗ෼のߟえを঺հする活動を続けている。 これ

は、ࢦ定をडける前に、コロナՒにより本དྷの活動

が少なくなってしまったことで、ຖ日、ਤ書ؗに届

く新聞を利用し、ࣗ෼たちの活動を増やしていこう

というෳ਺のऔ૊のうちの一つとして࢝まった。 活

動の಺༰は、࢘書が児童の関৺を引くようなه事を

੾りൈきためていく。 ͦの中から児童がࣗ主的に

えや感ߟ事の಺༰に対するࣗ෼のه、事をબͼه

૝を書き、ਤ書ؗのି出カウンターの࿬やਤ書ؗ前

࿓下にコーナーをઃけてࣔܝしていくというྲྀれで

ある。 この活動が定着し、ࠓ年度は「新聞をಡもう

コンクール」にҕһ会の児童શһで出඼した。

̏　݁Ռ　

　౰ॳのͶらいの一つである「ܧ続的な活用と児童

が新聞に৮れる、਌しΉ」というڥ؀づくりについ

ては、े෼な活動ྫと実践ޮՌをಘることができ

た。 事の಺༰ه、うことで、児童にはߦ続してܧ

に対する関৺の広がりが見られた。 児童からは、

「ࣗ෼でه事をબͿことによって、いΖいΖなه事

に目を޲けるようになった」との感૝が出された。 ま

た、༑達のߟえを見ると「あ͊、ͦうだな」、「こうい

うߟえ方があるのか」ということも感じるようになっ

たとの੠があった。

　また、新聞ه事の঺հをする度に、ਤ書ؗを利

用する児童が、Կ気なく新聞ه事をಡΜでいく࢟も

多く見られるようになった。 ࣗ෼のߟえを表ݱする

ということについても着実に成Ռが見られた。 見出

しやコϝントには、ճを重Ͷるごとにจষの޻෉が

見られたり、ݴ葉બͼがより意ࣝされるようになっ

たりと、新聞をಡΉことによってચ࿅されつつあるよ

にࢥう。 見出しの෇け方にも、オϦジナϦティあ;

れ、人をͻきつけるようなັ力のあるタイトルが書け

るようになった。 事のコϝントには、日ৗ生活やه

ࣗ෼のݧܦとরらし߹わͤてߟえるようなとこΖも

見डけられ、よりࣗ෼事として出དྷ事΁の関৺を高

めるよいػ会ともなった。 ਤ書ؗとのつながりとし

て、児童が発৴したه事（ྫえば̨̙ ̜͂ 問ڥ؀、

題、新࡞、ץ家のインタϏϡーなど）と関係するਤ書

をआりる児童も増えた。 このように、一つ一つのつ

ながりもできてきたようにࢥわれる。

　ͱ·ͱΊ࡯ߟ　̐

　̐年生以上では、新聞をऔりೖれた授ۀ実践は

औり૊Έやすいが、௿学年では、まだ見い出ͤず

にいる。 どのようにશ学年が活用の෯を広げてऔり

૊Μでいくかを次年度΁の課題としていきたい。 ま

た、ࠓ年度ಉ様に新聞とਤ書ؗとのつながりを意ࣝ

した活動のߋ新や新たな実践もߟえていくこととす

る。 えߟも多くの児童が新聞に৮れ、ಡΈやޙࠓ

を深めたりするػ会が増えるような、発展的な実践

ྫをೋ年目は展։していきたい。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̐年度よりＮＩＥ教育推進のࢦ定校

としてࠓ年度が実践一年目となる。

　本校でも新聞を活用した授ۀ実践については、

教Պや୯元の学習の中でऔりೖれている。 一方で、

え、શ校のߟ続的な活用ྫを増やしていきたいとܧ

児童が日々の学習にऔりೖれたり、目に৮れたりす

るڥ؀づくりをどのようにしたらよいかということに

ついてߟえてΈた。 ͦこで、一年目は、「新聞に৮

れる、਌しΉ」を意ࣝして、ਤ書ؗと新聞をつなげ

て活動したྫを報告する。

̎　࣮ફঢ়گ

　児童が新聞をܧ続的に活用し、日ৗ的に৮れ、

਌しΜでいくにあたって、本校ਤ書ҕһ会の活動の

औ૊では、新聞ه事を঺հする活動をߦっている。

શ校の児童に޲けて新聞をಡΉきっかけづくりや時

事に関৺をもってもらう活動をしていくことを目ඪと

し、「ਤ書ؗから発৴する新聞ه事」をテーϚにه事

とࣗ෼のߟえを঺հする活動を続けている。 これ

は、ࢦ定をडける前に、コロナՒにより本དྷの活動

が少なくなってしまったことで、ຖ日、ਤ書ؗに届

く新聞を利用し、ࣗ෼たちの活動を増やしていこう

というෳ਺のऔ૊のうちの一つとして࢝まった。 活

動の಺༰は、࢘書が児童の関৺を引くようなه事を

੾りൈきためていく。 ͦの中から児童がࣗ主的に

えや感ߟ事の಺༰に対するࣗ෼のه、事をબͼه

૝を書き、ਤ書ؗのି出カウンターの࿬やਤ書ؗ前

࿓下にコーナーをઃけてࣔܝしていくというྲྀれで

ある。 この活動が定着し、ࠓ年度は「新聞をಡもう

コンクール」にҕһ会の児童શһで出඼した。

̏　݁Ռ　

　౰ॳのͶらいの一つである「ܧ続的な活用と児童

が新聞に৮れる、਌しΉ」というڥ؀づくりについ

ては、े෼な活動ྫと実践ޮՌをಘることができ

た。 事の಺༰ه、うことで、児童にはߦ続してܧ

に対する関৺の広がりが見られた。 児童からは、

「ࣗ෼でه事をબͿことによって、いΖいΖなه事

に目を޲けるようになった」との感૝が出された。 ま

た、༑達のߟえを見ると「あ͊、ͦうだな」、「こうい

うߟえ方があるのか」ということも感じるようになっ

たとの੠があった。

　また、新聞ه事の঺հをする度に、ਤ書ؗを利

用する児童が、Կ気なく新聞ه事をಡΜでいく࢟も

多く見られるようになった。 ࣗ෼のߟえを表ݱする

ということについても着実に成Ռが見られた。 見出

しやコϝントには、ճを重Ͷるごとにจষの޻෉が

見られたり、ݴ葉બͼがより意ࣝされるようになっ

たりと、新聞をಡΉことによってચ࿅されつつあるよ

にࢥう。 見出しの෇け方にも、オϦジナϦティあ;

れ、人をͻきつけるようなັ力のあるタイトルが書け

るようになった。 事のコϝントには、日ৗ生活やه

ࣗ෼のݧܦとরらし߹わͤてߟえるようなとこΖも

見डけられ、よりࣗ෼事として出དྷ事΁の関৺を高

めるよいػ会ともなった。 ਤ書ؗとのつながりとし

て、児童が発৴したه事（ྫえば̨̙ ̜͂ 問ڥ؀、

題、新࡞、ץ家のインタϏϡーなど）と関係するਤ書

をआりる児童も増えた。 このように、一つ一つのつ

ながりもできてきたようにࢥわれる。

　ͱ·ͱΊ࡯ߟ　̐

　̐年生以上では、新聞をऔりೖれた授ۀ実践は

औり૊Έやすいが、௿学年では、まだ見い出ͤず

にいる。 どのようにશ学年が活用の෯を広げてऔり

૊Μでいくかを次年度΁の課題としていきたい。 ま

た、ࠓ年度ಉ様に新聞とਤ書ؗとのつながりを意ࣝ

した活動のߋ新や新たな実践もߟえていくこととす

る。 えߟも多くの児童が新聞に৮れ、ಡΈやޙࠓ

を深めたりするػ会が増えるような、発展的な実践

ྫをೋ年目は展։していきたい。

̍　͸͡Ίʹ

　「˓˓બख、ۚϝμル֫ったͶ。」「こういう事件が

あったͶ。 気をつけないと。」ேの会やٳΈ時間な

どに、χϡースの題ࡐについて子どもたちに話すこ

とがある。 すると、「஌らない。」「えっ、ͦうな

のʁ」このような൓応がฦってくることが少なくない。

社会でىきている事象にあまり関৺がないのだ。

খ学生であれば౰たり前のことかもしれない。 しか

し、社会でىきている様 な々事象には、子どもたち

に学ͼを༩えてくれるものが਺多くある。 ͦれらを

஌ることは、子どもたちにとって֬かなプラスとなる

はずだ。 本校では、社会と子どもたちをつな͙૭

として新聞を活用することで、社会の事象に関৺ޱ

をもち、ͦこから学ͼをಘることができる児童の育

成を目ࢦすこととした。

̎　࣮ફͱ੒Ռͱ՝୊

 実践１　新聞記事を用いたスピーチ（５・６年生）

　届いた新聞に目を௨し、子どもたち΁஌って΄し

い಺༰やߟえて΄しい಺༰があるه事を児童に഑෇

する。 児童はͦれらに目を௨し、もっとも関৺を

もったものについて、「見出し」「ه事の֓要」「感じた

こと・ߟえたこと」をスϐーνߘݪにまとめる。 ͦ

れをேの会やؼりの会でಡΉ活動を実践した。

 成果

　新聞ه事を目にするػ会を増やすことができたこ

とが、Կよりの成Ռである。 ಺༰が೉しいときは家

଒に力をିしてもらう児童もおり、家庭಺で社会の

出དྷ事を話す৔໘も増えた。 えたߟ事をಡΜでه

り感じたりしたことについて、ͦれͧれのߟえ方や

感じ方があることに、聞いている方も気෇くことが

でき、ଞ者理解の一ॿともなった。

課題

　಺༰をಡΈऔれず、家庭の力もआりられない児童

の中には、ϦードจだけをಡΈ、スϐーνしている

様子があった。 学力や家庭ڥ؀のࠩにࠨӈされな

いऔ૊のࡏり方をݕ౼する必要がある。

 実践２　新聞には何が書いてある？（１・２年生）

　学ڃ୲೚が新聞に目を௨してه事をબ୒し、児

童΁と঺հする。 児童はͦこで社会の出དྷ事につ

いて஌り、感૝をަྲྀし߹う活動をߦった。 また、

঺հしたه事がࡌっている新聞は教ࣨにஔいてお

き、児童がいつでも見られるようにした。

 成果

　新聞の಺༰を঺հすることで、新聞ه事に対す

る関৺が高まり、教ࣨにஔいてある新聞をखにऔる

児童が増えた。 新聞の಺༰を஌ることで、஌らな

かったことを஌るػ会になった。 ಛに、ීஈの生

活でχϡースを見ない児童΄どͦの޲܏がڧかっ

た。

課題

　新聞の಺༰を児童だけで理解をすることにはݶ界

がある。୲೚がかなり؆୯にし、આ明してやっと理

解ができるようになる。新聞に対する関৺が高まり、

खにऔる児童が増えたことはよいことだが、಺༰理

解のนをどのようにӽえるかはݕ౼が必要である。

 実践３　その時、何を考えた？（３・４年生）

　学ڃ୲೚が新聞に目を௨し、人෺のࣸਅࢿ料が

あるه事をબ୒する。 ͦのه事から本จをআいた

ࣸਅࢿ料のΈのプϦントを࡞成し、өっている人෺

の৺情についてߟえ、ਧき出しにࣗ෼のݴ葉で表ݱ

する。 ͦのあと、どのようのことを書いたかをަྲྀ

し、ه事の಺༰について話をする活動をߦった。

 成果

　社会Պの学習に関わりのあるه事をબͿことで関

৺を高め、学習಺༰の理解につなげることができ

た。 また、まずはࣸਅにࣸっている人෺の৺情を

૝૾することで、ه事の಺༰΁の関৺を高めること

ができた。 活動を終えたޙも、ͦのه事をৄしく

見たがる児童もおり、社会の出དྷ事を஌るָしさを

味わうことができた。

課題

　この活動をܧ続するにあたり、さらにどのような

ख立てをߨじていけばよいかはݕ౼の༨஍がある。

えられるߟ状のままでは児童が๞きてしまうこともݱ

ため、新しいख立てをߨじてよりよい活動΁とつな

げていきたい。

 実践４　見出しを考えよう！（５・６年生）

　学ڃ୲೚が新聞に目を௨してه事をબ୒し、見

出しをӅした状ଶのプϦントを࡞成する。 児童は新

聞ه事の಺༰をಡΈ、どのような見出しがద౰かを

。するݱえて表ߟ ͦのޙ、書いた見出しをަྲྀし、

実際の見出しと߹わͤてه事の಺༰を֬ೝする活

動をߦった。

成果

　活動を࢝めたばかりのこΖは見出しが書けない児

童がいたが、だΜだΜと書けるようになっていった。

事の中で、ಛに印象深かったことを֤ࣗが見出しه

として表ݱすることが多く、ಉじه事をಡΜでもͦ

こから感じることはͦれͧれҧうことが෼かり、ス

ϐーνಉ様ଞ者理解΁とつながった。 ಉ時に、ه

事をಡΜで಺༰を理解する力も高まった。

課題

　ਖ਼解の見出しはԿかをߟえるあまり、表ݱにࢸら

ない児童が見られた。「ࣗ෼がこのه事を書いたه

者ならば、どのような見出しにするかߟえてΈよう。」

と੠かけをするようにした。 児童がࣗ෼でಡΈऔる

活動になるため、あまりෳࡶな಺༰のه事はѻえ

ず、ه事બ୒の෯はڱかった。 高学年ともなれば

より社会の実情に踏ΈࠐΜだه事もѻっていきたい

とߟえる。

࡯ߟ　̏

　新聞ه事をѻって様々な活動をすることは、社会

の出དྷ事に関৺をもつ児童の育成につながることが

わかった。 また、新聞ه事の಺༰をಡΜだり஌っ

たりすることは、児童のߟࢥの෯を広げることにも

ޮՌがೝめられる。

　一方、新聞は本དྷ大人をಡ者૚としてつくられて

いるため、児童だけで಺༰を理解することにはݶ界

が見られる。 はまだこちらからのಇきかけが新聞ࠓ

に৮れるきっかけとなっているが、やがてはࣗらख

にऔる児童にしていくためには、さらなる実践が必

要である。

̐　·ͱΊ

　̎年のＮＩＥ実践ॳ年は、児童が新聞に਌しΈ、

社会でىこる出དྷ事に関৺をもつきっかけをつくる

ために、新聞ه事を用いた様々な活動を実践した。

ͦれらの活動を௨して、ͦれͧれの成Ռでڍげたと

おり、社会の事象について஌り
ͦ こからߟえたり感

じたりしたことをܦて学ͼをಘる
目ࢦす児童の࢟に

΄Μの少しだがۙづくことができた。

　̎年目となる次年度は、ࠓ年度の課題をどのよう

にվળしていくかをߟえつつ、新しいऔ૊にも着ख

し、さらに新聞と子どもをつな͙活動のॆ実をਤっ

ていきたい。

新聞に親しみ、社会の事象に関心をもつ児童の育成
～新聞活用の充実を通して～

白井市立白井第一小学校　　坂野　仁
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̍　͸͡Ίʹ

　「˓˓બख、ۚϝμル֫ったͶ。」「こういう事件が

あったͶ。 気をつけないと。」ேの会やٳΈ時間な

どに、χϡースの題ࡐについて子どもたちに話すこ

とがある。 すると、「஌らない。」「えっ、ͦうな

のʁ」このような൓応がฦってくることが少なくない。

社会でىきている事象にあまり関৺がないのだ。

খ学生であれば౰たり前のことかもしれない。 しか

し、社会でىきている様 な々事象には、子どもたち

に学ͼを༩えてくれるものが਺多くある。 ͦれらを

஌ることは、子どもたちにとって֬かなプラスとなる

はずだ。 本校では、社会と子どもたちをつな͙૭

として新聞を活用することで、社会の事象に関৺ޱ

をもち、ͦこから学ͼをಘることができる児童の育

成を目ࢦすこととした。

̎　࣮ફͱ੒Ռͱ՝୊

 実践１　新聞記事を用いたスピーチ（５・６年生）

　届いた新聞に目を௨し、子どもたち΁஌って΄し

い಺༰やߟえて΄しい಺༰があるه事を児童に഑෇

する。 児童はͦれらに目を௨し、もっとも関৺を

もったものについて、「見出し」「ه事の֓要」「感じた

こと・ߟえたこと」をスϐーνߘݪにまとめる。 ͦ

れをேの会やؼりの会でಡΉ活動を実践した。

 成果

　新聞ه事を目にするػ会を増やすことができたこ

とが、Կよりの成Ռである。 ಺༰が೉しいときは家

଒に力をିしてもらう児童もおり、家庭಺で社会の

出དྷ事を話す৔໘も増えた。 えたߟ事をಡΜでه

り感じたりしたことについて、ͦれͧれのߟえ方や

感じ方があることに、聞いている方も気෇くことが

でき、ଞ者理解の一ॿともなった。

課題

　಺༰をಡΈऔれず、家庭の力もआりられない児童

の中には、ϦードจだけをಡΈ、スϐーνしている

様子があった。 学力や家庭ڥ؀のࠩにࠨӈされな

いऔ૊のࡏり方をݕ౼する必要がある。

 実践２　新聞には何が書いてある？（１・２年生）

　学ڃ୲೚が新聞に目を௨してه事をબ୒し、児

童΁と঺հする。 児童はͦこで社会の出དྷ事につ

いて஌り、感૝をަྲྀし߹う活動をߦった。 また、

঺հしたه事がࡌっている新聞は教ࣨにஔいてお

き、児童がいつでも見られるようにした。

 成果

　新聞の಺༰を঺հすることで、新聞ه事に対す

る関৺が高まり、教ࣨにஔいてある新聞をखにऔる

児童が増えた。 新聞の಺༰を஌ることで、஌らな

かったことを஌るػ会になった。 ಛに、ීஈの生

活でχϡースを見ない児童΄どͦの޲܏がڧかっ

た。

課題

　新聞の಺༰を児童だけで理解をすることにはݶ界

がある。୲೚がかなり؆୯にし、આ明してやっと理

解ができるようになる。新聞に対する関৺が高まり、

खにऔる児童が増えたことはよいことだが、಺༰理

解のนをどのようにӽえるかはݕ౼が必要である。

 実践３　その時、何を考えた？（３・４年生）

　学ڃ୲೚が新聞に目を௨し、人෺のࣸਅࢿ料が

あるه事をબ୒する。 ͦのه事から本จをআいた

ࣸਅࢿ料のΈのプϦントを࡞成し、өっている人෺

の৺情についてߟえ、ਧき出しにࣗ෼のݴ葉で表ݱ

する。 ͦのあと、どのようのことを書いたかをަྲྀ

し、ه事の಺༰について話をする活動をߦった。

 成果

　社会Պの学習に関わりのあるه事をબͿことで関

৺を高め、学習಺༰の理解につなげることができ

た。 また、まずはࣸਅにࣸっている人෺の৺情を

૝૾することで、ه事の಺༰΁の関৺を高めること

ができた。 活動を終えたޙも、ͦのه事をৄしく

見たがる児童もおり、社会の出དྷ事を஌るָしさを

味わうことができた。

課題

　この活動をܧ続するにあたり、さらにどのような

ख立てをߨじていけばよいかはݕ౼の༨஍がある。

えられるߟ状のままでは児童が๞きてしまうこともݱ

ため、新しいख立てをߨじてよりよい活動΁とつな

げていきたい。

 実践４　見出しを考えよう！（５・６年生）

　学ڃ୲೚が新聞に目を௨してه事をબ୒し、見

出しをӅした状ଶのプϦントを࡞成する。 児童は新

聞ه事の಺༰をಡΈ、どのような見出しがద౰かを

。するݱえて表ߟ ͦのޙ、書いた見出しをަྲྀし、

実際の見出しと߹わͤてه事の಺༰を֬ೝする活

動をߦった。

成果

　活動を࢝めたばかりのこΖは見出しが書けない児

童がいたが、だΜだΜと書けるようになっていった。

事の中で、ಛに印象深かったことを֤ࣗが見出しه

として表ݱすることが多く、ಉじه事をಡΜでもͦ

こから感じることはͦれͧれҧうことが෼かり、ス

ϐーνಉ様ଞ者理解΁とつながった。 ಉ時に、ه

事をಡΜで಺༰を理解する力も高まった。

課題

　ਖ਼解の見出しはԿかをߟえるあまり、表ݱにࢸら

ない児童が見られた。「ࣗ෼がこのه事を書いたه

者ならば、どのような見出しにするかߟえてΈよう。」

と੠かけをするようにした。 児童がࣗ෼でಡΈऔる

活動になるため、あまりෳࡶな಺༰のه事はѻえ

ず、ه事બ୒の෯はڱかった。 高学年ともなれば

より社会の実情に踏ΈࠐΜだه事もѻっていきたい

とߟえる。

࡯ߟ　̏

　新聞ه事をѻって様々な活動をすることは、社会

の出དྷ事に関৺をもつ児童の育成につながることが

わかった。 また、新聞ه事の಺༰をಡΜだり஌っ

たりすることは、児童のߟࢥの෯を広げることにも

ޮՌがೝめられる。

　一方、新聞は本དྷ大人をಡ者૚としてつくられて

いるため、児童だけで಺༰を理解することにはݶ界

が見られる。 はまだこちらからのಇきかけが新聞ࠓ

に৮れるきっかけとなっているが、やがてはࣗらख

にऔる児童にしていくためには、さらなる実践が必

要である。

̐　·ͱΊ

　̎年のＮＩＥ実践ॳ年は、児童が新聞に਌しΈ、

社会でىこる出དྷ事に関৺をもつきっかけをつくる

ために、新聞ه事を用いた様々な活動を実践した。

ͦれらの活動を௨して、ͦれͧれの成Ռでڍげたと

おり、社会の事象について஌り
ͦ こからߟえたり感

じたりしたことをܦて学ͼをಘる
目ࢦす児童の࢟に

΄Μの少しだがۙづくことができた。

　̎年目となる次年度は、ࠓ年度の課題をどのよう

にվળしていくかをߟえつつ、新しいऔ૊にも着ख

し、さらに新聞と子どもをつな͙活動のॆ実をਤっ

ていきたい。
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̍　͸͡Ίʹ
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とがある。 すると、「஌らない。」「えっ、ͦうな

のʁ」このような൓応がฦってくることが少なくない。

社会でىきている事象にあまり関৺がないのだ。
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̎　࣮ફͱ੒Ռͱ՝୊
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　ਖ਼解の見出しはԿかをߟえるあまり、表ݱにࢸら

ない児童が見られた。「ࣗ෼がこのه事を書いたه

者ならば、どのような見出しにするかߟえてΈよう。」

と੠かけをするようにした。 児童がࣗ෼でಡΈऔる

活動になるため、あまりෳࡶな಺༰のه事はѻえ

ず、ه事બ୒の෯はڱかった。 高学年ともなれば

より社会の実情に踏ΈࠐΜだه事もѻっていきたい

とߟえる。

࡯ߟ　̏

　新聞ه事をѻって様々な活動をすることは、社会

の出དྷ事に関৺をもつ児童の育成につながることが

わかった。 また、新聞ه事の಺༰をಡΜだり஌っ

たりすることは、児童のߟࢥの෯を広げることにも

ޮՌがೝめられる。

　一方、新聞は本དྷ大人をಡ者૚としてつくられて

いるため、児童だけで಺༰を理解することにはݶ界

が見られる。 はまだこちらからのಇきかけが新聞ࠓ

に৮れるきっかけとなっているが、やがてはࣗらख

にऔる児童にしていくためには、さらなる実践が必

要である。

̐　·ͱΊ

　̎年のＮＩＥ実践ॳ年は、児童が新聞に਌しΈ、

社会でىこる出དྷ事に関৺をもつきっかけをつくる

ために、新聞ه事を用いた様々な活動を実践した。

ͦれらの活動を௨して、ͦれͧれの成Ռでڍげたと

おり、社会の事象について஌り
ͦ こからߟえたり感

じたりしたことをܦて学ͼをಘる
目ࢦす児童の࢟に

΄Μの少しだがۙづくことができた。

　̎年目となる次年度は、ࠓ年度の課題をどのよう

にվળしていくかをߟえつつ、新しいऔ૊にも着ख

し、さらに新聞と子どもをつな͙活動のॆ実をਤっ

ていきたい。
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̏　݁Ռ

　௿学年は、「大きなจࣈを୳す」や「カタカタのݴ

葉を୳す」など、จࣈやݴ葉୳しの活動を௨して、

新聞にڵ味をもつことができた。

　中学年は、新聞ه事のߏ成を஌ることができ、

新聞づくりに生かすことができた。 ࣗ෼がԿを఻え

たいのかをしっかりと決め、ͦれをどのようにすれ

ばಡΈखに఻わるのかをߟえながら新聞࡞成をする

ことができた。

　高学年の、新聞ه事を要໿する活動では、はじ

めは「新聞ه事をಡΈऔる活動」をߦい、ͦのޙ、

「新聞ه事を要໿する活動」΁とܨげていった。 要

໿することをۤखとしている児童も、新聞ه事をಡ

Έऔるなどஈ֊を踏Ήことによって、಺༰の要໿を

することができるようになってきた。

　શ校でऔり૊Μだ、新聞ه事の見出しをつける活

̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̐年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実

践校のࢦ定をडけ、ॳ年度のऔり૊Έとなる。

　本校の児童の実ଶは、「ࣗ෼のߟえをϊートに表す

こと」「ࣗ෼のߟえを的֬に相खに఻えること」をۤ

खとしている。 目ඪをhڀݚ ஥間とともによりよく問

題を解決する力の育成　ʙ「話す」・「書く」活動を

௨してʙ とɦし、表ݱする力を身に෇けさͤる授ۀ実

践をߦっている。 ͦのख立ての一つとして、ＮＩＥの

実践をしていくことにした。

終的には、新聞を活用したϝディアϦテラシー࠷　

の育成を目ࢦしていく。 しかし、子どもたちは、新

聞をじっくりとಡΉというݧܦすら少ない。 ͦこで

ॳ年度は、「新聞に׳れ਌しΉ」ことを目ඪとし、新

聞に׳れ਌しΉ活動を௨して、ঃ々に表ݱ力が身に

෇くようなऔり૊Έをした。

̎　࣮ફঢ়گ

（１）１年生の実践

ʤ学活ʥָ しく新聞と;れ߹おう

　ήーϜ感֮でָしく新聞に৮れることができるよ

う、「新聞の中で一൪大きなจࣈを୳す」活動をߦっ

た。 新聞をಡΉことが΄とΜどない̍ 年生にとって、

。味をもってऔり૊Ήことができたڵ どの児童も新

聞の中から大きなจࣈを見つけることができた。 大

きなจࣈは新聞のどこにあったのか、どのような見

出しがついているのかなどを֬ೝすることで、新聞

のߏ成にも目を޲けることができた。 この活動を生

かし、h どうͿつしΜͿΜ とɦいうֆ本を見て、題ࣈ

や見出しなどがどのように書かれているのかを֬ೝ

した。

（２）２年生の実践

ʤ国ޠʥカタカナで表すݴ葉をさがͦう

　子ども新聞から国໊や人໊、֎国からきたもの、

動෺のٽき੠などのカタカナを୳し、ϊートに書き

出す活動をߦった。 ͦのޙ、஌らないݴ葉にʓを

つけ、ͦれを一人1つずつ発表した。 ࣗ෼が見つけ

たݴ葉だけでなく、༑達が見つけたݴ葉を見ること

で、さらに多くのݴ葉に;れ、カタカナで書くݴ葉

΁の理解を深めることができた。 子ども新聞を࢖う

ことで、ه事やࣸਅにڵ味を࣋ったり、ເ中になっ

て見つけたりする࢟が見られた。 授ޙۀ、「஌らな

いカタカナのݴ葉がԿを表しているのかௐ΂てΈた

い。」という感૝をもった児童も見られた。

（３）３年生の実践

ʤ૯߹ʥ新聞の಺༰をಡΈऔΖう

　新聞ه事をಡΉことで、新聞にはいΖいΖな情報

がࡌっていることを஌った。 また、஌っているݴ葉

を見つけるなど、新聞に׳れ਌しΉことができた。

また、新聞のߏ成にも目を޲け、ޙࠓの新聞づくり

に໾立てるようにした。

（４）４年生の実践

ʤ社会ʥ新聞づくり

　新聞ه事をಡΈ、どのような಺༰が書かれている

か、新聞のつくりはどうなっているのかなどを֬ೝ

した。 ͦのݸ、ޙ々に఻えたい಺༰を決め、新聞

。った࡞にしながら、新聞をߟ事を参ه さらに、

いに感૝をड़΂る৔をޓった新聞を発表し、お࡞

ઃ定した。

（５）５・６年生の実践

ʤ国ޠʥ新聞ه事を要໿しよう

　新聞ه事をಡΈ、Կが書かれているのかなどの

新聞のߏ成を֬ೝしたり、どのような಺༰が書かれ

ているのかを؆ܿにまとめたりする活動をߦった。

߹わͤて、習ったࣈ׽を見つける活動を௨して、׽

。したࢦ上を目޲ኮ力のޠの定着やࣈ 新聞ه事の

಺༰をಡΈऔることに׳れてきたら、新聞ه事を要

໿する活動にܨげていった。

（６）全校での実践

　見出しをӅした新聞ه事をಡΈ、ࣗ෼なりの見出

しをつける活動をߦった。 見出しとは、「一目見てͦ

の಺༰が෼かるようにしたもの」と֬ೝをすること

で、新聞ه事の಺༰をじっくりとಡΈ、಺༰にあっ

た、ࣗ෼なりの見出しをつけることができた。 ま

た、できた見出しを発表することで、おޓいのߟえ

をڞ有することができた。 どの児童も、学年に応

じた見出しをつけることができ、高学年になる΄

ど、的֬な見出しをつけることができていた。

（７）新聞に親しむための環境づくり

　̍֊࿓下にＮＩＥコーナーをઃஔし、児童が֤社

の新聞をखܰにखにऔることができるようにした。

また、授ۀで実践したことをࣔܝし、୭もが見るこ

とができるようにした。

動では、見出しをつけるために、新聞ه事をじっく

りとಡΉことができた。 見出しも、࠷ॳは長いจষ

のようなものになってしまう児童もいたが、Կճか実

践しているうちに、୹く的֬なݴ葉をબ΂るように

なってきた。

　֤学年とも、ࣗ෼でௐ΂たことやߟえたこと、࡞

成したことを、൝やશମで発表する৔を意ਤ的にઃ

けることで、ࣗ෼のࢥいを相खに෼かりやすく఻え

ようとする࢟が見られてきた。

　新聞に਌しΉڥ؀づくりでは、ＮＩＥコーナーをઃ

ஔしたことで、ٳΈ時間に進Μで新聞をಡΈにくる

児童が増えた。

࡯ߟ　̐

　児童にとって、少し೉しいと感じられる新聞も、

学年の実ଶや発達ஈ֊に応じた、さまざまな޻෉

をすることで、ڵ味をもつことができ、意ཉ的に活

動することができた。

　どの学年の活動も、新聞に׳れ਌しΉ活動を௨し

て、「新聞は、どのようなߏ成になっているのか」「新

聞にはどのような಺༰がࡌっているか」「新聞ه事を

相खに෼かりやすく఻えるために、どのような޻෉

がされているか」「新聞にはどのようなݴ葉がࡌって

いるのか」など、新聞の֓要について、学Ϳことが

できた。

　また、֤学年のऔり૊Έを௨して、「表ݱ力」も少

しずつ身についてきた。

̑　·ͱΊ

　ॳ年度は、新聞に׳れ਌しΉ活動を௨して、表

。力が少しずつ身についてきたݱ 次年度は、ࠓ年

度の活動をもとに、「情報の活用」「ൺֱಡΈ」「情報

の発৴」など、新聞を活用したϝディアϦテラシーの

さらなる育成を目ࢦしていきたい。

新聞を活用した、メディアリテラシーの育成をめざして
～新聞に慣れ親しむ活動を通して～

鴨川市立天津小湊小学校　　粕谷　賢二
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̏　݁Ռ

　௿学年は、「大きなจࣈを୳す」や「カタカタのݴ

葉を୳す」など、จࣈやݴ葉୳しの活動を௨して、

新聞にڵ味をもつことができた。

　中学年は、新聞ه事のߏ成を஌ることができ、

新聞づくりに生かすことができた。 ࣗ෼がԿを఻え

たいのかをしっかりと決め、ͦれをどのようにすれ

ばಡΈखに఻わるのかをߟえながら新聞࡞成をする

ことができた。

　高学年の、新聞ه事を要໿する活動では、はじ

めは「新聞ه事をಡΈऔる活動」をߦい、ͦのޙ、

「新聞ه事を要໿する活動」΁とܨげていった。 要

໿することをۤखとしている児童も、新聞ه事をಡ

Έऔるなどஈ֊を踏Ήことによって、಺༰の要໿を

することができるようになってきた。

　શ校でऔり૊Μだ、新聞ه事の見出しをつける活

̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̐年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実

践校のࢦ定をडけ、ॳ年度のऔり૊Έとなる。

　本校の児童の実ଶは、「ࣗ෼のߟえをϊートに表す

こと」「ࣗ෼のߟえを的֬に相खに఻えること」をۤ

खとしている。 目ඪをhڀݚ ஥間とともによりよく問

題を解決する力の育成　ʙ「話す」・「書く」活動を

௨してʙ とɦし、表ݱする力を身に෇けさͤる授ۀ実

践をߦっている。 ͦのख立ての一つとして、ＮＩＥの

実践をしていくことにした。

終的には、新聞を活用したϝディアϦテラシー࠷　

の育成を目ࢦしていく。 しかし、子どもたちは、新

聞をじっくりとಡΉというݧܦすら少ない。 ͦこで

ॳ年度は、「新聞に׳れ਌しΉ」ことを目ඪとし、新

聞に׳れ਌しΉ活動を௨して、ঃ々に表ݱ力が身に

෇くようなऔり૊Έをした。

̎　࣮ફঢ়گ

（１）１年生の実践

ʤ学活ʥָ しく新聞と;れ߹おう

　ήーϜ感֮でָしく新聞に৮れることができるよ

う、「新聞の中で一൪大きなจࣈを୳す」活動をߦっ

た。 新聞をಡΉことが΄とΜどない̍ 年生にとって、

。味をもってऔり૊Ήことができたڵ どの児童も新

聞の中から大きなจࣈを見つけることができた。 大

きなจࣈは新聞のどこにあったのか、どのような見

出しがついているのかなどを֬ೝすることで、新聞

のߏ成にも目を޲けることができた。 この活動を生

かし、h どうͿつしΜͿΜ とɦいうֆ本を見て、題ࣈ

や見出しなどがどのように書かれているのかを֬ೝ

した。

（２）２年生の実践

ʤ国ޠʥカタカナで表すݴ葉をさがͦう

　子ども新聞から国໊や人໊、֎国からきたもの、

動෺のٽき੠などのカタカナを୳し、ϊートに書き

出す活動をߦった。 ͦのޙ、஌らないݴ葉にʓを

つけ、ͦれを一人1つずつ発表した。 ࣗ෼が見つけ

たݴ葉だけでなく、༑達が見つけたݴ葉を見ること

で、さらに多くのݴ葉に;れ、カタカナで書くݴ葉

΁の理解を深めることができた。 子ども新聞を࢖う

ことで、ه事やࣸਅにڵ味を࣋ったり、ເ中になっ

て見つけたりする࢟が見られた。 授ޙۀ、「஌らな

いカタカナのݴ葉がԿを表しているのかௐ΂てΈた

い。」という感૝をもった児童も見られた。

（３）３年生の実践

ʤ૯߹ʥ新聞の಺༰をಡΈऔΖう

　新聞ه事をಡΉことで、新聞にはいΖいΖな情報

がࡌっていることを஌った。 また、஌っているݴ葉

を見つけるなど、新聞に׳れ਌しΉことができた。

また、新聞のߏ成にも目を޲け、ޙࠓの新聞づくり

に໾立てるようにした。

（４）４年生の実践

ʤ社会ʥ新聞づくり

　新聞ه事をಡΈ、どのような಺༰が書かれている

か、新聞のつくりはどうなっているのかなどを֬ೝ

した。 ͦのݸ、ޙ々に఻えたい಺༰を決め、新聞

。った࡞にしながら、新聞をߟ事を参ه さらに、

いに感૝をड़΂る৔をޓった新聞を発表し、お࡞

ઃ定した。

（５）５・６年生の実践

ʤ国ޠʥ新聞ه事を要໿しよう

　新聞ه事をಡΈ、Կが書かれているのかなどの

新聞のߏ成を֬ೝしたり、どのような಺༰が書かれ

ているのかを؆ܿにまとめたりする活動をߦった。

߹わͤて、習ったࣈ׽を見つける活動を௨して、׽

。したࢦ上を目޲ኮ力のޠの定着やࣈ 新聞ه事の

಺༰をಡΈऔることに׳れてきたら、新聞ه事を要

໿する活動にܨげていった。

（６）全校での実践

　見出しをӅした新聞ه事をಡΈ、ࣗ෼なりの見出

しをつける活動をߦった。 見出しとは、「一目見てͦ

の಺༰が෼かるようにしたもの」と֬ೝをすること

で、新聞ه事の಺༰をじっくりとಡΈ、಺༰にあっ

た、ࣗ෼なりの見出しをつけることができた。 ま

た、できた見出しを発表することで、おޓいのߟえ

をڞ有することができた。 どの児童も、学年に応

じた見出しをつけることができ、高学年になる΄

ど、的֬な見出しをつけることができていた。

（７）新聞に親しむための環境づくり

　̍֊࿓下にＮＩＥコーナーをઃஔし、児童が֤社

の新聞をखܰにखにऔることができるようにした。

また、授ۀで実践したことをࣔܝし、୭もが見るこ

とができるようにした。

動では、見出しをつけるために、新聞ه事をじっく

りとಡΉことができた。 見出しも、࠷ॳは長いจষ

のようなものになってしまう児童もいたが、Կճか実

践しているうちに、୹く的֬なݴ葉をબ΂るように

なってきた。

　֤学年とも、ࣗ෼でௐ΂たことやߟえたこと、࡞

成したことを、൝やશମで発表する৔を意ਤ的にઃ

けることで、ࣗ෼のࢥいを相खに෼かりやすく఻え

ようとする࢟が見られてきた。

　新聞に਌しΉڥ؀づくりでは、ＮＩＥコーナーをઃ

ஔしたことで、ٳΈ時間に進Μで新聞をಡΈにくる

児童が増えた。

࡯ߟ　̐

　児童にとって、少し೉しいと感じられる新聞も、

学年の実ଶや発達ஈ֊に応じた、さまざまな޻෉

をすることで、ڵ味をもつことができ、意ཉ的に活

動することができた。

　どの学年の活動も、新聞に׳れ਌しΉ活動を௨し

て、「新聞は、どのようなߏ成になっているのか」「新

聞にはどのような಺༰がࡌっているか」「新聞ه事を

相खに෼かりやすく఻えるために、どのような޻෉

がされているか」「新聞にはどのようなݴ葉がࡌって

いるのか」など、新聞の֓要について、学Ϳことが

できた。

　また、֤学年のऔり૊Έを௨して、「表ݱ力」も少

しずつ身についてきた。

̑　·ͱΊ

　ॳ年度は、新聞に׳れ਌しΉ活動を௨して、表

。力が少しずつ身についてきたݱ 次年度は、ࠓ年

度の活動をもとに、「情報の活用」「ൺֱಡΈ」「情報

の発৴」など、新聞を活用したϝディアϦテラシーの

さらなる育成を目ࢦしていきたい。

新聞を活用した、メディアリテラシーの育成をめざして
～新聞に慣れ親しむ活動を通して～

鴨川市立天津小湊小学校　　粕谷　賢二

̏　݁Ռ

　௿学年は、「大きなจࣈを୳す」や「カタカタのݴ

葉を୳す」など、จࣈやݴ葉୳しの活動を௨して、

新聞にڵ味をもつことができた。

　中学年は、新聞ه事のߏ成を஌ることができ、

新聞づくりに生かすことができた。 ࣗ෼がԿを఻え

たいのかをしっかりと決め、ͦれをどのようにすれ

ばಡΈखに఻わるのかをߟえながら新聞࡞成をする

ことができた。

　高学年の、新聞ه事を要໿する活動では、はじ

めは「新聞ه事をಡΈऔる活動」をߦい、ͦのޙ、

「新聞ه事を要໿する活動」΁とܨげていった。 要

໿することをۤखとしている児童も、新聞ه事をಡ

Έऔるなどஈ֊を踏Ήことによって、಺༰の要໿を

することができるようになってきた。

　શ校でऔり૊Μだ、新聞ه事の見出しをつける活

̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̐年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実

践校のࢦ定をडけ、ॳ年度のऔり૊Έとなる。

　本校の児童の実ଶは、「ࣗ෼のߟえをϊートに表す

こと」「ࣗ෼のߟえを的֬に相खに఻えること」をۤ

खとしている。 目ඪをhڀݚ ஥間とともによりよく問

題を解決する力の育成　ʙ「話す」・「書く」活動を

௨してʙ とɦし、表ݱする力を身に෇けさͤる授ۀ実

践をߦっている。 ͦのख立ての一つとして、ＮＩＥの

実践をしていくことにした。

終的には、新聞を活用したϝディアϦテラシー࠷　

の育成を目ࢦしていく。 しかし、子どもたちは、新

聞をじっくりとಡΉというݧܦすら少ない。 ͦこで

ॳ年度は、「新聞に׳れ਌しΉ」ことを目ඪとし、新

聞に׳れ਌しΉ活動を௨して、ঃ々に表ݱ力が身に

෇くようなऔり૊Έをした。

̎　࣮ફঢ়گ

（１）１年生の実践

ʤ学活ʥָ しく新聞と;れ߹おう

　ήーϜ感֮でָしく新聞に৮れることができるよ

う、「新聞の中で一൪大きなจࣈを୳す」活動をߦっ

た。 新聞をಡΉことが΄とΜどない̍ 年生にとって、

。味をもってऔり૊Ήことができたڵ どの児童も新

聞の中から大きなจࣈを見つけることができた。 大

きなจࣈは新聞のどこにあったのか、どのような見

出しがついているのかなどを֬ೝすることで、新聞

のߏ成にも目を޲けることができた。 この活動を生

かし、h どうͿつしΜͿΜ とɦいうֆ本を見て、題ࣈ

や見出しなどがどのように書かれているのかを֬ೝ

した。

（２）２年生の実践

ʤ国ޠʥカタカナで表すݴ葉をさがͦう

　子ども新聞から国໊や人໊、֎国からきたもの、

動෺のٽき੠などのカタカナを୳し、ϊートに書き

出す活動をߦった。 ͦのޙ、஌らないݴ葉にʓを

つけ、ͦれを一人1つずつ発表した。 ࣗ෼が見つけ

たݴ葉だけでなく、༑達が見つけたݴ葉を見ること

で、さらに多くのݴ葉に;れ、カタカナで書くݴ葉

΁の理解を深めることができた。 子ども新聞を࢖う

ことで、ه事やࣸਅにڵ味を࣋ったり、ເ中になっ

て見つけたりする࢟が見られた。 授ޙۀ、「஌らな

いカタカナのݴ葉がԿを表しているのかௐ΂てΈた

い。」という感૝をもった児童も見られた。

（３）３年生の実践

ʤ૯߹ʥ新聞の಺༰をಡΈऔΖう

　新聞ه事をಡΉことで、新聞にはいΖいΖな情報

がࡌっていることを஌った。 また、஌っているݴ葉

を見つけるなど、新聞に׳れ਌しΉことができた。

また、新聞のߏ成にも目を޲け、ޙࠓの新聞づくり

に໾立てるようにした。

（４）４年生の実践

ʤ社会ʥ新聞づくり

　新聞ه事をಡΈ、どのような಺༰が書かれている

か、新聞のつくりはどうなっているのかなどを֬ೝ

した。 ͦのݸ、ޙ々に఻えたい಺༰を決め、新聞

。った࡞にしながら、新聞をߟ事を参ه さらに、

いに感૝をड़΂る৔をޓった新聞を発表し、お࡞

ઃ定した。

（５）５・６年生の実践

ʤ国ޠʥ新聞ه事を要໿しよう

　新聞ه事をಡΈ、Կが書かれているのかなどの

新聞のߏ成を֬ೝしたり、どのような಺༰が書かれ

ているのかを؆ܿにまとめたりする活動をߦった。

߹わͤて、習ったࣈ׽を見つける活動を௨して、׽

。したࢦ上を目޲ኮ力のޠの定着やࣈ 新聞ه事の

಺༰をಡΈऔることに׳れてきたら、新聞ه事を要

໿する活動にܨげていった。

（６）全校での実践

　見出しをӅした新聞ه事をಡΈ、ࣗ෼なりの見出

しをつける活動をߦった。 見出しとは、「一目見てͦ

の಺༰が෼かるようにしたもの」と֬ೝをすること

で、新聞ه事の಺༰をじっくりとಡΈ、಺༰にあっ

た、ࣗ෼なりの見出しをつけることができた。 ま

た、できた見出しを発表することで、おޓいのߟえ

をڞ有することができた。 どの児童も、学年に応

じた見出しをつけることができ、高学年になる΄

ど、的֬な見出しをつけることができていた。

（７）新聞に親しむための環境づくり

　̍֊࿓下にＮＩＥコーナーをઃஔし、児童が֤社

の新聞をखܰにखにऔることができるようにした。

また、授ۀで実践したことをࣔܝし、୭もが見るこ

とができるようにした。

動では、見出しをつけるために、新聞ه事をじっく

りとಡΉことができた。 見出しも、࠷ॳは長いจষ

のようなものになってしまう児童もいたが、Կճか実

践しているうちに、୹く的֬なݴ葉をબ΂るように

なってきた。

　֤学年とも、ࣗ෼でௐ΂たことやߟえたこと、࡞

成したことを、൝やશମで発表する৔を意ਤ的にઃ

けることで、ࣗ෼のࢥいを相खに෼かりやすく఻え

ようとする࢟が見られてきた。

　新聞に਌しΉڥ؀づくりでは、ＮＩＥコーナーをઃ

ஔしたことで、ٳΈ時間に進Μで新聞をಡΈにくる

児童が増えた。

࡯ߟ　̐

　児童にとって、少し೉しいと感じられる新聞も、

学年の実ଶや発達ஈ֊に応じた、さまざまな޻෉

をすることで、ڵ味をもつことができ、意ཉ的に活

動することができた。

　どの学年の活動も、新聞に׳れ਌しΉ活動を௨し

て、「新聞は、どのようなߏ成になっているのか」「新

聞にはどのような಺༰がࡌっているか」「新聞ه事を

相खに෼かりやすく఻えるために、どのような޻෉

がされているか」「新聞にはどのようなݴ葉がࡌって

いるのか」など、新聞の֓要について、学Ϳことが

できた。

　また、֤学年のऔり૊Έを௨して、「表ݱ力」も少

しずつ身についてきた。

̑　·ͱΊ

　ॳ年度は、新聞に׳れ਌しΉ活動を௨して、表

。力が少しずつ身についてきたݱ 次年度は、ࠓ年

度の活動をもとに、「情報の活用」「ൺֱಡΈ」「情報

の発৴」など、新聞を活用したϝディアϦテラシーの

さらなる育成を目ࢦしていきたい。
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̏　݁Ռ

　௿学年は、「大きなจࣈを୳す」や「カタカタのݴ

葉を୳す」など、จࣈやݴ葉୳しの活動を௨して、

新聞にڵ味をもつことができた。

　中学年は、新聞ه事のߏ成を஌ることができ、

新聞づくりに生かすことができた。 ࣗ෼がԿを఻え

たいのかをしっかりと決め、ͦれをどのようにすれ

ばಡΈखに఻わるのかをߟえながら新聞࡞成をする

ことができた。

　高学年の、新聞ه事を要໿する活動では、はじ

めは「新聞ه事をಡΈऔる活動」をߦい、ͦのޙ、

「新聞ه事を要໿する活動」΁とܨげていった。 要

໿することをۤखとしている児童も、新聞ه事をಡ

Έऔるなどஈ֊を踏Ήことによって、಺༰の要໿を

することができるようになってきた。

　શ校でऔり૊Μだ、新聞ه事の見出しをつける活

̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̐年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実

践校のࢦ定をडけ、ॳ年度のऔり૊Έとなる。

　本校の児童の実ଶは、「ࣗ෼のߟえをϊートに表す

こと」「ࣗ෼のߟえを的֬に相खに఻えること」をۤ

खとしている。 目ඪをhڀݚ ஥間とともによりよく問

題を解決する力の育成　ʙ「話す」・「書く」活動を

௨してʙ とɦし、表ݱする力を身に෇けさͤる授ۀ実

践をߦっている。 ͦのख立ての一つとして、ＮＩＥの

実践をしていくことにした。

終的には、新聞を活用したϝディアϦテラシー࠷　

の育成を目ࢦしていく。 しかし、子どもたちは、新

聞をじっくりとಡΉというݧܦすら少ない。 ͦこで

ॳ年度は、「新聞に׳れ਌しΉ」ことを目ඪとし、新

聞に׳れ਌しΉ活動を௨して、ঃ々に表ݱ力が身に

෇くようなऔり૊Έをした。

̎　࣮ફঢ়گ

（１）１年生の実践

ʤ学活ʥָ しく新聞と;れ߹おう

　ήーϜ感֮でָしく新聞に৮れることができるよ

う、「新聞の中で一൪大きなจࣈを୳す」活動をߦっ

た。 新聞をಡΉことが΄とΜどない̍ 年生にとって、

。味をもってऔり૊Ήことができたڵ どの児童も新

聞の中から大きなจࣈを見つけることができた。 大

きなจࣈは新聞のどこにあったのか、どのような見

出しがついているのかなどを֬ೝすることで、新聞

のߏ成にも目を޲けることができた。 この活動を生

かし、h どうͿつしΜͿΜ とɦいうֆ本を見て、題ࣈ

や見出しなどがどのように書かれているのかを֬ೝ

した。

（２）２年生の実践

ʤ国ޠʥカタカナで表すݴ葉をさがͦう

　子ども新聞から国໊や人໊、֎国からきたもの、

動෺のٽき੠などのカタカナを୳し、ϊートに書き

出す活動をߦった。 ͦのޙ、஌らないݴ葉にʓを

つけ、ͦれを一人1つずつ発表した。 ࣗ෼が見つけ

たݴ葉だけでなく、༑達が見つけたݴ葉を見ること

で、さらに多くのݴ葉に;れ、カタカナで書くݴ葉

΁の理解を深めることができた。 子ども新聞を࢖う

ことで、ه事やࣸਅにڵ味を࣋ったり、ເ中になっ

て見つけたりする࢟が見られた。 授ޙۀ、「஌らな

いカタカナのݴ葉がԿを表しているのかௐ΂てΈた

い。」という感૝をもった児童も見られた。

（３）３年生の実践

ʤ૯߹ʥ新聞の಺༰をಡΈऔΖう

　新聞ه事をಡΉことで、新聞にはいΖいΖな情報

がࡌっていることを஌った。 また、஌っているݴ葉

を見つけるなど、新聞に׳れ਌しΉことができた。

また、新聞のߏ成にも目を޲け、ޙࠓの新聞づくり

に໾立てるようにした。

（４）４年生の実践

ʤ社会ʥ新聞づくり

　新聞ه事をಡΈ、どのような಺༰が書かれている

か、新聞のつくりはどうなっているのかなどを֬ೝ

した。 ͦのݸ、ޙ々に఻えたい಺༰を決め、新聞

。った࡞にしながら、新聞をߟ事を参ه さらに、

いに感૝をड़΂る৔をޓった新聞を発表し、お࡞

ઃ定した。

（５）５・６年生の実践

ʤ国ޠʥ新聞ه事を要໿しよう

　新聞ه事をಡΈ、Կが書かれているのかなどの

新聞のߏ成を֬ೝしたり、どのような಺༰が書かれ

ているのかを؆ܿにまとめたりする活動をߦった。

߹わͤて、習ったࣈ׽を見つける活動を௨して、׽

。したࢦ上を目޲ኮ力のޠの定着やࣈ 新聞ه事の

಺༰をಡΈऔることに׳れてきたら、新聞ه事を要

໿する活動にܨげていった。

（６）全校での実践

　見出しをӅした新聞ه事をಡΈ、ࣗ෼なりの見出

しをつける活動をߦった。 見出しとは、「一目見てͦ

の಺༰が෼かるようにしたもの」と֬ೝをすること

で、新聞ه事の಺༰をじっくりとಡΈ、಺༰にあっ

た、ࣗ෼なりの見出しをつけることができた。 ま

た、できた見出しを発表することで、おޓいのߟえ

をڞ有することができた。 どの児童も、学年に応

じた見出しをつけることができ、高学年になる΄

ど、的֬な見出しをつけることができていた。

（７）新聞に親しむための環境づくり

　̍֊࿓下にＮＩＥコーナーをઃஔし、児童が֤社

の新聞をखܰにखにऔることができるようにした。

また、授ۀで実践したことをࣔܝし、୭もが見るこ

とができるようにした。

動では、見出しをつけるために、新聞ه事をじっく

りとಡΉことができた。 見出しも、࠷ॳは長いจষ

のようなものになってしまう児童もいたが、Կճか実

践しているうちに、୹く的֬なݴ葉をબ΂るように

なってきた。

　֤学年とも、ࣗ෼でௐ΂たことやߟえたこと、࡞

成したことを、൝やશମで発表する৔を意ਤ的にઃ

けることで、ࣗ෼のࢥいを相खに෼かりやすく఻え

ようとする࢟が見られてきた。

　新聞に਌しΉڥ؀づくりでは、ＮＩＥコーナーをઃ

ஔしたことで、ٳΈ時間に進Μで新聞をಡΈにくる

児童が増えた。

࡯ߟ　̐

　児童にとって、少し೉しいと感じられる新聞も、

学年の実ଶや発達ஈ֊に応じた、さまざまな޻෉

をすることで、ڵ味をもつことができ、意ཉ的に活

動することができた。

　どの学年の活動も、新聞に׳れ਌しΉ活動を௨し

て、「新聞は、どのようなߏ成になっているのか」「新

聞にはどのような಺༰がࡌっているか」「新聞ه事を

相खに෼かりやすく఻えるために、どのような޻෉

がされているか」「新聞にはどのようなݴ葉がࡌって

いるのか」など、新聞の֓要について、学Ϳことが

できた。

　また、֤学年のऔり૊Έを௨して、「表ݱ力」も少

しずつ身についてきた。

̑　·ͱΊ

　ॳ年度は、新聞に׳れ਌しΉ活動を௨して、表

。力が少しずつ身についてきたݱ 次年度は、ࠓ年

度の活動をもとに、「情報の活用」「ൺֱಡΈ」「情報

の発৴」など、新聞を活用したϝディアϦテラシーの

さらなる育成を目ࢦしていきたい。
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̏　݁Ռ

　௿学年は、「大きなจࣈを୳す」や「カタカタのݴ

葉を୳す」など、จࣈやݴ葉୳しの活動を௨して、

新聞にڵ味をもつことができた。

　中学年は、新聞ه事のߏ成を஌ることができ、

新聞づくりに生かすことができた。 ࣗ෼がԿを఻え

たいのかをしっかりと決め、ͦれをどのようにすれ

ばಡΈखに఻わるのかをߟえながら新聞࡞成をする

ことができた。

　高学年の、新聞ه事を要໿する活動では、はじ

めは「新聞ه事をಡΈऔる活動」をߦい、ͦのޙ、

「新聞ه事を要໿する活動」΁とܨげていった。 要

໿することをۤखとしている児童も、新聞ه事をಡ

Έऔるなどஈ֊を踏Ήことによって、಺༰の要໿を

することができるようになってきた。

　શ校でऔり૊Μだ、新聞ه事の見出しをつける活

̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̐年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実

践校のࢦ定をडけ、ॳ年度のऔり૊Έとなる。

　本校の児童の実ଶは、「ࣗ෼のߟえをϊートに表す

こと」「ࣗ෼のߟえを的֬に相खに఻えること」をۤ

खとしている。 目ඪをhڀݚ ஥間とともによりよく問

題を解決する力の育成　ʙ「話す」・「書く」活動を

௨してʙ とɦし、表ݱする力を身に෇けさͤる授ۀ実

践をߦっている。 ͦのख立ての一つとして、ＮＩＥの

実践をしていくことにした。

終的には、新聞を活用したϝディアϦテラシー࠷　

の育成を目ࢦしていく。 しかし、子どもたちは、新

聞をじっくりとಡΉというݧܦすら少ない。 ͦこで

ॳ年度は、「新聞に׳れ਌しΉ」ことを目ඪとし、新

聞に׳れ਌しΉ活動を௨して、ঃ々に表ݱ力が身に

෇くようなऔり૊Έをした。

̎　࣮ફঢ়گ

（１）１年生の実践

ʤ学活ʥָ しく新聞と;れ߹おう

　ήーϜ感֮でָしく新聞に৮れることができるよ

う、「新聞の中で一൪大きなจࣈを୳す」活動をߦっ

た。 新聞をಡΉことが΄とΜどない̍ 年生にとって、

。味をもってऔり૊Ήことができたڵ どの児童も新

聞の中から大きなจࣈを見つけることができた。 大

きなจࣈは新聞のどこにあったのか、どのような見

出しがついているのかなどを֬ೝすることで、新聞

のߏ成にも目を޲けることができた。 この活動を生

かし、h どうͿつしΜͿΜ とɦいうֆ本を見て、題ࣈ

や見出しなどがどのように書かれているのかを֬ೝ

した。

（２）２年生の実践

ʤ国ޠʥカタカナで表すݴ葉をさがͦう

　子ども新聞から国໊や人໊、֎国からきたもの、

動෺のٽき੠などのカタカナを୳し、ϊートに書き

出す活動をߦった。 ͦのޙ、஌らないݴ葉にʓを

つけ、ͦれを一人1つずつ発表した。 ࣗ෼が見つけ

たݴ葉だけでなく、༑達が見つけたݴ葉を見ること

で、さらに多くのݴ葉に;れ、カタカナで書くݴ葉

΁の理解を深めることができた。 子ども新聞を࢖う

ことで、ه事やࣸਅにڵ味を࣋ったり、ເ中になっ

て見つけたりする࢟が見られた。 授ޙۀ、「஌らな

いカタカナのݴ葉がԿを表しているのかௐ΂てΈた

い。」という感૝をもった児童も見られた。

（３）３年生の実践

ʤ૯߹ʥ新聞の಺༰をಡΈऔΖう

　新聞ه事をಡΉことで、新聞にはいΖいΖな情報

がࡌっていることを஌った。 また、஌っているݴ葉

を見つけるなど、新聞に׳れ਌しΉことができた。

また、新聞のߏ成にも目を޲け、ޙࠓの新聞づくり

に໾立てるようにした。

（４）４年生の実践

ʤ社会ʥ新聞づくり

　新聞ه事をಡΈ、どのような಺༰が書かれている

か、新聞のつくりはどうなっているのかなどを֬ೝ

した。 ͦのݸ、ޙ々に఻えたい಺༰を決め、新聞

。った࡞にしながら、新聞をߟ事を参ه さらに、

いに感૝をड़΂る৔をޓった新聞を発表し、お࡞

ઃ定した。

（５）５・６年生の実践

ʤ国ޠʥ新聞ه事を要໿しよう

　新聞ه事をಡΈ、Կが書かれているのかなどの

新聞のߏ成を֬ೝしたり、どのような಺༰が書かれ

ているのかを؆ܿにまとめたりする活動をߦった。

߹わͤて、習ったࣈ׽を見つける活動を௨して、׽

。したࢦ上を目޲ኮ力のޠの定着やࣈ 新聞ه事の

಺༰をಡΈऔることに׳れてきたら、新聞ه事を要

໿する活動にܨげていった。

（６）全校での実践

　見出しをӅした新聞ه事をಡΈ、ࣗ෼なりの見出

しをつける活動をߦった。 見出しとは、「一目見てͦ

の಺༰が෼かるようにしたもの」と֬ೝをすること

で、新聞ه事の಺༰をじっくりとಡΈ、಺༰にあっ

た、ࣗ෼なりの見出しをつけることができた。 ま

た、できた見出しを発表することで、おޓいのߟえ

をڞ有することができた。 どの児童も、学年に応

じた見出しをつけることができ、高学年になる΄

ど、的֬な見出しをつけることができていた。

（７）新聞に親しむための環境づくり

　̍֊࿓下にＮＩＥコーナーをઃஔし、児童が֤社

の新聞をखܰにखにऔることができるようにした。

また、授ۀで実践したことをࣔܝし、୭もが見るこ

とができるようにした。

動では、見出しをつけるために、新聞ه事をじっく

りとಡΉことができた。 見出しも、࠷ॳは長いจষ

のようなものになってしまう児童もいたが、Կճか実

践しているうちに、୹く的֬なݴ葉をબ΂るように

なってきた。

　֤学年とも、ࣗ෼でௐ΂たことやߟえたこと、࡞

成したことを、൝やશମで発表する৔を意ਤ的にઃ

けることで、ࣗ෼のࢥいを相खに෼かりやすく఻え

ようとする࢟が見られてきた。

　新聞に਌しΉڥ؀づくりでは、ＮＩＥコーナーをઃ

ஔしたことで、ٳΈ時間に進Μで新聞をಡΈにくる

児童が増えた。

࡯ߟ　̐

　児童にとって、少し೉しいと感じられる新聞も、

学年の実ଶや発達ஈ֊に応じた、さまざまな޻෉

をすることで、ڵ味をもつことができ、意ཉ的に活

動することができた。

　どの学年の活動も、新聞に׳れ਌しΉ活動を௨し

て、「新聞は、どのようなߏ成になっているのか」「新

聞にはどのような಺༰がࡌっているか」「新聞ه事を

相खに෼かりやすく఻えるために、どのような޻෉

がされているか」「新聞にはどのようなݴ葉がࡌって

いるのか」など、新聞の֓要について、学Ϳことが

できた。

　また、֤学年のऔり૊Έを௨して、「表ݱ力」も少

しずつ身についてきた。

̑　·ͱΊ

　ॳ年度は、新聞に׳れ਌しΉ活動を௨して、表

。力が少しずつ身についてきたݱ 次年度は、ࠓ年

度の活動をもとに、「情報の活用」「ൺֱಡΈ」「情報

の発৴」など、新聞を活用したϝディアϦテラシーの

さらなる育成を目ࢦしていきたい。

̏　݁Ռ

　௿学年は、「大きなจࣈを୳す」や「カタカタのݴ

葉を୳す」など、จࣈやݴ葉୳しの活動を௨して、

新聞にڵ味をもつことができた。

　中学年は、新聞ه事のߏ成を஌ることができ、

新聞づくりに生かすことができた。 ࣗ෼がԿを఻え

たいのかをしっかりと決め、ͦれをどのようにすれ

ばಡΈखに఻わるのかをߟえながら新聞࡞成をする

ことができた。

　高学年の、新聞ه事を要໿する活動では、はじ

めは「新聞ه事をಡΈऔる活動」をߦい、ͦのޙ、

「新聞ه事を要໿する活動」΁とܨげていった。 要

໿することをۤखとしている児童も、新聞ه事をಡ

Έऔるなどஈ֊を踏Ήことによって、಺༰の要໿を

することができるようになってきた。

　શ校でऔり૊Μだ、新聞ه事の見出しをつける活

̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̐年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実

践校のࢦ定をडけ、ॳ年度のऔり૊Έとなる。

　本校の児童の実ଶは、「ࣗ෼のߟえをϊートに表す

こと」「ࣗ෼のߟえを的֬に相खに఻えること」をۤ

खとしている。 目ඪをhڀݚ ஥間とともによりよく問

題を解決する力の育成　ʙ「話す」・「書く」活動を

௨してʙ とɦし、表ݱする力を身に෇けさͤる授ۀ実

践をߦっている。 ͦのख立ての一つとして、ＮＩＥの

実践をしていくことにした。

終的には、新聞を活用したϝディアϦテラシー࠷　

の育成を目ࢦしていく。 しかし、子どもたちは、新

聞をじっくりとಡΉというݧܦすら少ない。 ͦこで

ॳ年度は、「新聞に׳れ਌しΉ」ことを目ඪとし、新

聞に׳れ਌しΉ活動を௨して、ঃ々に表ݱ力が身に

෇くようなऔり૊Έをした。

̎　࣮ફঢ়گ

（１）１年生の実践

ʤ学活ʥָ しく新聞と;れ߹おう

　ήーϜ感֮でָしく新聞に৮れることができるよ

う、「新聞の中で一൪大きなจࣈを୳す」活動をߦっ

た。 新聞をಡΉことが΄とΜどない̍ 年生にとって、

。味をもってऔり૊Ήことができたڵ どの児童も新

聞の中から大きなจࣈを見つけることができた。 大

きなจࣈは新聞のどこにあったのか、どのような見

出しがついているのかなどを֬ೝすることで、新聞

のߏ成にも目を޲けることができた。 この活動を生

かし、h どうͿつしΜͿΜ とɦいうֆ本を見て、題ࣈ

や見出しなどがどのように書かれているのかを֬ೝ

した。

（２）２年生の実践

ʤ国ޠʥカタカナで表すݴ葉をさがͦう

　子ども新聞から国໊や人໊、֎国からきたもの、

動෺のٽき੠などのカタカナを୳し、ϊートに書き

出す活動をߦった。 ͦのޙ、஌らないݴ葉にʓを

つけ、ͦれを一人1つずつ発表した。 ࣗ෼が見つけ

たݴ葉だけでなく、༑達が見つけたݴ葉を見ること

で、さらに多くのݴ葉に;れ、カタカナで書くݴ葉

΁の理解を深めることができた。 子ども新聞を࢖う

ことで、ه事やࣸਅにڵ味を࣋ったり、ເ中になっ

て見つけたりする࢟が見られた。 授ޙۀ、「஌らな

いカタカナのݴ葉がԿを表しているのかௐ΂てΈた

い。」という感૝をもった児童も見られた。

（３）３年生の実践

ʤ૯߹ʥ新聞の಺༰をಡΈऔΖう

　新聞ه事をಡΉことで、新聞にはいΖいΖな情報

がࡌっていることを஌った。 また、஌っているݴ葉

を見つけるなど、新聞に׳れ਌しΉことができた。

また、新聞のߏ成にも目を޲け、ޙࠓの新聞づくり

に໾立てるようにした。

（４）４年生の実践

ʤ社会ʥ新聞づくり

　新聞ه事をಡΈ、どのような಺༰が書かれている

か、新聞のつくりはどうなっているのかなどを֬ೝ

した。 ͦのݸ、ޙ々に఻えたい಺༰を決め、新聞

。った࡞にしながら、新聞をߟ事を参ه さらに、

いに感૝をड़΂る৔をޓった新聞を発表し、お࡞

ઃ定した。

（５）５・６年生の実践

ʤ国ޠʥ新聞ه事を要໿しよう

　新聞ه事をಡΈ、Կが書かれているのかなどの

新聞のߏ成を֬ೝしたり、どのような಺༰が書かれ

ているのかを؆ܿにまとめたりする活動をߦった。

߹わͤて、習ったࣈ׽を見つける活動を௨して、׽

。したࢦ上を目޲ኮ力のޠの定着やࣈ 新聞ه事の

಺༰をಡΈऔることに׳れてきたら、新聞ه事を要

໿する活動にܨげていった。

（６）全校での実践

　見出しをӅした新聞ه事をಡΈ、ࣗ෼なりの見出

しをつける活動をߦった。 見出しとは、「一目見てͦ

の಺༰が෼かるようにしたもの」と֬ೝをすること

で、新聞ه事の಺༰をじっくりとಡΈ、಺༰にあっ

た、ࣗ෼なりの見出しをつけることができた。 ま

た、できた見出しを発表することで、おޓいのߟえ

をڞ有することができた。 どの児童も、学年に応

じた見出しをつけることができ、高学年になる΄

ど、的֬な見出しをつけることができていた。

（７）新聞に親しむための環境づくり

　̍֊࿓下にＮＩＥコーナーをઃஔし、児童が֤社

の新聞をखܰにखにऔることができるようにした。

また、授ۀで実践したことをࣔܝし、୭もが見るこ

とができるようにした。

動では、見出しをつけるために、新聞ه事をじっく

りとಡΉことができた。 見出しも、࠷ॳは長いจষ

のようなものになってしまう児童もいたが、Կճか実

践しているうちに、୹く的֬なݴ葉をબ΂るように

なってきた。

　֤学年とも、ࣗ෼でௐ΂たことやߟえたこと、࡞

成したことを、൝やશମで発表する৔を意ਤ的にઃ

けることで、ࣗ෼のࢥいを相खに෼かりやすく఻え

ようとする࢟が見られてきた。

　新聞に਌しΉڥ؀づくりでは、ＮＩＥコーナーをઃ

ஔしたことで、ٳΈ時間に進Μで新聞をಡΈにくる

児童が増えた。

࡯ߟ　̐

　児童にとって、少し೉しいと感じられる新聞も、

学年の実ଶや発達ஈ֊に応じた、さまざまな޻෉

をすることで、ڵ味をもつことができ、意ཉ的に活

動することができた。

　どの学年の活動も、新聞に׳れ਌しΉ活動を௨し

て、「新聞は、どのようなߏ成になっているのか」「新

聞にはどのような಺༰がࡌっているか」「新聞ه事を

相खに෼かりやすく఻えるために、どのような޻෉

がされているか」「新聞にはどのようなݴ葉がࡌって

いるのか」など、新聞の֓要について、学Ϳことが

できた。

　また、֤学年のऔり૊Έを௨して、「表ݱ力」も少

しずつ身についてきた。

̑　·ͱΊ

　ॳ年度は、新聞に׳れ਌しΉ活動を௨して、表

。力が少しずつ身についてきたݱ 次年度は、ࠓ年

度の活動をもとに、「情報の活用」「ൺֱಡΈ」「情報

の発৴」など、新聞を活用したϝディアϦテラシーの

さらなる育成を目ࢦしていきたい。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校はྩ࿨̐年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実践

校のࢦ定をडけており、本年度がॳ年度のऔり૊

Έとなる。 本校ではྩ࿨元年より̏ 年間、国ޠՊ

のڀݚをߦってきており、「主ମ的・対話的で深い

学ͼ」の実ݱに޲けた授ۀվળを目ඪに、日々औり

૊Μできた。 ߟࢥにೖる前は、本校の児童はڀݚ

力や判断力、表ݱ力等に課題があり、ࣗ෼のߟえ

をもったりจষに表ݱしたりすることにۤख意ࣝをも

つ児童が多くいた。 しかし、ڀݚにおいてޠݴ活

動をऔりೖれた授ۀづくりを進めてߦく中で、書く

活動をੵΈ重Ͷてきたことにより఍߅なくࣗ ෼のߟ

えを表ͤるようになってきた。

　この成Ռを基にして、「新聞」というあらΏる෼野

の情報を໢ཏした、৴པ性の高いϝディアをಡΈ解

き、ࣗ෼ごととしてߟえを深めることで、社会΁の

関৺を高めたりられる児童を育成するため、まずॳ

年度は、児童が新聞を身ۙに感じられるようなڥ؀

の੔උと、ि1ճの新聞を活用した活動の時間（ＮＩ

ＥタイϜ）をઃ定し、新聞に৮れるػ会を推進して

いきたいとߟえる。

̎　࣮ફঢ়گ

　【日課へのＮＩＥタイムの導入】

　本校はே、ొ校してからの̎̌ ෼間をಡ書タイϜ・

学習タイϜとҐஔ෇けている。 本年度より໦༵日の

ேを「ＮＩＥタイϜ」とҐஔ෇け、ͦの時間に新聞を

活用したऔり૊Έを実践してߦくこととした。

【ＮＩＥ推進に向けた話し合いの実施】

　本年度、̎学期から新聞ߪಡを࢝めるにあたり、

ՆٳΈ中にＮＩＥタイϜのऔり૊Έに際して、ͦの಺

༰をどうするか話し߹いをもった。 ௿・中・高での

達成目ඪをどうするか、また、ͦのためにはどのよ

うなऔり૊Έがద౰かを話し߹った。 ͦの中で、

ීஈ、新聞に৮れるػ会のない子供たちが新聞に

৮れたり、਌しΜだりする活動を中৺に進めるとい

う方޲性が見えてきた。 また、ࡢ年度から̍ 人 台̍

端末の活用が推進されているので、関連さͤていく

こととした。

【ＮＩＥタイムでの各学年の具体的な取り組み】

１年生

˓新聞ه事をಡΜでかたかな୳しや、クイズ࡞り、

　஌らなかった事やはじめて஌ったことにઢを引く

　活動。

２年生

˓新聞ه事の意味や໘നさをਖ਼しく理解するため

　に、ه事の಺༰を࢖ってクイズ࡞りをしたり、ݴ

　葉集めをしたりする活動。

３年生

˓新聞の಺༰について、気になったจষやΩー

　ワードにઢを引き、ͦこについて発表したり、ࣗ

　෼のߟえを఻えたりする活動。

４～６年生

˓̍ 人 台̍端末を用いて、୲೚がબΜだ新聞ه事を

　TFaNTに౤ߘし、ͦのه事をಡΜで、要໿した

りࣗ෼ のߟえを書 いたりする 。 ͦの上で 、

　TFaNTのコϝントػ能を利用してߟえをڞ有した

　り、意見を఻え߹ったりする活動。

̏　݁Ռ

年̍生

˓௿学年はه事をಡΉことが೉しいため、ಡΈ聞

　かͤをするとจষにڵ味をもつことができた。 ま

　た、動෺やࣗવに関する಺༰のه事を提ࣔする

　と意ཉ的にऔり૊Ήことができた。

̎年生

事の಺༰を̍ه˓ 年生よりも೉しいものをબΜだこ

　とで、よりจষをಡもうとする意ཉが༙いている

　ようだった。 教ࢣからの࣭問やクイズを用意した

　ことで、ه事をڵ味深くಡΉ児童が多くいた。

̏年生

˓世の中のχϡースや、஌らなかった事が書かれて

　いる新聞ه事をಡΉことに意ཉ的にऔり૊Ή࢟が

　見られた。 新聞ه事の໘നさに気෇き、新聞ࣗ

　ମをಡΜでΈたいとڵ味をもつ児童もいた。

̐ʙ̒年生

えを書く活動をߟ事の಺༰についてࣗ෼なりのه˓

　ੵΈ重Ͷたことで、書く಺༰が少しずつ಺༰にഭ

　るものに変わってきた。 また、༑達ಉ࢜でߟえ

　のڞ有をਤったことで、಺༰に対する深まりが出

　てきた。 新聞の情報の多さにಡΉことが೉しい

　と感じる児童もいたが、社会Պや国ޠՊと関連さ

　ͤながら活動をすることで新聞を活用した学習が

　より深まることが෼かった。

࡯ߟ　̐

　ＮＩＥ実践、ॳ年度ということでまずは「新聞」に

਌しΉためのऔり૊Έを教৬һ間でڞ௨理解をਤり

ながら進めてߦったことがྑかった。 児童にとって

新聞は身ۙなものではແいため、まず௿学年は新聞

の໘നさや有用性をମ感さͤることが必要だとߟえ

た。 また、高学年は新聞ه事に対する感じ方やଊ

え方は人ͦれͧれであるため、ͦれをڞ有化し、༑

達とのߟえ方のҧいに気෇かͤる活動をऔりೖれた。

　ＮＩＥタイϜを日課にҐஔ෇けたことにより、活動

にऔり૊Ή時間が֬อされ、教ࢣも޻෉しながら児

童に෇けたい力を෇けることができていた。

　また、̍人 台̍端末を活用したことで、児童一人

一人がࣗ෼のऔり૊ΈをポートフΥϦオとして஝ੵし

ていけるので、ৼりฦる際にも有ޮであった。

̑　·ͱΊ

　本年度、ＮＩＥ推進実践校のࢦ定をडけたことに

より、なͥࠓ、「新聞」なのかということについてࢦ

ಋする教ࢣଆがߟえるよいきっかけとなった。 のࠓ

子供たちにٻめられる力は社会にଘࡏする๲大な情

報の中から、必要な情報やਖ਼しい情報をऔࣺબ୒

し、活用する力である。 の΄とΜどがインͦ、ࡏݱ

ターネットを௨じたものであるが、実際に৴པ性の

ある情報は「新聞」のようにෳ਺の目によるݫしい

νΣックをܦてきたものであることを子供たちに理解

さͤたい。 また、ه事をಡΈ解く情報活用能力を

෇けるために、次年度は国ޠՊの活動と関連෇け

た授࡞ۀりを推進していく。

朝のＮＩＥタイムを通して新聞を身近なものに
横芝光町立日吉小学校　　石井　浩人
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̍　͸͡Ίʹ

　本校はྩ࿨̐年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実践

校のࢦ定をडけており、本年度がॳ年度のऔり૊

Έとなる。 本校ではྩ࿨元年より̏ 年間、国ޠՊ

のڀݚをߦってきており、「主ମ的・対話的で深い

学ͼ」の実ݱに޲けた授ۀվળを目ඪに、日々औり

૊Μできた。 ߟࢥにೖる前は、本校の児童はڀݚ

力や判断力、表ݱ力等に課題があり、ࣗ෼のߟえ

をもったりจষに表ݱしたりすることにۤख意ࣝをも

つ児童が多くいた。 しかし、ڀݚにおいてޠݴ活

動をऔりೖれた授ۀづくりを進めてߦく中で、書く

活動をੵΈ重Ͷてきたことにより఍߅なくࣗ ෼のߟ

えを表ͤるようになってきた。

　この成Ռを基にして、「新聞」というあらΏる෼野

の情報を໢ཏした、৴པ性の高いϝディアをಡΈ解

き、ࣗ෼ごととしてߟえを深めることで、社会΁の

関৺を高めたりられる児童を育成するため、まずॳ

年度は、児童が新聞を身ۙに感じられるようなڥ؀

の੔උと、ि1ճの新聞を活用した活動の時間（ＮＩ

ＥタイϜ）をઃ定し、新聞に৮れるػ会を推進して

いきたいとߟえる。

̎　࣮ફঢ়گ

　【日課へのＮＩＥタイムの導入】

　本校はே、ొ校してからの̎̌ ෼間をಡ書タイϜ・

学習タイϜとҐஔ෇けている。 本年度より໦༵日の

ேを「ＮＩＥタイϜ」とҐஔ෇け、ͦの時間に新聞を

活用したऔり૊Έを実践してߦくこととした。

【ＮＩＥ推進に向けた話し合いの実施】

　本年度、̎学期から新聞ߪಡを࢝めるにあたり、

ՆٳΈ中にＮＩＥタイϜのऔり૊Έに際して、ͦの಺

༰をどうするか話し߹いをもった。 ௿・中・高での

達成目ඪをどうするか、また、ͦのためにはどのよ

うなऔり૊Έがద౰かを話し߹った。 ͦの中で、

ීஈ、新聞に৮れるػ会のない子供たちが新聞に

৮れたり、਌しΜだりする活動を中৺に進めるとい

う方޲性が見えてきた。 また、ࡢ年度から̍ 人 台̍

端末の活用が推進されているので、関連さͤていく

こととした。

【ＮＩＥタイムでの各学年の具体的な取り組み】

１年生

˓新聞ه事をಡΜでかたかな୳しや、クイズ࡞り、

　஌らなかった事やはじめて஌ったことにઢを引く

　活動。

２年生

˓新聞ه事の意味や໘നさをਖ਼しく理解するため

　に、ه事の಺༰を࢖ってクイズ࡞りをしたり、ݴ

　葉集めをしたりする活動。

３年生

˓新聞の಺༰について、気になったจষやΩー

　ワードにઢを引き、ͦこについて発表したり、ࣗ

　෼のߟえを఻えたりする活動。

４～６年生

˓̍ 人 台̍端末を用いて、୲೚がબΜだ新聞ه事を

　TFaNTに౤ߘし、ͦのه事をಡΜで、要໿した

りࣗ෼ のߟえを書 いたりする 。 ͦの上で 、

　TFaNTのコϝントػ能を利用してߟえをڞ有した

　り、意見を఻え߹ったりする活動。

̏　݁Ռ

年̍生

˓௿学年はه事をಡΉことが೉しいため、ಡΈ聞

　かͤをするとจষにڵ味をもつことができた。 ま

　た、動෺やࣗવに関する಺༰のه事を提ࣔする

　と意ཉ的にऔり૊Ήことができた。

̎年生

事の಺༰を̍ه˓ 年生よりも೉しいものをબΜだこ

　とで、よりจষをಡもうとする意ཉが༙いている

　ようだった。 教ࢣからの࣭問やクイズを用意した

　ことで、ه事をڵ味深くಡΉ児童が多くいた。

̏年生

˓世の中のχϡースや、஌らなかった事が書かれて

　いる新聞ه事をಡΉことに意ཉ的にऔり૊Ή࢟が

　見られた。 新聞ه事の໘നさに気෇き、新聞ࣗ

　ମをಡΜでΈたいとڵ味をもつ児童もいた。

̐ʙ̒年生

えを書く活動をߟ事の಺༰についてࣗ෼なりのه˓

　ੵΈ重Ͷたことで、書く಺༰が少しずつ಺༰にഭ

　るものに変わってきた。 また、༑達ಉ࢜でߟえ

　のڞ有をਤったことで、಺༰に対する深まりが出

　てきた。 新聞の情報の多さにಡΉことが೉しい

　と感じる児童もいたが、社会Պや国ޠՊと関連さ

　ͤながら活動をすることで新聞を活用した学習が

　より深まることが෼かった。

࡯ߟ　̐

　ＮＩＥ実践、ॳ年度ということでまずは「新聞」に

਌しΉためのऔり૊Έを教৬һ間でڞ௨理解をਤり

ながら進めてߦったことがྑかった。 児童にとって

新聞は身ۙなものではແいため、まず௿学年は新聞

の໘നさや有用性をମ感さͤることが必要だとߟえ

た。 また、高学年は新聞ه事に対する感じ方やଊ

え方は人ͦれͧれであるため、ͦれをڞ有化し、༑

達とのߟえ方のҧいに気෇かͤる活動をऔりೖれた。

　ＮＩＥタイϜを日課にҐஔ෇けたことにより、活動

にऔり૊Ή時間が֬อされ、教ࢣも޻෉しながら児

童に෇けたい力を෇けることができていた。

　また、̍人 台̍端末を活用したことで、児童一人

一人がࣗ෼のऔり૊ΈをポートフΥϦオとして஝ੵし

ていけるので、ৼりฦる際にも有ޮであった。

̑　·ͱΊ

　本年度、ＮＩＥ推進実践校のࢦ定をडけたことに

より、なͥࠓ、「新聞」なのかということについてࢦ

ಋする教ࢣଆがߟえるよいきっかけとなった。 のࠓ

子供たちにٻめられる力は社会にଘࡏする๲大な情

報の中から、必要な情報やਖ਼しい情報をऔࣺબ୒

し、活用する力である。 の΄とΜどがインͦ、ࡏݱ

ターネットを௨じたものであるが、実際に৴པ性の

ある情報は「新聞」のようにෳ਺の目によるݫしい

νΣックをܦてきたものであることを子供たちに理解

さͤたい。 また、ه事をಡΈ解く情報活用能力を

෇けるために、次年度は国ޠՊの活動と関連෇け

た授࡞ۀりを推進していく。

朝のＮＩＥタイムを通して新聞を身近なものに
横芝光町立日吉小学校　　石井　浩人

̍　͸͡Ίʹ

　本校はྩ࿨̐年度からの̎年間、ＮＩＥ推進実践

校のࢦ定をडけており、本年度がॳ年度のऔり૊

Έとなる。 本校ではྩ࿨元年より̏ 年間、国ޠՊ

のڀݚをߦってきており、「主ମ的・対話的で深い

学ͼ」の実ݱに޲けた授ۀվળを目ඪに、日々औり

૊Μできた。 ߟࢥにೖる前は、本校の児童はڀݚ

力や判断力、表ݱ力等に課題があり、ࣗ෼のߟえ

をもったりจষに表ݱしたりすることにۤख意ࣝをも

つ児童が多くいた。 しかし、ڀݚにおいてޠݴ活

動をऔりೖれた授ۀづくりを進めてߦく中で、書く

活動をੵΈ重Ͷてきたことにより఍߅なくࣗ ෼のߟ

えを表ͤるようになってきた。

　この成Ռを基にして、「新聞」というあらΏる෼野

の情報を໢ཏした、৴པ性の高いϝディアをಡΈ解

き、ࣗ෼ごととしてߟえを深めることで、社会΁の

関৺を高めたりられる児童を育成するため、まずॳ

年度は、児童が新聞を身ۙに感じられるようなڥ؀

の੔උと、ि1ճの新聞を活用した活動の時間（ＮＩ

ＥタイϜ）をઃ定し、新聞に৮れるػ会を推進して

いきたいとߟえる。

̎　࣮ફঢ়گ

　【日課へのＮＩＥタイムの導入】

　本校はே、ొ校してからの̎̌ ෼間をಡ書タイϜ・

学習タイϜとҐஔ෇けている。 本年度より໦༵日の

ேを「ＮＩＥタイϜ」とҐஔ෇け、ͦの時間に新聞を

活用したऔり૊Έを実践してߦくこととした。

【ＮＩＥ推進に向けた話し合いの実施】

　本年度、̎学期から新聞ߪಡを࢝めるにあたり、

ՆٳΈ中にＮＩＥタイϜのऔり૊Έに際して、ͦの಺

༰をどうするか話し߹いをもった。 ௿・中・高での

達成目ඪをどうするか、また、ͦのためにはどのよ

うなऔり૊Έがద౰かを話し߹った。 ͦの中で、

ීஈ、新聞に৮れるػ会のない子供たちが新聞に

৮れたり、਌しΜだりする活動を中৺に進めるとい

う方޲性が見えてきた。 また、ࡢ年度から̍ 人 台̍

端末の活用が推進されているので、関連さͤていく

こととした。

【ＮＩＥタイムでの各学年の具体的な取り組み】

１年生

˓新聞ه事をಡΜでかたかな୳しや、クイズ࡞り、

　஌らなかった事やはじめて஌ったことにઢを引く

　活動。

２年生

˓新聞ه事の意味や໘നさをਖ਼しく理解するため

　に、ه事の಺༰を࢖ってクイズ࡞りをしたり、ݴ

　葉集めをしたりする活動。

３年生

˓新聞の಺༰について、気になったจষやΩー

　ワードにઢを引き、ͦこについて発表したり、ࣗ

　෼のߟえを఻えたりする活動。

４～６年生

˓̍ 人 台̍端末を用いて、୲೚がબΜだ新聞ه事を

　TFaNTに౤ߘし、ͦのه事をಡΜで、要໿した

りࣗ෼ のߟえを書 いたりする 。 ͦの上で 、

　TFaNTのコϝントػ能を利用してߟえをڞ有した

　り、意見を఻え߹ったりする活動。

̏　݁Ռ

年̍生

˓௿学年はه事をಡΉことが೉しいため、ಡΈ聞

　かͤをするとจষにڵ味をもつことができた。 ま

　た、動෺やࣗવに関する಺༰のه事を提ࣔする

　と意ཉ的にऔり૊Ήことができた。

̎年生

事の಺༰を̍ه˓ 年生よりも೉しいものをબΜだこ

　とで、よりจষをಡもうとする意ཉが༙いている

　ようだった。 教ࢣからの࣭問やクイズを用意した

　ことで、ه事をڵ味深くಡΉ児童が多くいた。

̏年生

˓世の中のχϡースや、஌らなかった事が書かれて

　いる新聞ه事をಡΉことに意ཉ的にऔり૊Ή࢟が

　見られた。 新聞ه事の໘നさに気෇き、新聞ࣗ

　ମをಡΜでΈたいとڵ味をもつ児童もいた。

̐ʙ̒年生

えを書く活動をߟ事の಺༰についてࣗ෼なりのه˓

　ੵΈ重Ͷたことで、書く಺༰が少しずつ಺༰にഭ

　るものに変わってきた。 また、༑達ಉ࢜でߟえ

　のڞ有をਤったことで、಺༰に対する深まりが出

　てきた。 新聞の情報の多さにಡΉことが೉しい

　と感じる児童もいたが、社会Պや国ޠՊと関連さ

　ͤながら活動をすることで新聞を活用した学習が

　より深まることが෼かった。

࡯ߟ　̐

　ＮＩＥ実践、ॳ年度ということでまずは「新聞」に

਌しΉためのऔり૊Έを教৬һ間でڞ௨理解をਤり

ながら進めてߦったことがྑかった。 児童にとって

新聞は身ۙなものではແいため、まず௿学年は新聞

の໘നさや有用性をମ感さͤることが必要だとߟえ

た。 また、高学年は新聞ه事に対する感じ方やଊ

え方は人ͦれͧれであるため、ͦれをڞ有化し、༑

達とのߟえ方のҧいに気෇かͤる活動をऔりೖれた。

　ＮＩＥタイϜを日課にҐஔ෇けたことにより、活動

にऔり૊Ή時間が֬อされ、教ࢣも޻෉しながら児

童に෇けたい力を෇けることができていた。

　また、̍人 台̍端末を活用したことで、児童一人

一人がࣗ෼のऔり૊ΈをポートフΥϦオとして஝ੵし

ていけるので、ৼりฦる際にも有ޮであった。

̑　·ͱΊ

　本年度、ＮＩＥ推進実践校のࢦ定をडけたことに

より、なͥࠓ、「新聞」なのかということについてࢦ

ಋする教ࢣଆがߟえるよいきっかけとなった。 のࠓ

子供たちにٻめられる力は社会にଘࡏする๲大な情

報の中から、必要な情報やਖ਼しい情報をऔࣺબ୒

し、活用する力である。 の΄とΜどがインͦ、ࡏݱ

ターネットを௨じたものであるが、実際に৴པ性の

ある情報は「新聞」のようにෳ਺の目によるݫしい

νΣックをܦてきたものであることを子供たちに理解

さͤたい。 また、ه事をಡΈ解く情報活用能力を

෇けるために、次年度は国ޠՊの活動と関連෇け

た授࡞ۀりを推進していく。

【１･２年生】

【３～６年】
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̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ࠓ年度から̎年間、ＮＩＥ推進実践校と

してのࢦ定をडけ、ॳ年度のऔ૊となる。

　本校の実ଶとしては、新聞をऔっている家庭は多

くなく、ීஈから新聞をಡΜでいる児童は少ない。

ಡΜでいる児童についても、テϨϏ൪૊表やスポー

ツ໘、ۙ࠷の話題というように、ڵ味のある಺༰だ

けಡΉことが多いようである。 新聞については、

とϚ「಺༰が೉しͦう」「大人がಡΉ෺」「が多いࣈ」

イナスなイϝージが多かった。 一方で、「̠̤ ̢̙̤

̤新聞はֆやࣸਅがたくさΜあってಡΈたくなる」と

いう意見もあった。

　ͦこで、まずॳ年度は児童が新聞を身ۙな෺とし

て感じ、खにऔってಡΜでΈたいとࢥえるきっかけ

を༩えられるようにしたいとߟえた。

̎　࣮ફঢ়گʢର৅ɿ̏೥ੜʗूձҕһձʣ

（１） 新聞に親しむ活動

　ීஈ新聞に৮れるػ会の少ない児童が、新聞΁

のڵ味をもつことができるよう、਌しΈをもちやす

い「ಡച̠̤ ̢̙̤̤新聞」を࢖うことにした。

ᶃ「一൪大きいจࣈを୳ ʂͤ」ᶄ「新聞（一ൠࢴ）と̠

̢̤̙̤̤新聞のҧいを̏ つ以上୳ ʂͤ」ᶅ「一൪ڵ

味のあるه事を঺հͤよʂ」という̏ つの「新聞ミッ

シϣン」を課した。

　ᶃでは、ࣈମやଠさのҧいがあることや、৭෼

け・ғΈがあることなどに気෇いた。 ಛ௃的な部

෼は、ه事の前に୹いݴ葉で書かれているというこ

とに気෇くこともできた。 ͦれが、「見出し」とݺば

れるものであることを֬ೝした。 見出しに注目して

いる児童が多くいたことが෼かった。

　ᶄでは、ಡΈԾ໊や৭、൪૊表の有ແ、จࣈの

਺ྔ、ه事の಺༰など、様 な々ҧいに気෇いた。

　ᶅでは、ڵ味によってه事を୳してબͿことがで

き、༑達のબΜだه事もಡΜでΈたいという気࣋ち

をもつことができた。

　また、ࢉ਺で学習した๮άラフや一ສをこえる਺

が、新聞の中にたくさΜ表れていることに気෇き、

どΜどΜ୳す࢟が見られた。

　これらの実践を௨して、児童が新聞΁の਌しΈ

をもち、少しでも「ಡΜでΈたいʂ」という気࣋ちが

ժ生えることにつながった。 さらには、「ࣗ෼たちで

も新聞が書けるかなʁ」「ಡΉだけじΌなくて書いて

Έたいな。」という書く意ཉももつことができた。

（２） 新聞を書く活動

　ಡΉだけではなく、書きたいというࢥいをडけ、

実際に新聞を書いて発৴する活動をߦった。

　̏年生ஈ֊では、まだ新聞のߏ଄について授ۀ

でѻっていない。 ͦのため、「見出し」と「トップه

事」のೋつにয఺を౰てて、書く活動をߦった。 　

　見出しは、ه事の఻えたいことが一目で෼かる෺

ものであり、様々な޻෉がڽらしてあるということ

は、前ड़（̍）の௨りである。 ճはಛに見出しにࠓ

力をೖれ、ه事の఻えたい಺༰が一目で෼かり、

かつಡ者にಡΜでΈたいとࢥわͤられるような見出

しをߟえてからࣥචさͤた。 ฤ集会議では、一つの

え、༑達と協力しߟ事に対してೋʙ三つの見出しをه

ながらよりよい見出しをݕ౼・決定していくようにし

た。「こっちの見出しの方が఻わりやすいͶ。」「もう少

し୹いݴ葉にしたらどうかな。」「トップه事だから、

目立たͤる޻෉をしよう。」などと、ه事に対する見

出しの重要性を感じながらऔり૊Ήことができた。

（３） 委員会による壁新聞

　集会ҕһ会がߦ事やقઅに߹わͤてน新聞を࡞

る活動をߦった。 う֊ஈや࢖৔ॴは児童がよくࣔܝ

ঢ߱ޱ෇ۙにしたことで、多くの児童の目にཹまる

ことになり、新聞に৮れるػ会を増やすことにつな

がった。

̏　࣮ફͷ݁Ռʙ࡯ߟ　

った。新聞ߦ年度は̏年生での実践を中৺にࠓ　

について、国ޠの学習ではまだະ習であるが、日ࠒ

からのऔ૊として教ࣨに新聞コーナーをઃけ、主に

̠̤ ̢̙̤̤新聞を活用したことにより新聞に਌しΉ

ことができ、ߋに書きたいという意ཉをもって主ମ

的に活動できた。また、ະ習というஈ֊を踏まえて

新聞のߏ଄には深ೖりͤず、「見出し」と「トップ

事」にし΅って書いてきたことで、新聞を書くこه

と΁のෛ୲もܰݮできたようにࢥう。

　課題としては、国ޠやࢉ਺の学習においては活用

の見௨しがもてたが、ଞ教Պにおいてはあまり活用

にࢸらなかったことである。学年に応じて、様 な々

教Պで活用していくことをݕޙࠓ౼していきたい。

　ҕһ会での活動は、新聞について学習している̑ ・

̒年生が中৺となるので、Ϩイアウトや಺༰にも޻

෉がなされ、શ校に発৴するよいػ会となった。

̐　·ͱΊ　

　新聞に৮れるػ会が少なかった児童に、ڵ味を

もたͤ、広げる活動ができたことは大きな成Ռであ

る。དྷ年度は実践̎年目として、発৴する活動と、

ଞ教Պにおける活用に重఺をおいてऔり૊Μでいき

たい。

新聞に親しみ、広げる活動
千葉市立磯辺第三小学校　　五十嵐　裕一
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̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ࠓ年度から̎年間、ＮＩＥ推進実践校と

してのࢦ定をडけ、ॳ年度のऔ૊となる。

　本校の実ଶとしては、新聞をऔっている家庭は多

くなく、ීஈから新聞をಡΜでいる児童は少ない。

ಡΜでいる児童についても、テϨϏ൪૊表やスポー

ツ໘、ۙ࠷の話題というように、ڵ味のある಺༰だ

けಡΉことが多いようである。 新聞については、

とϚ「಺༰が೉しͦう」「大人がಡΉ෺」「が多いࣈ」

イナスなイϝージが多かった。 一方で、「̠̤ ̢̙̤

̤新聞はֆやࣸਅがたくさΜあってಡΈたくなる」と

いう意見もあった。

　ͦこで、まずॳ年度は児童が新聞を身ۙな෺とし

て感じ、खにऔってಡΜでΈたいとࢥえるきっかけ

を༩えられるようにしたいとߟえた。

̎　࣮ફঢ়گʢର৅ɿ̏೥ੜʗूձҕһձʣ

（１） 新聞に親しむ活動

　ීஈ新聞に৮れるػ会の少ない児童が、新聞΁

のڵ味をもつことができるよう、਌しΈをもちやす

い「ಡച̠̤ ̢̙̤̤新聞」を࢖うことにした。

ᶃ「一൪大きいจࣈを୳ ʂͤ」ᶄ「新聞（一ൠࢴ）と̠

̢̤̙̤̤新聞のҧいを̏ つ以上୳ ʂͤ」ᶅ「一൪ڵ

味のあるه事を঺հͤよʂ」という̏ つの「新聞ミッ

シϣン」を課した。

　ᶃでは、ࣈମやଠさのҧいがあることや、৭෼

け・ғΈがあることなどに気෇いた。 ಛ௃的な部

෼は、ه事の前に୹いݴ葉で書かれているというこ

とに気෇くこともできた。 ͦれが、「見出し」とݺば

れるものであることを֬ೝした。 見出しに注目して

いる児童が多くいたことが෼かった。

　ᶄでは、ಡΈԾ໊や৭、൪૊表の有ແ、จࣈの

਺ྔ、ه事の಺༰など、様 な々ҧいに気෇いた。

　ᶅでは、ڵ味によってه事を୳してબͿことがで

き、༑達のબΜだه事もಡΜでΈたいという気࣋ち

をもつことができた。

　また、ࢉ਺で学習した๮άラフや一ສをこえる਺

が、新聞の中にたくさΜ表れていることに気෇き、

どΜどΜ୳す࢟が見られた。

　これらの実践を௨して、児童が新聞΁の਌しΈ

をもち、少しでも「ಡΜでΈたいʂ」という気࣋ちが

ժ生えることにつながった。 さらには、「ࣗ෼たちで

も新聞が書けるかなʁ」「ಡΉだけじΌなくて書いて

Έたいな。」という書く意ཉももつことができた。

（２） 新聞を書く活動

　ಡΉだけではなく、書きたいというࢥいをडけ、

実際に新聞を書いて発৴する活動をߦった。

　̏年生ஈ֊では、まだ新聞のߏ଄について授ۀ

でѻっていない。 ͦのため、「見出し」と「トップه

事」のೋつにয఺を౰てて、書く活動をߦった。 　

　見出しは、ه事の఻えたいことが一目で෼かる෺

ものであり、様々な޻෉がڽらしてあるということ

は、前ड़（̍）の௨りである。 ճはಛに見出しにࠓ

力をೖれ、ه事の఻えたい಺༰が一目で෼かり、

かつಡ者にಡΜでΈたいとࢥわͤられるような見出

しをߟえてからࣥචさͤた。 ฤ集会議では、一つの

え、༑達と協力しߟ事に対してೋʙ三つの見出しをه

ながらよりよい見出しをݕ౼・決定していくようにし

た。「こっちの見出しの方が఻わりやすいͶ。」「もう少

し୹いݴ葉にしたらどうかな。」「トップه事だから、

目立たͤる޻෉をしよう。」などと、ه事に対する見

出しの重要性を感じながらऔり૊Ήことができた。

（３） 委員会による壁新聞

　集会ҕһ会がߦ事やقઅに߹わͤてน新聞を࡞

る活動をߦった。 う֊ஈや࢖৔ॴは児童がよくࣔܝ

ঢ߱ޱ෇ۙにしたことで、多くの児童の目にཹまる

ことになり、新聞に৮れるػ会を増やすことにつな

がった。

̏　࣮ફͷ݁Ռʙ࡯ߟ　

った。新聞ߦ年度は̏年生での実践を中৺にࠓ　

について、国ޠの学習ではまだະ習であるが、日ࠒ

からのऔ૊として教ࣨに新聞コーナーをઃけ、主に

̠̤ ̢̙̤̤新聞を活用したことにより新聞に਌しΉ

ことができ、ߋに書きたいという意ཉをもって主ମ

的に活動できた。また、ະ習というஈ֊を踏まえて

新聞のߏ଄には深ೖりͤず、「見出し」と「トップ

事」にし΅って書いてきたことで、新聞を書くこه

と΁のෛ୲もܰݮできたようにࢥう。

　課題としては、国ޠやࢉ਺の学習においては活用

の見௨しがもてたが、ଞ教Պにおいてはあまり活用

にࢸらなかったことである。学年に応じて、様 な々

教Պで活用していくことをݕޙࠓ౼していきたい。

　ҕһ会での活動は、新聞について学習している̑ ・

̒年生が中৺となるので、Ϩイアウトや಺༰にも޻

෉がなされ、શ校に発৴するよいػ会となった。

̐　·ͱΊ　

　新聞に৮れるػ会が少なかった児童に、ڵ味を

もたͤ、広げる活動ができたことは大きな成Ռであ

る。དྷ年度は実践̎年目として、発৴する活動と、

ଞ教Պにおける活用に重఺をおいてऔり૊Μでいき

たい。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ࠓ年度から̎年間、ＮＩＥ推進実践校と

してのࢦ定をडけ、ॳ年度のऔ૊となる。

　本校の実ଶとしては、新聞をऔっている家庭は多

くなく、ීஈから新聞をಡΜでいる児童は少ない。

ಡΜでいる児童についても、テϨϏ൪૊表やスポー

ツ໘、ۙ࠷の話題というように、ڵ味のある಺༰だ

けಡΉことが多いようである。 新聞については、

とϚ「಺༰が೉しͦう」「大人がಡΉ෺」「が多いࣈ」

イナスなイϝージが多かった。 一方で、「̠̤ ̢̙̤

̤新聞はֆやࣸਅがたくさΜあってಡΈたくなる」と

いう意見もあった。

　ͦこで、まずॳ年度は児童が新聞を身ۙな෺とし

て感じ、खにऔってಡΜでΈたいとࢥえるきっかけ

を༩えられるようにしたいとߟえた。

̎　࣮ફঢ়گʢର৅ɿ̏೥ੜʗूձҕһձʣ

（１） 新聞に親しむ活動

　ීஈ新聞に৮れるػ会の少ない児童が、新聞΁

のڵ味をもつことができるよう、਌しΈをもちやす

い「ಡച̠̤ ̢̙̤̤新聞」を࢖うことにした。

ᶃ「一൪大きいจࣈを୳ ʂͤ」ᶄ「新聞（一ൠࢴ）と̠

̢̤̙̤̤新聞のҧいを̏ つ以上୳ ʂͤ」ᶅ「一൪ڵ

味のあるه事を঺հͤよʂ」という̏ つの「新聞ミッ

シϣン」を課した。

　ᶃでは、ࣈମやଠさのҧいがあることや、৭෼

け・ғΈがあることなどに気෇いた。 ಛ௃的な部

෼は、ه事の前に୹いݴ葉で書かれているというこ

とに気෇くこともできた。 ͦれが、「見出し」とݺば

れるものであることを֬ೝした。 見出しに注目して

いる児童が多くいたことが෼かった。

　ᶄでは、ಡΈԾ໊や৭、൪૊表の有ແ、จࣈの

਺ྔ、ه事の಺༰など、様 な々ҧいに気෇いた。

　ᶅでは、ڵ味によってه事を୳してબͿことがで

き、༑達のબΜだه事もಡΜでΈたいという気࣋ち

をもつことができた。

　また、ࢉ਺で学習した๮άラフや一ສをこえる਺

が、新聞の中にたくさΜ表れていることに気෇き、

どΜどΜ୳す࢟が見られた。

　これらの実践を௨して、児童が新聞΁の਌しΈ

をもち、少しでも「ಡΜでΈたいʂ」という気࣋ちが

ժ生えることにつながった。 さらには、「ࣗ෼たちで

も新聞が書けるかなʁ」「ಡΉだけじΌなくて書いて

Έたいな。」という書く意ཉももつことができた。

（２） 新聞を書く活動

　ಡΉだけではなく、書きたいというࢥいをडけ、

実際に新聞を書いて発৴する活動をߦった。

　̏年生ஈ֊では、まだ新聞のߏ଄について授ۀ

でѻっていない。 ͦのため、「見出し」と「トップه

事」のೋつにয఺を౰てて、書く活動をߦった。 　

　見出しは、ه事の఻えたいことが一目で෼かる෺

ものであり、様々な޻෉がڽらしてあるということ

は、前ड़（̍）の௨りである。 ճはಛに見出しにࠓ

力をೖれ、ه事の఻えたい಺༰が一目で෼かり、

かつಡ者にಡΜでΈたいとࢥわͤられるような見出

しをߟえてからࣥචさͤた。 ฤ集会議では、一つの

え、༑達と協力しߟ事に対してೋʙ三つの見出しをه

ながらよりよい見出しをݕ౼・決定していくようにし

た。「こっちの見出しの方が఻わりやすいͶ。」「もう少

し୹いݴ葉にしたらどうかな。」「トップه事だから、

目立たͤる޻෉をしよう。」などと、ه事に対する見

出しの重要性を感じながらऔり૊Ήことができた。

（３） 委員会による壁新聞

　集会ҕһ会がߦ事やقઅに߹わͤてน新聞を࡞

る活動をߦった。 う֊ஈや࢖৔ॴは児童がよくࣔܝ

ঢ߱ޱ෇ۙにしたことで、多くの児童の目にཹまる

ことになり、新聞に৮れるػ会を増やすことにつな

がった。

̏　࣮ફͷ݁Ռʙ࡯ߟ　

った。新聞ߦ年度は̏年生での実践を中৺にࠓ　

について、国ޠの学習ではまだະ習であるが、日ࠒ

からのऔ૊として教ࣨに新聞コーナーをઃけ、主に

̠̤ ̢̙̤̤新聞を活用したことにより新聞に਌しΉ

ことができ、ߋに書きたいという意ཉをもって主ମ

的に活動できた。また、ະ習というஈ֊を踏まえて

新聞のߏ଄には深ೖりͤず、「見出し」と「トップ

事」にし΅って書いてきたことで、新聞を書くこه

と΁のෛ୲もܰݮできたようにࢥう。

　課題としては、国ޠやࢉ਺の学習においては活用

の見௨しがもてたが、ଞ教Պにおいてはあまり活用

にࢸらなかったことである。学年に応じて、様 な々

教Պで活用していくことをݕޙࠓ౼していきたい。

　ҕһ会での活動は、新聞について学習している̑ ・

̒年生が中৺となるので、Ϩイアウトや಺༰にも޻

෉がなされ、શ校に発৴するよいػ会となった。

̐　·ͱΊ　

　新聞に৮れるػ会が少なかった児童に、ڵ味を

もたͤ、広げる活動ができたことは大きな成Ռであ

る。དྷ年度は実践̎年目として、発৴する活動と、

ଞ教Պにおける活用に重఺をおいてऔり૊Μでいき

たい。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ࠓ年度から̎年間、ＮＩＥ推進実践校と

してのࢦ定をडけ、ॳ年度のऔ૊となる。

　本校の実ଶとしては、新聞をऔっている家庭は多

くなく、ීஈから新聞をಡΜでいる児童は少ない。

ಡΜでいる児童についても、テϨϏ൪૊表やスポー

ツ໘、ۙ࠷の話題というように、ڵ味のある಺༰だ

けಡΉことが多いようである。 新聞については、

とϚ「಺༰が೉しͦう」「大人がಡΉ෺」「が多いࣈ」

イナスなイϝージが多かった。 一方で、「̠̤ ̢̙̤

̤新聞はֆやࣸਅがたくさΜあってಡΈたくなる」と

いう意見もあった。

　ͦこで、まずॳ年度は児童が新聞を身ۙな෺とし

て感じ、खにऔってಡΜでΈたいとࢥえるきっかけ

を༩えられるようにしたいとߟえた。

̎　࣮ફঢ়گʢର৅ɿ̏೥ੜʗूձҕһձʣ

（１） 新聞に親しむ活動

　ීஈ新聞に৮れるػ会の少ない児童が、新聞΁

のڵ味をもつことができるよう、਌しΈをもちやす

い「ಡച̠̤ ̢̙̤̤新聞」を࢖うことにした。

ᶃ「一൪大きいจࣈを୳ ʂͤ」ᶄ「新聞（一ൠࢴ）と̠

̢̤̙̤̤新聞のҧいを̏ つ以上୳ ʂͤ」ᶅ「一൪ڵ

味のあるه事を঺հͤよʂ」という̏ つの「新聞ミッ

シϣン」を課した。

　ᶃでは、ࣈମやଠさのҧいがあることや、৭෼

け・ғΈがあることなどに気෇いた。 ಛ௃的な部

෼は、ه事の前に୹いݴ葉で書かれているというこ

とに気෇くこともできた。 ͦれが、「見出し」とݺば

れるものであることを֬ೝした。 見出しに注目して

いる児童が多くいたことが෼かった。

　ᶄでは、ಡΈԾ໊や৭、൪૊表の有ແ、จࣈの

਺ྔ、ه事の಺༰など、様 な々ҧいに気෇いた。

　ᶅでは、ڵ味によってه事を୳してબͿことがで

き、༑達のબΜだه事もಡΜでΈたいという気࣋ち

をもつことができた。

　また、ࢉ਺で学習した๮άラフや一ສをこえる਺

が、新聞の中にたくさΜ表れていることに気෇き、

どΜどΜ୳す࢟が見られた。

　これらの実践を௨して、児童が新聞΁の਌しΈ

をもち、少しでも「ಡΜでΈたいʂ」という気࣋ちが

ժ生えることにつながった。 さらには、「ࣗ෼たちで

も新聞が書けるかなʁ」「ಡΉだけじΌなくて書いて

Έたいな。」という書く意ཉももつことができた。

（２） 新聞を書く活動

　ಡΉだけではなく、書きたいというࢥいをडけ、

実際に新聞を書いて発৴する活動をߦった。

　̏年生ஈ֊では、まだ新聞のߏ଄について授ۀ

でѻっていない。 ͦのため、「見出し」と「トップه

事」のೋつにয఺を౰てて、書く活動をߦった。 　

　見出しは、ه事の఻えたいことが一目で෼かる෺

ものであり、様々な޻෉がڽらしてあるということ

は、前ड़（̍）の௨りである。 ճはಛに見出しにࠓ

力をೖれ、ه事の఻えたい಺༰が一目で෼かり、

かつಡ者にಡΜでΈたいとࢥわͤられるような見出

しをߟえてからࣥචさͤた。 ฤ集会議では、一つの

え、༑達と協力しߟ事に対してೋʙ三つの見出しをه

ながらよりよい見出しをݕ౼・決定していくようにし

た。「こっちの見出しの方が఻わりやすいͶ。」「もう少

し୹いݴ葉にしたらどうかな。」「トップه事だから、

目立たͤる޻෉をしよう。」などと、ه事に対する見

出しの重要性を感じながらऔり૊Ήことができた。

（３） 委員会による壁新聞

　集会ҕһ会がߦ事やقઅに߹わͤてน新聞を࡞

る活動をߦった。 う֊ஈや࢖৔ॴは児童がよくࣔܝ

ঢ߱ޱ෇ۙにしたことで、多くの児童の目にཹまる

ことになり、新聞に৮れるػ会を増やすことにつな

がった。

̏　࣮ફͷ݁Ռʙ࡯ߟ　

った。新聞ߦ年度は̏年生での実践を中৺にࠓ　

について、国ޠの学習ではまだະ習であるが、日ࠒ

からのऔ૊として教ࣨに新聞コーナーをઃけ、主に

̠̤ ̢̙̤̤新聞を活用したことにより新聞に਌しΉ

ことができ、ߋに書きたいという意ཉをもって主ମ

的に活動できた。また、ະ習というஈ֊を踏まえて

新聞のߏ଄には深ೖりͤず、「見出し」と「トップ

事」にし΅って書いてきたことで、新聞を書くこه

と΁のෛ୲もܰݮできたようにࢥう。

　課題としては、国ޠやࢉ਺の学習においては活用

の見௨しがもてたが、ଞ教Պにおいてはあまり活用

にࢸらなかったことである。学年に応じて、様 な々

教Պで活用していくことをݕޙࠓ౼していきたい。

　ҕһ会での活動は、新聞について学習している̑ ・

̒年生が中৺となるので、Ϩイアウトや಺༰にも޻

෉がなされ、શ校に発৴するよいػ会となった。

̐　·ͱΊ　

　新聞に৮れるػ会が少なかった児童に、ڵ味を

もたͤ、広げる活動ができたことは大きな成Ռであ

る。དྷ年度は実践̎年目として、発৴する活動と、

ଞ教Պにおける活用に重఺をおいてऔり૊Μでいき

たい。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ࠓ年度から̎年間、ＮＩＥ推進実践校と

してのࢦ定をडけ、ॳ年度のऔ૊となる。

　本校の実ଶとしては、新聞をऔっている家庭は多

くなく、ීஈから新聞をಡΜでいる児童は少ない。

ಡΜでいる児童についても、テϨϏ൪૊表やスポー

ツ໘、ۙ࠷の話題というように、ڵ味のある಺༰だ

けಡΉことが多いようである。 新聞については、

とϚ「಺༰が೉しͦう」「大人がಡΉ෺」「が多いࣈ」

イナスなイϝージが多かった。 一方で、「̠̤ ̢̙̤

̤新聞はֆやࣸਅがたくさΜあってಡΈたくなる」と

いう意見もあった。

　ͦこで、まずॳ年度は児童が新聞を身ۙな෺とし

て感じ、खにऔってಡΜでΈたいとࢥえるきっかけ

を༩えられるようにしたいとߟえた。

̎　࣮ફঢ়گʢର৅ɿ̏೥ੜʗूձҕһձʣ

（１） 新聞に親しむ活動

　ීஈ新聞に৮れるػ会の少ない児童が、新聞΁

のڵ味をもつことができるよう、਌しΈをもちやす

い「ಡച̠̤ ̢̙̤̤新聞」を࢖うことにした。

ᶃ「一൪大きいจࣈを୳ ʂͤ」ᶄ「新聞（一ൠࢴ）と̠

̢̤̙̤̤新聞のҧいを̏ つ以上୳ ʂͤ」ᶅ「一൪ڵ

味のあるه事を঺հͤよʂ」という̏ つの「新聞ミッ

シϣン」を課した。

　ᶃでは、ࣈମやଠさのҧいがあることや、৭෼

け・ғΈがあることなどに気෇いた。 ಛ௃的な部

෼は、ه事の前に୹いݴ葉で書かれているというこ

とに気෇くこともできた。 ͦれが、「見出し」とݺば

れるものであることを֬ೝした。 見出しに注目して

いる児童が多くいたことが෼かった。

　ᶄでは、ಡΈԾ໊や৭、൪૊表の有ແ、จࣈの

਺ྔ、ه事の಺༰など、様 な々ҧいに気෇いた。

　ᶅでは、ڵ味によってه事を୳してબͿことがで

き、༑達のબΜだه事もಡΜでΈたいという気࣋ち

をもつことができた。

　また、ࢉ਺で学習した๮άラフや一ສをこえる਺

が、新聞の中にたくさΜ表れていることに気෇き、

どΜどΜ୳す࢟が見られた。

　これらの実践を௨して、児童が新聞΁の਌しΈ

をもち、少しでも「ಡΜでΈたいʂ」という気࣋ちが

ժ生えることにつながった。 さらには、「ࣗ෼たちで

も新聞が書けるかなʁ」「ಡΉだけじΌなくて書いて

Έたいな。」という書く意ཉももつことができた。

（２） 新聞を書く活動

　ಡΉだけではなく、書きたいというࢥいをडけ、

実際に新聞を書いて発৴する活動をߦった。

　̏年生ஈ֊では、まだ新聞のߏ଄について授ۀ

でѻっていない。 ͦのため、「見出し」と「トップه

事」のೋつにয఺を౰てて、書く活動をߦった。 　

　見出しは、ه事の఻えたいことが一目で෼かる෺

ものであり、様々な޻෉がڽらしてあるということ

は、前ड़（̍）の௨りである。 ճはಛに見出しにࠓ

力をೖれ、ه事の఻えたい಺༰が一目で෼かり、

かつಡ者にಡΜでΈたいとࢥわͤられるような見出

しをߟえてからࣥචさͤた。 ฤ集会議では、一つの

え、༑達と協力しߟ事に対してೋʙ三つの見出しをه

ながらよりよい見出しをݕ౼・決定していくようにし

た。「こっちの見出しの方が఻わりやすいͶ。」「もう少

し୹いݴ葉にしたらどうかな。」「トップه事だから、

目立たͤる޻෉をしよう。」などと、ه事に対する見

出しの重要性を感じながらऔり૊Ήことができた。

（３） 委員会による壁新聞

　集会ҕһ会がߦ事やقઅに߹わͤてน新聞を࡞

る活動をߦった。 う֊ஈや࢖৔ॴは児童がよくࣔܝ

ঢ߱ޱ෇ۙにしたことで、多くの児童の目にཹまる

ことになり、新聞に৮れるػ会を増やすことにつな

がった。

̏　࣮ફͷ݁Ռʙ࡯ߟ　

った。新聞ߦ年度は̏年生での実践を中৺にࠓ　

について、国ޠの学習ではまだະ習であるが、日ࠒ

からのऔ૊として教ࣨに新聞コーナーをઃけ、主に

̠̤ ̢̙̤̤新聞を活用したことにより新聞に਌しΉ

ことができ、ߋに書きたいという意ཉをもって主ମ

的に活動できた。また、ະ習というஈ֊を踏まえて

新聞のߏ଄には深ೖりͤず、「見出し」と「トップ

事」にし΅って書いてきたことで、新聞を書くこه

と΁のෛ୲もܰݮできたようにࢥう。

　課題としては、国ޠやࢉ਺の学習においては活用

の見௨しがもてたが、ଞ教Պにおいてはあまり活用

にࢸらなかったことである。学年に応じて、様 な々

教Պで活用していくことをݕޙࠓ౼していきたい。

　ҕһ会での活動は、新聞について学習している̑ ・

̒年生が中৺となるので、Ϩイアウトや಺༰にも޻

෉がなされ、શ校に発৴するよいػ会となった。

̐　·ͱΊ　

　新聞に৮れるػ会が少なかった児童に、ڵ味を

もたͤ、広げる活動ができたことは大きな成Ռであ

る。དྷ年度は実践̎年目として、発৴する活動と、

ଞ教Պにおける活用に重఺をおいてऔり૊Μでいき

たい。

̍　͸͡Ίʹ

　本校はＮＩＥ実践校̎年目である。 学校のݚम

の三本பの一つとしてҐஔづけた。 年̍目はઌ生方

もＮＩＥ活動がॳめてで意ࣝがബかったが、̎年目

はＮＩＥݚमを年間ܭըにҐஔづけることにより、

ઌ生方の意ࣝが高まった様子が見られた。 また、

する「いっしょにಡも࠵年度は日本新聞協会が主ࠓ

うʂ新聞コンクール」にશ校でऔり૊Ήことができた

ことが大きな成Ռだった。

̎　࣮ફঢ়گ

（１） 新聞コーナーの設置

の新ڈ年度ಉ様、ਤ書ࣨに新聞を഑Սし、աࡢ　

聞はࢿ料として活用できるように、新聞社ごとにコ

ンテナを用意し、ストックできるようにした。 また、

̍֊の֊ஈ下෇ۙにはＮＩＥઐ用のϗワイトボードを

ઃஔし、生徒にಡΜで΄しいه事や໘നͦうなه事

をࣔܝした。 生徒が௨るとこΖなので、ࣔܝした

。がよく見られた࢟事をಡΜでいるه

　また、ࠓ年度は৬һࣨ಺のϗワイトボードにもઌ

生方にಡΜで΄しいه事や授ۀで࢖えͦ うなه事を

。したࣔܝ ઌ生方のＮＩＥ΁のऔり૊Έのきっかけ

になればとߟえた。

（２） 事前アンケート

ᶃ家庭での新聞ߪಡ状況

ˋಡしているʜ56ߪ・　

ˋಡしていないʜ44ߪ・　

ᶄߪಡ家庭での状況

　・ຖ日ಡΉʜ̏ ˋ

　・時々ಡΉʜ38ˋ

　・΄とΜどಡまないʜ21̀

　・શくಡまないʜ38ˋ

ᶅ新聞をಡΉことは必要かʁ

　・必要であるʜ67ˋ

　・必要でないʜ33ˋ

。ಡしていない生徒もճ౴ߪ˞　

ʲಡΉ必要がある理༝ʳ

　・ಡΉ力を身に෇けることができ、ษڧに໾立つ

　　から。

　・ਖ਼֬な情報をಘることができるから。

　・テϨϏやスϚϗなどଞのखஈでも情報はಘられ

　　るが、新聞のように一໘に様々な話題がࡌって

　　いてͦれからಡΈऔることが大੾だとࢥうか

　　ら。

　・新聞をಡΉことによって、஌らなかったことを

　　もっと஌ることができるから。

　・インターネットなど୭でも書きࠐめるものよりਅ

　　実のՄ能性が高いし、ੲからのจ化だからಡ

　　Μだ方がよいとࢥう。

。急事ଶの時に໾に立つからۓ・　

　・社会のྲྀれについていくため。

ʲಡΉ必要がない理༝ʳ

　・携ଳなどでௐ΂ればχϡースの情報もಘられる

　　から。

　・インターネットやテϨϏの方が؆୯に見られるし、

　　新聞をಡΉにはおۚがかかるから。

（３）授業での取り組み

ᶃ 年̍国ޠ

「新聞活用のಋೖで新聞に関するクイズを出題」

　・ಉ日ಉࢴの13൛と14൛の一໘を提ࣔしてҧいを

　見つけさͤ、なͥҧうのかをߟえさͤる。

　・ಉ日の਺ࢴの一໘を見ൺ΂さͤ、ಉじχϡース

　　なのにࣸਅや見出しのϨイアウトがҧうことに

　　ついてߟえさͤる。

　・新聞のインクのݪ料やカラーについての出題。

。の新聞とੲの新聞のҧいについての出題ࠓ・　

　家庭で新聞をߪಡしていない生徒もいるので、こ

の時ॳめて新聞に৮れる生徒もいた。 クイズ形ࣜ

で授ۀを進めたので、生徒たちはڵ味・関৺をもっ

て授ۀに参加することができた。  「もっと஌りたい。

ಡΜでΈたい。」と感૝をड़΂る生徒もいた。

ᶄ 年̍国ޠ

「フΝミϦーフΥーカス」

　ౙٳΈの課題として「フΝミϦーフΥーカス」をߦっ

た。 基本は「いっしょにಡもうʂ新聞コンクール」と

ಉ様で、家଒と̍つのه事をಡΈ߹い、意見ަྲྀ

をする活動である。  ̖̏のワークシートを用意し、

ͦこに気になるه事をスクラップする。 ͦのه事に

ついてࣗ෼の意見だけではなく、家଒でಡΈ߹った

人の意見も書いてもらい、ߟえ方を広めたり、深め

たりすることをͶらいとした。 提出された課題には

様々なه事があり、家଒としっかりとಡΈ߹ってい

る様子がうかがえた。

ᶅ̍、̎年国ޠ

「コラϜのࣸࢹ」

　̍、̎年の国ޠのே学習でコラϜのࣸࢹをߦっ

た。 教ࢣが生徒にಡΜで΄しいコラϜをબ୒しワー

クシートを࡞成した。

ʲࣸࢹのखॱʳ

　・コラϜをಡΜで印象に࢒ったとこΖにઢを引く。

。の֬ೝをする۟ޠ・　

。をするࣸࢹ・　

　・見出しをつける。

　・感૝や意見を書く。

　 年̍生はಡΜだり、書いたりするのに時間がかかっ

ていたが、ঃ々に活動が速くなってきた。またݸ人

ࠩがあるが、感૝や意見も深いものになってきた。

ᶆ̏年国ޠ

「社આのಡΈൺ΂」

教Պ書（教育出൛）に「社આをൺֱする」という題ࡐ

があるのでຖ年実践している。 教Պ書の社આをಋೖ

として活用し、実際のಡΈൺ΂は新聞から୳した。

　2022年̐月̍日にվਖ਼民法がߦࢪされ、成人年

齢が20ࡀから18ࡀに引き下げられた。 ͦれに関す

る社આが֤ࡌܝࢴされた。 ͦの中でൺֱ的ಡΈや

すく、ൺ΂やすいຖ日新聞（2022�1�9）とಡച新聞

（2022�3�31）を࢖用した。 ࣗ෼事としてߟえられる

テーϚの社આをऔり上げることにより、学習が実生活

΁と生かͤるようになればྑいとߟえた。 生徒がڵ

味・関৺がもてるような社આをબΜだことにより、ੵ

。が見られた࢟えたりするߟ的にௐ΂たり、ಡΜでۃ

ᶇ̏年国ޠ

「コラϜのಡΈൺ΂」

　ຖ年元୴のコラϜをಡΈൺ΂る授ۀをߦってい

る。 どの新聞も元୴のコラϜは一年を見௨しての

テーϚで書かれている。 ͦれをಡΜで気になるとこ

Ζや印象に࢒ったとこΖにઢを引き、コラϜの見出

しをߟえる。 ͦしてどのコラϜが一൪元୴に;さわ

しいかをબͼ、ͦのࠜڌもड़΂さͤた。 બͿコラ

Ϝは人ͦれͧれだが、ࠜڌをきちΜと明֬にしてબ

Μでいる様子がうかがえた。

ᶈ̏年社会

「一໘のಡΈൺ΂」

　ެ民的෼野の教Պ書（教育出൛）に「ެ民にアプ

ローνʙϝディアを活用しよう」というެ民の学習の

ಋೖϖージがあり、ͦこで新聞の一໘のಡΈൺ΂を

。ったߦ ಉじ新聞社のಉ日の新聞ه事でも、஍Ҭ

によって一໘のه事がҧうことを実感してもらうた

め、χϡースύーク（日本新聞ത෺ؗ）の「新聞ത෺

ؗ学習Ωット」を活用した。 ಉ日のશ国ࢴ18ࢴ、ϒ

ロックࢴ・஍方ࢴを60ࢴ、ӳࢴࣈ・ઐ໳ࢴ・スポー

ツࢴを22ࢴૹってもらった。

　授ۀでの活用だけではなく、しばらくਤ書ࣨに展

ࣔし、୭もがಡめるようにした。 新聞のछྨの多さ

を目の౰たりにし、ڻいている生徒もいた。

ᶉ̎年૯߹

　̨̙ ̜͂ の学習で新聞を活用した。 まず、出前

授ۀで千葉県立成ా国際高等学校教་のੴໟ一࿠

ઌ生とே日新聞౦ژ本社の༡ܙࠤඒ子さΜをটい

てカードήーϜと新聞を࢖って̨̙ ̜͂ のಋೖ授ۀを

。ったߦ 生徒たちは̨̙ ̜͂ についてָしΈなが

ら、ߟえながら授ۀに参加していた。

　ͦのޙ、新聞ه事から気になるه事をऩ集し、̨

̙̜͂ のスクラップ新聞を࡞成した。 事を集めるه

際には教ࢣのॿݴだけではなく、生徒ಉ࢜がアド

όイスし߹ってऩ集している様子が見られた。 成׬

した新聞をಡΈ߹うことで、様 な々ه事に৮れߟえ

を深めることができた。

　૯߹的な学習の時間で学Μだことを生かして、̎

年生の国ޠの授ۀで̨̙ ̜͂ に関する౤書จを書く

授ۀをߦった。 教Պԣ断型の学ͼとしても成Ռを上

げることができた。

（４）全校での取り組み

ᶃ「いっしょにಡもうʂ新聞コンクール」に応ื

年度はશ校で「いっしょにಡもうʂ新聞コンクーࠓ　

ル」に応ืした。 月̓にコンクールの応ืの࢓方に

ついてઆ明し、ՆٳΈの課題とした。 新聞をߪಡ

していない家庭は学校でه事をબͼ用ࢴにష෇し

た。 いΖいΖな新聞をखにऔりه事をಡΜでいる

。が見られた࢟ ̏年生の生徒が໊̍࠷終৹ࠪまで

。り、༏ल৆をड৆することができた࢒ また、学

校も঑ྭ৆をいただけた。

ᶄࠓ年の10大χϡースをߟえる

　12月に日本の10大χϡース、ւ֎の10大χϡース

をه事をಡΈながらߟえ、新聞社に応ืした。

̏　੒Ռͱ՝୊

˓֤教ՊྖҬの年間ܭըとরらし߹わͤて、ܭը

　的に新聞を活用した学習を進めることができた。

　また、新聞活用を௨して教Պ・ྖҬのԣ断的な

　学習を推進することができた。ྫえば、̎年生の

　出前授ۀでは、̨ ̙̜͂ だけではなく、ΩϟϦア

　教育や社会Պ的な学習の要素もؚまれている。

　ͦして、૯߹的な学習の時間ではスクラップ新聞

　を࡞成したが、ಉ時に国ޠの授ۀでࣗ෼がௐ΂

　たテーϚの౤書จを書く学習をߦった。

˓新聞からどのような情報をऩ集するかを学Ϳとき

　にಡΈൺ΂をしてߟえを深める࢟が見られた。

˓教Պ書教ࡐよりもڵ味・関৺をもってऔり૊Ή࢟

　が見られた。

　˝本校はඇৗࢣߨۈ等の授ۀも多いので、શて

　　の教Պで新聞を活用するのは೉しい。

　˝実践校を֎れたޙのऔり૊Έが೉しい。

　　（ਤ書ࣨに഑උする新聞がないため。）

̐　तٴ࡯ߟͼ·ͱΊ

　実践校̎年目で̍年目よりはઌ生方のＮＩＥ΁の

ೝ஌度やऔり૊Ή意ࣝが高まったようにࢥえる。年

度౰ॳにＮＩＥݚमを年間ܭըに૊ΈࠐΜでもら

い、ઌ生方が実践しやすいようࢿ料を࡞成し、୭で

も新聞が活用できるようなڥ؀を੔えることを৺が

けた。ઌ生方が活用できるように৬һࣨに新聞コー

ナーをつくったことも成Ռの一つとしてあげられる。

だけではなく、日ৗ生活の中ۀは生徒が授ޙࠓ　

でも新聞をಡΉ習׳をつけさͤたい。ਤ書ࣨの新

聞や新聞コーナーのه事をಡΉ生徒はݶられてい

る。もっと新聞をಡΈたいとࢥわͤるようなֻ࢓け

が必要であると௧感した。ࠓ年度の൓লを生かし、

次年度は課題がクϦアできることを目ࢦしたい。

思考力・判断力・表現力の育成
～新聞を活用した主体的・協働的な学びを通して～
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̍　͸͡Ίʹ

　本校はＮＩＥ実践校̎年目である。 学校のݚम

の三本பの一つとしてҐஔづけた。 年̍目はઌ生方

もＮＩＥ活動がॳめてで意ࣝがബかったが、̎年目

はＮＩＥݚमを年間ܭըにҐஔづけることにより、

ઌ生方の意ࣝが高まった様子が見られた。 また、

する「いっしょにಡも࠵年度は日本新聞協会が主ࠓ

うʂ新聞コンクール」にશ校でऔり૊Ήことができた

ことが大きな成Ռだった。

̎　࣮ફঢ়گ

（１） 新聞コーナーの設置

の新ڈ年度ಉ様、ਤ書ࣨに新聞を഑Սし、աࡢ　

聞はࢿ料として活用できるように、新聞社ごとにコ

ンテナを用意し、ストックできるようにした。 また、

̍֊の֊ஈ下෇ۙにはＮＩＥઐ用のϗワイトボードを

ઃஔし、生徒にಡΜで΄しいه事や໘നͦうなه事

をࣔܝした。 生徒が௨るとこΖなので、ࣔܝした

。がよく見られた࢟事をಡΜでいるه

　また、ࠓ年度は৬һࣨ಺のϗワイトボードにもઌ

生方にಡΜで΄しいه事や授ۀで࢖えͦ うなه事を

。したࣔܝ ઌ生方のＮＩＥ΁のऔり૊Έのきっかけ

になればとߟえた。

（２） 事前アンケート

ᶃ家庭での新聞ߪಡ状況

ˋಡしているʜ56ߪ・　

ˋಡしていないʜ44ߪ・　

ᶄߪಡ家庭での状況

　・ຖ日ಡΉʜ̏ ˋ

　・時々ಡΉʜ38ˋ

　・΄とΜどಡまないʜ21̀

　・શくಡまないʜ38ˋ

ᶅ新聞をಡΉことは必要かʁ

　・必要であるʜ67ˋ

　・必要でないʜ33ˋ

。ಡしていない生徒もճ౴ߪ˞　

ʲಡΉ必要がある理༝ʳ

　・ಡΉ力を身に෇けることができ、ษڧに໾立つ

　　から。

　・ਖ਼֬な情報をಘることができるから。

　・テϨϏやスϚϗなどଞのखஈでも情報はಘられ

　　るが、新聞のように一໘に様々な話題がࡌって

　　いてͦれからಡΈऔることが大੾だとࢥうか

　　ら。

　・新聞をಡΉことによって、஌らなかったことを

　　もっと஌ることができるから。

　・インターネットなど୭でも書きࠐめるものよりਅ

　　実のՄ能性が高いし、ੲからのจ化だからಡ

　　Μだ方がよいとࢥう。

。急事ଶの時に໾に立つからۓ・　

　・社会のྲྀれについていくため。

ʲಡΉ必要がない理༝ʳ

　・携ଳなどでௐ΂ればχϡースの情報もಘられる

　　から。

　・インターネットやテϨϏの方が؆୯に見られるし、

　　新聞をಡΉにはおۚがかかるから。

（３）授業での取り組み

ᶃ 年̍国ޠ

「新聞活用のಋೖで新聞に関するクイズを出題」

　・ಉ日ಉࢴの13൛と14൛の一໘を提ࣔしてҧいを

　見つけさͤ、なͥҧうのかをߟえさͤる。

　・ಉ日の਺ࢴの一໘を見ൺ΂さͤ、ಉじχϡース

　　なのにࣸਅや見出しのϨイアウトがҧうことに

　　ついてߟえさͤる。

　・新聞のインクのݪ料やカラーについての出題。

。の新聞とੲの新聞のҧいについての出題ࠓ・　

　家庭で新聞をߪಡしていない生徒もいるので、こ

の時ॳめて新聞に৮れる生徒もいた。 クイズ形ࣜ

で授ۀを進めたので、生徒たちはڵ味・関৺をもっ

て授ۀに参加することができた。  「もっと஌りたい。

ಡΜでΈたい。」と感૝をड़΂る生徒もいた。

ᶄ 年̍国ޠ

「フΝミϦーフΥーカス」

　ౙٳΈの課題として「フΝミϦーフΥーカス」をߦっ

た。 基本は「いっしょにಡもうʂ新聞コンクール」と

ಉ様で、家଒と̍つのه事をಡΈ߹い、意見ަྲྀ

をする活動である。  ̖̏のワークシートを用意し、

ͦこに気になるه事をスクラップする。 ͦのه事に

ついてࣗ෼の意見だけではなく、家଒でಡΈ߹った

人の意見も書いてもらい、ߟえ方を広めたり、深め

たりすることをͶらいとした。 提出された課題には

様々なه事があり、家଒としっかりとಡΈ߹ってい

る様子がうかがえた。

ᶅ̍、̎年国ޠ

「コラϜのࣸࢹ」

　̍、̎年の国ޠのே学習でコラϜのࣸࢹをߦっ

た。 教ࢣが生徒にಡΜで΄しいコラϜをબ୒しワー

クシートを࡞成した。

ʲࣸࢹのखॱʳ

　・コラϜをಡΜで印象に࢒ったとこΖにઢを引く。

。の֬ೝをする۟ޠ・　

。をするࣸࢹ・　

　・見出しをつける。

　・感૝や意見を書く。

　 年̍生はಡΜだり、書いたりするのに時間がかかっ

ていたが、ঃ々に活動が速くなってきた。またݸ人

ࠩがあるが、感૝や意見も深いものになってきた。

ᶆ̏年国ޠ

「社આのಡΈൺ΂」

教Պ書（教育出൛）に「社આをൺֱする」という題ࡐ

があるのでຖ年実践している。 教Պ書の社આをಋೖ

として活用し、実際のಡΈൺ΂は新聞から୳した。

　2022年̐月̍日にվਖ਼民法がߦࢪされ、成人年

齢が20ࡀから18ࡀに引き下げられた。 ͦれに関す

る社આが֤ࡌܝࢴされた。 ͦの中でൺֱ的ಡΈや

すく、ൺ΂やすいຖ日新聞（2022�1�9）とಡച新聞

（2022�3�31）を࢖用した。 ࣗ෼事としてߟえられる

テーϚの社આをऔり上げることにより、学習が実生活

΁と生かͤるようになればྑいとߟえた。 生徒がڵ

味・関৺がもてるような社આをબΜだことにより、ੵ

。が見られた࢟えたりするߟ的にௐ΂たり、ಡΜでۃ

ᶇ̏年国ޠ

「コラϜのಡΈൺ΂」

　ຖ年元୴のコラϜをಡΈൺ΂る授ۀをߦってい

る。 どの新聞も元୴のコラϜは一年を見௨しての

テーϚで書かれている。 ͦれをಡΜで気になるとこ

Ζや印象に࢒ったとこΖにઢを引き、コラϜの見出

しをߟえる。 ͦしてどのコラϜが一൪元୴に;さわ

しいかをબͼ、ͦのࠜڌもड़΂さͤた。 બͿコラ

Ϝは人ͦれͧれだが、ࠜڌをきちΜと明֬にしてબ

Μでいる様子がうかがえた。

ᶈ̏年社会

「一໘のಡΈൺ΂」

　ެ民的෼野の教Պ書（教育出൛）に「ެ民にアプ

ローνʙϝディアを活用しよう」というެ民の学習の

ಋೖϖージがあり、ͦこで新聞の一໘のಡΈൺ΂を

。ったߦ ಉじ新聞社のಉ日の新聞ه事でも、஍Ҭ

によって一໘のه事がҧうことを実感してもらうた

め、χϡースύーク（日本新聞ത෺ؗ）の「新聞ത෺

ؗ学習Ωット」を活用した。 ಉ日のશ国ࢴ18ࢴ、ϒ

ロックࢴ・஍方ࢴを60ࢴ、ӳࢴࣈ・ઐ໳ࢴ・スポー

ツࢴを22ࢴૹってもらった。

　授ۀでの活用だけではなく、しばらくਤ書ࣨに展

ࣔし、୭もがಡめるようにした。 新聞のछྨの多さ

を目の౰たりにし、ڻいている生徒もいた。

ᶉ̎年૯߹

　̨̙ ̜͂ の学習で新聞を活用した。 まず、出前

授ۀで千葉県立成ా国際高等学校教་のੴໟ一࿠

ઌ生とே日新聞౦ژ本社の༡ܙࠤඒ子さΜをটい

てカードήーϜと新聞を࢖って̨̙ ̜͂ のಋೖ授ۀを

。ったߦ 生徒たちは̨̙ ̜͂ についてָしΈなが

ら、ߟえながら授ۀに参加していた。

　ͦのޙ、新聞ه事から気になるه事をऩ集し、̨

̙̜͂ のスクラップ新聞を࡞成した。 事を集めるه

際には教ࢣのॿݴだけではなく、生徒ಉ࢜がアド

όイスし߹ってऩ集している様子が見られた。 成׬

した新聞をಡΈ߹うことで、様 な々ه事に৮れߟえ

を深めることができた。

　૯߹的な学習の時間で学Μだことを生かして、̎

年生の国ޠの授ۀで̨̙ ̜͂ に関する౤書จを書く

授ۀをߦった。 教Պԣ断型の学ͼとしても成Ռを上

げることができた。

（４）全校での取り組み

ᶃ「いっしょにಡもうʂ新聞コンクール」に応ื

年度はશ校で「いっしょにಡもうʂ新聞コンクーࠓ　

ル」に応ืした。 月̓にコンクールの応ืの࢓方に

ついてઆ明し、ՆٳΈの課題とした。 新聞をߪಡ

していない家庭は学校でه事をબͼ用ࢴにష෇し

た。 いΖいΖな新聞をखにऔりه事をಡΜでいる

。が見られた࢟ ̏年生の生徒が໊̍࠷終৹ࠪまで

。り、༏ल৆をड৆することができた࢒ また、学

校も঑ྭ৆をいただけた。

ᶄࠓ年の10大χϡースをߟえる

　12月に日本の10大χϡース、ւ֎の10大χϡース

をه事をಡΈながらߟえ、新聞社に応ืした。

̏　੒Ռͱ՝୊

˓֤教ՊྖҬの年間ܭըとরらし߹わͤて、ܭը

　的に新聞を活用した学習を進めることができた。

　また、新聞活用を௨して教Պ・ྖҬのԣ断的な

　学習を推進することができた。ྫえば、̎年生の

　出前授ۀでは、̨ ̙̜͂ だけではなく、ΩϟϦア

　教育や社会Պ的な学習の要素もؚまれている。

　ͦして、૯߹的な学習の時間ではスクラップ新聞

　を࡞成したが、ಉ時に国ޠの授ۀでࣗ෼がௐ΂

　たテーϚの౤書จを書く学習をߦった。

˓新聞からどのような情報をऩ集するかを学Ϳとき

　にಡΈൺ΂をしてߟえを深める࢟が見られた。

˓教Պ書教ࡐよりもڵ味・関৺をもってऔり૊Ή࢟

　が見られた。

　˝本校はඇৗࢣߨۈ等の授ۀも多いので、શて

　　の教Պで新聞を活用するのは೉しい。

　˝実践校を֎れたޙのऔり૊Έが೉しい。

　　（ਤ書ࣨに഑උする新聞がないため。）

̐　तٴ࡯ߟͼ·ͱΊ

　実践校̎年目で̍年目よりはઌ生方のＮＩＥ΁の

ೝ஌度やऔり૊Ή意ࣝが高まったようにࢥえる。年

度౰ॳにＮＩＥݚमを年間ܭըに૊ΈࠐΜでもら

い、ઌ生方が実践しやすいようࢿ料を࡞成し、୭で

も新聞が活用できるようなڥ؀を੔えることを৺が

けた。ઌ生方が活用できるように৬һࣨに新聞コー

ナーをつくったことも成Ռの一つとしてあげられる。

だけではなく、日ৗ生活の中ۀは生徒が授ޙࠓ　

でも新聞をಡΉ習׳をつけさͤたい。ਤ書ࣨの新

聞や新聞コーナーのه事をಡΉ生徒はݶられてい

る。もっと新聞をಡΈたいとࢥわͤるようなֻ࢓け

が必要であると௧感した。ࠓ年度の൓লを生かし、

次年度は課題がクϦアできることを目ࢦしたい。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校はＮＩＥ実践校̎年目である。 学校のݚम

の三本பの一つとしてҐஔづけた。 年̍目はઌ生方

もＮＩＥ活動がॳめてで意ࣝがബかったが、̎年目

はＮＩＥݚमを年間ܭըにҐஔづけることにより、

ઌ生方の意ࣝが高まった様子が見られた。 また、

する「いっしょにಡも࠵年度は日本新聞協会が主ࠓ

うʂ新聞コンクール」にશ校でऔり૊Ήことができた

ことが大きな成Ռだった。

̎　࣮ફঢ়گ

（１） 新聞コーナーの設置

の新ڈ年度ಉ様、ਤ書ࣨに新聞を഑Սし、աࡢ　

聞はࢿ料として活用できるように、新聞社ごとにコ

ンテナを用意し、ストックできるようにした。 また、

̍֊の֊ஈ下෇ۙにはＮＩＥઐ用のϗワイトボードを

ઃஔし、生徒にಡΜで΄しいه事や໘നͦうなه事

をࣔܝした。 生徒が௨るとこΖなので、ࣔܝした

。がよく見られた࢟事をಡΜでいるه

　また、ࠓ年度は৬һࣨ಺のϗワイトボードにもઌ

生方にಡΜで΄しいه事や授ۀで࢖えͦ うなه事を

。したࣔܝ ઌ生方のＮＩＥ΁のऔり૊Έのきっかけ

になればとߟえた。

（２） 事前アンケート

ᶃ家庭での新聞ߪಡ状況

ˋಡしているʜ56ߪ・　

ˋಡしていないʜ44ߪ・　

ᶄߪಡ家庭での状況

　・ຖ日ಡΉʜ̏ ˋ

　・時々ಡΉʜ38ˋ

　・΄とΜどಡまないʜ21̀

　・શくಡまないʜ38ˋ

ᶅ新聞をಡΉことは必要かʁ

　・必要であるʜ67ˋ

　・必要でないʜ33ˋ

。ಡしていない生徒もճ౴ߪ˞　

ʲಡΉ必要がある理༝ʳ

　・ಡΉ力を身に෇けることができ、ษڧに໾立つ

　　から。

　・ਖ਼֬な情報をಘることができるから。

　・テϨϏやスϚϗなどଞのखஈでも情報はಘられ

　　るが、新聞のように一໘に様々な話題がࡌって

　　いてͦれからಡΈऔることが大੾だとࢥうか

　　ら。

　・新聞をಡΉことによって、஌らなかったことを

　　もっと஌ることができるから。

　・インターネットなど୭でも書きࠐめるものよりਅ

　　実のՄ能性が高いし、ੲからのจ化だからಡ

　　Μだ方がよいとࢥう。

。急事ଶの時に໾に立つからۓ・　

　・社会のྲྀれについていくため。

ʲಡΉ必要がない理༝ʳ

　・携ଳなどでௐ΂ればχϡースの情報もಘられる

　　から。

　・インターネットやテϨϏの方が؆୯に見られるし、

　　新聞をಡΉにはおۚがかかるから。

（３）授業での取り組み

ᶃ 年̍国ޠ

「新聞活用のಋೖで新聞に関するクイズを出題」

　・ಉ日ಉࢴの13൛と14൛の一໘を提ࣔしてҧいを

　見つけさͤ、なͥҧうのかをߟえさͤる。

　・ಉ日の਺ࢴの一໘を見ൺ΂さͤ、ಉじχϡース

　　なのにࣸਅや見出しのϨイアウトがҧうことに

　　ついてߟえさͤる。

　・新聞のインクのݪ料やカラーについての出題。

。の新聞とੲの新聞のҧいについての出題ࠓ・　

　家庭で新聞をߪಡしていない生徒もいるので、こ

の時ॳめて新聞に৮れる生徒もいた。 クイズ形ࣜ

で授ۀを進めたので、生徒たちはڵ味・関৺をもっ

て授ۀに参加することができた。  「もっと஌りたい。

ಡΜでΈたい。」と感૝をड़΂る生徒もいた。

ᶄ 年̍国ޠ

「フΝミϦーフΥーカス」

　ౙٳΈの課題として「フΝミϦーフΥーカス」をߦっ

た。 基本は「いっしょにಡもうʂ新聞コンクール」と

ಉ様で、家଒と̍つのه事をಡΈ߹い、意見ަྲྀ

をする活動である。  ̖̏のワークシートを用意し、

ͦこに気になるه事をスクラップする。 ͦのه事に

ついてࣗ෼の意見だけではなく、家଒でಡΈ߹った

人の意見も書いてもらい、ߟえ方を広めたり、深め

たりすることをͶらいとした。 提出された課題には

様々なه事があり、家଒としっかりとಡΈ߹ってい

る様子がうかがえた。

ᶅ̍、̎年国ޠ

「コラϜのࣸࢹ」

　̍、̎年の国ޠのே学習でコラϜのࣸࢹをߦっ

た。 教ࢣが生徒にಡΜで΄しいコラϜをબ୒しワー

クシートを࡞成した。

ʲࣸࢹのखॱʳ

　・コラϜをಡΜで印象に࢒ったとこΖにઢを引く。

。の֬ೝをする۟ޠ・　

。をするࣸࢹ・　

　・見出しをつける。

　・感૝や意見を書く。

　 年̍生はಡΜだり、書いたりするのに時間がかかっ

ていたが、ঃ々に活動が速くなってきた。またݸ人

ࠩがあるが、感૝や意見も深いものになってきた。

ᶆ̏年国ޠ

「社આのಡΈൺ΂」

教Պ書（教育出൛）に「社આをൺֱする」という題ࡐ

があるのでຖ年実践している。 教Պ書の社આをಋೖ

として活用し、実際のಡΈൺ΂は新聞から୳した。

　2022年̐月̍日にվਖ਼民法がߦࢪされ、成人年

齢が20ࡀから18ࡀに引き下げられた。 ͦれに関す

る社આが֤ࡌܝࢴされた。 ͦの中でൺֱ的ಡΈや

すく、ൺ΂やすいຖ日新聞（2022�1�9）とಡച新聞

（2022�3�31）を࢖用した。 ࣗ෼事としてߟえられる

テーϚの社આをऔり上げることにより、学習が実生活

΁と生かͤるようになればྑいとߟえた。 生徒がڵ

味・関৺がもてるような社આをબΜだことにより、ੵ

。が見られた࢟えたりするߟ的にௐ΂たり、ಡΜでۃ

ᶇ̏年国ޠ

「コラϜのಡΈൺ΂」

　ຖ年元୴のコラϜをಡΈൺ΂る授ۀをߦってい

る。 どの新聞も元୴のコラϜは一年を見௨しての

テーϚで書かれている。 ͦれをಡΜで気になるとこ

Ζや印象に࢒ったとこΖにઢを引き、コラϜの見出

しをߟえる。 ͦしてどのコラϜが一൪元୴に;さわ

しいかをબͼ、ͦのࠜڌもड़΂さͤた。 બͿコラ

Ϝは人ͦれͧれだが、ࠜڌをきちΜと明֬にしてબ

Μでいる様子がうかがえた。

ᶈ̏年社会

「一໘のಡΈൺ΂」

　ެ民的෼野の教Պ書（教育出൛）に「ެ民にアプ

ローνʙϝディアを活用しよう」というެ民の学習の

ಋೖϖージがあり、ͦこで新聞の一໘のಡΈൺ΂を

。ったߦ ಉじ新聞社のಉ日の新聞ه事でも、஍Ҭ

によって一໘のه事がҧうことを実感してもらうた

め、χϡースύーク（日本新聞ത෺ؗ）の「新聞ത෺

ؗ学習Ωット」を活用した。 ಉ日のશ国ࢴ18ࢴ、ϒ

ロックࢴ・஍方ࢴを60ࢴ、ӳࢴࣈ・ઐ໳ࢴ・スポー

ツࢴを22ࢴૹってもらった。

　授ۀでの活用だけではなく、しばらくਤ書ࣨに展

ࣔし、୭もがಡめるようにした。 新聞のछྨの多さ

を目の౰たりにし、ڻいている生徒もいた。

ᶉ̎年૯߹

　̨̙ ̜͂ の学習で新聞を活用した。 まず、出前

授ۀで千葉県立成ా国際高等学校教་のੴໟ一࿠

ઌ生とே日新聞౦ژ本社の༡ܙࠤඒ子さΜをটい

てカードήーϜと新聞を࢖って̨̙ ̜͂ のಋೖ授ۀを

。ったߦ 生徒たちは̨̙ ̜͂ についてָしΈなが

ら、ߟえながら授ۀに参加していた。

　ͦのޙ、新聞ه事から気になるه事をऩ集し、̨

̙̜͂ のスクラップ新聞を࡞成した。 事を集めるه

際には教ࢣのॿݴだけではなく、生徒ಉ࢜がアド

όイスし߹ってऩ集している様子が見られた。 成׬

した新聞をಡΈ߹うことで、様 な々ه事に৮れߟえ

を深めることができた。

　૯߹的な学習の時間で学Μだことを生かして、̎

年生の国ޠの授ۀで̨̙ ̜͂ に関する౤書จを書く

授ۀをߦった。 教Պԣ断型の学ͼとしても成Ռを上

げることができた。

（４）全校での取り組み

ᶃ「いっしょにಡもうʂ新聞コンクール」に応ื

年度はશ校で「いっしょにಡもうʂ新聞コンクーࠓ　

ル」に応ืした。 月̓にコンクールの応ืの࢓方に

ついてઆ明し、ՆٳΈの課題とした。 新聞をߪಡ

していない家庭は学校でه事をબͼ用ࢴにష෇し

た。 いΖいΖな新聞をखにऔりه事をಡΜでいる

。が見られた࢟ ̏年生の生徒が໊̍࠷終৹ࠪまで

。り、༏ल৆をड৆することができた࢒ また、学

校も঑ྭ৆をいただけた。

ᶄࠓ年の10大χϡースをߟえる

　12月に日本の10大χϡース、ւ֎の10大χϡース

をه事をಡΈながらߟえ、新聞社に応ืした。

̏　੒Ռͱ՝୊

˓֤教ՊྖҬの年間ܭըとরらし߹わͤて、ܭը

　的に新聞を活用した学習を進めることができた。

　また、新聞活用を௨して教Պ・ྖҬのԣ断的な

　学習を推進することができた。ྫえば、̎年生の

　出前授ۀでは、̨ ̙̜͂ だけではなく、ΩϟϦア

　教育や社会Պ的な学習の要素もؚまれている。

　ͦして、૯߹的な学習の時間ではスクラップ新聞

　を࡞成したが、ಉ時に国ޠの授ۀでࣗ෼がௐ΂

　たテーϚの౤書จを書く学習をߦった。

˓新聞からどのような情報をऩ集するかを学Ϳとき

　にಡΈൺ΂をしてߟえを深める࢟が見られた。

˓教Պ書教ࡐよりもڵ味・関৺をもってऔり૊Ή࢟

　が見られた。

　˝本校はඇৗࢣߨۈ等の授ۀも多いので、શて

　　の教Պで新聞を活用するのは೉しい。

　˝実践校を֎れたޙのऔり૊Έが೉しい。

　　（ਤ書ࣨに഑උする新聞がないため。）

̐　तٴ࡯ߟͼ·ͱΊ

　実践校̎年目で̍年目よりはઌ生方のＮＩＥ΁の

ೝ஌度やऔり૊Ή意ࣝが高まったようにࢥえる。年

度౰ॳにＮＩＥݚमを年間ܭըに૊ΈࠐΜでもら

い、ઌ生方が実践しやすいようࢿ料を࡞成し、୭で

も新聞が活用できるようなڥ؀を੔えることを৺が

けた。ઌ生方が活用できるように৬һࣨに新聞コー

ナーをつくったことも成Ռの一つとしてあげられる。

だけではなく、日ৗ生活の中ۀは生徒が授ޙࠓ　

でも新聞をಡΉ習׳をつけさͤたい。ਤ書ࣨの新

聞や新聞コーナーのه事をಡΉ生徒はݶられてい

る。もっと新聞をಡΈたいとࢥわͤるようなֻ࢓け

が必要であると௧感した。ࠓ年度の൓লを生かし、

次年度は課題がクϦアできることを目ࢦしたい。

̍　͸͡Ίʹ

　本校はＮＩＥ実践校̎年目である。 学校のݚम

の三本பの一つとしてҐஔづけた。 年̍目はઌ生方

もＮＩＥ活動がॳめてで意ࣝがബかったが、̎年目

はＮＩＥݚमを年間ܭըにҐஔづけることにより、

ઌ生方の意ࣝが高まった様子が見られた。 また、

する「いっしょにಡも࠵年度は日本新聞協会が主ࠓ

うʂ新聞コンクール」にશ校でऔり૊Ήことができた

ことが大きな成Ռだった。

̎　࣮ફঢ়گ

（１） 新聞コーナーの設置

の新ڈ年度ಉ様、ਤ書ࣨに新聞を഑Սし、աࡢ　

聞はࢿ料として活用できるように、新聞社ごとにコ

ンテナを用意し、ストックできるようにした。 また、

̍֊の֊ஈ下෇ۙにはＮＩＥઐ用のϗワイトボードを

ઃஔし、生徒にಡΜで΄しいه事や໘നͦうなه事

をࣔܝした。 生徒が௨るとこΖなので、ࣔܝした

。がよく見られた࢟事をಡΜでいるه

　また、ࠓ年度は৬һࣨ಺のϗワイトボードにもઌ

生方にಡΜで΄しいه事や授ۀで࢖えͦ うなه事を

。したࣔܝ ઌ生方のＮＩＥ΁のऔり૊Έのきっかけ

になればとߟえた。

（２） 事前アンケート

ᶃ家庭での新聞ߪಡ状況

ˋಡしているʜ56ߪ・　

ˋಡしていないʜ44ߪ・　

ᶄߪಡ家庭での状況

　・ຖ日ಡΉʜ̏ ˋ

　・時々ಡΉʜ38ˋ

　・΄とΜどಡまないʜ21̀

　・શくಡまないʜ38ˋ

ᶅ新聞をಡΉことは必要かʁ

　・必要であるʜ67ˋ

　・必要でないʜ33ˋ

。ಡしていない生徒もճ౴ߪ˞　

ʲಡΉ必要がある理༝ʳ

　・ಡΉ力を身に෇けることができ、ษڧに໾立つ

　　から。

　・ਖ਼֬な情報をಘることができるから。

　・テϨϏやスϚϗなどଞのखஈでも情報はಘられ

　　るが、新聞のように一໘に様々な話題がࡌって

　　いてͦれからಡΈऔることが大੾だとࢥうか

　　ら。

　・新聞をಡΉことによって、஌らなかったことを

　　もっと஌ることができるから。

　・インターネットなど୭でも書きࠐめるものよりਅ

　　実のՄ能性が高いし、ੲからのจ化だからಡ

　　Μだ方がよいとࢥう。

。急事ଶの時に໾に立つからۓ・　

　・社会のྲྀれについていくため。

ʲಡΉ必要がない理༝ʳ

　・携ଳなどでௐ΂ればχϡースの情報もಘられる

　　から。

　・インターネットやテϨϏの方が؆୯に見られるし、

　　新聞をಡΉにはおۚがかかるから。

（３）授業での取り組み

ᶃ 年̍国ޠ

「新聞活用のಋೖで新聞に関するクイズを出題」

　・ಉ日ಉࢴの13൛と14൛の一໘を提ࣔしてҧいを

　見つけさͤ、なͥҧうのかをߟえさͤる。

　・ಉ日の਺ࢴの一໘を見ൺ΂さͤ、ಉじχϡース

　　なのにࣸਅや見出しのϨイアウトがҧうことに

　　ついてߟえさͤる。

　・新聞のインクのݪ料やカラーについての出題。

。の新聞とੲの新聞のҧいについての出題ࠓ・　

　家庭で新聞をߪಡしていない生徒もいるので、こ

の時ॳめて新聞に৮れる生徒もいた。 クイズ形ࣜ

で授ۀを進めたので、生徒たちはڵ味・関৺をもっ

て授ۀに参加することができた。  「もっと஌りたい。

ಡΜでΈたい。」と感૝をड़΂る生徒もいた。

ᶄ 年̍国ޠ

「フΝミϦーフΥーカス」

　ౙٳΈの課題として「フΝミϦーフΥーカス」をߦっ

た。 基本は「いっしょにಡもうʂ新聞コンクール」と

ಉ様で、家଒と̍つのه事をಡΈ߹い、意見ަྲྀ

をする活動である。  ̖̏のワークシートを用意し、

ͦこに気になるه事をスクラップする。 ͦのه事に

ついてࣗ෼の意見だけではなく、家଒でಡΈ߹った

人の意見も書いてもらい、ߟえ方を広めたり、深め

たりすることをͶらいとした。 提出された課題には

様々なه事があり、家଒としっかりとಡΈ߹ってい

る様子がうかがえた。

ᶅ̍、̎年国ޠ

「コラϜのࣸࢹ」

　̍、̎年の国ޠのே学習でコラϜのࣸࢹをߦっ

た。 教ࢣが生徒にಡΜで΄しいコラϜをબ୒しワー

クシートを࡞成した。

ʲࣸࢹのखॱʳ

　・コラϜをಡΜで印象に࢒ったとこΖにઢを引く。

。の֬ೝをする۟ޠ・　

。をするࣸࢹ・　

　・見出しをつける。

　・感૝や意見を書く。

　 年̍生はಡΜだり、書いたりするのに時間がかかっ

ていたが、ঃ々に活動が速くなってきた。またݸ人

ࠩがあるが、感૝や意見も深いものになってきた。

ᶆ̏年国ޠ

「社આのಡΈൺ΂」

教Պ書（教育出൛）に「社આをൺֱする」という題ࡐ

があるのでຖ年実践している。 教Պ書の社આをಋೖ

として活用し、実際のಡΈൺ΂は新聞から୳した。

　2022年̐月̍日にվਖ਼民法がߦࢪされ、成人年

齢が20ࡀから18ࡀに引き下げられた。 ͦれに関す

る社આが֤ࡌܝࢴされた。 ͦの中でൺֱ的ಡΈや

すく、ൺ΂やすいຖ日新聞（2022�1�9）とಡച新聞

（2022�3�31）を࢖用した。 ࣗ෼事としてߟえられる

テーϚの社આをऔり上げることにより、学習が実生活

΁と生かͤるようになればྑいとߟえた。 生徒がڵ

味・関৺がもてるような社આをબΜだことにより、ੵ

。が見られた࢟えたりするߟ的にௐ΂たり、ಡΜでۃ

ᶇ̏年国ޠ

「コラϜのಡΈൺ΂」

　ຖ年元୴のコラϜをಡΈൺ΂る授ۀをߦってい

る。 どの新聞も元୴のコラϜは一年を見௨しての

テーϚで書かれている。 ͦれをಡΜで気になるとこ

Ζや印象に࢒ったとこΖにઢを引き、コラϜの見出

しをߟえる。 ͦしてどのコラϜが一൪元୴に;さわ

しいかをબͼ、ͦのࠜڌもड़΂さͤた。 બͿコラ

Ϝは人ͦれͧれだが、ࠜڌをきちΜと明֬にしてબ

Μでいる様子がうかがえた。

ᶈ̏年社会

「一໘のಡΈൺ΂」

　ެ民的෼野の教Պ書（教育出൛）に「ެ民にアプ

ローνʙϝディアを活用しよう」というެ民の学習の

ಋೖϖージがあり、ͦこで新聞の一໘のಡΈൺ΂を

。ったߦ ಉじ新聞社のಉ日の新聞ه事でも、஍Ҭ

によって一໘のه事がҧうことを実感してもらうた

め、χϡースύーク（日本新聞ത෺ؗ）の「新聞ത෺

ؗ学習Ωット」を活用した。 ಉ日のશ国ࢴ18ࢴ、ϒ

ロックࢴ・஍方ࢴを60ࢴ、ӳࢴࣈ・ઐ໳ࢴ・スポー

ツࢴを22ࢴૹってもらった。

　授ۀでの活用だけではなく、しばらくਤ書ࣨに展

ࣔし、୭もがಡめるようにした。 新聞のछྨの多さ

を目の౰たりにし、ڻいている生徒もいた。

ᶉ̎年૯߹

　̨̙ ̜͂ の学習で新聞を活用した。 まず、出前

授ۀで千葉県立成ా国際高等学校教་のੴໟ一࿠

ઌ生とே日新聞౦ژ本社の༡ܙࠤඒ子さΜをটい

てカードήーϜと新聞を࢖って̨̙ ̜͂ のಋೖ授ۀを

。ったߦ 生徒たちは̨̙ ̜͂ についてָしΈなが

ら、ߟえながら授ۀに参加していた。

　ͦのޙ、新聞ه事から気になるه事をऩ集し、̨

̙̜͂ のスクラップ新聞を࡞成した。 事を集めるه

際には教ࢣのॿݴだけではなく、生徒ಉ࢜がアド

όイスし߹ってऩ集している様子が見られた。 成׬

した新聞をಡΈ߹うことで、様 な々ه事に৮れߟえ

を深めることができた。

　૯߹的な学習の時間で学Μだことを生かして、̎

年生の国ޠの授ۀで̨̙ ̜͂ に関する౤書จを書く

授ۀをߦった。 教Պԣ断型の学ͼとしても成Ռを上

げることができた。

（４）全校での取り組み

ᶃ「いっしょにಡもうʂ新聞コンクール」に応ื

年度はશ校で「いっしょにಡもうʂ新聞コンクーࠓ　

ル」に応ืした。 月̓にコンクールの応ืの࢓方に

ついてઆ明し、ՆٳΈの課題とした。 新聞をߪಡ

していない家庭は学校でه事をબͼ用ࢴにష෇し

た。 いΖいΖな新聞をखにऔりه事をಡΜでいる

。が見られた࢟ ̏年生の生徒が໊̍࠷終৹ࠪまで

。り、༏ल৆をड৆することができた࢒ また、学

校も঑ྭ৆をいただけた。

ᶄࠓ年の10大χϡースをߟえる

　12月に日本の10大χϡース、ւ֎の10大χϡース

をه事をಡΈながらߟえ、新聞社に応ืした。

̏　੒Ռͱ՝୊

˓֤教ՊྖҬの年間ܭըとরらし߹わͤて、ܭը

　的に新聞を活用した学習を進めることができた。

　また、新聞活用を௨して教Պ・ྖҬのԣ断的な

　学習を推進することができた。ྫえば、̎年生の

　出前授ۀでは、̨ ̙̜͂ だけではなく、ΩϟϦア

　教育や社会Պ的な学習の要素もؚまれている。

　ͦして、૯߹的な学習の時間ではスクラップ新聞

　を࡞成したが、ಉ時に国ޠの授ۀでࣗ෼がௐ΂

　たテーϚの౤書จを書く学習をߦった。

˓新聞からどのような情報をऩ集するかを学Ϳとき

　にಡΈൺ΂をしてߟえを深める࢟が見られた。

˓教Պ書教ࡐよりもڵ味・関৺をもってऔり૊Ή࢟

　が見られた。

　˝本校はඇৗࢣߨۈ等の授ۀも多いので、શて

　　の教Պで新聞を活用するのは೉しい。

　˝実践校を֎れたޙのऔり૊Έが೉しい。

　　（ਤ書ࣨに഑උする新聞がないため。）

̐　तٴ࡯ߟͼ·ͱΊ

　実践校̎年目で̍年目よりはઌ生方のＮＩＥ΁の

ೝ஌度やऔり૊Ή意ࣝが高まったようにࢥえる。年

度౰ॳにＮＩＥݚमを年間ܭըに૊ΈࠐΜでもら

い、ઌ生方が実践しやすいようࢿ料を࡞成し、୭で

も新聞が活用できるようなڥ؀を੔えることを৺が

けた。ઌ生方が活用できるように৬һࣨに新聞コー

ナーをつくったことも成Ռの一つとしてあげられる。

だけではなく、日ৗ生活の中ۀは生徒が授ޙࠓ　

でも新聞をಡΉ習׳をつけさͤたい。ਤ書ࣨの新

聞や新聞コーナーのه事をಡΉ生徒はݶられてい

る。もっと新聞をಡΈたいとࢥわͤるようなֻ࢓け

が必要であると௧感した。ࠓ年度の൓লを生かし、

次年度は課題がクϦアできることを目ࢦしたい。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校はＮＩＥ実践校̎年目である。 学校のݚम

の三本பの一つとしてҐஔづけた。 年̍目はઌ生方

もＮＩＥ活動がॳめてで意ࣝがബかったが、̎年目

はＮＩＥݚमを年間ܭըにҐஔづけることにより、

ઌ生方の意ࣝが高まった様子が見られた。 また、

する「いっしょにಡも࠵年度は日本新聞協会が主ࠓ

うʂ新聞コンクール」にશ校でऔり૊Ήことができた

ことが大きな成Ռだった。

̎　࣮ફঢ়گ

（１） 新聞コーナーの設置

の新ڈ年度ಉ様、ਤ書ࣨに新聞を഑Սし、աࡢ　

聞はࢿ料として活用できるように、新聞社ごとにコ

ンテナを用意し、ストックできるようにした。 また、

̍֊の֊ஈ下෇ۙにはＮＩＥઐ用のϗワイトボードを

ઃஔし、生徒にಡΜで΄しいه事や໘നͦうなه事

をࣔܝした。 生徒が௨るとこΖなので、ࣔܝした

。がよく見られた࢟事をಡΜでいるه

　また、ࠓ年度は৬һࣨ಺のϗワイトボードにもઌ

生方にಡΜで΄しいه事や授ۀで࢖えͦ うなه事を

。したࣔܝ ઌ生方のＮＩＥ΁のऔり૊Έのきっかけ

になればとߟえた。

（２） 事前アンケート

ᶃ家庭での新聞ߪಡ状況

ˋಡしているʜ56ߪ・　

ˋಡしていないʜ44ߪ・　

ᶄߪಡ家庭での状況

　・ຖ日ಡΉʜ̏ ˋ

　・時々ಡΉʜ38ˋ

　・΄とΜどಡまないʜ21̀

　・શくಡまないʜ38ˋ

ᶅ新聞をಡΉことは必要かʁ

　・必要であるʜ67ˋ

　・必要でないʜ33ˋ

。ಡしていない生徒もճ౴ߪ˞　

ʲಡΉ必要がある理༝ʳ

　・ಡΉ力を身に෇けることができ、ษڧに໾立つ

　　から。

　・ਖ਼֬な情報をಘることができるから。

　・テϨϏやスϚϗなどଞのखஈでも情報はಘられ

　　るが、新聞のように一໘に様々な話題がࡌって

　　いてͦれからಡΈऔることが大੾だとࢥうか

　　ら。

　・新聞をಡΉことによって、஌らなかったことを

　　もっと஌ることができるから。

　・インターネットなど୭でも書きࠐめるものよりਅ

　　実のՄ能性が高いし、ੲからのจ化だからಡ

　　Μだ方がよいとࢥう。

。急事ଶの時に໾に立つからۓ・　

　・社会のྲྀれについていくため。

ʲಡΉ必要がない理༝ʳ

　・携ଳなどでௐ΂ればχϡースの情報もಘられる

　　から。

　・インターネットやテϨϏの方が؆୯に見られるし、

　　新聞をಡΉにはおۚがかかるから。

（３）授業での取り組み

ᶃ 年̍国ޠ

「新聞活用のಋೖで新聞に関するクイズを出題」

　・ಉ日ಉࢴの13൛と14൛の一໘を提ࣔしてҧいを

　見つけさͤ、なͥҧうのかをߟえさͤる。

　・ಉ日の਺ࢴの一໘を見ൺ΂さͤ、ಉじχϡース

　　なのにࣸਅや見出しのϨイアウトがҧうことに

　　ついてߟえさͤる。

　・新聞のインクのݪ料やカラーについての出題。

。の新聞とੲの新聞のҧいについての出題ࠓ・　

　家庭で新聞をߪಡしていない生徒もいるので、こ

の時ॳめて新聞に৮れる生徒もいた。 クイズ形ࣜ

で授ۀを進めたので、生徒たちはڵ味・関৺をもっ

て授ۀに参加することができた。  「もっと஌りたい。

ಡΜでΈたい。」と感૝をड़΂る生徒もいた。

ᶄ 年̍国ޠ

「フΝミϦーフΥーカス」

　ౙٳΈの課題として「フΝミϦーフΥーカス」をߦっ

た。 基本は「いっしょにಡもうʂ新聞コンクール」と

ಉ様で、家଒と̍つのه事をಡΈ߹い、意見ަྲྀ

をする活動である。  ̖̏のワークシートを用意し、

ͦこに気になるه事をスクラップする。 ͦのه事に

ついてࣗ෼の意見だけではなく、家଒でಡΈ߹った

人の意見も書いてもらい、ߟえ方を広めたり、深め

たりすることをͶらいとした。 提出された課題には

様々なه事があり、家଒としっかりとಡΈ߹ってい

る様子がうかがえた。

ᶅ̍、̎年国ޠ

「コラϜのࣸࢹ」

　̍、̎年の国ޠのே学習でコラϜのࣸࢹをߦっ

た。 教ࢣが生徒にಡΜで΄しいコラϜをબ୒しワー

クシートを࡞成した。

ʲࣸࢹのखॱʳ

　・コラϜをಡΜで印象に࢒ったとこΖにઢを引く。

。の֬ೝをする۟ޠ・　

。をするࣸࢹ・　

　・見出しをつける。

　・感૝や意見を書く。

　 年̍生はಡΜだり、書いたりするのに時間がかかっ

ていたが、ঃ々に活動が速くなってきた。またݸ人

ࠩがあるが、感૝や意見も深いものになってきた。

ᶆ̏年国ޠ

「社આのಡΈൺ΂」

教Պ書（教育出൛）に「社આをൺֱする」という題ࡐ

があるのでຖ年実践している。 教Պ書の社આをಋೖ

として活用し、実際のಡΈൺ΂は新聞から୳した。

　2022年̐月̍日にվਖ਼民法がߦࢪされ、成人年

齢が20ࡀから18ࡀに引き下げられた。 ͦれに関す

る社આが֤ࡌܝࢴされた。 ͦの中でൺֱ的ಡΈや

すく、ൺ΂やすいຖ日新聞（2022�1�9）とಡച新聞

（2022�3�31）を࢖用した。 ࣗ෼事としてߟえられる

テーϚの社આをऔり上げることにより、学習が実生活

΁と生かͤるようになればྑいとߟえた。 生徒がڵ

味・関৺がもてるような社આをબΜだことにより、ੵ

。が見られた࢟えたりするߟ的にௐ΂たり、ಡΜでۃ

ᶇ̏年国ޠ

「コラϜのಡΈൺ΂」

　ຖ年元୴のコラϜをಡΈൺ΂る授ۀをߦってい

る。 どの新聞も元୴のコラϜは一年を見௨しての

テーϚで書かれている。 ͦれをಡΜで気になるとこ

Ζや印象に࢒ったとこΖにઢを引き、コラϜの見出

しをߟえる。 ͦしてどのコラϜが一൪元୴に;さわ

しいかをબͼ、ͦのࠜڌもड़΂さͤた。 બͿコラ

Ϝは人ͦれͧれだが、ࠜڌをきちΜと明֬にしてબ

Μでいる様子がうかがえた。

ᶈ̏年社会

「一໘のಡΈൺ΂」

　ެ民的෼野の教Պ書（教育出൛）に「ެ民にアプ

ローνʙϝディアを活用しよう」というެ民の学習の

ಋೖϖージがあり、ͦこで新聞の一໘のಡΈൺ΂を

。ったߦ ಉじ新聞社のಉ日の新聞ه事でも、஍Ҭ

によって一໘のه事がҧうことを実感してもらうた

め、χϡースύーク（日本新聞ത෺ؗ）の「新聞ത෺

ؗ学習Ωット」を活用した。 ಉ日のશ国ࢴ18ࢴ、ϒ

ロックࢴ・஍方ࢴを60ࢴ、ӳࢴࣈ・ઐ໳ࢴ・スポー

ツࢴを22ࢴૹってもらった。

　授ۀでの活用だけではなく、しばらくਤ書ࣨに展

ࣔし、୭もがಡめるようにした。 新聞のछྨの多さ

を目の౰たりにし、ڻいている生徒もいた。

ᶉ̎年૯߹

　̨̙ ̜͂ の学習で新聞を活用した。 まず、出前

授ۀで千葉県立成ా国際高等学校教་のੴໟ一࿠

ઌ生とே日新聞౦ژ本社の༡ܙࠤඒ子さΜをটい

てカードήーϜと新聞を࢖って̨̙ ̜͂ のಋೖ授ۀを

。ったߦ 生徒たちは̨̙ ̜͂ についてָしΈなが

ら、ߟえながら授ۀに参加していた。

　ͦのޙ、新聞ه事から気になるه事をऩ集し、̨

̙̜͂ のスクラップ新聞を࡞成した。 事を集めるه

際には教ࢣのॿݴだけではなく、生徒ಉ࢜がアド

όイスし߹ってऩ集している様子が見られた。 成׬

した新聞をಡΈ߹うことで、様 な々ه事に৮れߟえ

を深めることができた。

　૯߹的な学習の時間で学Μだことを生かして、̎

年生の国ޠの授ۀで̨̙ ̜͂ に関する౤書จを書く

授ۀをߦった。 教Պԣ断型の学ͼとしても成Ռを上

げることができた。

（４）全校での取り組み

ᶃ「いっしょにಡもうʂ新聞コンクール」に応ื

年度はશ校で「いっしょにಡもうʂ新聞コンクーࠓ　

ル」に応ืした。 月̓にコンクールの応ืの࢓方に

ついてઆ明し、ՆٳΈの課題とした。 新聞をߪಡ

していない家庭は学校でه事をબͼ用ࢴにష෇し

た。 いΖいΖな新聞をखにऔりه事をಡΜでいる

。が見られた࢟ ̏年生の生徒が໊̍࠷終৹ࠪまで

。り、༏ल৆をड৆することができた࢒ また、学

校も঑ྭ৆をいただけた。

ᶄࠓ年の10大χϡースをߟえる

　12月に日本の10大χϡース、ւ֎の10大χϡース

をه事をಡΈながらߟえ、新聞社に応ืした。

̏　੒Ռͱ՝୊

˓֤教ՊྖҬの年間ܭըとরらし߹わͤて、ܭը

　的に新聞を活用した学習を進めることができた。

　また、新聞活用を௨して教Պ・ྖҬのԣ断的な

　学習を推進することができた。ྫえば、̎年生の

　出前授ۀでは、̨ ̙̜͂ だけではなく、ΩϟϦア

　教育や社会Պ的な学習の要素もؚまれている。

　ͦして、૯߹的な学習の時間ではスクラップ新聞

　を࡞成したが、ಉ時に国ޠの授ۀでࣗ෼がௐ΂

　たテーϚの౤書จを書く学習をߦった。

˓新聞からどのような情報をऩ集するかを学Ϳとき

　にಡΈൺ΂をしてߟえを深める࢟が見られた。

˓教Պ書教ࡐよりもڵ味・関৺をもってऔり૊Ή࢟

　が見られた。

　˝本校はඇৗࢣߨۈ等の授ۀも多いので、શて

　　の教Պで新聞を活用するのは೉しい。

　˝実践校を֎れたޙのऔり૊Έが೉しい。

　　（ਤ書ࣨに഑උする新聞がないため。）

̐　तٴ࡯ߟͼ·ͱΊ

　実践校̎年目で̍年目よりはઌ生方のＮＩＥ΁の

ೝ஌度やऔり૊Ή意ࣝが高まったようにࢥえる。年

度౰ॳにＮＩＥݚमを年間ܭըに૊ΈࠐΜでもら

い、ઌ生方が実践しやすいようࢿ料を࡞成し、୭で

も新聞が活用できるようなڥ؀を੔えることを৺が

けた。ઌ生方が活用できるように৬һࣨに新聞コー

ナーをつくったことも成Ռの一つとしてあげられる。

だけではなく、日ৗ生活の中ۀは生徒が授ޙࠓ　

でも新聞をಡΉ習׳をつけさͤたい。ਤ書ࣨの新

聞や新聞コーナーのه事をಡΉ生徒はݶられてい

る。もっと新聞をಡΈたいとࢥわͤるようなֻ࢓け

が必要であると௧感した。ࠓ年度の൓লを生かし、

次年度は課題がクϦアできることを目ࢦしたい。

−36−



̍　͸͡Ίʹ

　本校はＮＩＥ実践校̎年目である。 学校のݚम

の三本பの一つとしてҐஔづけた。 年̍目はઌ生方

もＮＩＥ活動がॳめてで意ࣝがബかったが、̎年目

はＮＩＥݚमを年間ܭըにҐஔづけることにより、

ઌ生方の意ࣝが高まった様子が見られた。 また、

する「いっしょにಡも࠵年度は日本新聞協会が主ࠓ

うʂ新聞コンクール」にશ校でऔり૊Ήことができた

ことが大きな成Ռだった。

̎　࣮ફঢ়گ

（１） 新聞コーナーの設置

の新ڈ年度ಉ様、ਤ書ࣨに新聞を഑Սし、աࡢ　

聞はࢿ料として活用できるように、新聞社ごとにコ

ンテナを用意し、ストックできるようにした。 また、

̍֊の֊ஈ下෇ۙにはＮＩＥઐ用のϗワイトボードを

ઃஔし、生徒にಡΜで΄しいه事や໘നͦうなه事

をࣔܝした。 生徒が௨るとこΖなので、ࣔܝした

。がよく見られた࢟事をಡΜでいるه

　また、ࠓ年度は৬һࣨ಺のϗワイトボードにもઌ

生方にಡΜで΄しいه事や授ۀで࢖えͦ うなه事を

。したࣔܝ ઌ生方のＮＩＥ΁のऔり૊Έのきっかけ

になればとߟえた。

（２） 事前アンケート

ᶃ家庭での新聞ߪಡ状況

ˋಡしているʜ56ߪ・　

ˋಡしていないʜ44ߪ・　

ᶄߪಡ家庭での状況

　・ຖ日ಡΉʜ̏ ˋ

　・時々ಡΉʜ38ˋ

　・΄とΜどಡまないʜ21̀

　・શくಡまないʜ38ˋ

ᶅ新聞をಡΉことは必要かʁ

　・必要であるʜ67ˋ

　・必要でないʜ33ˋ

。ಡしていない生徒もճ౴ߪ˞　

ʲಡΉ必要がある理༝ʳ

　・ಡΉ力を身に෇けることができ、ษڧに໾立つ

　　から。

　・ਖ਼֬な情報をಘることができるから。

　・テϨϏやスϚϗなどଞのखஈでも情報はಘられ

　　るが、新聞のように一໘に様々な話題がࡌって

　　いてͦれからಡΈऔることが大੾だとࢥうか

　　ら。

　・新聞をಡΉことによって、஌らなかったことを

　　もっと஌ることができるから。

　・インターネットなど୭でも書きࠐめるものよりਅ

　　実のՄ能性が高いし、ੲからのจ化だからಡ

　　Μだ方がよいとࢥう。

。急事ଶの時に໾に立つからۓ・　

　・社会のྲྀれについていくため。

ʲಡΉ必要がない理༝ʳ

　・携ଳなどでௐ΂ればχϡースの情報もಘられる

　　から。

　・インターネットやテϨϏの方が؆୯に見られるし、

　　新聞をಡΉにはおۚがかかるから。

（３）授業での取り組み

ᶃ 年̍国ޠ

「新聞活用のಋೖで新聞に関するクイズを出題」

　・ಉ日ಉࢴの13൛と14൛の一໘を提ࣔしてҧいを

　見つけさͤ、なͥҧうのかをߟえさͤる。

　・ಉ日の਺ࢴの一໘を見ൺ΂さͤ、ಉじχϡース

　　なのにࣸਅや見出しのϨイアウトがҧうことに

　　ついてߟえさͤる。

　・新聞のインクのݪ料やカラーについての出題。

。の新聞とੲの新聞のҧいについての出題ࠓ・　

　家庭で新聞をߪಡしていない生徒もいるので、こ

の時ॳめて新聞に৮れる生徒もいた。 クイズ形ࣜ

で授ۀを進めたので、生徒たちはڵ味・関৺をもっ

て授ۀに参加することができた。  「もっと஌りたい。

ಡΜでΈたい。」と感૝をड़΂る生徒もいた。

ᶄ 年̍国ޠ

「フΝミϦーフΥーカス」

　ౙٳΈの課題として「フΝミϦーフΥーカス」をߦっ

た。 基本は「いっしょにಡもうʂ新聞コンクール」と

ಉ様で、家଒と̍つのه事をಡΈ߹い、意見ަྲྀ

をする活動である。  ̖̏のワークシートを用意し、

ͦこに気になるه事をスクラップする。 ͦのه事に

ついてࣗ෼の意見だけではなく、家଒でಡΈ߹った

人の意見も書いてもらい、ߟえ方を広めたり、深め

たりすることをͶらいとした。 提出された課題には

様々なه事があり、家଒としっかりとಡΈ߹ってい

る様子がうかがえた。

ᶅ̍、̎年国ޠ

「コラϜのࣸࢹ」

　̍、̎年の国ޠのே学習でコラϜのࣸࢹをߦっ

た。 教ࢣが生徒にಡΜで΄しいコラϜをબ୒しワー

クシートを࡞成した。

ʲࣸࢹのखॱʳ

　・コラϜをಡΜで印象に࢒ったとこΖにઢを引く。

。の֬ೝをする۟ޠ・　

。をするࣸࢹ・　

　・見出しをつける。

　・感૝や意見を書く。

　 年̍生はಡΜだり、書いたりするのに時間がかかっ

ていたが、ঃ々に活動が速くなってきた。またݸ人

ࠩがあるが、感૝や意見も深いものになってきた。

ᶆ̏年国ޠ

「社આのಡΈൺ΂」

教Պ書（教育出൛）に「社આをൺֱする」という題ࡐ

があるのでຖ年実践している。 教Պ書の社આをಋೖ

として活用し、実際のಡΈൺ΂は新聞から୳した。

　2022年̐月̍日にվਖ਼民法がߦࢪされ、成人年

齢が20ࡀから18ࡀに引き下げられた。 ͦれに関す

る社આが֤ࡌܝࢴされた。 ͦの中でൺֱ的ಡΈや

すく、ൺ΂やすいຖ日新聞（2022�1�9）とಡച新聞

（2022�3�31）を࢖用した。 ࣗ෼事としてߟえられる

テーϚの社આをऔり上げることにより、学習が実生活

΁と生かͤるようになればྑいとߟえた。 生徒がڵ

味・関৺がもてるような社આをબΜだことにより、ੵ

。が見られた࢟えたりするߟ的にௐ΂たり、ಡΜでۃ

ᶇ̏年国ޠ

「コラϜのಡΈൺ΂」

　ຖ年元୴のコラϜをಡΈൺ΂る授ۀをߦってい

る。 どの新聞も元୴のコラϜは一年を見௨しての

テーϚで書かれている。 ͦれをಡΜで気になるとこ

Ζや印象に࢒ったとこΖにઢを引き、コラϜの見出

しをߟえる。 ͦしてどのコラϜが一൪元୴に;さわ

しいかをબͼ、ͦのࠜڌもड़΂さͤた。 બͿコラ

Ϝは人ͦれͧれだが、ࠜڌをきちΜと明֬にしてબ

Μでいる様子がうかがえた。

ᶈ̏年社会

「一໘のಡΈൺ΂」

　ެ民的෼野の教Պ書（教育出൛）に「ެ民にアプ

ローνʙϝディアを活用しよう」というެ民の学習の

ಋೖϖージがあり、ͦこで新聞の一໘のಡΈൺ΂を

。ったߦ ಉじ新聞社のಉ日の新聞ه事でも、஍Ҭ

によって一໘のه事がҧうことを実感してもらうた

め、χϡースύーク（日本新聞ത෺ؗ）の「新聞ത෺

ؗ学習Ωット」を活用した。 ಉ日のશ国ࢴ18ࢴ、ϒ

ロックࢴ・஍方ࢴを60ࢴ、ӳࢴࣈ・ઐ໳ࢴ・スポー

ツࢴを22ࢴૹってもらった。

　授ۀでの活用だけではなく、しばらくਤ書ࣨに展

ࣔし、୭もがಡめるようにした。 新聞のछྨの多さ

を目の౰たりにし、ڻいている生徒もいた。

ᶉ̎年૯߹

　̨̙ ̜͂ の学習で新聞を活用した。 まず、出前

授ۀで千葉県立成ా国際高等学校教་のੴໟ一࿠

ઌ生とே日新聞౦ژ本社の༡ܙࠤඒ子さΜをটい

てカードήーϜと新聞を࢖って̨̙ ̜͂ のಋೖ授ۀを

。ったߦ 生徒たちは̨̙ ̜͂ についてָしΈなが

ら、ߟえながら授ۀに参加していた。

　ͦのޙ、新聞ه事から気になるه事をऩ集し、̨

̙̜͂ のスクラップ新聞を࡞成した。 事を集めるه

際には教ࢣのॿݴだけではなく、生徒ಉ࢜がアド

όイスし߹ってऩ集している様子が見られた。 成׬

した新聞をಡΈ߹うことで、様 な々ه事に৮れߟえ

を深めることができた。

　૯߹的な学習の時間で学Μだことを生かして、̎

年生の国ޠの授ۀで̨̙ ̜͂ に関する౤書จを書く

授ۀをߦった。 教Պԣ断型の学ͼとしても成Ռを上

げることができた。

（４）全校での取り組み

ᶃ「いっしょにಡもうʂ新聞コンクール」に応ื

年度はશ校で「いっしょにಡもうʂ新聞コンクーࠓ　

ル」に応ืした。 月̓にコンクールの応ืの࢓方に

ついてઆ明し、ՆٳΈの課題とした。 新聞をߪಡ

していない家庭は学校でه事をબͼ用ࢴにష෇し

た。 いΖいΖな新聞をखにऔりه事をಡΜでいる

。が見られた࢟ ̏年生の生徒が໊̍࠷終৹ࠪまで

。り、༏ल৆をड৆することができた࢒ また、学

校も঑ྭ৆をいただけた。

ᶄࠓ年の10大χϡースをߟえる

　12月に日本の10大χϡース、ւ֎の10大χϡース

をه事をಡΈながらߟえ、新聞社に応ืした。

̏　੒Ռͱ՝୊

˓֤教ՊྖҬの年間ܭըとরらし߹わͤて、ܭը

　的に新聞を活用した学習を進めることができた。

　また、新聞活用を௨して教Պ・ྖҬのԣ断的な

　学習を推進することができた。ྫえば、̎年生の

　出前授ۀでは、̨ ̙̜͂ だけではなく、ΩϟϦア

　教育や社会Պ的な学習の要素もؚまれている。

　ͦして、૯߹的な学習の時間ではスクラップ新聞

　を࡞成したが、ಉ時に国ޠの授ۀでࣗ෼がௐ΂

　たテーϚの౤書จを書く学習をߦった。

˓新聞からどのような情報をऩ集するかを学Ϳとき

　にಡΈൺ΂をしてߟえを深める࢟が見られた。

˓教Պ書教ࡐよりもڵ味・関৺をもってऔり૊Ή࢟

　が見られた。

　˝本校はඇৗࢣߨۈ等の授ۀも多いので、શて

　　の教Պで新聞を活用するのは೉しい。

　˝実践校を֎れたޙのऔり૊Έが೉しい。

　　（ਤ書ࣨに഑උする新聞がないため。）

̐　तٴ࡯ߟͼ·ͱΊ

　実践校̎年目で̍年目よりはઌ生方のＮＩＥ΁の

ೝ஌度やऔり૊Ή意ࣝが高まったようにࢥえる。年

度౰ॳにＮＩＥݚमを年間ܭըに૊ΈࠐΜでもら

い、ઌ生方が実践しやすいようࢿ料を࡞成し、୭で

も新聞が活用できるようなڥ؀を੔えることを৺が

けた。ઌ生方が活用できるように৬һࣨに新聞コー

ナーをつくったことも成Ռの一つとしてあげられる。

だけではなく、日ৗ生活の中ۀは生徒が授ޙࠓ　

でも新聞をಡΉ習׳をつけさͤたい。ਤ書ࣨの新

聞や新聞コーナーのه事をಡΉ生徒はݶられてい

る。もっと新聞をಡΈたいとࢥわͤるようなֻ࢓け

が必要であると௧感した。ࠓ年度の൓লを生かし、

次年度は課題がクϦアできることを目ࢦしたい。

̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̏年度からྩ࿨̐年度にかけてＮＩ

Ｅ実践校のࢦ定をडけ、実践をߦってきた。 ྩ࿨

̏年度の実践では、新聞に৮れるػ会をつくること

で、新聞をಡΉ習׳がない生徒の関৺を引き出し、

えさͤることߟきている問題についてى代社会でݱ

ができた。

　ྩ࿨̐年度は、前年度のऔ૊をܧ続、発展さͤ

て、社会事象をࣗ෼事としてଊえ、日ࠒからߟえさ

ͤるようなऔ૊をߦった。

̎　࣮ફٴͼ݁Ռ

（1）新聞を活用した授業実践

ᶃ社会Պެ民෼野「બڍの意義と࢓૊Έ」

年度は参議Ӄ議һࠓ、ڍ年度はऺ議Ӄ議һબࡢ　

બڍがߦわれたため、બڍの意義と࢓૊Έについ

て学習をߦったޙにબڍに関する新聞ه事を用いて

理解を深めさͤた。

　実際の新聞ه事を用いることで、ݴ葉だけで理解

していたものがより明֬化されるとともに、学習಺༰

がࣗ෼たちと深く関わっていることを実感さͤること

ができた。さらに、ऺ議Ӄと参議Ӄのબ੍ڍ度の

ҧいや、ࣗ෼がॅΜでいる஍Ҭがͦれͧれのબڍで

どのબ۠ڍに෼ྨされているのか、ൺྫ代表໊฽の

ॱҐはどのようになっているのか等、બڍに対しての

関৺を高めさͤるとともに、 らࣗがબڍに関わること

の重要性・必要性をߟえさͤることもできた。

ᶄ社会Պެ民෼野「ϝディアϦテラシー」

　社会Պ「Ϛスϝディアと世࿦」の୯元において、「新

聞でϝディアϦテラシーを身につけよう」という学習

活動を実ࢪした。 新聞ه事を用いて、以下の活動

をߦった。

ʓ見出しやߏ成のൺֱ

　　ෳ਺の新聞の一໘を提ࣔし、ҧいをϊートにه

　ड़さͤる。

ʓ理༝の࡯ߟ

　　書き出したҧいについて、なͥこのようなҧい

　が生じるのかを࡯ߟさͤ、ϊートにهड़さͤる。

ʓάループワーク

　　̐人൝を࡞り、ͦれͧれのҧいや、なͥͦの

　ようなҧいが生じるのかについて発表をߦう。

　ͦのޙ、ٙ問఺やผの意見を相खに఻え、議࿦

　をߦう。

　　生徒たちはこれらの活動を௨して、新聞社の

事にする಺༰や࿦じ方هえ方や立৔のҧいからߟ　

　にҧいが見られることが理解できた。 ͦして、

　世࿦の形成に新聞等のϚスϝディアが大きな影響

　を༩えていることを理解するとともに、情報をӏ

　ವΈにしてしまう危険性と情報を多໘的・多֯的

　にಡΈऔることの重要性を実感していた。

ᶅ̍・̏年૯߹「校֎学習・म学ཱྀߦの新聞࡞成」

　૯߹的な学習の時間において、ཱྀߦ的ߦ事の報

告書を新聞形ࣜで࡞成するというޠݴ活動をߦっ

た。 ࣗ෼が学Μだことやݧܦしたこと、感じたこと

などを新聞というखஈを用いてଞ者に෼かりやすく

఻えるという活動である。

　新聞࡞成の授ۀを実ࢪする上で、生徒たちがී

ஈ新聞を目にするػ会がݮっており新聞࡞成のイ

ϝージが࣋ちづらいのではないかとߟえ、事前学習

でサンプルを提ࣔした。 これを参ߟにすることで、

見௨しをもって事前の४උができていた。 また、ど

Μな಺༰にするかを事前にߟえさͤることで、ཱྀߦ

中はϝϞをऔる࢟も見られ、ཱྀޙߦの新聞࡞成をス

Ϝーズにߦうことができた。

。したࣔܝ成した新聞は࿓下に࡞　 さらに、৹ࠪ

用ࢴを഑෇しޓいの新聞の৹ࠪをߦった。 ৹ࠪは、

ᶃه事のจষが෼かりやすく、学習の様子がよく఻

わるᶄࣗ෼のߟえ、発見、感૝等がे෼に書かれ、

ಠࣗ性があるᶅ見出しや題に޻෉があり、印象的

であるᶆه事のϨイアウトに޻෉があり、見やすい

という̐ つの߲目をઃけてߦった。 ৹ࠪをߦったこ

とにより、様々な新聞をख़ಡする生徒の࢟が多々見

られ、ࣗ෼と異なるߟえや޻෉を஌ることができた。

　これらの活動を௨して生徒たちは、情報発৴やࣗ

のツールとしての新聞の有用性を実感するこݱ表ݾ

とができた。

（2）新聞への関心を高める日常の取組

ᶃ「新聞ࣔܝコーナー」のઃஔ

　ਤ書ؗࢦಋһとも協力し、ਤ書ࣨ前や教ࣨ・࿓

下に新聞をࣔܝし、生徒たちがීஈの生活の中で

新聞に৮れるػ会をઃけた。 する新聞についࣔܝ

ては、新聞ࣔܝ係を決め、生徒の主ମ的な活動に

なるよう഑ྀした。 事は、生徒たちがهするࣔܝ

関৺をもつものや見出しで生徒たちの気を引くχϡー

スをऔりѻうように഑ྀした。 多くの生徒が、ه事

や見出しにڵ味をもち、ͦの಺༰を話題にし、ࣗ発

的に話す࢟が見られた。

ᶄ社会Պશ学年「定期テスト時事問題」

　社会の定期テストでは、時事問題を出題してい

る。 ਤ書ࣨ前の新聞などから出題することで、新

聞΁の関৺を高めるきっかけとした。 また、୯に話

題となっているχϡースだけでなく、授ۀで学Μだ

಺༰に関連しているものを༏ઌ的に出題すること

で、学習಺༰と実際の社会との関連についてより深

く実感さͤるػ会とした。

ͼ·ͱΊٴ࡯ߟ　̏

　̎年間のＮＩＥ教育の実践を௨して、生徒の新聞

やχϡース΁の関৺が高まり、ݱ代社会でىきてい

る様 な々社会ݱ象について、ࣗ෼事としてଊえ、ߟ

えさͤることができた。 また、情報を多໘的・多֯

的にಡΈऔることの重要性を実感さͤることができ

た。

での新ۀಡ཰が௿く、授ߪ家庭の新聞の、ࡏݱ　

聞の活用方法に೉しい部෼がある。 しかし、関৺

のある情報だけをखにೖれるのではなく、৭々な

χϡースを目にすることができるのが、新聞である。

次年度以߱も新聞などを活用した授ۀをߟえ、生

徒が新聞に৮れるػ会をつくり、ݱ代社会でىき

ている問題について生徒にߟえさͤたい。

ＮＩＥを通して、社会事象を自分事として捉える
千葉市立新宿中学校　　鹿子島　美里　　片山　肇　　清水　章寿
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̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̏年度からྩ࿨̐年度にかけてＮＩ

Ｅ実践校のࢦ定をडけ、実践をߦってきた。 ྩ࿨

̏年度の実践では、新聞に৮れるػ会をつくること

で、新聞をಡΉ習׳がない生徒の関৺を引き出し、

えさͤることߟきている問題についてى代社会でݱ

ができた。

　ྩ࿨̐年度は、前年度のऔ૊をܧ続、発展さͤ

て、社会事象をࣗ෼事としてଊえ、日ࠒからߟえさ

ͤるようなऔ૊をߦった。

̎　࣮ફٴͼ݁Ռ

（1）新聞を活用した授業実践

ᶃ社会Պެ民෼野「બڍの意義と࢓૊Έ」

年度は参議Ӄ議һࠓ、ڍ年度はऺ議Ӄ議һબࡢ　

બڍがߦわれたため、બڍの意義と࢓૊Έについ

て学習をߦったޙにબڍに関する新聞ه事を用いて

理解を深めさͤた。

　実際の新聞ه事を用いることで、ݴ葉だけで理解

していたものがより明֬化されるとともに、学習಺༰

がࣗ෼たちと深く関わっていることを実感さͤること

ができた。さらに、ऺ議Ӄと参議Ӄのબ੍ڍ度の

ҧいや、ࣗ෼がॅΜでいる஍Ҭがͦれͧれのબڍで

どのબ۠ڍに෼ྨされているのか、ൺྫ代表໊฽の

ॱҐはどのようになっているのか等、બڍに対しての

関৺を高めさͤるとともに、 らࣗがબڍに関わること

の重要性・必要性をߟえさͤることもできた。

ᶄ社会Պެ民෼野「ϝディアϦテラシー」

　社会Պ「Ϛスϝディアと世࿦」の୯元において、「新

聞でϝディアϦテラシーを身につけよう」という学習

活動を実ࢪした。 新聞ه事を用いて、以下の活動

をߦった。

ʓ見出しやߏ成のൺֱ

　　ෳ਺の新聞の一໘を提ࣔし、ҧいをϊートにه

　ड़さͤる。

ʓ理༝の࡯ߟ

　　書き出したҧいについて、なͥこのようなҧい

　が生じるのかを࡯ߟさͤ、ϊートにهड़さͤる。

ʓάループワーク

　　̐人൝を࡞り、ͦれͧれのҧいや、なͥͦの

　ようなҧいが生じるのかについて発表をߦう。

　ͦのޙ、ٙ問఺やผの意見を相खに఻え、議࿦

　をߦう。

　　生徒たちはこれらの活動を௨して、新聞社の

事にする಺༰や࿦じ方هえ方や立৔のҧいからߟ　

　にҧいが見られることが理解できた。 ͦして、

　世࿦の形成に新聞等のϚスϝディアが大きな影響

　を༩えていることを理解するとともに、情報をӏ

　ವΈにしてしまう危険性と情報を多໘的・多֯的

　にಡΈऔることの重要性を実感していた。

ᶅ̍・̏年૯߹「校֎学習・म学ཱྀߦの新聞࡞成」

　૯߹的な学習の時間において、ཱྀߦ的ߦ事の報

告書を新聞形ࣜで࡞成するというޠݴ活動をߦっ

た。 ࣗ෼が学Μだことやݧܦしたこと、感じたこと

などを新聞というखஈを用いてଞ者に෼かりやすく

఻えるという活動である。

　新聞࡞成の授ۀを実ࢪする上で、生徒たちがී

ஈ新聞を目にするػ会がݮっており新聞࡞成のイ

ϝージが࣋ちづらいのではないかとߟえ、事前学習

でサンプルを提ࣔした。 これを参ߟにすることで、

見௨しをもって事前の४උができていた。 また、ど

Μな಺༰にするかを事前にߟえさͤることで、ཱྀߦ

中はϝϞをऔる࢟も見られ、ཱྀޙߦの新聞࡞成をス

Ϝーズにߦうことができた。

。したࣔܝ成した新聞は࿓下に࡞　 さらに、৹ࠪ

用ࢴを഑෇しޓいの新聞の৹ࠪをߦった。 ৹ࠪは、

ᶃه事のจষが෼かりやすく、学習の様子がよく఻

わるᶄࣗ෼のߟえ、発見、感૝等がे෼に書かれ、

ಠࣗ性があるᶅ見出しや題に޻෉があり、印象的

であるᶆه事のϨイアウトに޻෉があり、見やすい

という̐ つの߲目をઃけてߦった。 ৹ࠪをߦったこ

とにより、様々な新聞をख़ಡする生徒の࢟が多々見

られ、ࣗ෼と異なるߟえや޻෉を஌ることができた。

　これらの活動を௨して生徒たちは、情報発৴やࣗ

のツールとしての新聞の有用性を実感するこݱ表ݾ

とができた。

（2）新聞への関心を高める日常の取組

ᶃ「新聞ࣔܝコーナー」のઃஔ

　ਤ書ؗࢦಋһとも協力し、ਤ書ࣨ前や教ࣨ・࿓

下に新聞をࣔܝし、生徒たちがීஈの生活の中で

新聞に৮れるػ会をઃけた。 する新聞についࣔܝ

ては、新聞ࣔܝ係を決め、生徒の主ମ的な活動に

なるよう഑ྀした。 事は、生徒たちがهするࣔܝ

関৺をもつものや見出しで生徒たちの気を引くχϡー

スをऔりѻうように഑ྀした。 多くの生徒が、ه事

や見出しにڵ味をもち、ͦの಺༰を話題にし、ࣗ発

的に話す࢟が見られた。

ᶄ社会Պશ学年「定期テスト時事問題」

　社会の定期テストでは、時事問題を出題してい

る。 ਤ書ࣨ前の新聞などから出題することで、新

聞΁の関৺を高めるきっかけとした。 また、୯に話

題となっているχϡースだけでなく、授ۀで学Μだ

಺༰に関連しているものを༏ઌ的に出題すること

で、学習಺༰と実際の社会との関連についてより深

く実感さͤるػ会とした。

ͼ·ͱΊٴ࡯ߟ　̏

　̎年間のＮＩＥ教育の実践を௨して、生徒の新聞

やχϡース΁の関৺が高まり、ݱ代社会でىきてい

る様 な々社会ݱ象について、ࣗ෼事としてଊえ、ߟ

えさͤることができた。 また、情報を多໘的・多֯

的にಡΈऔることの重要性を実感さͤることができ

た。

での新ۀಡ཰が௿く、授ߪ家庭の新聞の、ࡏݱ　

聞の活用方法に೉しい部෼がある。 しかし、関৺

のある情報だけをखにೖれるのではなく、৭々な

χϡースを目にすることができるのが、新聞である。

次年度以߱も新聞などを活用した授ۀをߟえ、生

徒が新聞に৮れるػ会をつくり、ݱ代社会でىき

ている問題について生徒にߟえさͤたい。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校は、ྩ࿨̏年度からྩ࿨̐年度にかけてＮＩ

Ｅ実践校のࢦ定をडけ、実践をߦってきた。 ྩ࿨

̏年度の実践では、新聞に৮れるػ会をつくること

で、新聞をಡΉ習׳がない生徒の関৺を引き出し、

えさͤることߟきている問題についてى代社会でݱ

ができた。

　ྩ࿨̐年度は、前年度のऔ૊をܧ続、発展さͤ

て、社会事象をࣗ෼事としてଊえ、日ࠒからߟえさ

ͤるようなऔ૊をߦった。

̎　࣮ફٴͼ݁Ռ

（1）新聞を活用した授業実践

ᶃ社会Պެ民෼野「બڍの意義と࢓૊Έ」

年度は参議Ӄ議һࠓ、ڍ年度はऺ議Ӄ議һબࡢ　

બڍがߦわれたため、બڍの意義と࢓૊Έについ

て学習をߦったޙにબڍに関する新聞ه事を用いて

理解を深めさͤた。

　実際の新聞ه事を用いることで、ݴ葉だけで理解

していたものがより明֬化されるとともに、学習಺༰

がࣗ෼たちと深く関わっていることを実感さͤること

ができた。さらに、ऺ議Ӄと参議Ӄのબ੍ڍ度の

ҧいや、ࣗ෼がॅΜでいる஍Ҭがͦれͧれのબڍで

どのબ۠ڍに෼ྨされているのか、ൺྫ代表໊฽の

ॱҐはどのようになっているのか等、બڍに対しての

関৺を高めさͤるとともに、 らࣗがબڍに関わること

の重要性・必要性をߟえさͤることもできた。

ᶄ社会Պެ民෼野「ϝディアϦテラシー」

　社会Պ「Ϛスϝディアと世࿦」の୯元において、「新

聞でϝディアϦテラシーを身につけよう」という学習

活動を実ࢪした。 新聞ه事を用いて、以下の活動

をߦった。

ʓ見出しやߏ成のൺֱ

　　ෳ਺の新聞の一໘を提ࣔし、ҧいをϊートにه

　ड़さͤる。

ʓ理༝の࡯ߟ

　　書き出したҧいについて、なͥこのようなҧい

　が生じるのかを࡯ߟさͤ、ϊートにهड़さͤる。

ʓάループワーク

　　̐人൝を࡞り、ͦれͧれのҧいや、なͥͦの

　ようなҧいが生じるのかについて発表をߦう。

　ͦのޙ、ٙ問఺やผの意見を相खに఻え、議࿦

　をߦう。

　　生徒たちはこれらの活動を௨して、新聞社の

事にする಺༰や࿦じ方هえ方や立৔のҧいからߟ　

　にҧいが見られることが理解できた。 ͦして、

　世࿦の形成に新聞等のϚスϝディアが大きな影響

　を༩えていることを理解するとともに、情報をӏ

　ವΈにしてしまう危険性と情報を多໘的・多֯的

　にಡΈऔることの重要性を実感していた。

ᶅ̍・̏年૯߹「校֎学習・म学ཱྀߦの新聞࡞成」

　૯߹的な学習の時間において、ཱྀߦ的ߦ事の報

告書を新聞形ࣜで࡞成するというޠݴ活動をߦっ

た。 ࣗ෼が学Μだことやݧܦしたこと、感じたこと

などを新聞というखஈを用いてଞ者に෼かりやすく

఻えるという活動である。

　新聞࡞成の授ۀを実ࢪする上で、生徒たちがී

ஈ新聞を目にするػ会がݮっており新聞࡞成のイ

ϝージが࣋ちづらいのではないかとߟえ、事前学習

でサンプルを提ࣔした。 これを参ߟにすることで、

見௨しをもって事前の४උができていた。 また、ど

Μな಺༰にするかを事前にߟえさͤることで、ཱྀߦ

中はϝϞをऔる࢟も見られ、ཱྀޙߦの新聞࡞成をス

Ϝーズにߦうことができた。

。したࣔܝ成した新聞は࿓下に࡞　 さらに、৹ࠪ

用ࢴを഑෇しޓいの新聞の৹ࠪをߦった。 ৹ࠪは、

ᶃه事のจষが෼かりやすく、学習の様子がよく఻

わるᶄࣗ෼のߟえ、発見、感૝等がे෼に書かれ、

ಠࣗ性があるᶅ見出しや題に޻෉があり、印象的

であるᶆه事のϨイアウトに޻෉があり、見やすい

という̐ つの߲目をઃけてߦった。 ৹ࠪをߦったこ

とにより、様々な新聞をख़ಡする生徒の࢟が多々見

られ、ࣗ෼と異なるߟえや޻෉を஌ることができた。

　これらの活動を௨して生徒たちは、情報発৴やࣗ

のツールとしての新聞の有用性を実感するこݱ表ݾ

とができた。

（2）新聞への関心を高める日常の取組

ᶃ「新聞ࣔܝコーナー」のઃஔ

　ਤ書ؗࢦಋһとも協力し、ਤ書ࣨ前や教ࣨ・࿓

下に新聞をࣔܝし、生徒たちがීஈの生活の中で

新聞に৮れるػ会をઃけた。 する新聞についࣔܝ

ては、新聞ࣔܝ係を決め、生徒の主ମ的な活動に

なるよう഑ྀした。 事は、生徒たちがهするࣔܝ

関৺をもつものや見出しで生徒たちの気を引くχϡー

スをऔりѻうように഑ྀした。 多くの生徒が、ه事

や見出しにڵ味をもち、ͦの಺༰を話題にし、ࣗ発

的に話す࢟が見られた。

ᶄ社会Պશ学年「定期テスト時事問題」

　社会の定期テストでは、時事問題を出題してい

る。 ਤ書ࣨ前の新聞などから出題することで、新

聞΁の関৺を高めるきっかけとした。 また、୯に話

題となっているχϡースだけでなく、授ۀで学Μだ

಺༰に関連しているものを༏ઌ的に出題すること

で、学習಺༰と実際の社会との関連についてより深

く実感さͤるػ会とした。

ͼ·ͱΊٴ࡯ߟ　̏

　̎年間のＮＩＥ教育の実践を௨して、生徒の新聞

やχϡース΁の関৺が高まり、ݱ代社会でىきてい

る様 な々社会ݱ象について、ࣗ෼事としてଊえ、ߟ

えさͤることができた。 また、情報を多໘的・多֯

的にಡΈऔることの重要性を実感さͤることができ

た。

での新ۀಡ཰が௿く、授ߪ家庭の新聞の、ࡏݱ　

聞の活用方法に೉しい部෼がある。 しかし、関৺

のある情報だけをखにೖれるのではなく、৭々な

χϡースを目にすることができるのが、新聞である。

次年度以߱も新聞などを活用した授ۀをߟえ、生

徒が新聞に৮れるػ会をつくり、ݱ代社会でىき

ている問題について生徒にߟえさͤたい。

̍　͸͡Ίʹ

　本校があるࢢݪࢢは「中๪૯」ともݴわれるようで

すが、千葉県の中ԝ部にҐஔしています。 人ޱお

よͦ 27ສ人で、๺部には౦ژ࿷に໘したۀ޻஍ଳと

঎ࢪۀઃやॅ୐஍が集まっています。 ೆ部はࢁ間

஍Ҭであり、ࢢの中ԝをೆ๺にཆ࿝઒がॎ断し中

ԝ部にはాԂ෩ܠが広がっています。 少子化・高

齢化も進Έ、生徒਺も年々ݮ少しています。 日本

のॖਤのようなࢢともݴえます。

76年目でࡏݱ、中学校はত࿨22年に։校ݪࢢ　

す。 学校教育目ඪは「人間力を高め、ະདྷに޲か

い、たくましく生きൈく生徒」です。 また本校には

。が定められています「ষݑ中スϚイルࢢ」 これは生

徒会本部を中৺にશ校生徒で話し߹って੍定された

ものです。「༐気」「あいさつ」「সإ」をϞットーに、

生徒たちは日ৗ生活を元気よくૹっています。 生徒

਺は138໊ࡏݱ、学ڃ਺は֤学年̎学ڃずつ、ま

たಛผࢧԉ学ڃが஌的学̍ڃつ、情ॹ学̍ڃつ、

શ部で̔学ڃのখさな学校です。 Ґஔはࢢの๺部

にあり、̎つのஂ஍（国෼ࣉ台、ୢາ台）にڬまれ

た、ాാとྛࢁの広がる学۠で、਌の代、૆෕฼

の代もこの学校にࡏ੶したという家庭も多い஍Ҭで

す。 学۠಺には༮ஓԂ̎Ԃ、খ学校̍校、県立高

校̍校、ࢲ立高校̍校、ಛผࢧԉ学校̍校あり、

様々な形で連携したऔり૊Έをߦっています。 ま

た、社会教育ࢪઃ（θットエー෢ಓ৔、࢙ྺݪࢢത

෺ؗ）がྡ઀しています。 徒า਺෼という஍の利を

活かして授ۀやߦ事でのੵۃ的なަྲྀや利用をਤっ

ています。

　ＮＩＥの実践にऔり૊Ήに౰たって、まず生徒た

ちが実際に新聞に৮れるػ会がどのくらいあるのか

をௐ΂てΈました。 すると本校のݱ状として、新聞

をߪಡしていない家庭がׂ̒、新聞をಡまない生徒

のׂ߹がׂ̔という݁Ռがでました。 インターネッ

トから多くの情報をಘることが多い生徒にとって、

新聞は身ۙなものとはݴえない状況にあることがわ

かりました。

̎　࣮ફٴͼ݁Ռ

（１）令和３年度の取り組み

ᶃ「新聞のしくΈ」を஌る　

　まずは新聞の見出しやϨイアウトの޻෉などの「新

聞のしくΈ」を஌るとこΖから学習を࢝めました。 見

出しの෇け方やه事の഑ྻの޻෉を঺հし、見や

すくわかりやすいࢴ໘࡞りをしていることを学ͼまし

た。 ͦの上で、म学ཱྀߦや校֎学習で、活動のま

とめをݸ々に、あるいはάループで新聞として࡞成

することにしました。 生徒は、「一൪఻えたいことは

Կか」ということを意ࣝしながら、ͦれͧれが޻෉

をڽらして、見やすくわかりやすい新聞を࡞ること

ができました。

ᶄ新聞ه事を話題としたߨ話

　新聞を身ۙに感じてもらうことも必要だとߟえ֤

୲೚におئいして、ؼりの୹学活での୲೚のߨ話

に新聞ه事を話題としてऔり上げてもらうػ会を࡞

るようにしました。 ͦの際、ه事のコϐーをࣔした

り഑෇したりすることで、新聞をಡΉػ会を࡞るよ

うに意ࣝしました。

ᶅ教Պでの実践

　ྩ࿨̏年度は̏年生のެ民でߦいました。

　̏年生の社会（ެ民෼野）では、この年にߦわれ

た૯બڍに関するه事をऔり上げました。 બڍの

૊Έを理解する上で、教Պ書に書かれている಺࢓

༰をより۩ମ的に஌り、よりϦアルに感じることがで

きたのではないかとࢥいます。 新聞を活用して಺༰

が理解しやすくなり、わかりやすく学Ϳことにより

χϡースで話題になっていることと学校での学習が

うまくつながるようになる。 学ͼがより深まる、とい

うことを生徒も教ࢣも実感できた学習でした。 ま

た、બڍのऔり上げ方が新聞社によって異なること

に気づかͤ、ϝディアϦテラシーについても学Ϳこと

ができました。

（２）令和４年度の取り組み

ᶃ「新聞のしくΈ」を஌る

。しましたࢪ年度は̍年生に実ࠓ　 ୲೚がి子ࠇ

൘を活用して新聞のしくΈをઆ明し、新聞形ࣜのま

とめ方にऔり૊Έました。 生徒は一人̍台のタϒ

Ϩット端末を࢖って、見やすくわかりやすい新聞を

つくることができました。

ᶄ授ۀでの実践

。でऔり૊Έましたޠ年度は̏年生の国ࠓ　 国ޠ

の学習಺༰でϝディアϦテラシーの必要性を学Ϳと

こΖがありましたので、ここで実際に਺社の新聞の

社આをൺֱし話し߹いました。 新聞社のߟえ方に

よって書きͿりが異なることを実感し、生徒たちも

。ってऔり૊めていました࣋味をڵ

ᶅ新聞ه事のಡΈऔり

事に৮れることه年度の課題として、多くのࡢ　

で、ಡ解力やߟࢥ力を高めるようなऔり૊Έをする

こと、日ৗのわずかな時間をうまく活用できるよう

に、಺༰をߟえて、ܧ続的なऔり૊Έをすること、

がڍげられました。 ͦこでࠓ年度は「ಡച新聞　

ワークシート௨৴」を活用してΈました。 ຖே10෼

間のಡ書の時間のうち、༵ۚ日をこのワークシート

にऔり૊Ή時間としました。 ॳめはه事をಡΈऔる

ことにも࢛ۤീۤする生徒がいましたが、ঃ々に׳

れてきて、ࣗ෼のߟえを書きࠐΉことができるよう

になってきました。 ୹時間でもܧ続的にऔり૊Ήこ

とが学習ޮՌを高めることにつながっているという

ことが実感できました。

̏　੒Ռͱ՝୊

（１）実践の成果

　成Ռとしては、次のことがڍげられます。

ᶃ新聞形ࣜでのまとめをする際に、見出しやߏ成の

事をه෉、一൪఻えたいことはԿかなど、新聞޻

意ࣝして࡞成できる生徒が増えたこと。

ᶄ実際に新聞ه事をൺֱすることで、ϝディアϦテ

ラシーの必要性をより۩ମ的にଊえߟえることがで

きたこと。

ᶅワークシートを活用したಡΈऔりとهड़のੵΈ重

Ͷで、ࣗ෼のߟえをわかりやすく書くことが少しず

つできるようになってきていること。

（２）課題

課題としては次のことがڍげられます。

ᶃ新聞の֬อ（部਺やछྨ）、教һଆの意ࣝの高༲

とॊೈなߟࢥが必要

、定していただいたことでࢦճ、ＮＩＥ実践校にࠓ　

新聞֤ࢴを定期的にͦΖえることができ、֤社のൺ

ֱができました。 授ۀでෳ਺の新聞を活用する৔

߹は、学校として教育活動にＮＩＥをしっかりとҐ

ஔづけて༧ࢉを֬อし新聞をߪೖすることが必要だ

とࢥいます。

ᶄࢦಋする教һがॊೈなߟࢥや発૝で新聞を活用

していくことが重要

　ࣗ෼の୲౰する教Պの授ۀで࢖えるه事、ಓಙ

で࢖えるه事など、どの৔໘で活用できͦうかとい

うࢹ఺で新聞をࣼめಡΈすることも大事ではないか

とࢥいます。ＮＩＥに関することだけではないとࢥい

ますが、教һࣗ身の感性をຏくことが大੾です。

２年間のＮＩＥ実践を終えて
市原市立市原中学校　　木下　和巳
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̍　͸͡Ίʹ

　本校があるࢢݪࢢは「中๪૯」ともݴわれるようで

すが、千葉県の中ԝ部にҐஔしています。 人ޱお

よͦ 27ສ人で、๺部には౦ژ࿷に໘したۀ޻஍ଳと

঎ࢪۀઃやॅ୐஍が集まっています。 ೆ部はࢁ間

஍Ҭであり、ࢢの中ԝをೆ๺にཆ࿝઒がॎ断し中

ԝ部にはాԂ෩ܠが広がっています。 少子化・高

齢化も進Έ、生徒਺も年々ݮ少しています。 日本

のॖਤのようなࢢともݴえます。

76年目でࡏݱ、中学校はত࿨22年に։校ݪࢢ　

す。 学校教育目ඪは「人間力を高め、ະདྷに޲か

い、たくましく生きൈく生徒」です。 また本校には

。が定められています「ষݑ中スϚイルࢢ」 これは生

徒会本部を中৺にશ校生徒で話し߹って੍定された

ものです。「༐気」「あいさつ」「সإ」をϞットーに、

生徒たちは日ৗ生活を元気よくૹっています。 生徒

਺は138໊ࡏݱ、学ڃ਺は֤学年̎学ڃずつ、ま

たಛผࢧԉ学ڃが஌的学̍ڃつ、情ॹ学̍ڃつ、

શ部で̔学ڃのখさな学校です。 Ґஔはࢢの๺部

にあり、̎つのஂ஍（国෼ࣉ台、ୢາ台）にڬまれ

た、ాാとྛࢁの広がる学۠で、਌の代、૆෕฼

の代もこの学校にࡏ੶したという家庭も多い஍Ҭで

す。 学۠಺には༮ஓԂ̎Ԃ、খ学校̍校、県立高

校̍校、ࢲ立高校̍校、ಛผࢧԉ学校̍校あり、

様々な形で連携したऔり૊Έをߦっています。 ま

た、社会教育ࢪઃ（θットエー෢ಓ৔、࢙ྺݪࢢത

෺ؗ）がྡ઀しています。 徒า਺෼という஍の利を

活かして授ۀやߦ事でのੵۃ的なަྲྀや利用をਤっ

ています。

　ＮＩＥの実践にऔり૊Ήに౰たって、まず生徒た

ちが実際に新聞に৮れるػ会がどのくらいあるのか

をௐ΂てΈました。 すると本校のݱ状として、新聞

をߪಡしていない家庭がׂ̒、新聞をಡまない生徒

のׂ߹がׂ̔という݁Ռがでました。 インターネッ

トから多くの情報をಘることが多い生徒にとって、

新聞は身ۙなものとはݴえない状況にあることがわ

かりました。

̎　࣮ફٴͼ݁Ռ

（１）令和３年度の取り組み

ᶃ「新聞のしくΈ」を஌る　

　まずは新聞の見出しやϨイアウトの޻෉などの「新

聞のしくΈ」を஌るとこΖから学習を࢝めました。 見

出しの෇け方やه事の഑ྻの޻෉を঺հし、見や

すくわかりやすいࢴ໘࡞りをしていることを学ͼまし

た。 ͦの上で、म学ཱྀߦや校֎学習で、活動のま

とめをݸ々に、あるいはάループで新聞として࡞成

することにしました。 生徒は、「一൪఻えたいことは

Կか」ということを意ࣝしながら、ͦれͧれが޻෉

をڽらして、見やすくわかりやすい新聞を࡞ること

ができました。

ᶄ新聞ه事を話題としたߨ話

　新聞を身ۙに感じてもらうことも必要だとߟえ֤

୲೚におئいして、ؼりの୹学活での୲೚のߨ話

に新聞ه事を話題としてऔり上げてもらうػ会を࡞

るようにしました。 ͦの際、ه事のコϐーをࣔした

り഑෇したりすることで、新聞をಡΉػ会を࡞るよ

うに意ࣝしました。

ᶅ教Պでの実践

　ྩ࿨̏年度は̏年生のެ民でߦいました。

　̏年生の社会（ެ民෼野）では、この年にߦわれ

た૯બڍに関するه事をऔり上げました。 બڍの

૊Έを理解する上で、教Պ書に書かれている಺࢓

༰をより۩ମ的に஌り、よりϦアルに感じることがで

きたのではないかとࢥいます。 新聞を活用して಺༰

が理解しやすくなり、わかりやすく学Ϳことにより

χϡースで話題になっていることと学校での学習が

うまくつながるようになる。 学ͼがより深まる、とい

うことを生徒も教ࢣも実感できた学習でした。 ま

た、બڍのऔり上げ方が新聞社によって異なること

に気づかͤ、ϝディアϦテラシーについても学Ϳこと

ができました。

（２）令和４年度の取り組み

ᶃ「新聞のしくΈ」を஌る

。しましたࢪ年度は̍年生に実ࠓ　 ୲೚がి子ࠇ

൘を活用して新聞のしくΈをઆ明し、新聞形ࣜのま

とめ方にऔり૊Έました。 生徒は一人̍台のタϒ

Ϩット端末を࢖って、見やすくわかりやすい新聞を

つくることができました。

ᶄ授ۀでの実践

。でऔり૊Έましたޠ年度は̏年生の国ࠓ　 国ޠ

の学習಺༰でϝディアϦテラシーの必要性を学Ϳと

こΖがありましたので、ここで実際に਺社の新聞の

社આをൺֱし話し߹いました。 新聞社のߟえ方に

よって書きͿりが異なることを実感し、生徒たちも

。ってऔり૊めていました࣋味をڵ

ᶅ新聞ه事のಡΈऔり

事に৮れることه年度の課題として、多くのࡢ　

で、ಡ解力やߟࢥ力を高めるようなऔり૊Έをする

こと、日ৗのわずかな時間をうまく活用できるよう

に、಺༰をߟえて、ܧ続的なऔり૊Έをすること、

がڍげられました。 ͦこでࠓ年度は「ಡച新聞　

ワークシート௨৴」を活用してΈました。 ຖே10෼

間のಡ書の時間のうち、༵ۚ日をこのワークシート

にऔり૊Ή時間としました。 ॳめはه事をಡΈऔる

ことにも࢛ۤീۤする生徒がいましたが、ঃ々に׳

れてきて、ࣗ෼のߟえを書きࠐΉことができるよう

になってきました。 ୹時間でもܧ続的にऔり૊Ήこ

とが学習ޮՌを高めることにつながっているという

ことが実感できました。

̏　੒Ռͱ՝୊

（１）実践の成果

　成Ռとしては、次のことがڍげられます。

ᶃ新聞形ࣜでのまとめをする際に、見出しやߏ成の

事をه෉、一൪఻えたいことはԿかなど、新聞޻

意ࣝして࡞成できる生徒が増えたこと。

ᶄ実際に新聞ه事をൺֱすることで、ϝディアϦテ

ラシーの必要性をより۩ମ的にଊえߟえることがで

きたこと。

ᶅワークシートを活用したಡΈऔりとهड़のੵΈ重

Ͷで、ࣗ෼のߟえをわかりやすく書くことが少しず

つできるようになってきていること。

（２）課題

課題としては次のことがڍげられます。

ᶃ新聞の֬อ（部਺やछྨ）、教һଆの意ࣝの高༲

とॊೈなߟࢥが必要

、定していただいたことでࢦճ、ＮＩＥ実践校にࠓ　

新聞֤ࢴを定期的にͦΖえることができ、֤社のൺ

ֱができました。 授ۀでෳ਺の新聞を活用する৔

߹は、学校として教育活動にＮＩＥをしっかりとҐ

ஔづけて༧ࢉを֬อし新聞をߪೖすることが必要だ

とࢥいます。

ᶄࢦಋする教һがॊೈなߟࢥや発૝で新聞を活用

していくことが重要

　ࣗ෼の୲౰する教Պの授ۀで࢖えるه事、ಓಙ

で࢖えるه事など、どの৔໘で活用できͦうかとい

うࢹ఺で新聞をࣼめಡΈすることも大事ではないか

とࢥいます。ＮＩＥに関することだけではないとࢥい

ますが、教һࣗ身の感性をຏくことが大੾です。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校があるࢢݪࢢは「中๪૯」ともݴわれるようで

すが、千葉県の中ԝ部にҐஔしています。 人ޱお

よͦ 27ສ人で、๺部には౦ژ࿷に໘したۀ޻஍ଳと

঎ࢪۀઃやॅ୐஍が集まっています。 ೆ部はࢁ間

஍Ҭであり、ࢢの中ԝをೆ๺にཆ࿝઒がॎ断し中

ԝ部にはాԂ෩ܠが広がっています。 少子化・高

齢化も進Έ、生徒਺も年々ݮ少しています。 日本

のॖਤのようなࢢともݴえます。

76年目でࡏݱ、中学校はত࿨22年に։校ݪࢢ　

す。 学校教育目ඪは「人間力を高め、ະདྷに޲か

い、たくましく生きൈく生徒」です。 また本校には

。が定められています「ষݑ中スϚイルࢢ」 これは生

徒会本部を中৺にશ校生徒で話し߹って੍定された

ものです。「༐気」「あいさつ」「সإ」をϞットーに、

生徒たちは日ৗ生活を元気よくૹっています。 生徒

਺は138໊ࡏݱ、学ڃ਺は֤学年̎学ڃずつ、ま

たಛผࢧԉ学ڃが஌的学̍ڃつ、情ॹ学̍ڃつ、

શ部で̔学ڃのখさな学校です。 Ґஔはࢢの๺部

にあり、̎つのஂ஍（国෼ࣉ台、ୢາ台）にڬまれ

た、ాാとྛࢁの広がる学۠で、਌の代、૆෕฼

の代もこの学校にࡏ੶したという家庭も多い஍Ҭで

す。 学۠಺には༮ஓԂ̎Ԃ、খ学校̍校、県立高

校̍校、ࢲ立高校̍校、ಛผࢧԉ学校̍校あり、

様々な形で連携したऔり૊Έをߦっています。 ま

た、社会教育ࢪઃ（θットエー෢ಓ৔、࢙ྺݪࢢത

෺ؗ）がྡ઀しています。 徒า਺෼という஍の利を

活かして授ۀやߦ事でのੵۃ的なަྲྀや利用をਤっ

ています。

　ＮＩＥの実践にऔり૊Ήに౰たって、まず生徒た

ちが実際に新聞に৮れるػ会がどのくらいあるのか

をௐ΂てΈました。 すると本校のݱ状として、新聞

をߪಡしていない家庭がׂ̒、新聞をಡまない生徒

のׂ߹がׂ̔という݁Ռがでました。 インターネッ

トから多くの情報をಘることが多い生徒にとって、

新聞は身ۙなものとはݴえない状況にあることがわ

かりました。

̎　࣮ફٴͼ݁Ռ

（１）令和３年度の取り組み

ᶃ「新聞のしくΈ」を஌る　

　まずは新聞の見出しやϨイアウトの޻෉などの「新

聞のしくΈ」を஌るとこΖから学習を࢝めました。 見

出しの෇け方やه事の഑ྻの޻෉を঺հし、見や

すくわかりやすいࢴ໘࡞りをしていることを学ͼまし

た。 ͦの上で、म学ཱྀߦや校֎学習で、活動のま

とめをݸ々に、あるいはάループで新聞として࡞成

することにしました。 生徒は、「一൪఻えたいことは

Կか」ということを意ࣝしながら、ͦれͧれが޻෉

をڽらして、見やすくわかりやすい新聞を࡞ること

ができました。

ᶄ新聞ه事を話題としたߨ話

　新聞を身ۙに感じてもらうことも必要だとߟえ֤

୲೚におئいして、ؼりの୹学活での୲೚のߨ話

に新聞ه事を話題としてऔり上げてもらうػ会を࡞

るようにしました。 ͦの際、ه事のコϐーをࣔした

り഑෇したりすることで、新聞をಡΉػ会を࡞るよ

うに意ࣝしました。

ᶅ教Պでの実践

　ྩ࿨̏年度は̏年生のެ民でߦいました。

　̏年生の社会（ެ民෼野）では、この年にߦわれ

た૯બڍに関するه事をऔり上げました。 બڍの

૊Έを理解する上で、教Պ書に書かれている಺࢓

༰をより۩ମ的に஌り、よりϦアルに感じることがで

きたのではないかとࢥいます。 新聞を活用して಺༰

が理解しやすくなり、わかりやすく学Ϳことにより

χϡースで話題になっていることと学校での学習が

うまくつながるようになる。 学ͼがより深まる、とい

うことを生徒も教ࢣも実感できた学習でした。 ま

た、બڍのऔり上げ方が新聞社によって異なること

に気づかͤ、ϝディアϦテラシーについても学Ϳこと

ができました。

（２）令和４年度の取り組み

ᶃ「新聞のしくΈ」を஌る

。しましたࢪ年度は̍年生に実ࠓ　 ୲೚がి子ࠇ

൘を活用して新聞のしくΈをઆ明し、新聞形ࣜのま

とめ方にऔり૊Έました。 生徒は一人̍台のタϒ

Ϩット端末を࢖って、見やすくわかりやすい新聞を

つくることができました。

ᶄ授ۀでの実践

。でऔり૊Έましたޠ年度は̏年生の国ࠓ　 国ޠ

の学習಺༰でϝディアϦテラシーの必要性を学Ϳと

こΖがありましたので、ここで実際に਺社の新聞の

社આをൺֱし話し߹いました。 新聞社のߟえ方に

よって書きͿりが異なることを実感し、生徒たちも

。ってऔり૊めていました࣋味をڵ

ᶅ新聞ه事のಡΈऔり

事に৮れることه年度の課題として、多くのࡢ　

で、ಡ解力やߟࢥ力を高めるようなऔり૊Έをする

こと、日ৗのわずかな時間をうまく活用できるよう

に、಺༰をߟえて、ܧ続的なऔり૊Έをすること、

がڍげられました。 ͦこでࠓ年度は「ಡച新聞　

ワークシート௨৴」を活用してΈました。 ຖே10෼

間のಡ書の時間のうち、༵ۚ日をこのワークシート

にऔり૊Ή時間としました。 ॳめはه事をಡΈऔる

ことにも࢛ۤീۤする生徒がいましたが、ঃ々に׳

れてきて、ࣗ෼のߟえを書きࠐΉことができるよう

になってきました。 ୹時間でもܧ続的にऔり૊Ήこ

とが学習ޮՌを高めることにつながっているという

ことが実感できました。

̏　੒Ռͱ՝୊

（１）実践の成果

　成Ռとしては、次のことがڍげられます。

ᶃ新聞形ࣜでのまとめをする際に、見出しやߏ成の

事をه෉、一൪఻えたいことはԿかなど、新聞޻

意ࣝして࡞成できる生徒が増えたこと。

ᶄ実際に新聞ه事をൺֱすることで、ϝディアϦテ

ラシーの必要性をより۩ମ的にଊえߟえることがで

きたこと。

ᶅワークシートを活用したಡΈऔりとهड़のੵΈ重

Ͷで、ࣗ෼のߟえをわかりやすく書くことが少しず

つできるようになってきていること。

（２）課題

課題としては次のことがڍげられます。

ᶃ新聞の֬อ（部਺やछྨ）、教һଆの意ࣝの高༲

とॊೈなߟࢥが必要

、定していただいたことでࢦճ、ＮＩＥ実践校にࠓ　

新聞֤ࢴを定期的にͦΖえることができ、֤社のൺ

ֱができました。 授ۀでෳ਺の新聞を活用する৔

߹は、学校として教育活動にＮＩＥをしっかりとҐ

ஔづけて༧ࢉを֬อし新聞をߪೖすることが必要だ

とࢥいます。

ᶄࢦಋする教һがॊೈなߟࢥや発૝で新聞を活用

していくことが重要

　ࣗ෼の୲౰する教Պの授ۀで࢖えるه事、ಓಙ

で࢖えるه事など、どの৔໘で活用できͦうかとい

うࢹ఺で新聞をࣼめಡΈすることも大事ではないか

とࢥいます。ＮＩＥに関することだけではないとࢥい

ますが、教һࣗ身の感性をຏくことが大੾です。

̍　͸͡Ίʹ

　本校があるࢢݪࢢは「中๪૯」ともݴわれるようで

すが、千葉県の中ԝ部にҐஔしています。 人ޱお

よͦ 27ສ人で、๺部には౦ژ࿷に໘したۀ޻஍ଳと

঎ࢪۀઃやॅ୐஍が集まっています。 ೆ部はࢁ間

஍Ҭであり、ࢢの中ԝをೆ๺にཆ࿝઒がॎ断し中

ԝ部にはాԂ෩ܠが広がっています。 少子化・高

齢化も進Έ、生徒਺も年々ݮ少しています。 日本

のॖਤのようなࢢともݴえます。

76年目でࡏݱ、中学校はত࿨22年に։校ݪࢢ　

す。 学校教育目ඪは「人間力を高め、ະདྷに޲か

い、たくましく生きൈく生徒」です。 また本校には

。が定められています「ষݑ中スϚイルࢢ」 これは生

徒会本部を中৺にશ校生徒で話し߹って੍定された

ものです。「༐気」「あいさつ」「সإ」をϞットーに、

生徒たちは日ৗ生活を元気よくૹっています。 生徒

਺は138໊ࡏݱ、学ڃ਺は֤学年̎学ڃずつ、ま

たಛผࢧԉ学ڃが஌的学̍ڃつ、情ॹ学̍ڃつ、

શ部で̔学ڃのখさな学校です。 Ґஔはࢢの๺部

にあり、̎つのஂ஍（国෼ࣉ台、ୢາ台）にڬまれ

た、ాാとྛࢁの広がる学۠で、਌の代、૆෕฼

の代もこの学校にࡏ੶したという家庭も多い஍Ҭで

す。 学۠಺には༮ஓԂ̎Ԃ、খ学校̍校、県立高

校̍校、ࢲ立高校̍校、ಛผࢧԉ学校̍校あり、

様々な形で連携したऔり૊Έをߦっています。 ま

た、社会教育ࢪઃ（θットエー෢ಓ৔、࢙ྺݪࢢത

෺ؗ）がྡ઀しています。 徒า਺෼という஍の利を

活かして授ۀやߦ事でのੵۃ的なަྲྀや利用をਤっ

ています。

　ＮＩＥの実践にऔり૊Ήに౰たって、まず生徒た

ちが実際に新聞に৮れるػ会がどのくらいあるのか

をௐ΂てΈました。 すると本校のݱ状として、新聞

をߪಡしていない家庭がׂ̒、新聞をಡまない生徒

のׂ߹がׂ̔という݁Ռがでました。 インターネッ

トから多くの情報をಘることが多い生徒にとって、

新聞は身ۙなものとはݴえない状況にあることがわ

かりました。

̎　࣮ફٴͼ݁Ռ

（１）令和３年度の取り組み

ᶃ「新聞のしくΈ」を஌る　

　まずは新聞の見出しやϨイアウトの޻෉などの「新

聞のしくΈ」を஌るとこΖから学習を࢝めました。 見

出しの෇け方やه事の഑ྻの޻෉を঺հし、見や

すくわかりやすいࢴ໘࡞りをしていることを学ͼまし

た。 ͦの上で、म学ཱྀߦや校֎学習で、活動のま

とめをݸ々に、あるいはάループで新聞として࡞成

することにしました。 生徒は、「一൪఻えたいことは

Կか」ということを意ࣝしながら、ͦれͧれが޻෉

をڽらして、見やすくわかりやすい新聞を࡞ること

ができました。

ᶄ新聞ه事を話題としたߨ話

　新聞を身ۙに感じてもらうことも必要だとߟえ֤

୲೚におئいして、ؼりの୹学活での୲೚のߨ話

に新聞ه事を話題としてऔり上げてもらうػ会を࡞

るようにしました。 ͦの際、ه事のコϐーをࣔした

り഑෇したりすることで、新聞をಡΉػ会を࡞るよ

うに意ࣝしました。

ᶅ教Պでの実践

　ྩ࿨̏年度は̏年生のެ民でߦいました。

　̏年生の社会（ެ民෼野）では、この年にߦわれ

た૯બڍに関するه事をऔり上げました。 બڍの

૊Έを理解する上で、教Պ書に書かれている಺࢓

༰をより۩ମ的に஌り、よりϦアルに感じることがで

きたのではないかとࢥいます。 新聞を活用して಺༰

が理解しやすくなり、わかりやすく学Ϳことにより

χϡースで話題になっていることと学校での学習が

うまくつながるようになる。 学ͼがより深まる、とい

うことを生徒も教ࢣも実感できた学習でした。 ま

た、બڍのऔり上げ方が新聞社によって異なること

に気づかͤ、ϝディアϦテラシーについても学Ϳこと

ができました。

（２）令和４年度の取り組み

ᶃ「新聞のしくΈ」を஌る

。しましたࢪ年度は̍年生に実ࠓ　 ୲೚がి子ࠇ

൘を活用して新聞のしくΈをઆ明し、新聞形ࣜのま

とめ方にऔり૊Έました。 生徒は一人̍台のタϒ

Ϩット端末を࢖って、見やすくわかりやすい新聞を

つくることができました。

ᶄ授ۀでの実践

。でऔり૊Έましたޠ年度は̏年生の国ࠓ　 国ޠ

の学習಺༰でϝディアϦテラシーの必要性を学Ϳと

こΖがありましたので、ここで実際に਺社の新聞の

社આをൺֱし話し߹いました。 新聞社のߟえ方に

よって書きͿりが異なることを実感し、生徒たちも

。ってऔり૊めていました࣋味をڵ

ᶅ新聞ه事のಡΈऔり

事に৮れることه年度の課題として、多くのࡢ　

で、ಡ解力やߟࢥ力を高めるようなऔり૊Έをする

こと、日ৗのわずかな時間をうまく活用できるよう

に、಺༰をߟえて、ܧ続的なऔり૊Έをすること、

がڍげられました。 ͦこでࠓ年度は「ಡച新聞　

ワークシート௨৴」を活用してΈました。 ຖே10෼

間のಡ書の時間のうち、༵ۚ日をこのワークシート

にऔり૊Ή時間としました。 ॳめはه事をಡΈऔる

ことにも࢛ۤീۤする生徒がいましたが、ঃ々に׳

れてきて、ࣗ෼のߟえを書きࠐΉことができるよう

になってきました。 ୹時間でもܧ続的にऔり૊Ήこ

とが学習ޮՌを高めることにつながっているという

ことが実感できました。

̏　੒Ռͱ՝୊

（１）実践の成果

　成Ռとしては、次のことがڍげられます。

ᶃ新聞形ࣜでのまとめをする際に、見出しやߏ成の

事をه෉、一൪఻えたいことはԿかなど、新聞޻

意ࣝして࡞成できる生徒が増えたこと。

ᶄ実際に新聞ه事をൺֱすることで、ϝディアϦテ

ラシーの必要性をより۩ମ的にଊえߟえることがで

きたこと。

ᶅワークシートを活用したಡΈऔりとهड़のੵΈ重

Ͷで、ࣗ෼のߟえをわかりやすく書くことが少しず

つできるようになってきていること。

（２）課題

課題としては次のことがڍげられます。

ᶃ新聞の֬อ（部਺やछྨ）、教һଆの意ࣝの高༲

とॊೈなߟࢥが必要

、定していただいたことでࢦճ、ＮＩＥ実践校にࠓ　

新聞֤ࢴを定期的にͦΖえることができ、֤社のൺ

ֱができました。 授ۀでෳ਺の新聞を活用する৔

߹は、学校として教育活動にＮＩＥをしっかりとҐ

ஔづけて༧ࢉを֬อし新聞をߪೖすることが必要だ

とࢥいます。

ᶄࢦಋする教һがॊೈなߟࢥや発૝で新聞を活用

していくことが重要

　ࣗ෼の୲౰する教Պの授ۀで࢖えるه事、ಓಙ

で࢖えるه事など、どの৔໘で活用できͦうかとい

うࢹ఺で新聞をࣼめಡΈすることも大事ではないか

とࢥいます。ＮＩＥに関することだけではないとࢥい

ますが、教һࣗ身の感性をຏくことが大੾です。
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̍　͸͡Ίʹ

　本校はྩ࿨̐年度からの̎年間、ＮＩＥ推進校の

。定をडけ、ॳ年度のऔ૊となるࢦ

　新聞学習を進めるにあたり、ࠓ年度のڀݚ主題

である「ݸの学ͼの深まりを見औる授ۀづくりʙࣗݾ

の学ͼの深まりを֮ࣗできる学ͼの実ݱに޲かっ

て」を基として、ࢦಋҊݕ౼をߦった。 本校ではࠓ

年度、̨ ̙̜͂ の活動の一؀として、性ผによるภ見

をなくすために、h শを౷一することܟ やɦ、h ੍෰の

ඪ४෰બ୒੍ をɦଅ進している。 ジΣンμー平等を

஌ࣝとして深める学習や、ͦのଞの࣋続Մ能な社

会の実ݱについて、深く学΂る಺༰とす΂く、新聞

学習を進めることは࠷దなػ会であった。 生徒に

は、「新聞は多くの人の校ਖ਼を௨աして、事実を世

に఻えるための的֬なจষ表ݱでߏ成されている」

とೝࣝさͤて学習の࢝まりとした。

̎　࣮ફঢ়گ

（１）報告書書式：新聞形式

ʓ 上下ஈのೋ部ߏ成

ʬ上ஈʭ新聞ه事のෳ਺ுり߹わͤ

ʬ下ஈʭ ᶃ 新聞ه事の要໿

　　　 ᶄ 着目した理༝ 

　　　 ᶅ ه事の感૝（ฤ集هޙ）

（２）委員会活動

ʓ 学習ҕһ会r֤学ڃにۀ࡞खॱのઆ明

・̨ ̙̜͂ ߲目֬ೝの動ըࢹௌ

・新聞・用ࢴ഑෇・書ࣜઆ明

（３）総合的な学習の時間

　̨̙ ̜͂ の17߲「けて޲にݱ続Մ能な社会の実࣋」

目の活動や、࠷新χϡースの̨̙ ̜͂ 関連ه事を੾

りൈく。 ̨、えߟ཰をޮۀ࡞ ̙̜͂ 事はશてهࡌܝ

੾りൈいたޙに、൝活動の中で、֤ࣗがテーϚに関

連した注目ه事を୳した。

　ͼ·ͱΊٴ࡯ߟ　̏

　新聞学習を௨して、จষߏ成はどうある΂きか

や、ه事を࡞จするॱংや見出し、จࣈの大きさな

どのߏ成を学Ϳことができた。 ࣗ෼のߟえをཪ෇

けたり、આಘ力をあげるためには、事実やࠜڌに

基づいた意見を書かͶばならない。 ͦのためには

多くの༧උ஌ࣝをつける必要があることを学Ϳこと

ができたのはऩ֭であった。 しかし、จষߏ成を

身につけ、ஓ੿な表ݱを୤し、的֬な表ݱでࣗ෼

のߟえを఻えるจষ࡞成までには、ࢸらなかった部

෼もある。

　新聞ه事のັ力は事実に基づいてূݕされた಺

༰が、ద੾な表ݱを用いてݴい表わされていること

である。 ྩ࿨̐年度の学力状況ௐࠪによると、「ࠜ

を明֬に書く」問題について、ਖ਼౴཰がશମのڌ

45�5ˋであり、هड़題3問中の಺、一൪௿かった。

本校でもهड़をۤखとする生徒が多਺೿だ。 少し

でも、生徒たちの書く力を޲上さͤるために、ܧ続

的なจষ表ࢦݱಋをߦってきた。 ಛに、Նの࡞จ

では、「จ法力、ޠኮ力、表ݱ力」について఺਺化

し、ࡉやかにఴ࡟をߦった。「ࣗ෼のߟえが఻わる

จষ」を目ࢦしてきたが、多少の஌ࣝはついても、ͦ

れらをまとめたશମのߏ成力に、課題が࢒る݁Ռと

なった。

　དྷ年度は̎年目となるので、新聞のจষߏ成を学

ͼ、また、ޠኮ力を増やͤる学習活動のݕ౼や、

情報のڞ有を௨じての理解の深まりを見औる授ۀ展

։をߟえていきたい。

新聞学習とＳＤＧs
松戸市立河原塚中学校　　佐々木　淳・鎌田　純子

《新聞記事選別の様子》
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̍　͸͡Ίʹ

　本校はྩ࿨̐年度からの̎年間、ＮＩＥ推進校の

。定をडけ、ॳ年度のऔ૊となるࢦ

　新聞学習を進めるにあたり、ࠓ年度のڀݚ主題

である「ݸの学ͼの深まりを見औる授ۀづくりʙࣗݾ

の学ͼの深まりを֮ࣗできる学ͼの実ݱに޲かっ

て」を基として、ࢦಋҊݕ౼をߦった。 本校ではࠓ

年度、̨ ̙̜͂ の活動の一؀として、性ผによるภ見

をなくすために、h শを౷一することܟ やɦ、h ੍෰の

ඪ४෰બ୒੍ をɦଅ進している。 ジΣンμー平等を

஌ࣝとして深める学習や、ͦのଞの࣋続Մ能な社

会の実ݱについて、深く学΂る಺༰とす΂く、新聞

学習を進めることは࠷దなػ会であった。 生徒に

は、「新聞は多くの人の校ਖ਼を௨աして、事実を世

に఻えるための的֬なจষ表ݱでߏ成されている」

とೝࣝさͤて学習の࢝まりとした。

̎　࣮ફঢ়گ

（１）報告書書式：新聞形式

ʓ 上下ஈのೋ部ߏ成

ʬ上ஈʭ新聞ه事のෳ਺ுり߹わͤ

ʬ下ஈʭ ᶃ 新聞ه事の要໿

　　　 ᶄ 着目した理༝ 

　　　 ᶅ ه事の感૝（ฤ集هޙ）

（２）委員会活動

ʓ 学習ҕһ会r֤学ڃにۀ࡞खॱのઆ明

・̨ ̙̜͂ ߲目֬ೝの動ըࢹௌ

・新聞・用ࢴ഑෇・書ࣜઆ明

（３）総合的な学習の時間

　̨̙ ̜͂ の17߲「けて޲にݱ続Մ能な社会の実࣋」

目の活動や、࠷新χϡースの̨̙ ̜͂ 関連ه事を੾

りൈく。 ̨、えߟ཰をޮۀ࡞ ̙̜͂ 事はશてهࡌܝ

੾りൈいたޙに、൝活動の中で、֤ࣗがテーϚに関

連した注目ه事を୳した。

　ͼ·ͱΊٴ࡯ߟ　̏

　新聞学習を௨して、จষߏ成はどうある΂きか

や、ه事を࡞จするॱংや見出し、จࣈの大きさな

どのߏ成を学Ϳことができた。 ࣗ෼のߟえをཪ෇

けたり、આಘ力をあげるためには、事実やࠜڌに

基づいた意見を書かͶばならない。 ͦのためには

多くの༧උ஌ࣝをつける必要があることを学Ϳこと

ができたのはऩ֭であった。 しかし、จষߏ成を

身につけ、ஓ੿な表ݱを୤し、的֬な表ݱでࣗ෼

のߟえを఻えるจষ࡞成までには、ࢸらなかった部

෼もある。

　新聞ه事のັ力は事実に基づいてূݕされた಺

༰が、ద੾な表ݱを用いてݴい表わされていること

である。 ྩ࿨̐年度の学力状況ௐࠪによると、「ࠜ

を明֬に書く」問題について、ਖ਼౴཰がશମのڌ

45�5ˋであり、هड़題3問中の಺、一൪௿かった。

本校でもهड़をۤखとする生徒が多਺೿だ。 少し

でも、生徒たちの書く力を޲上さͤるために、ܧ続

的なจষ表ࢦݱಋをߦってきた。 ಛに、Նの࡞จ

では、「จ法力、ޠኮ力、表ݱ力」について఺਺化

し、ࡉやかにఴ࡟をߦった。「ࣗ෼のߟえが఻わる

จষ」を目ࢦしてきたが、多少の஌ࣝはついても、ͦ

れらをまとめたશମのߏ成力に、課題が࢒る݁Ռと

なった。

　དྷ年度は̎年目となるので、新聞のจষߏ成を学

ͼ、また、ޠኮ力を増やͤる学習活動のݕ౼や、

情報のڞ有を௨じての理解の深まりを見औる授ۀ展

։をߟえていきたい。

新聞学習とＳＤＧs
松戸市立河原塚中学校　　佐々木　淳・鎌田　純子

《新聞記事選別の様子》

̍　͸͡Ίʹ

　本校はྩ࿨̐年度からの̎年間、ＮＩＥ推進校の

。定をडけ、ॳ年度のऔ૊となるࢦ

　新聞学習を進めるにあたり、ࠓ年度のڀݚ主題

である「ݸの学ͼの深まりを見औる授ۀづくりʙࣗݾ

の学ͼの深まりを֮ࣗできる学ͼの実ݱに޲かっ

て」を基として、ࢦಋҊݕ౼をߦった。 本校ではࠓ

年度、̨ ̙̜͂ の活動の一؀として、性ผによるภ見

をなくすために、h শを౷一することܟ やɦ、h ੍෰の

ඪ४෰બ୒੍ をɦଅ進している。 ジΣンμー平等を

஌ࣝとして深める学習や、ͦのଞの࣋続Մ能な社

会の実ݱについて、深く学΂る಺༰とす΂く、新聞

学習を進めることは࠷దなػ会であった。 生徒に

は、「新聞は多くの人の校ਖ਼を௨աして、事実を世

に఻えるための的֬なจষ表ݱでߏ成されている」

とೝࣝさͤて学習の࢝まりとした。

̎　࣮ફঢ়گ

（１）報告書書式：新聞形式

ʓ 上下ஈのೋ部ߏ成

ʬ上ஈʭ新聞ه事のෳ਺ுり߹わͤ

ʬ下ஈʭ ᶃ 新聞ه事の要໿

　　　 ᶄ 着目した理༝ 

　　　 ᶅ ه事の感૝（ฤ集هޙ）

（２）委員会活動

ʓ 学習ҕһ会r֤学ڃにۀ࡞खॱのઆ明

・̨ ̙̜͂ ߲目֬ೝの動ըࢹௌ

・新聞・用ࢴ഑෇・書ࣜઆ明

（３）総合的な学習の時間

　̨̙ ̜͂ の17߲「けて޲にݱ続Մ能な社会の実࣋」

目の活動や、࠷新χϡースの̨̙ ̜͂ 関連ه事を੾

りൈく。 ̨、えߟ཰をޮۀ࡞ ̙̜͂ 事はશてهࡌܝ

੾りൈいたޙに、൝活動の中で、֤ࣗがテーϚに関

連した注目ه事を୳した。

　ͼ·ͱΊٴ࡯ߟ　̏

　新聞学習を௨して、จষߏ成はどうある΂きか

や、ه事を࡞จするॱংや見出し、จࣈの大きさな

どのߏ成を学Ϳことができた。 ࣗ෼のߟえをཪ෇

けたり、આಘ力をあげるためには、事実やࠜڌに

基づいた意見を書かͶばならない。 ͦのためには

多くの༧උ஌ࣝをつける必要があることを学Ϳこと

ができたのはऩ֭であった。 しかし、จষߏ成を

身につけ、ஓ੿な表ݱを୤し、的֬な表ݱでࣗ෼

のߟえを఻えるจষ࡞成までには、ࢸらなかった部

෼もある。

　新聞ه事のັ力は事実に基づいてূݕされた಺

༰が、ద੾な表ݱを用いてݴい表わされていること

である。 ྩ࿨̐年度の学力状況ௐࠪによると、「ࠜ

を明֬に書く」問題について、ਖ਼౴཰がશମのڌ

45�5ˋであり、هड़題3問中の಺、一൪௿かった。

本校でもهड़をۤखとする生徒が多਺೿だ。 少し

でも、生徒たちの書く力を޲上さͤるために、ܧ続

的なจষ表ࢦݱಋをߦってきた。 ಛに、Նの࡞จ

では、「จ法力、ޠኮ力、表ݱ力」について఺਺化

し、ࡉやかにఴ࡟をߦった。「ࣗ෼のߟえが఻わる

จষ」を目ࢦしてきたが、多少の஌ࣝはついても、ͦ

れらをまとめたશମのߏ成力に、課題が࢒る݁Ռと

なった。

　དྷ年度は̎年目となるので、新聞のจষߏ成を学

ͼ、また、ޠኮ力を増やͤる学習活動のݕ౼や、

情報のڞ有を௨じての理解の深まりを見औる授ۀ展

։をߟえていきたい。

《生徒作成の記事》
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̍　͸͡Ίʹ

　長࡚ݪരࢿ料ؗのೖりޱにܝげられたϝッセージ

にこΜな一จがある。

　֩ฌڥ؀、ث問題、新型コロナウイルスʜ世界ن

໛の問題に立ち޲かう時に必要なこと、ͦのࠜっこ

は、ಉじだとࢥいます。

　ࣗ෼が౰事者だと֮ࣗすること。人をࢥいやるこ

と。݁ 末を૝૾すること。ͦ してߦ動にҠすこと。（ޙ

ུ）

　生徒一人ͻとりが౰事者意ࣝを࣋ち、多様なߟえ

をडけೖれ、কདྷをイϝージし、ߦ動できる成人と

なるために、様々なアプローνをߦっている。ͦの

औり૊Έをする上で、新聞が大きな໾ׂをՌたして

おり、ޮՌは大きいとߟえている。以下、この̍ 年

間の実践報告をする。

̎　࣮ફঢ়گ

（1）図書館のNIE

　本校ਤ書ؗの࢘書・大઒৴子ઌ生を中৺にੵۃ

的に活動している。

ᶃਤ書ؗ前の࿓下に新聞コーナーをઃஔし、いつ

でも新聞をखにとってಡめるようにした。

ᶄਤ書ؗのࣔܝ෺に新聞ه事を活用した。

（ྫ）18 。事を঺հするه成人に関連したࡀ

ᶅテーϚをઃ定し、ͦのテーϚに関連したه事を

ਤ書ҕһが੾りൈき、スクラップにしている。

૯߹型બൈなどのখ࿦จ対策に໾立てたい。

（2）ディベートに新聞

　教Պ書にはない新聞の長ॴとして、

ᶃ速報性ʜ教Պ書ではカόーできない、タイϜϦー

　　　　　な話題を提供できる。

ᶄ多様性ʜ新聞֤ࢴを঺հすることで、様々な価

　　　　　஋؍やߟえ方に;れることができる。

以上の長ॴを࢖って、 年̍生の「஍理૯߹」、̏年

生の「政ࡁܦ࣏」の授ۀでディベートを実ࢪした。

１年地理総合

「日本の࠶生Մ能エネルギーのׂ߹を൒෼以上に高

める΂し」

　Ϛイクロディベートとݺばれるやり方でߦう。 人̐૊

を࡞り、ߠ定νーϜと൱定νーϜに෼かれ議࿦する。

生Մ能エ࠶事やه子力発ిॴのੋඇに関するݪ　

ネルギーに関するه事等を྆νーϜに提ࣔし、ディ

ベート前の४උに活用する。

３年政治経済

「ベーシックインカϜをಋೖす΂し」

「֩ฌࢭېث৚໿にࢍ成す΂し」

「෉්ผ੏をಋೖす΂し」

「֎国人࿑ಇ者（Ҡ民）をੵۃ的にडけೖれる΂し」

　̐テーϚ̔ܭνーϜに෼かれ、ディベートに޲け

४උをした。ͦの際、関連ه事を྆νーϜに提ࣔ

した。

　 テ̍ーϚ̍ 時間でディベートをߦい（̐ܭ時間）、

ଞのνーϜは৹判として参加した。　　

定νーϜと൱定νーϜのどちらにઆಘ力があっߠ　

たか一ථを౤じ、多਺決でউഊを決定した。

（3）生徒の人生を変えた新聞記事

　 月̏にଔۀした速ਫ大஌さΜ。൴は 学̍年時に̍

ຕの新聞ه事に出会った。

　ͦれはϒラジルがコロナ対策をめ っ͙て૪いがى

きているというه事である。໋かࡁܦか、どちらを

બ୒するのかというϒラジル政府のࠞཚに൴はিܸ

をडけた。

　ͦれから൴はՆٳΈにかけてࣗ主的に「ϒラジル

とශࠔ」をテーϚにௐࠪڀݚ活動をߦった。コンクー

ルや学校の課題だったわけではなく、ࣗら෸き立つ

。したڀݚ味からڵ

　これをػに൴は法཯や政࣏学に関৺をͤدるよう

になり、̏学年時に法学部΁の進学を決めた。「あ

の新聞ه事との出会いがなければࠓのࣗ෼はなかっ

た」と൴はݴう。

　授ۀでは定期的に新聞ه事を提ࣔするが、どれ

が生徒の৺にࢗさるのかは人ͦれͧれである。だか

らこͦܧ続して、新聞ه事を࢖って問題提ىするこ

とで生徒の学ͼにつながるものとߟえている。

̏　·ͱΊ

　νϣークアンドトークの授ۀでなく、生徒ಉ࢜が

対話する中で、様々な価஋؍を見出しೝめ߹うこと

は、生徒の৺に࢒るو重なݧܦとなっている。

ۀった授࢒でアンέートをとり、৺にۀの授ޙ࠷　

をௐࠪした。݁Ռ、ຖ年ディスカッシϣンや意見ަ

。の時間が上ҐにҐஔする׵

　ͦのアンέートに書いてくれた生徒の感૝を঺հ

し、まとめとする。

・ ෺事をいΖいΖな֯度から見てߟえるようになっ

た。（உ）

・ 社会Պは暗ه教Պだとࢥっていたが、ߟえること

が大事なΜだ。（ঁ）

・ χϡースの表໘だけを見ずに、എܠも見ることの

大੾さを஌った。（உ）

・ 事実を֮えるだけでなく、なͥͦうなったのかく

わしく深۷りするようになった。（உ）

・ 社会Պは஌ࣝを֮えた者উちというೝࣝが変わっ

た。（உ）

・ 社会Պは暗هではなく、つながりだ。（உ）

・ 世界でىこった出དྷ事を஍理的なࢹ఺でߟえたこ

とがなかった。しかし、݁ͼつけてߟえられるよ

うになった。（உ）

・ 意見はे人े৭。ීஈからもっと؍٬的にߟえて

生活してΈようとࢥった。（ঁ）

・ χϡースや新聞を見るのがָしくなった。（ঁ）

・ 少਺の人のͤ޾のために、多くの人がইついてい

るとࢥうようになった。（ঁ）

・ これまで世界の問題はࣗ෼達の生活にはあまり

関係ないとࢥい、ଞ力本ئな࢟੎だったが、世

界の問題はզ々の問題でもあるとߟえるように

なった。（உ）

・ 世界の見方が変わった。ݻ定؍೦が変わった。

ࣗ෼でߟえる力がついた。（ঁ）

新聞で多様な価値観を理解し合う
千葉県立国府台高等学校　　大塚　功祐
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̍　͸͡Ίʹ

　長࡚ݪരࢿ料ؗのೖりޱにܝげられたϝッセージ
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　֩ฌڥ؀、ث問題、新型コロナウイルスʜ世界ن

໛の問題に立ち޲かう時に必要なこと、ͦのࠜっこ
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ུ）

　生徒一人ͻとりが౰事者意ࣝを࣋ち、多様なߟえ

をडけೖれ、কདྷをイϝージし、ߦ動できる成人と

なるために、様々なアプローνをߦっている。ͦの

औり૊Έをする上で、新聞が大きな໾ׂをՌたして
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でも新聞をखにとってಡめるようにした。

ᶄਤ書ؗのࣔܝ෺に新聞ه事を活用した。

（ྫ）18 。事を঺հするه成人に関連したࡀ

ᶅテーϚをઃ定し、ͦのテーϚに関連したه事を

ਤ書ҕһが੾りൈき、スクラップにしている。

૯߹型બൈなどのখ࿦จ対策に໾立てたい。

（2）ディベートに新聞

　教Պ書にはない新聞の長ॴとして、

ᶃ速報性ʜ教Պ書ではカόーできない、タイϜϦー

　　　　　な話題を提供できる。

ᶄ多様性ʜ新聞֤ࢴを঺հすることで、様々な価

　　　　　஋؍やߟえ方に;れることができる。

以上の長ॴを࢖って、 年̍生の「஍理૯߹」、̏年

生の「政ࡁܦ࣏」の授ۀでディベートを実ࢪした。

１年地理総合

「日本の࠶生Մ能エネルギーのׂ߹を൒෼以上に高

める΂し」

　Ϛイクロディベートとݺばれるやり方でߦう。 人̐૊

を࡞り、ߠ定νーϜと൱定νーϜに෼かれ議࿦する。

生Մ能エ࠶事やه子力発ిॴのੋඇに関するݪ　

ネルギーに関するه事等を྆νーϜに提ࣔし、ディ

ベート前の४උに活用する。

３年政治経済

「ベーシックインカϜをಋೖす΂し」
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した。
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ଞのνーϜは৹判として参加した。　　

定νーϜと൱定νーϜのどちらにઆಘ力があっߠ　

たか一ථを౤じ、多਺決でউഊを決定した。

（3）生徒の人生を変えた新聞記事

　 月̏にଔۀした速ਫ大஌さΜ。൴は 学̍年時に̍

ຕの新聞ه事に出会った。

　ͦれはϒラジルがコロナ対策をめ っ͙て૪いがى
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とශࠔ」をテーϚにௐࠪڀݚ活動をߦった。コンクー

ルや学校の課題だったわけではなく、ࣗら෸き立つ

。したڀݚ味からڵ

　これをػに൴は法཯や政࣏学に関৺をͤدるよう

になり、̏学年時に法学部΁の進学を決めた。「あ

の新聞ه事との出会いがなければࠓのࣗ෼はなかっ

た」と൴はݴう。

　授ۀでは定期的に新聞ه事を提ࣔするが、どれ

が生徒の৺にࢗさるのかは人ͦれͧれである。だか

らこͦܧ続して、新聞ه事を࢖って問題提ىするこ

とで生徒の学ͼにつながるものとߟえている。

̏　·ͱΊ

　νϣークアンドトークの授ۀでなく、生徒ಉ࢜が

対話する中で、様々な価஋؍を見出しೝめ߹うこと

は、生徒の৺に࢒るو重なݧܦとなっている。

ۀった授࢒でアンέートをとり、৺にۀの授ޙ࠷　

をௐࠪした。݁Ռ、ຖ年ディスカッシϣンや意見ަ

。の時間が上ҐにҐஔする׵

　ͦのアンέートに書いてくれた生徒の感૝を঺հ

し、まとめとする。

・ ෺事をいΖいΖな֯度から見てߟえるようになっ

た。（உ）

・ 社会Պは暗ه教Պだとࢥっていたが、ߟえること

が大事なΜだ。（ঁ）

・ χϡースの表໘だけを見ずに、എܠも見ることの

大੾さを஌った。（உ）

・ 事実を֮えるだけでなく、なͥͦうなったのかく

わしく深۷りするようになった。（உ）

・ 社会Պは஌ࣝを֮えた者উちというೝࣝが変わっ

た。（உ）

・ 社会Պは暗هではなく、つながりだ。（உ）

・ 世界でىこった出དྷ事を஍理的なࢹ఺でߟえたこ

とがなかった。しかし、݁ͼつけてߟえられるよ

うになった。（உ）

・ 意見はे人े৭。ීஈからもっと؍٬的にߟえて

生活してΈようとࢥった。（ঁ）

・ χϡースや新聞を見るのがָしくなった。（ঁ）

・ 少਺の人のͤ޾のために、多くの人がইついてい

るとࢥうようになった。（ঁ）

・ これまで世界の問題はࣗ෼達の生活にはあまり

関係ないとࢥい、ଞ力本ئな࢟੎だったが、世

界の問題はզ々の問題でもあるとߟえるように

なった。（உ）

・ 世界の見方が変わった。ݻ定؍೦が変わった。

ࣗ෼でߟえる力がついた。（ঁ）

新聞で多様な価値観を理解し合う
千葉県立国府台高等学校　　大塚　功祐

̍　͸͡Ίʹ

　長࡚ݪരࢿ料ؗのೖりޱにܝげられたϝッセージ

にこΜな一จがある。

　֩ฌڥ؀、ث問題、新型コロナウイルスʜ世界ن

໛の問題に立ち޲かう時に必要なこと、ͦのࠜっこ

は、ಉじだとࢥいます。

　ࣗ෼が౰事者だと֮ࣗすること。人をࢥいやるこ

と。݁ 末を૝૾すること。ͦ してߦ動にҠすこと。（ޙ

ུ）

　生徒一人ͻとりが౰事者意ࣝを࣋ち、多様なߟえ

をडけೖれ、কདྷをイϝージし、ߦ動できる成人と

なるために、様々なアプローνをߦっている。ͦの

औり૊Έをする上で、新聞が大きな໾ׂをՌたして

おり、ޮՌは大きいとߟえている。以下、この̍ 年

間の実践報告をする。

̎　࣮ફঢ়گ

（1）図書館のNIE

　本校ਤ書ؗの࢘書・大઒৴子ઌ生を中৺にੵۃ

的に活動している。

ᶃਤ書ؗ前の࿓下に新聞コーナーをઃஔし、いつ

でも新聞をखにとってಡめるようにした。

ᶄਤ書ؗのࣔܝ෺に新聞ه事を活用した。

（ྫ）18 。事を঺հするه成人に関連したࡀ

ᶅテーϚをઃ定し、ͦのテーϚに関連したه事を

ਤ書ҕһが੾りൈき、スクラップにしている。

૯߹型બൈなどのখ࿦จ対策に໾立てたい。

（2）ディベートに新聞

　教Պ書にはない新聞の長ॴとして、

ᶃ速報性ʜ教Պ書ではカόーできない、タイϜϦー

　　　　　な話題を提供できる。

ᶄ多様性ʜ新聞֤ࢴを঺հすることで、様々な価

　　　　　஋؍やߟえ方に;れることができる。

以上の長ॴを࢖って、 年̍生の「஍理૯߹」、̏年

生の「政ࡁܦ࣏」の授ۀでディベートを実ࢪした。

１年地理総合

「日本の࠶生Մ能エネルギーのׂ߹を൒෼以上に高

める΂し」

　Ϛイクロディベートとݺばれるやり方でߦう。 人̐૊

を࡞り、ߠ定νーϜと൱定νーϜに෼かれ議࿦する。

生Մ能エ࠶事やه子力発ిॴのੋඇに関するݪ　

ネルギーに関するه事等を྆νーϜに提ࣔし、ディ

ベート前の४උに活用する。

３年政治経済

「ベーシックインカϜをಋೖす΂し」

「֩ฌࢭېث৚໿にࢍ成す΂し」

「෉්ผ੏をಋೖす΂し」

「֎国人࿑ಇ者（Ҡ民）をੵۃ的にडけೖれる΂し」

　̐テーϚ̔ܭνーϜに෼かれ、ディベートに޲け

४උをした。ͦの際、関連ه事を྆νーϜに提ࣔ

した。

　 テ̍ーϚ̍ 時間でディベートをߦい（̐ܭ時間）、

ଞのνーϜは৹判として参加した。　　

定νーϜと൱定νーϜのどちらにઆಘ力があっߠ　

たか一ථを౤じ、多਺決でউഊを決定した。

（3）生徒の人生を変えた新聞記事

　 月̏にଔۀした速ਫ大஌さΜ。൴は 学̍年時に̍

ຕの新聞ه事に出会った。

　ͦれはϒラジルがコロナ対策をめ っ͙て૪いがى

きているというه事である。໋かࡁܦか、どちらを

બ୒するのかというϒラジル政府のࠞཚに൴はিܸ

をडけた。

　ͦれから൴はՆٳΈにかけてࣗ主的に「ϒラジル

とශࠔ」をテーϚにௐࠪڀݚ活動をߦった。コンクー

ルや学校の課題だったわけではなく、ࣗら෸き立つ

。したڀݚ味からڵ

　これをػに൴は法཯や政࣏学に関৺をͤدるよう

になり、̏学年時に法学部΁の進学を決めた。「あ

の新聞ه事との出会いがなければࠓのࣗ෼はなかっ

た」と൴はݴう。

　授ۀでは定期的に新聞ه事を提ࣔするが、どれ

が生徒の৺にࢗさるのかは人ͦれͧれである。だか

らこͦܧ続して、新聞ه事を࢖って問題提ىするこ

とで生徒の学ͼにつながるものとߟえている。

̏　·ͱΊ

　νϣークアンドトークの授ۀでなく、生徒ಉ࢜が

対話する中で、様々な価஋؍を見出しೝめ߹うこと

は、生徒の৺に࢒るو重なݧܦとなっている。

ۀった授࢒でアンέートをとり、৺にۀの授ޙ࠷　

をௐࠪした。݁Ռ、ຖ年ディスカッシϣンや意見ަ

。の時間が上ҐにҐஔする׵

　ͦのアンέートに書いてくれた生徒の感૝を঺հ

し、まとめとする。

・ ෺事をいΖいΖな֯度から見てߟえるようになっ

た。（உ）

・ 社会Պは暗ه教Պだとࢥっていたが、ߟえること

が大事なΜだ。（ঁ）

・ χϡースの表໘だけを見ずに、എܠも見ることの

大੾さを஌った。（உ）

・ 事実を֮えるだけでなく、なͥͦうなったのかく

わしく深۷りするようになった。（உ）

・ 社会Պは஌ࣝを֮えた者উちというೝࣝが変わっ

た。（உ）

・ 社会Պは暗هではなく、つながりだ。（உ）

・ 世界でىこった出དྷ事を஍理的なࢹ఺でߟえたこ

とがなかった。しかし、݁ͼつけてߟえられるよ

うになった。（உ）

・ 意見はे人े৭。ීஈからもっと؍٬的にߟえて

生活してΈようとࢥった。（ঁ）

・ χϡースや新聞を見るのがָしくなった。（ঁ）

・ 少਺の人のͤ޾のために、多くの人がইついてい

るとࢥうようになった。（ঁ）

・ これまで世界の問題はࣗ෼達の生活にはあまり

関係ないとࢥい、ଞ力本ئな࢟੎だったが、世

界の問題はզ々の問題でもあるとߟえるように

なった。（உ）

・ 世界の見方が変わった。ݻ定؍೦が変わった。

ࣗ෼でߟえる力がついた。（ঁ）
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̍　͸͡Ίʹ

　長࡚ݪരࢿ料ؗのೖりޱにܝげられたϝッセージ

にこΜな一จがある。

　֩ฌڥ؀、ث問題、新型コロナウイルスʜ世界ن

໛の問題に立ち޲かう時に必要なこと、ͦのࠜっこ

は、ಉじだとࢥいます。

　ࣗ෼が౰事者だと֮ࣗすること。人をࢥいやるこ

と。݁ 末を૝૾すること。ͦ してߦ動にҠすこと。（ޙ

ུ）

　生徒一人ͻとりが౰事者意ࣝを࣋ち、多様なߟえ

をडけೖれ、কདྷをイϝージし、ߦ動できる成人と

なるために、様々なアプローνをߦっている。ͦの

औり૊Έをする上で、新聞が大きな໾ׂをՌたして

おり、ޮՌは大きいとߟえている。以下、この̍ 年

間の実践報告をする。

̎　࣮ફঢ়گ

（1）図書館のNIE

　本校ਤ書ؗの࢘書・大઒৴子ઌ生を中৺にੵۃ

的に活動している。

ᶃਤ書ؗ前の࿓下に新聞コーナーをઃஔし、いつ

でも新聞をखにとってಡめるようにした。

ᶄਤ書ؗのࣔܝ෺に新聞ه事を活用した。

（ྫ）18 。事を঺հするه成人に関連したࡀ

ᶅテーϚをઃ定し、ͦのテーϚに関連したه事を

ਤ書ҕһが੾りൈき、スクラップにしている。

૯߹型બൈなどのখ࿦จ対策に໾立てたい。

（2）ディベートに新聞

　教Պ書にはない新聞の長ॴとして、

ᶃ速報性ʜ教Պ書ではカόーできない、タイϜϦー

　　　　　な話題を提供できる。

ᶄ多様性ʜ新聞֤ࢴを঺հすることで、様々な価

　　　　　஋؍やߟえ方に;れることができる。

以上の長ॴを࢖って、 年̍生の「஍理૯߹」、̏年

生の「政ࡁܦ࣏」の授ۀでディベートを実ࢪした。

１年地理総合

「日本の࠶生Մ能エネルギーのׂ߹を൒෼以上に高

める΂し」

　Ϛイクロディベートとݺばれるやり方でߦう。 人̐૊

を࡞り、ߠ定νーϜと൱定νーϜに෼かれ議࿦する。

生Մ能エ࠶事やه子力発ిॴのੋඇに関するݪ　

ネルギーに関するه事等を྆νーϜに提ࣔし、ディ

ベート前の४උに活用する。

３年政治経済

「ベーシックインカϜをಋೖす΂し」

「֩ฌࢭېث৚໿にࢍ成す΂し」

「෉්ผ੏をಋೖす΂し」

「֎国人࿑ಇ者（Ҡ民）をੵۃ的にडけೖれる΂し」

　̐テーϚ̔ܭνーϜに෼かれ、ディベートに޲け

४උをした。ͦの際、関連ه事を྆νーϜに提ࣔ

した。

　 テ̍ーϚ̍ 時間でディベートをߦい（̐ܭ時間）、

ଞのνーϜは৹判として参加した。　　

定νーϜと൱定νーϜのどちらにઆಘ力があっߠ　

たか一ථを౤じ、多਺決でউഊを決定した。

（3）生徒の人生を変えた新聞記事

　 月̏にଔۀした速ਫ大஌さΜ。൴は 学̍年時に̍

ຕの新聞ه事に出会った。

　ͦれはϒラジルがコロナ対策をめ っ͙て૪いがى

きているというه事である。໋かࡁܦか、どちらを

બ୒するのかというϒラジル政府のࠞཚに൴はিܸ

をडけた。

　ͦれから൴はՆٳΈにかけてࣗ主的に「ϒラジル

とශࠔ」をテーϚにௐࠪڀݚ活動をߦった。コンクー

ルや学校の課題だったわけではなく、ࣗら෸き立つ

。したڀݚ味からڵ

　これをػに൴は法཯や政࣏学に関৺をͤدるよう

になり、̏学年時に法学部΁の進学を決めた。「あ

の新聞ه事との出会いがなければࠓのࣗ෼はなかっ

た」と൴はݴう。

　授ۀでは定期的に新聞ه事を提ࣔするが、どれ

が生徒の৺にࢗさるのかは人ͦれͧれである。だか

らこͦܧ続して、新聞ه事を࢖って問題提ىするこ

とで生徒の学ͼにつながるものとߟえている。

̏　·ͱΊ

　νϣークアンドトークの授ۀでなく、生徒ಉ࢜が

対話する中で、様々な価஋؍を見出しೝめ߹うこと

は、生徒の৺に࢒るو重なݧܦとなっている。

ۀった授࢒でアンέートをとり、৺にۀの授ޙ࠷　

をௐࠪした。݁Ռ、ຖ年ディスカッシϣンや意見ަ

。の時間が上ҐにҐஔする׵

　ͦのアンέートに書いてくれた生徒の感૝を঺հ

し、まとめとする。

・ ෺事をいΖいΖな֯度から見てߟえるようになっ

た。（உ）

・ 社会Պは暗ه教Պだとࢥっていたが、ߟえること

が大事なΜだ。（ঁ）

・ χϡースの表໘だけを見ずに、എܠも見ることの

大੾さを஌った。（உ）

・ 事実を֮えるだけでなく、なͥͦうなったのかく

わしく深۷りするようになった。（உ）

・ 社会Պは஌ࣝを֮えた者উちというೝࣝが変わっ

た。（உ）

・ 社会Պは暗هではなく、つながりだ。（உ）

・ 世界でىこった出དྷ事を஍理的なࢹ఺でߟえたこ

とがなかった。しかし、݁ͼつけてߟえられるよ

うになった。（உ）

・ 意見はे人े৭。ීஈからもっと؍٬的にߟえて

生活してΈようとࢥった。（ঁ）

・ χϡースや新聞を見るのがָしくなった。（ঁ）

・ 少਺の人のͤ޾のために、多くの人がইついてい

るとࢥうようになった。（ঁ）

・ これまで世界の問題はࣗ෼達の生活にはあまり

関係ないとࢥい、ଞ力本ئな࢟੎だったが、世

界の問題はզ々の問題でもあるとߟえるように

なった。（உ）

・ 世界の見方が変わった。ݻ定؍೦が変わった。

ࣗ෼でߟえる力がついた。（ঁ）
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̍　͸͡Ίʹ

　長࡚ݪരࢿ料ؗのೖりޱにܝげられたϝッセージ

にこΜな一จがある。

　֩ฌڥ؀、ث問題、新型コロナウイルスʜ世界ن

໛の問題に立ち޲かう時に必要なこと、ͦのࠜっこ

は、ಉじだとࢥいます。

　ࣗ෼が౰事者だと֮ࣗすること。人をࢥいやるこ

と。݁ 末を૝૾すること。ͦ してߦ動にҠすこと。（ޙ

ུ）

　生徒一人ͻとりが౰事者意ࣝを࣋ち、多様なߟえ

をडけೖれ、কདྷをイϝージし、ߦ動できる成人と

なるために、様々なアプローνをߦっている。ͦの

औり૊Έをする上で、新聞が大きな໾ׂをՌたして

おり、ޮՌは大きいとߟえている。以下、この̍ 年

間の実践報告をする。

̎　࣮ફঢ়گ

（1）図書館のNIE

　本校ਤ書ؗの࢘書・大઒৴子ઌ生を中৺にੵۃ

的に活動している。

ᶃਤ書ؗ前の࿓下に新聞コーナーをઃஔし、いつ

でも新聞をखにとってಡめるようにした。

ᶄਤ書ؗのࣔܝ෺に新聞ه事を活用した。

（ྫ）18 。事を঺հするه成人に関連したࡀ

ᶅテーϚをઃ定し、ͦのテーϚに関連したه事を

ਤ書ҕһが੾りൈき、スクラップにしている。

૯߹型બൈなどのখ࿦จ対策に໾立てたい。

（2）ディベートに新聞

　教Պ書にはない新聞の長ॴとして、

ᶃ速報性ʜ教Պ書ではカόーできない、タイϜϦー

　　　　　な話題を提供できる。

ᶄ多様性ʜ新聞֤ࢴを঺հすることで、様々な価

　　　　　஋؍やߟえ方に;れることができる。

以上の長ॴを࢖って、 年̍生の「஍理૯߹」、̏年

生の「政ࡁܦ࣏」の授ۀでディベートを実ࢪした。

１年地理総合

「日本の࠶生Մ能エネルギーのׂ߹を൒෼以上に高

める΂し」

　Ϛイクロディベートとݺばれるやり方でߦう。 人̐૊

を࡞り、ߠ定νーϜと൱定νーϜに෼かれ議࿦する。

生Մ能エ࠶事やه子力発ిॴのੋඇに関するݪ　

ネルギーに関するه事等を྆νーϜに提ࣔし、ディ

ベート前の४උに活用する。

３年政治経済

「ベーシックインカϜをಋೖす΂し」

「֩ฌࢭېث৚໿にࢍ成す΂し」

「෉්ผ੏をಋೖす΂し」

「֎国人࿑ಇ者（Ҡ民）をੵۃ的にडけೖれる΂し」

　̐テーϚ̔ܭνーϜに෼かれ、ディベートに޲け

४උをした。ͦの際、関連ه事を྆νーϜに提ࣔ

した。

　 テ̍ーϚ̍ 時間でディベートをߦい（̐ܭ時間）、

ଞのνーϜは৹判として参加した。　　

定νーϜと൱定νーϜのどちらにઆಘ力があっߠ　

たか一ථを౤じ、多਺決でউഊを決定した。

（3）生徒の人生を変えた新聞記事

　 月̏にଔۀした速ਫ大஌さΜ。൴は 学̍年時に̍

ຕの新聞ه事に出会った。

　ͦれはϒラジルがコロナ対策をめ っ͙て૪いがى

きているというه事である。໋かࡁܦか、どちらを

બ୒するのかというϒラジル政府のࠞཚに൴はিܸ

をडけた。

　ͦれから൴はՆٳΈにかけてࣗ主的に「ϒラジル

とශࠔ」をテーϚにௐࠪڀݚ活動をߦった。コンクー

ルや学校の課題だったわけではなく、ࣗら෸き立つ

。したڀݚ味からڵ

　これをػに൴は法཯や政࣏学に関৺をͤدるよう

になり、̏学年時に法学部΁の進学を決めた。「あ

の新聞ه事との出会いがなければࠓのࣗ෼はなかっ

た」と൴はݴう。

　授ۀでは定期的に新聞ه事を提ࣔするが、どれ

が生徒の৺にࢗさるのかは人ͦれͧれである。だか

らこͦܧ続して、新聞ه事を࢖って問題提ىするこ

とで生徒の学ͼにつながるものとߟえている。

̏　·ͱΊ

　νϣークアンドトークの授ۀでなく、生徒ಉ࢜が

対話する中で、様々な価஋؍を見出しೝめ߹うこと

は、生徒の৺に࢒るو重なݧܦとなっている。

ۀった授࢒でアンέートをとり、৺にۀの授ޙ࠷　

をௐࠪした。݁Ռ、ຖ年ディスカッシϣンや意見ަ

。の時間が上ҐにҐஔする׵

　ͦのアンέートに書いてくれた生徒の感૝を঺հ

し、まとめとする。

・ ෺事をいΖいΖな֯度から見てߟえるようになっ

た。（உ）

・ 社会Պは暗ه教Պだとࢥっていたが、ߟえること

が大事なΜだ。（ঁ）

・ χϡースの表໘だけを見ずに、എܠも見ることの

大੾さを஌った。（உ）

・ 事実を֮えるだけでなく、なͥͦうなったのかく

わしく深۷りするようになった。（உ）

・ 社会Պは஌ࣝを֮えた者উちというೝࣝが変わっ

た。（உ）

・ 社会Պは暗هではなく、つながりだ。（உ）

・ 世界でىこった出དྷ事を஍理的なࢹ఺でߟえたこ

とがなかった。しかし、݁ͼつけてߟえられるよ

うになった。（உ）

・ 意見はे人े৭。ීஈからもっと؍٬的にߟえて

生活してΈようとࢥった。（ঁ）

・ χϡースや新聞を見るのがָしくなった。（ঁ）

・ 少਺の人のͤ޾のために、多くの人がইついてい

るとࢥうようになった。（ঁ）

・ これまで世界の問題はࣗ෼達の生活にはあまり

関係ないとࢥい、ଞ力本ئな࢟੎だったが、世

界の問題はզ々の問題でもあるとߟえるように

なった。（உ）

・ 世界の見方が変わった。ݻ定؍೦が変わった。

ࣗ෼でߟえる力がついた。（ঁ）

̍　͸͡Ίʹ�

　本年度よりࢦ定をडけ、家庭Պ（อ育、少子高齢

化、4%G͂ 関連ه事）・ӳޠՊ（ThF +aQaO NFXT、

ே日ウィークϦー）・ެ民Պで実践しました。 以下、

ެ民の実践ྫを̎ つ報告します。

̎　࣮ફঢ়گ

（１） 模擬投票 ެ民Պ、政ࡁܦ・࣏（3年）で実ࢪ、（1学期）

　新聞ه事を࢖った参議Ӄ議һબ໛ٖ౤ථ（ൺྫ

代表のΈ）です。

① ワークシート１　

18歳選挙権に向けて －読んで考えて整理しよう－

（ൈਮ）

（教Պ書P44ʙ49、　「ࢲたちが୓く日本のະདྷ」、ਗ਼ਫ書Ӄ
ワークシート、新聞ه事により࡞成）

　˔˔˔ બڍにߦくために ˔˔˔

、あなたは （を෇けて下さい˓） ̍ۀ࡞

ア ީิ者のإや੠ 　イ 新聞やテϨϏのධ判　

ウ ༑人の঺հ 　エ બڍ活動の೤৺さ 

オ 政ౘや政࣏家のϗーϜϖージ 　カ Ｎ̨4 など　

Ω ͦ の ଞ（　　　　　　　　　　　　　　　）を

参ߟにબͿ。

、えるときߟあなたにとって๬ましい政策を　̎ۀ࡞

重要とࢥうテーϚを̍ つબΜで下さい。

ア ݑ法・ࣨߖ 　イ ֎ަ・安શอো　

ウ ฻らし・ࡁܦ 　エ 子ども・社会อো 　

オ エネルギー・೶ۀ 　

カ 新型コロナ対策・෮ڵ・ͦのଞ

 ワークシート２  （生徒提出用）

ˎどのౘを࣋ࢧしたかで、ධ価することはありまͤΜ。

① 私は

　 ア ݑ法・ࣨߖ 　 イ ֎ަ・安શอো、

　 ウ ฻らし・ࡁܦ　エ 子ども・社会อো　

　 オ エネルギー・೶ۀ

　 カ 新型コロナ対策・෮ڵ・ͦのଞ　のうち

　　  （　　　）が重要で、ࢿ料の中のʓʓౘのެ

　　  ໿にある・・・を実ݱしてཉしいとࢥっています。

② 他の人の意見（２人以上の意見を書く）では

　 ʓʓの政策を重要ࢹし、౤ථするという人もいま

した。 理༝を聞いたとこΖ・・・・だからだͦう

です。

・（　　　）さΜ・・・（　　　）を重ࢹ　理༝

・（　　　）さΜ・・・（　　　）を重ࢹ　理༝

③ その意見を聞いて私は、〇〇の政策を重視し、

　 投票する政党を変更しました。

　 その意見を聞いても私は〇〇の政策を重視し、

　 １の政策を実現してくれる政党に投票します。

　 理由は・・・・・だからです。

④ 自己評価（֘౰する൪߸に˓をしてください。）

　 Ａ 資料を読んで選ぶことができた。

　 Ｂ 資料、教科書等で学んだこと、友達の意見

　　  を参考に選ぶことができた。

　 Ｃ Ａ、Ｂに加え、ほんとうにその政策が実現で

　　  きるかを考え選ぶことができた。

ワークシート例

（２） 時事問題レポート発表　
　　　ެ民Պ、政ࡁܦ・࣏（3年）で実ࢪ、（3学期）

① 目的

新聞ه事（時事問題）を௨して、ݱ代の社会的

事象に対する関৺を高め、ࢿ料をద੾にऩ集

し、事実をਖ਼֬にとらえ、ద੾に表ݱする能力

とଶ度を育てる。

② 方法

　 新聞ه事を見て、

ア ͦのه事の見出し、χϡースιース（˓˓新聞な

ど）、日෇಺༰（教Պ書のࡌهがあればͦのϖー

ジを明ه、わかりやすくઆ明）

イ 感૝・意見をまとめ、発表する。

ウ 用ࢴは̖̏サイズ。 表にه事をはり、ཪ໘にア、

イをهೖ。（授ۀでスϚートフΥンとプロジΣクター

をつないで発表）

④ 評価　

Ａ 見出し、内容、感想・意見を入れて、ていねい

　 にわかりやすく書くことができた。

Ｂ 見出し、内容、感想・意見を入れて、ていねい

　 にわかりやすく発表できた。

Ｃ 見出し、内容、感想・意見（自分の経験など）

　 を入れて、ていねいにわかりやすく3分間発表で

　 きた。

 ワークシート例

̏　݁Ռ

（̍） 参議Ӄબ໛ٖ౤ථ（ൺྫ代表のΈ）

　　生徒のࣗݾධ価（生徒̎̍ 人̍で実ࢪ）　

̖̒ ̎ˋ　̗̏ ̌ˋ　̘̔ ˋ

、料をൺֱしࢿධ価の݁Ռから、新聞というݾࣗ　

ଞ者のߟえを聞き、ߟえながら政ౘをબ΅うとする

主権者としての意ࣝが高くなっていることがわかりま

す。

（̎）時事問題Ϩポート発表

　　生徒のࣗݾධ価（生徒̎̌ 人̔で実ࢪ）　

̖̏̌ ˋ　̗̑ ̔ˋ　̘̍ ̎ˋ

料（新聞）の಺༰を理解ࢿ、ධ価の݁Ռからݾࣗ　

し、わかりやすくଞ者にઆ明し、ࣗ෼のߟえを発表

する力が（̍）を実ࢪした1学期より৳ͼています。

　　　　

࡯ߟ　̐

　新聞の政ౘൺֱ表や౤ථ用8E#サイトをൺֱす

ることで、ࢿ料をಡΜでࢿ料を活用する力やߟࢥ力

判断力がついてきています。 また、政࣏的中立が

うためߦめられている教һにとって、໛ٖ౤ථをٻ

の教ࡐとして新聞（新聞8E#サイトをؚΉ）はద౰

であり、できればෳ਺の新聞社の政ౘの主ுൺֱ

表を࢖用するとよりよい教ࡐとなるとࢥいます。

　また、時事問題レポート発表では、̌̕ ˋ以上の

生徒が新聞ه事（時事問題）を௨して、ݱ代の社会

的事象に対する関৺を高め、ࢿ料をద੾にऩ集す

る力が身についてきています。 また事実をਖ਼֬にと

らえことで、より۩ମ的にద੾に表ݱする能力が身

についてきています。

NIE実践報告
千葉県立四街道北高等学校　　公民科　内山　浩史

協力者　　公民科1名、英語科1名、家庭科1名

った΄うがいいことは෼かったけれߦɿ౤ථにོ࢙

ど、ީิ者のなかからどういう基४で౤ථ

ઌをબ΂ばよいか、ࣗ෼ではよく෼からない

Μです。 

ઌ生ɿなる΄ど。 じΌあちょっとߟえてΈようか。

たとえばあなたは、どのようなとこΖを見て

౤ථする人をબͿだΖうかʁ　いま、ࢥって

いることで౴えてΈよう。

ઌ生ɿࠓ日は、ࢿ料（参Ӄબ政ౘެ໿一ཡ・౦ژ

新聞6月21日
ຖ日新聞ボートϚッν、ே日新

聞ボートϚッνŊಡച新聞ボートϚッν、Ｎ̝

̠ボートϚッνのいずれか）を見て、授ۀで

学ΜだアʙカなどのテーϚについて、֤政ౘ

がどのような政策を提ҊしているかνΣックし

てΈよう。

ࣗ෼の意見にۙい政策（いいͶ、実ݱしてཉ

しい）に「ʓ」、ࣗ෼の意見とҧう政策（μϝ、

実ݱෆՄ能など）に 「ʷ」、わからない・༏

ઌしない政策（Կをݴってるかわからない・

ඍົ）に「˚」をつけてΈよう。˓ が多い政ౘ

が࣋ࢧ政ౘだよ。 A4のワークシートにهೖ

し、༑達と話し߹ってΈよう。

ઌ生ɿ౤ථの基४がまったくないとࠔるよͶ。 ͦう

いう時はީิ者のॴଐする政ౘに注目してߟ

えて΄しいな。 というのは、ݱ代の議会政

では、政ౘ୯Ґで意見をまとめ、一கし࣏

てߦ動することが多いからなΜだ。 政ౘは、

え方や意見がಉじような人たちの集まりだߟ

からͶ。 国政બڍがある時には、֤ౘは必

ずϚχフΣストや政権ެ໿を発表する。 こ

れを౤ථ前にखにೖれてൺֱしたり、新聞や

インターネットにࡌる「まとめ」 などでಡΜで

ൺֱして΄しい。

たちでもಡめまࢲ　子ɿ聞いただけで೉しͦうʂݑ

すかʁ

ઌ生ɿたしかにす΂てಡもうとするのは、大変だͶ。

まず、ࠓのࣗ෼にとってԿが๬ましい政策な

のか、 つ̍でも̎つでもいいから、ߟえてཉ

しい。 ࣗ෼なり の「૪఺」をし΅ってൺֱす

るΜだʂ

−47−−46−



̍　͸͡Ίʹ�

　本年度よりࢦ定をडけ、家庭Պ（อ育、少子高齢

化、4%G͂ 関連ه事）・ӳޠՊ（ThF +aQaO NFXT、

ே日ウィークϦー）・ެ民Պで実践しました。 以下、

ެ民の実践ྫを̎ つ報告します。

̎　࣮ફঢ়گ

（１） 模擬投票 ެ民Պ、政ࡁܦ・࣏（3年）で実ࢪ、（1学期）

　新聞ه事を࢖った参議Ӄ議һબ໛ٖ౤ථ（ൺྫ

代表のΈ）です。

① ワークシート１　

18歳選挙権に向けて －読んで考えて整理しよう－

（ൈਮ）

（教Պ書P44ʙ49、　「ࢲたちが୓く日本のະདྷ」、ਗ਼ਫ書Ӄ
ワークシート、新聞ه事により࡞成）

　˔˔˔ બڍにߦくために ˔˔˔

、あなたは （を෇けて下さい˓） ̍ۀ࡞

ア ީิ者のإや੠ 　イ 新聞やテϨϏのධ判　

ウ ༑人の঺հ 　エ બڍ活動の೤৺さ 

オ 政ౘや政࣏家のϗーϜϖージ 　カ Ｎ̨4 など　

Ω ͦ の ଞ（　　　　　　　　　　　　　　　）を

参ߟにબͿ。

、えるときߟあなたにとって๬ましい政策を　̎ۀ࡞

重要とࢥうテーϚを̍ つબΜで下さい。

ア ݑ法・ࣨߖ 　イ ֎ަ・安શอো　

ウ ฻らし・ࡁܦ 　エ 子ども・社会อো 　

オ エネルギー・೶ۀ 　

カ 新型コロナ対策・෮ڵ・ͦのଞ

 ワークシート２  （生徒提出用）

ˎどのౘを࣋ࢧしたかで、ධ価することはありまͤΜ。

① 私は

　 ア ݑ法・ࣨߖ 　 イ ֎ަ・安શอো、

　 ウ ฻らし・ࡁܦ　エ 子ども・社会อো　

　 オ エネルギー・೶ۀ

　 カ 新型コロナ対策・෮ڵ・ͦのଞ　のうち

　　  （　　　）が重要で、ࢿ料の中のʓʓౘのެ

　　  ໿にある・・・を実ݱしてཉしいとࢥっています。

② 他の人の意見（２人以上の意見を書く）では

　 ʓʓの政策を重要ࢹし、౤ථするという人もいま

した。 理༝を聞いたとこΖ・・・・だからだͦう

です。

・（　　　）さΜ・・・（　　　）を重ࢹ　理༝

・（　　　）さΜ・・・（　　　）を重ࢹ　理༝

③ その意見を聞いて私は、〇〇の政策を重視し、

　 投票する政党を変更しました。

　 その意見を聞いても私は〇〇の政策を重視し、

　 １の政策を実現してくれる政党に投票します。

　 理由は・・・・・だからです。

④ 自己評価（֘౰する൪߸に˓をしてください。）

　 Ａ 資料を読んで選ぶことができた。

　 Ｂ 資料、教科書等で学んだこと、友達の意見

　　  を参考に選ぶことができた。

　 Ｃ Ａ、Ｂに加え、ほんとうにその政策が実現で

　　  きるかを考え選ぶことができた。

ワークシート例

（２） 時事問題レポート発表　
　　　ެ民Պ、政ࡁܦ・࣏（3年）で実ࢪ、（3学期）

① 目的

新聞ه事（時事問題）を௨して、ݱ代の社会的

事象に対する関৺を高め、ࢿ料をద੾にऩ集

し、事実をਖ਼֬にとらえ、ద੾に表ݱする能力

とଶ度を育てる。

② 方法

　 新聞ه事を見て、

ア ͦのه事の見出し、χϡースιース（˓˓新聞な

ど）、日෇಺༰（教Պ書のࡌهがあればͦのϖー

ジを明ه、わかりやすくઆ明）

イ 感૝・意見をまとめ、発表する。

ウ 用ࢴは̖̏サイズ。 表にه事をはり、ཪ໘にア、

イをهೖ。（授ۀでスϚートフΥンとプロジΣクター

をつないで発表）

④ 評価　

Ａ 見出し、内容、感想・意見を入れて、ていねい

　 にわかりやすく書くことができた。

Ｂ 見出し、内容、感想・意見を入れて、ていねい

　 にわかりやすく発表できた。

Ｃ 見出し、内容、感想・意見（自分の経験など）

　 を入れて、ていねいにわかりやすく3分間発表で

　 きた。

 ワークシート例

̏　݁Ռ

（̍） 参議Ӄબ໛ٖ౤ථ（ൺྫ代表のΈ）

　　生徒のࣗݾධ価（生徒̎̍ 人̍で実ࢪ）　

̖̒ ̎ˋ　̗̏ ̌ˋ　̘̔ ˋ

、料をൺֱしࢿධ価の݁Ռから、新聞というݾࣗ　

ଞ者のߟえを聞き、ߟえながら政ౘをબ΅うとする

主権者としての意ࣝが高くなっていることがわかりま

す。

（̎）時事問題Ϩポート発表

　　生徒のࣗݾධ価（生徒̎̌ 人̔で実ࢪ）　

̖̏̌ ˋ　̗̑ ̔ˋ　̘̍ ̎ˋ

料（新聞）の಺༰を理解ࢿ、ධ価の݁Ռからݾࣗ　

し、わかりやすくଞ者にઆ明し、ࣗ෼のߟえを発表

する力が（̍）を実ࢪした1学期より৳ͼています。

　　　　

࡯ߟ　̐

　新聞の政ౘൺֱ表や౤ථ用8E#サイトをൺֱす

ることで、ࢿ料をಡΜでࢿ料を活用する力やߟࢥ力

判断力がついてきています。 また、政࣏的中立が

うためߦめられている教һにとって、໛ٖ౤ථをٻ

の教ࡐとして新聞（新聞8E#サイトをؚΉ）はద౰

であり、できればෳ਺の新聞社の政ౘの主ுൺֱ

表を࢖用するとよりよい教ࡐとなるとࢥいます。

　また、時事問題レポート発表では、̌̕ ˋ以上の

生徒が新聞ه事（時事問題）を௨して、ݱ代の社会

的事象に対する関৺を高め、ࢿ料をద੾にऩ集す

る力が身についてきています。 また事実をਖ਼֬にと

らえことで、より۩ମ的にద੾に表ݱする能力が身

についてきています。

ઌ生ɿࠓ日は、ࢿ料（参Ӄબ政ౘެ໿一ཡ・౦ژ

新聞6月21日
ຖ日新聞ボートϚッν、ே日新

聞ボートϚッνŊಡച新聞ボートϚッν、Ｎ̝

̠ボートϚッνのいずれか）を見て、授ۀで

学ΜだアʙカなどのテーϚについて、֤政ౘ

がどのような政策を提ҊしているかνΣックし

てΈよう。

ࣗ෼の意見にۙい政策（いいͶ、実ݱしてཉ

しい）に「ʓ」、ࣗ෼の意見とҧう政策（μϝ、

実ݱෆՄ能など）に 「ʷ」、わからない・༏

ઌしない政策（Կをݴってるかわからない・

ඍົ）に「˚」をつけてΈよう。˓ が多い政ౘ

が࣋ࢧ政ౘだよ。 A4のワークシートにهೖ

し、༑達と話し߹ってΈよう。

ઌ生ɿ౤ථの基४がまったくないとࠔるよͶ。 ͦう

いう時はީิ者のॴଐする政ౘに注目してߟ

えて΄しいな。 というのは、ݱ代の議会政

では、政ౘ୯Ґで意見をまとめ、一கし࣏

てߦ動することが多いからなΜだ。 政ౘは、

え方や意見がಉじような人たちの集まりだߟ

からͶ。 国政બڍがある時には、֤ౘは必

ずϚχフΣストや政権ެ໿を発表する。 こ

れを౤ථ前にखにೖれてൺֱしたり、新聞や

インターネットにࡌる「まとめ」 などでಡΜで

ൺֱして΄しい。

たちでもಡめまࢲ　子ɿ聞いただけで೉しͦうʂݑ

すかʁ

ઌ生ɿたしかにす΂てಡもうとするのは、大変だͶ。

まず、ࠓのࣗ෼にとってԿが๬ましい政策な

のか、 つ̍でも̎つでもいいから、ߟえてཉ

しい。 ࣗ෼なり の「૪఺」をし΅ってൺֱす

るΜだʂ
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̍　͸͡Ίʹ�

　本年度よりࢦ定をडけ、家庭Պ（อ育、少子高齢

化、4%G͂ 関連ه事）・ӳޠՊ（ThF +aQaO NFXT、

ே日ウィークϦー）・ެ民Պで実践しました。 以下、

ެ民の実践ྫを̎ つ報告します。

̎　࣮ફঢ়گ

（１） 模擬投票 ެ民Պ、政ࡁܦ・࣏（3年）で実ࢪ、（1学期）

　新聞ه事を࢖った参議Ӄ議һબ໛ٖ౤ථ（ൺྫ

代表のΈ）です。

① ワークシート１　

18歳選挙権に向けて －読んで考えて整理しよう－

（ൈਮ）

（教Պ書P44ʙ49、　「ࢲたちが୓く日本のະདྷ」、ਗ਼ਫ書Ӄ
ワークシート、新聞ه事により࡞成）

　˔˔˔ બڍにߦくために ˔˔˔

、あなたは （を෇けて下さい˓） ̍ۀ࡞

ア ީิ者のإや੠ 　イ 新聞やテϨϏのධ判　

ウ ༑人の঺հ 　エ બڍ活動の೤৺さ 

オ 政ౘや政࣏家のϗーϜϖージ 　カ Ｎ̨4 など　

Ω ͦ の ଞ（　　　　　　　　　　　　　　　）を

参ߟにબͿ。

、えるときߟあなたにとって๬ましい政策を　̎ۀ࡞

重要とࢥうテーϚを̍ つબΜで下さい。

ア ݑ法・ࣨߖ 　イ ֎ަ・安શอো　

ウ ฻らし・ࡁܦ 　エ 子ども・社会อো 　

オ エネルギー・೶ۀ 　

カ 新型コロナ対策・෮ڵ・ͦのଞ

 ワークシート２  （生徒提出用）

ˎどのౘを࣋ࢧしたかで、ධ価することはありまͤΜ。

① 私は

　 ア ݑ法・ࣨߖ 　 イ ֎ަ・安શอো、

　 ウ ฻らし・ࡁܦ　エ 子ども・社会อো　

　 オ エネルギー・೶ۀ

　 カ 新型コロナ対策・෮ڵ・ͦのଞ　のうち

　　  （　　　）が重要で、ࢿ料の中のʓʓౘのެ

　　  ໿にある・・・を実ݱしてཉしいとࢥっています。

② 他の人の意見（２人以上の意見を書く）では

　 ʓʓの政策を重要ࢹし、౤ථするという人もいま

した。 理༝を聞いたとこΖ・・・・だからだͦう

です。

・（　　　）さΜ・・・（　　　）を重ࢹ　理༝

・（　　　）さΜ・・・（　　　）を重ࢹ　理༝

③ その意見を聞いて私は、〇〇の政策を重視し、

　 投票する政党を変更しました。

　 その意見を聞いても私は〇〇の政策を重視し、

　 １の政策を実現してくれる政党に投票します。

　 理由は・・・・・だからです。

④ 自己評価（֘౰する൪߸に˓をしてください。）

　 Ａ 資料を読んで選ぶことができた。

　 Ｂ 資料、教科書等で学んだこと、友達の意見

　　  を参考に選ぶことができた。

　 Ｃ Ａ、Ｂに加え、ほんとうにその政策が実現で

　　  きるかを考え選ぶことができた。

ワークシート例

（２） 時事問題レポート発表　
　　　ެ民Պ、政ࡁܦ・࣏（3年）で実ࢪ、（3学期）

① 目的

新聞ه事（時事問題）を௨して、ݱ代の社会的

事象に対する関৺を高め、ࢿ料をద੾にऩ集

し、事実をਖ਼֬にとらえ、ద੾に表ݱする能力

とଶ度を育てる。

② 方法

　 新聞ه事を見て、

ア ͦのه事の見出し、χϡースιース（˓˓新聞な

ど）、日෇಺༰（教Պ書のࡌهがあればͦのϖー

ジを明ه、わかりやすくઆ明）

イ 感૝・意見をまとめ、発表する。

ウ 用ࢴは̖̏サイズ。 表にه事をはり、ཪ໘にア、

イをهೖ。（授ۀでスϚートフΥンとプロジΣクター

をつないで発表）

④ 評価　

Ａ 見出し、内容、感想・意見を入れて、ていねい

　 にわかりやすく書くことができた。

Ｂ 見出し、内容、感想・意見を入れて、ていねい

　 にわかりやすく発表できた。

Ｃ 見出し、内容、感想・意見（自分の経験など）

　 を入れて、ていねいにわかりやすく3分間発表で

　 きた。

 ワークシート例

̏　݁Ռ

（̍） 参議Ӄબ໛ٖ౤ථ（ൺྫ代表のΈ）

　　生徒のࣗݾධ価（生徒̎̍ 人̍で実ࢪ）　

̖̒ ̎ˋ　̗̏ ̌ˋ　̘̔ ˋ

、料をൺֱしࢿධ価の݁Ռから、新聞というݾࣗ　

ଞ者のߟえを聞き、ߟえながら政ౘをબ΅うとする

主権者としての意ࣝが高くなっていることがわかりま

す。

（̎）時事問題Ϩポート発表

　　生徒のࣗݾධ価（生徒̎̌ 人̔で実ࢪ）　

̖̏̌ ˋ　̗̑ ̔ˋ　̘̍ ̎ˋ

料（新聞）の಺༰を理解ࢿ、ධ価の݁Ռからݾࣗ　

し、わかりやすくଞ者にઆ明し、ࣗ෼のߟえを発表

する力が（̍）を実ࢪした1学期より৳ͼています。

　　　　

࡯ߟ　̐

　新聞の政ౘൺֱ表や౤ථ用8E#サイトをൺֱす

ることで、ࢿ料をಡΜでࢿ料を活用する力やߟࢥ力

判断力がついてきています。 また、政࣏的中立が

うためߦめられている教һにとって、໛ٖ౤ථをٻ

の教ࡐとして新聞（新聞8E#サイトをؚΉ）はద౰

であり、できればෳ਺の新聞社の政ౘの主ுൺֱ

表を࢖用するとよりよい教ࡐとなるとࢥいます。

　また、時事問題レポート発表では、̌̕ ˋ以上の

生徒が新聞ه事（時事問題）を௨して、ݱ代の社会

的事象に対する関৺を高め、ࢿ料をద੾にऩ集す

る力が身についてきています。 また事実をਖ਼֬にと

らえことで、より۩ମ的にద੾に表ݱする能力が身

についてきています。

ઌ生ɿࠓ日は、ࢿ料（参Ӄબ政ౘެ໿一ཡ・౦ژ

新聞6月21日
ຖ日新聞ボートϚッν、ே日新

聞ボートϚッνŊಡച新聞ボートϚッν、Ｎ̝

̠ボートϚッνのいずれか）を見て、授ۀで

学ΜだアʙカなどのテーϚについて、֤政ౘ

がどのような政策を提ҊしているかνΣックし

てΈよう。

ࣗ෼の意見にۙい政策（いいͶ、実ݱしてཉ

しい）に「ʓ」、ࣗ෼の意見とҧう政策（μϝ、

実ݱෆՄ能など）に 「ʷ」、わからない・༏

ઌしない政策（Կをݴってるかわからない・

ඍົ）に「˚」をつけてΈよう。˓ が多い政ౘ

が࣋ࢧ政ౘだよ。 A4のワークシートにهೖ

し、༑達と話し߹ってΈよう。

ઌ生ɿ౤ථの基४がまったくないとࠔるよͶ。 ͦう

いう時はީิ者のॴଐする政ౘに注目してߟ

えて΄しいな。 というのは、ݱ代の議会政

では、政ౘ୯Ґで意見をまとめ、一கし࣏

てߦ動することが多いからなΜだ。 政ౘは、

え方や意見がಉじような人たちの集まりだߟ

からͶ。 国政બڍがある時には、֤ౘは必

ずϚχフΣストや政権ެ໿を発表する。 こ

れを౤ථ前にखにೖれてൺֱしたり、新聞や

インターネットにࡌる「まとめ」 などでಡΜで

ൺֱして΄しい。

たちでもಡめまࢲ　子ɿ聞いただけで೉しͦうʂݑ

すかʁ

ઌ生ɿたしかにす΂てಡもうとするのは、大変だͶ。

まず、ࠓのࣗ෼にとってԿが๬ましい政策な

のか、 つ̍でも̎つでもいいから、ߟえてཉ

しい。 ࣗ෼なり の「૪఺」をし΅ってൺֱす

るΜだʂ

̍　͸͡Ίʹ�

　本年度よりࢦ定をडけ、家庭Պ（อ育、少子高齢

化、4%G͂ 関連ه事）・ӳޠՊ（ThF +aQaO NFXT、

ே日ウィークϦー）・ެ民Պで実践しました。 以下、

ެ民の実践ྫを̎ つ報告します。

̎　࣮ફঢ়گ

（１） 模擬投票 ެ民Պ、政ࡁܦ・࣏（3年）で実ࢪ、（1学期）

　新聞ه事を࢖った参議Ӄ議һબ໛ٖ౤ථ（ൺྫ

代表のΈ）です。

① ワークシート１　

18歳選挙権に向けて －読んで考えて整理しよう－

（ൈਮ）

（教Պ書P44ʙ49、　「ࢲたちが୓く日本のະདྷ」、ਗ਼ਫ書Ӄ
ワークシート、新聞ه事により࡞成）

　˔˔˔ બڍにߦくために ˔˔˔

、あなたは （を෇けて下さい˓） ̍ۀ࡞

ア ީิ者のإや੠ 　イ 新聞やテϨϏのධ判　

ウ ༑人の঺հ 　エ બڍ活動の೤৺さ 

オ 政ౘや政࣏家のϗーϜϖージ 　カ Ｎ̨4 など　

Ω ͦ の ଞ（　　　　　　　　　　　　　　　）を

参ߟにબͿ。

、えるときߟあなたにとって๬ましい政策を　̎ۀ࡞

重要とࢥうテーϚを̍ つબΜで下さい。

ア ݑ法・ࣨߖ 　イ ֎ަ・安શอো　

ウ ฻らし・ࡁܦ 　エ 子ども・社会อো 　

オ エネルギー・೶ۀ 　

カ 新型コロナ対策・෮ڵ・ͦのଞ

 ワークシート２  （生徒提出用）

ˎどのౘを࣋ࢧしたかで、ධ価することはありまͤΜ。

① 私は

　 ア ݑ法・ࣨߖ 　 イ ֎ަ・安શอো、

　 ウ ฻らし・ࡁܦ　エ 子ども・社会อো　

　 オ エネルギー・೶ۀ

　 カ 新型コロナ対策・෮ڵ・ͦのଞ　のうち

　　  （　　　）が重要で、ࢿ料の中のʓʓౘのެ

　　  ໿にある・・・を実ݱしてཉしいとࢥっています。

② 他の人の意見（２人以上の意見を書く）では

　 ʓʓの政策を重要ࢹし、౤ථするという人もいま

した。 理༝を聞いたとこΖ・・・・だからだͦう

です。

・（　　　）さΜ・・・（　　　）を重ࢹ　理༝

・（　　　）さΜ・・・（　　　）を重ࢹ　理༝

③ その意見を聞いて私は、〇〇の政策を重視し、

　 投票する政党を変更しました。

　 その意見を聞いても私は〇〇の政策を重視し、

　 １の政策を実現してくれる政党に投票します。

　 理由は・・・・・だからです。

④ 自己評価（֘౰する൪߸に˓をしてください。）

　 Ａ 資料を読んで選ぶことができた。

　 Ｂ 資料、教科書等で学んだこと、友達の意見

　　  を参考に選ぶことができた。

　 Ｃ Ａ、Ｂに加え、ほんとうにその政策が実現で

　　  きるかを考え選ぶことができた。

ワークシート例

（２） 時事問題レポート発表　
　　　ެ民Պ、政ࡁܦ・࣏（3年）で実ࢪ、（3学期）

① 目的

新聞ه事（時事問題）を௨して、ݱ代の社会的

事象に対する関৺を高め、ࢿ料をద੾にऩ集

し、事実をਖ਼֬にとらえ、ద੾に表ݱする能力

とଶ度を育てる。

② 方法

　 新聞ه事を見て、

ア ͦのه事の見出し、χϡースιース（˓˓新聞な

ど）、日෇಺༰（教Պ書のࡌهがあればͦのϖー

ジを明ه、わかりやすくઆ明）

イ 感૝・意見をまとめ、発表する。

ウ 用ࢴは̖̏サイズ。 表にه事をはり、ཪ໘にア、

イをهೖ。（授ۀでスϚートフΥンとプロジΣクター

をつないで発表）

④ 評価　

Ａ 見出し、内容、感想・意見を入れて、ていねい

　 にわかりやすく書くことができた。

Ｂ 見出し、内容、感想・意見を入れて、ていねい

　 にわかりやすく発表できた。

Ｃ 見出し、内容、感想・意見（自分の経験など）

　 を入れて、ていねいにわかりやすく3分間発表で

　 きた。

 ワークシート例

̏　݁Ռ

（̍） 参議Ӄબ໛ٖ౤ථ（ൺྫ代表のΈ）

　　生徒のࣗݾධ価（生徒̎̍ 人̍で実ࢪ）　

̖̒ ̎ˋ　̗̏ ̌ˋ　̘̔ ˋ

、料をൺֱしࢿධ価の݁Ռから、新聞というݾࣗ　

ଞ者のߟえを聞き、ߟえながら政ౘをબ΅うとする

主権者としての意ࣝが高くなっていることがわかりま

す。

（̎）時事問題Ϩポート発表

　　生徒のࣗݾධ価（生徒̎̌ 人̔で実ࢪ）　

̖̏̌ ˋ　̗̑ ̔ˋ　̘̍ ̎ˋ

料（新聞）の಺༰を理解ࢿ、ධ価の݁Ռからݾࣗ　

し、わかりやすくଞ者にઆ明し、ࣗ෼のߟえを発表

する力が（̍）を実ࢪした1学期より৳ͼています。

　　　　

࡯ߟ　̐

　新聞の政ౘൺֱ表や౤ථ用8E#サイトをൺֱす

ることで、ࢿ料をಡΜでࢿ料を活用する力やߟࢥ力

判断力がついてきています。 また、政࣏的中立が

うためߦめられている教һにとって、໛ٖ౤ථをٻ

の教ࡐとして新聞（新聞8E#サイトをؚΉ）はద౰

であり、できればෳ਺の新聞社の政ౘの主ுൺֱ

表を࢖用するとよりよい教ࡐとなるとࢥいます。

　また、時事問題レポート発表では、̌̕ ˋ以上の

生徒が新聞ه事（時事問題）を௨して、ݱ代の社会

的事象に対する関৺を高め、ࢿ料をద੾にऩ集す

る力が身についてきています。 また事実をਖ਼֬にと

らえことで、より۩ମ的にద੾に表ݱする能力が身

についてきています。
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（３）円安・物価高について考える

　̏学期には̎ϲ月間、̔ܭ社からの新聞をૹって

いただき、10月、11月に日本中でχϡースになって

いた、「ԁ安・෺価高」について新聞でௐ΂てΈまし

た。 ԁ安、෺価高に関するه事を40ఔ、教һଆで

ൈき出し、生徒を̐ʙ̒人のάループに෼け、ͦれ

ͧれに̒ʙ の̓ه事を഑෍しました。 生徒には̐つ

の؍఺「ԁ安、෺価高のݱ状」「ͦれͧれのݪҼ」

「ͦれͧれのϝϦット、デϝϦット」「対応策」につい

てௐ΂るようにࣔࢦをし、プϦントにまとめました。

ͦのޙ、まとめたことをͦれͧれࠇ൘に書き出し、

શһでௐ΂たことをڞ有する時間をとりました。 ෼

からない୯ޠについてはి子ࣙ書を࢖ってௐ΂た

り、生徒ಉ࢜で教え߹ったりする࢟も見られました。

֤൝から出た意見の一部は以下のようになっていま

す。

・෺価高のݱ状

ҥ料඼や食඼のࡐݪ料が高騰している。 　

スϚートフΥンなどの価格ਫ४が上がっている。

̕月の౦ژ౎۠部のফඅ者෺価ࢦ਺が前年ಉ

月ൺ2�8ˋ上ঢ　など

̍　はじめに

　本校はࠓ年度よりࢦ定をडけ、ＮＩＥを実践するこ

ととなりました。 まず生徒が実際にどれくらい新聞

をߪಡしているのかアンέートをとると、定期的に

新聞をಡΉ生徒は֤クラス໊̎から̏ ໊ఔ度であり、

΄とΜどの生徒は新聞をಡまず、スϚートフΥンやテ

ϨϏでχϡースを見るとのことでした。 このことか

ら、生徒にとって新聞は身ۙなものではなく、書い

てある಺༰が೉しいという印象を࣋つ生徒が多いと

感じました。

̎　࣮ફঢ়گʢ̏೥ੜʣ

（１）新聞を読んでみる

　̍学期には、新聞をಡΉことࣗମにۤख意ࣝを

っている生徒が多くいたため、まずは新聞をどう࣋

やってಡΉかということを授ۀでѻいました。 新聞

の見出しやϦードจなど新聞のߏ成を೺Ѳすること

で、新聞が実はಡΈやすくなるように様々な޻෉が

されていることを生徒は理解することができました。

ͦして1時間を࢖い、खにऔった新聞の中から気に

なるه事をબ୒しました。 ౰時の話題であった、ウ

クライナに関するχϡースを中৺に、様々なχϡース

をऔり上げ、ࣗ෼のワークシートにまとめました。

（２）新聞掲示コーナーの設置

　少しでも多くの生徒に新聞に対するڵ味をもって

もらうために、ਤ書ࣨの࿬に新聞をஔいた୨をઃஔ

し、話題となっていたχϡースのه事をࣔܝしまし

た。 ࿓下をาく生徒が時々足をࢭめて、ه事を見

ていたり、新聞をखにऔったりする࢟も見られ、ڵ

味関৺を࣋つ生徒も出てきたようにࢥいます。

日本にւ֎ཱྀߦで֎国の方がདྷやすくなる　

֎国から日本にདྷる࿑ಇ者がݮる

༌ೖ඼の価格が上がる　　など

・ԁ安の対応策

日本ۜߦによるҝସհೖ　　

'3#は利上げを続ける　など

　൝によってಡΜでいる新聞ه事が異なるため、ଞ

の൝の発表から新たな発見をಘることができたり、

ࣗ෼のௐ΂たことと݁ͼつけてଊえたりすることが

できたのではないかとࢥいます。 ͦの一方で、ಡ

Έऔるのが೉しい಺༰のه事もあり、खこずってい

る生徒も見られました。 新聞を࢖用した授ۀのあと

には、ߨ義形ࣜで෺価の決まり方やԁ安、ԁ高に

ついてઆ明しました。 どちらもध要と供څのόラン

スがݪҼになっていることに৮れ、新聞ه事からಡ

Έऔったこととつながっていることをڧௐして授ۀを

。いましたߦ

̏　·ͱΊ

　授ޙۀにアンέートをとった݁Ռを見ると、以前よ

りも新聞にڵ味や関৺を࣋った生徒が196人中130人

と増え、「見出しだけで಺༰が෼かったり、৭々な

情報がのっていたりして、スϚートフΥンでه事をಡ

Ήのとはҧった見方ができた」や「新聞は೉しいと

味のある෼野についてௐ΂ڵっていたが、ࣗ෼のࢥ

・෺価高のݪҼ

コロナウィルス感染֦大による๵қのఀ଺　

ԁ安による༌ೖ඼の価格高騰　

ロシアのウクライナ侵攻　ݪ༉の供څෆ足によ

るݪ༉価格の高騰　など

・෺価高のϝϦット、デϝϦット

෺価が上がると、঎඼をങわなくなってしまう

生活がۤしくなる

খഴคの価格が上がり、代わりにถがങわれる

ようになった　など

・෺価高の対応策

は঎඼のサイズを変えたり、ϒランド化をۀا

ਤっている

௞ۚを上げるために政府はϦスΩϦンάに̍ ஹԁ

っているݴうと࢖

　ମもある࣏するࣗڅࢧ෇ۚをڅ

༌ೖ඼にཔるのではなく、国಺に生ڌ࢈఺をҠ

す会社もある　など

・ԁ安のݱ状

10月14日に ド̍ル 1́48ԁ86મとなり、໿32年Ϳ

りの安஋をߋ新した　など

・ԁ安のݪҼ

日本とアϝϦカのۚ利ࠩが影響している　

日本ۜߦのۚ༥؇࿨

　　アϝϦカがۚ利を上げている　　など

・ԁ安のϝϦット、デϝϦット

るࡐ料になりͦう」などの感૝を࢒す生徒もおり、

授ۀで学Μだことが実生活と݁ͼついているという

実感を࣋つことができたのではないかとࢥいました。

しかしながら、実際に授ۀをߦってΈて、新聞のよ

うな、ྔのあるจষをಡΈ׳れていない生徒が多く

いるようにվめて感じました。

　多くの生徒はීஈからTXJttFS、インスタάラϜな

どを利用しているとࢥいますが、ͦれらに出てくる

จষはඇৗにコンύクトにまとめられており、ͦのよ

うなจষになれている生徒は、なかなか新聞のจষ

が಄にೖっていかないように感じました。 しかし、

時間をかけてಡΜでΈたり、授ۀで学Μだことを生

かしたりすれば、ಡΈऔることができると気づいた

生徒もおり、ޙࠓ情報をಘるखஈの一つとして利用

して΄しいとࢥいます。

　དྷ年度に޲けての課題としては、ࠓճの実践では

新聞を見ൺ΂ることができなかったのでऔりೖれて

Έたいとߟえています。 ͦこから、ಉじχϡースで

も見方などによって、఻え方がҧうということにも気

づかͤたいとࢥいます。 また、ࠓճは教һଆから

テーϚを提ࣔし、ه事も教һଆがબͼましたが、生

徒たちにࣗ෼の関৺のあるテーϚを決めさͤて、ク

ラスで一つのテーϚについてௐ΂たり、ه事もࣗ෼

たちで୳したりすることなどをさͤてΈたいとߟえま

した。 ͦのためにもීஈから、新聞だけにかかわ

らず、จষやデータをಡΉことをऔりೖれ、必要な

情報を୳し出す力などを身につけさͤたいとࢥいま

した。

ＮＩＥ実践報告
千葉県立土気高等学校　　酒井　将仁
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（３）円安・物価高について考える

　̏学期には̎ϲ月間、̔ܭ社からの新聞をૹって

いただき、10月、11月に日本中でχϡースになって

いた、「ԁ安・෺価高」について新聞でௐ΂てΈまし

た。 ԁ安、෺価高に関するه事を40ఔ、教һଆで

ൈき出し、生徒を̐ʙ̒人のάループに෼け、ͦれ

ͧれに̒ʙ の̓ه事を഑෍しました。 生徒には̐つ

の؍఺「ԁ安、෺価高のݱ状」「ͦれͧれのݪҼ」

「ͦれͧれのϝϦット、デϝϦット」「対応策」につい

てௐ΂るようにࣔࢦをし、プϦントにまとめました。

ͦのޙ、まとめたことをͦれͧれࠇ൘に書き出し、

શһでௐ΂たことをڞ有する時間をとりました。 ෼

からない୯ޠについてはి子ࣙ書を࢖ってௐ΂た

り、生徒ಉ࢜で教え߹ったりする࢟も見られました。

֤൝から出た意見の一部は以下のようになっていま

す。

・෺価高のݱ状

ҥ料඼や食඼のࡐݪ料が高騰している。 　

スϚートフΥンなどの価格ਫ४が上がっている。

̕月の౦ژ౎۠部のফඅ者෺価ࢦ਺が前年ಉ

月ൺ2�8ˋ上ঢ　など

̍　はじめに

　本校はࠓ年度よりࢦ定をडけ、ＮＩＥを実践するこ

ととなりました。 まず生徒が実際にどれくらい新聞

をߪಡしているのかアンέートをとると、定期的に

新聞をಡΉ生徒は֤クラス໊̎から̏ ໊ఔ度であり、

΄とΜどの生徒は新聞をಡまず、スϚートフΥンやテ

ϨϏでχϡースを見るとのことでした。 このことか

ら、生徒にとって新聞は身ۙなものではなく、書い

てある಺༰が೉しいという印象を࣋つ生徒が多いと

感じました。

̎　࣮ફঢ়گʢ̏೥ੜʣ

（１）新聞を読んでみる

　̍学期には、新聞をಡΉことࣗମにۤख意ࣝを

っている生徒が多くいたため、まずは新聞をどう࣋

やってಡΉかということを授ۀでѻいました。 新聞

の見出しやϦードจなど新聞のߏ成を೺Ѳすること

で、新聞が実はಡΈやすくなるように様々な޻෉が

されていることを生徒は理解することができました。

ͦして1時間を࢖い、खにऔった新聞の中から気に

なるه事をબ୒しました。 ౰時の話題であった、ウ

クライナに関するχϡースを中৺に、様々なχϡース

をऔり上げ、ࣗ෼のワークシートにまとめました。

（２）新聞掲示コーナーの設置

　少しでも多くの生徒に新聞に対するڵ味をもって

もらうために、ਤ書ࣨの࿬に新聞をஔいた୨をઃஔ

し、話題となっていたχϡースのه事をࣔܝしまし

た。 ࿓下をาく生徒が時々足をࢭめて、ه事を見

ていたり、新聞をखにऔったりする࢟も見られ、ڵ

味関৺を࣋つ生徒も出てきたようにࢥいます。

日本にւ֎ཱྀߦで֎国の方がདྷやすくなる　

֎国から日本にདྷる࿑ಇ者がݮる

༌ೖ඼の価格が上がる　　など

・ԁ安の対応策

日本ۜߦによるҝସհೖ　　

'3#は利上げを続ける　など

　൝によってಡΜでいる新聞ه事が異なるため、ଞ

の൝の発表から新たな発見をಘることができたり、

ࣗ෼のௐ΂たことと݁ͼつけてଊえたりすることが

できたのではないかとࢥいます。 ͦの一方で、ಡ

Έऔるのが೉しい಺༰のه事もあり、खこずってい

る生徒も見られました。 新聞を࢖用した授ۀのあと

には、ߨ義形ࣜで෺価の決まり方やԁ安、ԁ高に

ついてઆ明しました。 どちらもध要と供څのόラン

スがݪҼになっていることに৮れ、新聞ه事からಡ

Έऔったこととつながっていることをڧௐして授ۀを

。いましたߦ

̏　·ͱΊ

　授ޙۀにアンέートをとった݁Ռを見ると、以前よ

りも新聞にڵ味や関৺を࣋った生徒が196人中130人

と増え、「見出しだけで಺༰が෼かったり、৭々な

情報がのっていたりして、スϚートフΥンでه事をಡ

Ήのとはҧった見方ができた」や「新聞は೉しいと

味のある෼野についてௐ΂ڵっていたが、ࣗ෼のࢥ

・෺価高のݪҼ

コロナウィルス感染֦大による๵қのఀ଺　

ԁ安による༌ೖ඼の価格高騰　

ロシアのウクライナ侵攻　ݪ༉の供څෆ足によ

るݪ༉価格の高騰　など

・෺価高のϝϦット、デϝϦット

෺価が上がると、঎඼をങわなくなってしまう

生活がۤしくなる

খഴคの価格が上がり、代わりにถがങわれる

ようになった　など

・෺価高の対応策

は঎඼のサイズを変えたり、ϒランド化をۀا

ਤっている

௞ۚを上げるために政府はϦスΩϦンάに̍ ஹԁ

っているݴうと࢖

　ମもある࣏するࣗڅࢧ෇ۚをڅ

༌ೖ඼にཔるのではなく、国಺に生ڌ࢈఺をҠ

す会社もある　など

・ԁ安のݱ状

10月14日に ド̍ル 1́48ԁ86મとなり、໿32年Ϳ

りの安஋をߋ新した　など

・ԁ安のݪҼ

日本とアϝϦカのۚ利ࠩが影響している　

日本ۜߦのۚ༥؇࿨

　　アϝϦカがۚ利を上げている　　など

・ԁ安のϝϦット、デϝϦット

るࡐ料になりͦう」などの感૝を࢒す生徒もおり、

授ۀで学Μだことが実生活と݁ͼついているという

実感を࣋つことができたのではないかとࢥいました。

しかしながら、実際に授ۀをߦってΈて、新聞のよ

うな、ྔのあるจষをಡΈ׳れていない生徒が多く

いるようにվめて感じました。

　多くの生徒はීஈからTXJttFS、インスタάラϜな

どを利用しているとࢥいますが、ͦれらに出てくる

จষはඇৗにコンύクトにまとめられており、ͦのよ

うなจষになれている生徒は、なかなか新聞のจষ

が಄にೖっていかないように感じました。 しかし、

時間をかけてಡΜでΈたり、授ۀで学Μだことを生

かしたりすれば、ಡΈऔることができると気づいた

生徒もおり、ޙࠓ情報をಘるखஈの一つとして利用

して΄しいとࢥいます。

　དྷ年度に޲けての課題としては、ࠓճの実践では

新聞を見ൺ΂ることができなかったのでऔりೖれて

Έたいとߟえています。 ͦこから、ಉじχϡースで

も見方などによって、఻え方がҧうということにも気

づかͤたいとࢥいます。 また、ࠓճは教һଆから

テーϚを提ࣔし、ه事も教һଆがબͼましたが、生

徒たちにࣗ෼の関৺のあるテーϚを決めさͤて、ク

ラスで一つのテーϚについてௐ΂たり、ه事もࣗ෼

たちで୳したりすることなどをさͤてΈたいとߟえま

した。 ͦのためにもීஈから、新聞だけにかかわ

らず、จষやデータをಡΉことをऔりೖれ、必要な

情報を୳し出す力などを身につけさͤたいとࢥいま

した。

ＮＩＥ実践報告
千葉県立土気高等学校　　酒井　将仁

（３）円安・物価高について考える

　̏学期には̎ϲ月間、̔ܭ社からの新聞をૹって

いただき、10月、11月に日本中でχϡースになって

いた、「ԁ安・෺価高」について新聞でௐ΂てΈまし

た。 ԁ安、෺価高に関するه事を40ఔ、教һଆで

ൈき出し、生徒を̐ʙ̒人のάループに෼け、ͦれ

ͧれに̒ʙ の̓ه事を഑෍しました。 生徒には̐つ

の؍఺「ԁ安、෺価高のݱ状」「ͦれͧれのݪҼ」

「ͦれͧれのϝϦット、デϝϦット」「対応策」につい

てௐ΂るようにࣔࢦをし、プϦントにまとめました。

ͦのޙ、まとめたことをͦれͧれࠇ൘に書き出し、

શһでௐ΂たことをڞ有する時間をとりました。 ෼

からない୯ޠについてはి子ࣙ書を࢖ってௐ΂た

り、生徒ಉ࢜で教え߹ったりする࢟も見られました。

֤൝から出た意見の一部は以下のようになっていま

す。

・෺価高のݱ状

ҥ料඼や食඼のࡐݪ料が高騰している。 　

スϚートフΥンなどの価格ਫ४が上がっている。

̕月の౦ژ౎۠部のফඅ者෺価ࢦ਺が前年ಉ

月ൺ2�8ˋ上ঢ　など

̍　はじめに

　本校はࠓ年度よりࢦ定をडけ、ＮＩＥを実践するこ

ととなりました。 まず生徒が実際にどれくらい新聞

をߪಡしているのかアンέートをとると、定期的に

新聞をಡΉ生徒は֤クラス໊̎から̏ ໊ఔ度であり、

΄とΜどの生徒は新聞をಡまず、スϚートフΥンやテ

ϨϏでχϡースを見るとのことでした。 このことか

ら、生徒にとって新聞は身ۙなものではなく、書い

てある಺༰が೉しいという印象を࣋つ生徒が多いと

感じました。

̎　࣮ફঢ়گʢ̏೥ੜʣ

（１）新聞を読んでみる

　̍学期には、新聞をಡΉことࣗମにۤख意ࣝを

っている生徒が多くいたため、まずは新聞をどう࣋

やってಡΉかということを授ۀでѻいました。 新聞

の見出しやϦードจなど新聞のߏ成を೺Ѳすること

で、新聞が実はಡΈやすくなるように様々な޻෉が

されていることを生徒は理解することができました。

ͦして1時間を࢖い、खにऔった新聞の中から気に

なるه事をબ୒しました。 ౰時の話題であった、ウ

クライナに関するχϡースを中৺に、様々なχϡース

をऔり上げ、ࣗ෼のワークシートにまとめました。

（２）新聞掲示コーナーの設置

　少しでも多くの生徒に新聞に対するڵ味をもって

もらうために、ਤ書ࣨの࿬に新聞をஔいた୨をઃஔ

し、話題となっていたχϡースのه事をࣔܝしまし

た。 ࿓下をาく生徒が時々足をࢭめて、ه事を見

ていたり、新聞をखにऔったりする࢟も見られ、ڵ

味関৺を࣋つ生徒も出てきたようにࢥいます。

日本にւ֎ཱྀߦで֎国の方がདྷやすくなる　

֎国から日本にདྷる࿑ಇ者がݮる

༌ೖ඼の価格が上がる　　など

・ԁ安の対応策

日本ۜߦによるҝସհೖ　　

'3#は利上げを続ける　など

　൝によってಡΜでいる新聞ه事が異なるため、ଞ

の൝の発表から新たな発見をಘることができたり、

ࣗ෼のௐ΂たことと݁ͼつけてଊえたりすることが

できたのではないかとࢥいます。 ͦの一方で、ಡ

Έऔるのが೉しい಺༰のه事もあり、खこずってい

る生徒も見られました。 新聞を࢖用した授ۀのあと

には、ߨ義形ࣜで෺価の決まり方やԁ安、ԁ高に

ついてઆ明しました。 どちらもध要と供څのόラン

スがݪҼになっていることに৮れ、新聞ه事からಡ

Έऔったこととつながっていることをڧௐして授ۀを

。いましたߦ

̏　·ͱΊ

　授ޙۀにアンέートをとった݁Ռを見ると、以前よ

りも新聞にڵ味や関৺を࣋った生徒が196人中130人

と増え、「見出しだけで಺༰が෼かったり、৭々な

情報がのっていたりして、スϚートフΥンでه事をಡ

Ήのとはҧった見方ができた」や「新聞は೉しいと

味のある෼野についてௐ΂ڵっていたが、ࣗ෼のࢥ

・෺価高のݪҼ

コロナウィルス感染֦大による๵қのఀ଺　

ԁ安による༌ೖ඼の価格高騰　

ロシアのウクライナ侵攻　ݪ༉の供څෆ足によ

るݪ༉価格の高騰　など

・෺価高のϝϦット、デϝϦット

෺価が上がると、঎඼をങわなくなってしまう

生活がۤしくなる

খഴคの価格が上がり、代わりにถがങわれる

ようになった　など

・෺価高の対応策

は঎඼のサイズを変えたり、ϒランド化をۀا

ਤっている

௞ۚを上げるために政府はϦスΩϦンάに̍ ஹԁ

っているݴうと࢖

　ମもある࣏するࣗڅࢧ෇ۚをڅ

༌ೖ඼にཔるのではなく、国಺に生ڌ࢈఺をҠ

す会社もある　など

・ԁ安のݱ状

10月14日に ド̍ル 1́48ԁ86મとなり、໿32年Ϳ

りの安஋をߋ新した　など

・ԁ安のݪҼ

日本とアϝϦカのۚ利ࠩが影響している　

日本ۜߦのۚ༥؇࿨

　　アϝϦカがۚ利を上げている　　など

・ԁ安のϝϦット、デϝϦット

るࡐ料になりͦう」などの感૝を࢒す生徒もおり、

授ۀで学Μだことが実生活と݁ͼついているという

実感を࣋つことができたのではないかとࢥいました。

しかしながら、実際に授ۀをߦってΈて、新聞のよ

うな、ྔのあるจষをಡΈ׳れていない生徒が多く

いるようにվめて感じました。

　多くの生徒はීஈからTXJttFS、インスタάラϜな

どを利用しているとࢥいますが、ͦれらに出てくる

จষはඇৗにコンύクトにまとめられており、ͦのよ

うなจষになれている生徒は、なかなか新聞のจষ

が಄にೖっていかないように感じました。 しかし、

時間をかけてಡΜでΈたり、授ۀで学Μだことを生

かしたりすれば、ಡΈऔることができると気づいた

生徒もおり、ޙࠓ情報をಘるखஈの一つとして利用

して΄しいとࢥいます。

　དྷ年度に޲けての課題としては、ࠓճの実践では

新聞を見ൺ΂ることができなかったのでऔりೖれて

Έたいとߟえています。 ͦこから、ಉじχϡースで

も見方などによって、఻え方がҧうということにも気

づかͤたいとࢥいます。 また、ࠓճは教һଆから

テーϚを提ࣔし、ه事も教һଆがબͼましたが、生

徒たちにࣗ෼の関৺のあるテーϚを決めさͤて、ク

ラスで一つのテーϚについてௐ΂たり、ه事もࣗ෼

たちで୳したりすることなどをさͤてΈたいとߟえま

した。 ͦのためにもීஈから、新聞だけにかかわ

らず、จষやデータをಡΉことをऔりೖれ、必要な

情報を୳し出す力などを身につけさͤたいとࢥいま

した。
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（３）円安・物価高について考える

　̏学期には̎ϲ月間、̔ܭ社からの新聞をૹって

いただき、10月、11月に日本中でχϡースになって

いた、「ԁ安・෺価高」について新聞でௐ΂てΈまし

た。 ԁ安、෺価高に関するه事を40ఔ、教һଆで

ൈき出し、生徒を̐ʙ̒人のάループに෼け、ͦれ

ͧれに̒ʙ の̓ه事を഑෍しました。 生徒には̐つ

の؍఺「ԁ安、෺価高のݱ状」「ͦれͧれのݪҼ」

「ͦれͧれのϝϦット、デϝϦット」「対応策」につい

てௐ΂るようにࣔࢦをし、プϦントにまとめました。

ͦのޙ、まとめたことをͦれͧれࠇ൘に書き出し、

શһでௐ΂たことをڞ有する時間をとりました。 ෼

からない୯ޠについてはి子ࣙ書を࢖ってௐ΂た

り、生徒ಉ࢜で教え߹ったりする࢟も見られました。

֤൝から出た意見の一部は以下のようになっていま

す。

・෺価高のݱ状

ҥ料඼や食඼のࡐݪ料が高騰している。 　

スϚートフΥンなどの価格ਫ४が上がっている。

̕月の౦ژ౎۠部のফඅ者෺価ࢦ਺が前年ಉ

月ൺ2�8ˋ上ঢ　など

̍　はじめに

　本校はࠓ年度よりࢦ定をडけ、ＮＩＥを実践するこ

ととなりました。 まず生徒が実際にどれくらい新聞

をߪಡしているのかアンέートをとると、定期的に

新聞をಡΉ生徒は֤クラス໊̎から̏ ໊ఔ度であり、

΄とΜどの生徒は新聞をಡまず、スϚートフΥンやテ

ϨϏでχϡースを見るとのことでした。 このことか

ら、生徒にとって新聞は身ۙなものではなく、書い

てある಺༰が೉しいという印象を࣋つ生徒が多いと

感じました。

̎　࣮ફঢ়گʢ̏೥ੜʣ

（１）新聞を読んでみる

　̍学期には、新聞をಡΉことࣗମにۤख意ࣝを

っている生徒が多くいたため、まずは新聞をどう࣋

やってಡΉかということを授ۀでѻいました。 新聞

の見出しやϦードจなど新聞のߏ成を೺Ѳすること

で、新聞が実はಡΈやすくなるように様々な޻෉が

されていることを生徒は理解することができました。

ͦして1時間を࢖い、खにऔった新聞の中から気に

なるه事をબ୒しました。 ౰時の話題であった、ウ

クライナに関するχϡースを中৺に、様々なχϡース

をऔり上げ、ࣗ෼のワークシートにまとめました。

（２）新聞掲示コーナーの設置

　少しでも多くの生徒に新聞に対するڵ味をもって

もらうために、ਤ書ࣨの࿬に新聞をஔいた୨をઃஔ

し、話題となっていたχϡースのه事をࣔܝしまし

た。 ࿓下をาく生徒が時々足をࢭめて、ه事を見

ていたり、新聞をखにऔったりする࢟も見られ、ڵ

味関৺を࣋つ生徒も出てきたようにࢥいます。

日本にւ֎ཱྀߦで֎国の方がདྷやすくなる　

֎国から日本にདྷる࿑ಇ者がݮる

༌ೖ඼の価格が上がる　　など

・ԁ安の対応策

日本ۜߦによるҝସհೖ　　

'3#は利上げを続ける　など

　൝によってಡΜでいる新聞ه事が異なるため、ଞ

の൝の発表から新たな発見をಘることができたり、

ࣗ෼のௐ΂たことと݁ͼつけてଊえたりすることが

できたのではないかとࢥいます。 ͦの一方で、ಡ

Έऔるのが೉しい಺༰のه事もあり、खこずってい

る生徒も見られました。 新聞を࢖用した授ۀのあと

には、ߨ義形ࣜで෺価の決まり方やԁ安、ԁ高に

ついてઆ明しました。 どちらもध要と供څのόラン

スがݪҼになっていることに৮れ、新聞ه事からಡ

Έऔったこととつながっていることをڧௐして授ۀを

。いましたߦ

̏　·ͱΊ

　授ޙۀにアンέートをとった݁Ռを見ると、以前よ

りも新聞にڵ味や関৺を࣋った生徒が196人中130人

と増え、「見出しだけで಺༰が෼かったり、৭々な

情報がのっていたりして、スϚートフΥンでه事をಡ

Ήのとはҧった見方ができた」や「新聞は೉しいと

味のある෼野についてௐ΂ڵっていたが、ࣗ෼のࢥ

・෺価高のݪҼ

コロナウィルス感染֦大による๵қのఀ଺　

ԁ安による༌ೖ඼の価格高騰　

ロシアのウクライナ侵攻　ݪ༉の供څෆ足によ

るݪ༉価格の高騰　など

・෺価高のϝϦット、デϝϦット

෺価が上がると、঎඼をങわなくなってしまう

生活がۤしくなる

খഴคの価格が上がり、代わりにถがങわれる

ようになった　など

・෺価高の対応策

は঎඼のサイズを変えたり、ϒランド化をۀا

ਤっている

௞ۚを上げるために政府はϦスΩϦンάに̍ ஹԁ

っているݴうと࢖

　ମもある࣏するࣗڅࢧ෇ۚをڅ

༌ೖ඼にཔるのではなく、国಺に生ڌ࢈఺をҠ

す会社もある　など

・ԁ安のݱ状

10月14日に ド̍ル 1́48ԁ86મとなり、໿32年Ϳ

りの安஋をߋ新した　など

・ԁ安のݪҼ

日本とアϝϦカのۚ利ࠩが影響している　

日本ۜߦのۚ༥؇࿨

　　アϝϦカがۚ利を上げている　　など

・ԁ安のϝϦット、デϝϦット

るࡐ料になりͦう」などの感૝を࢒す生徒もおり、

授ۀで学Μだことが実生活と݁ͼついているという

実感を࣋つことができたのではないかとࢥいました。

しかしながら、実際に授ۀをߦってΈて、新聞のよ

うな、ྔのあるจষをಡΈ׳れていない生徒が多く

いるようにվめて感じました。

　多くの生徒はීஈからTXJttFS、インスタάラϜな

どを利用しているとࢥいますが、ͦれらに出てくる

จষはඇৗにコンύクトにまとめられており、ͦのよ

うなจষになれている生徒は、なかなか新聞のจষ

が಄にೖっていかないように感じました。 しかし、

時間をかけてಡΜでΈたり、授ۀで学Μだことを生

かしたりすれば、ಡΈऔることができると気づいた

生徒もおり、ޙࠓ情報をಘるखஈの一つとして利用

して΄しいとࢥいます。

　དྷ年度に޲けての課題としては、ࠓճの実践では

新聞を見ൺ΂ることができなかったのでऔりೖれて

Έたいとߟえています。 ͦこから、ಉじχϡースで

も見方などによって、఻え方がҧうということにも気

づかͤたいとࢥいます。 また、ࠓճは教һଆから

テーϚを提ࣔし、ه事も教һଆがબͼましたが、生

徒たちにࣗ෼の関৺のあるテーϚを決めさͤて、ク

ラスで一つのテーϚについてௐ΂たり、ه事もࣗ෼

たちで୳したりすることなどをさͤてΈたいとߟえま

した。 ͦのためにもීஈから、新聞だけにかかわ

らず、จষやデータをಡΉことをऔりೖれ、必要な

情報を୳し出す力などを身につけさͤたいとࢥいま

した。
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生徒もおり、ޙࠓ情報をಘるखஈの一つとして利用

して΄しいとࢥいます。

　དྷ年度に޲けての課題としては、ࠓճの実践では

新聞を見ൺ΂ることができなかったのでऔりೖれて

Έたいとߟえています。 ͦこから、ಉじχϡースで

も見方などによって、఻え方がҧうということにも気

づかͤたいとࢥいます。 また、ࠓճは教һଆから

テーϚを提ࣔし、ه事も教һଆがબͼましたが、生

徒たちにࣗ෼の関৺のあるテーϚを決めさͤて、ク

ラスで一つのテーϚについてௐ΂たり、ه事もࣗ෼

たちで୳したりすることなどをさͤてΈたいとߟえま

した。 ͦのためにもීஈから、新聞だけにかかわ

らず、จষやデータをಡΉことをऔりೖれ、必要な

情報を୳し出す力などを身につけさͤたいとࢥいま

した。
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